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年報発刊によせて

　中部保健医療圏の一般病床は全国平均 ( 人口 10 万当たり ) より少なく、救急告示病院の

一般病床は 500 床程少ないと福祉保健部に報告し、増床の検討を依頼しました。また、救

急告示病院の一般病床の増床に関する件で、国会議員・県会議員の協力や地元新聞の紙上を

も賑わしたが、結局、全国より病床が多い南部保健医療圏で 20床以内、中部保健医療圏で

20床以内の増床に終わり、当院も申請したが対象外となりました。国・県・市町村は病院

増床が医療費の高騰に繋がると解釈するのか、地域のニーズをも考慮せず消極的なようです。

2010 年に比べ 2030 年は、医療・介護の対象者が 1.3 ～ 1.8 倍に増え 1.6 倍の多死社会

の到来を迎える中でも急性期病院の増床は困難です。一方、県下において老人保健施設は全

国より多く、特別養護老人ホームは全国レベルで介護療養病床は全国に近い値です。養護老

人ホームの有効利用や増設に関して、行政は今一つ前向きで無い様な気がするし、介護療養

病床は老人保健施設への転換は可能だが、新たな増設は難しい状況にあります。ハートライ

フ病院の平均在院日数が 13日前後、50床の血液内科病棟を有し病床利用率が 94%の現状

で、今後地域のニーズにどれ位応じることが出来るのでしょうか。

昨年来、在宅医療が叫ばれ、次年度は在宅復帰元年とも言われ、各病棟からの在宅復帰

率が重要視されています。疾患が軽く障害が中程度であれば自宅へ帰る事も可能ですが、呼

吸管理・人工透析・血液疾患・がんを有する方々、或いは障害が重い方々、更には看取りの

時期に有る方々の自宅復帰は容易では無いでしょう。その様な背景の下に、居宅系施設への

復帰として、新しく開設するハートライフ地域包括ケアセンターがその一助になればと考え

ています。

さて、ハートライフ病院の進む方向として、心臓血管外科、リニアック・放射線療法と第

3次救急医療を必要とする高度急性期医療を担う病院を目指すのか、特徴ある一般急性期医

療を担う病院を目指すのか早急の対応が望まれます。すでに、国の指針は出ており、自院の

現状を分析し、それにどの様に応ずる事が出来るかでしょう。

社会医療法人かりゆし会

理事長　安里　哲好
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年報発刊によせての挨拶

社会医療法人かりゆし会　ハートライフ病院

院長　奥島　憲彦

　平成 25 年度もハートライフ病院にとって素晴らしい一年になりました。今回、

年報に新しく 20 年勤続者のページができました。県医師会で表彰を受けた中で当

院の 8 人が沖縄一であったことが院長として大変嬉しいことでした。ご本人の努

力が一番ですが、ご家族や職場の同僚の支えや励ましが大きな力になったと思いま

す。今後も職員が健康でイキイキと働ける労働環境づくりに努力したいと思います。

　平成 26 年 1 月に４回目の日本病院機能評価を受審し合格しました。職員が一致

団結して取り組んで下さったことに心から感謝申し上げます。今回、審査員から４

回の受審ではじめて講評でお褒めの言葉をいただきました。特に、多くの職種の方々

が患者さんのために話し合いをもち、問題点の改善に努力しているところが評価さ

れました。これから指摘をうけた改善点を一つ一つ改善していきたいと思います。

また、今年度取り組んだ「総合入院体制加算」は逆紹介率と薬剤師の当直体制がク

リアできずとることができなかったのは残念でした。是非、病院一丸となって来年

度は取得したいと思います。「救急車は断りません」をスローガンに救急医療にも

取り組んできましたが、人員や体制の問題などで小児救急、夜間のロードアンドゴー

などを断らざるを得ませんでした。今後、救急車を断らないで良い体制づくりに努

力いたします。

　年報でこの 10 年間の歩みを振り返ってみますと月平均の新規入院患者数が 470

人 / 月から 608 人 / 月に増加し、平均在院日数が 17.6 日から 13.7 日に短縮し、

病床利用率は92%を維持しています。また、救急車の搬送件数も1,500件から2,443

件と右肩上がりで増加しています。重症度、看護必要度も上がり職員数も 588 人

から 802 人に増えました。地域医療支援病院として地域医療の中核病院の役割を

十分果たしてきたと考えています。この年報には職員一人一人の頑張りがつまって

います。この年報を振り返って希望に輝く未来へのスタートとしたいと思います。

今後も日々の診療で「より安全な医療」「より質の高い医療」を実現していきましょ

う。また、患者さんに対して、職員同士で「笑顔で親切、ハートライフ病院」を実

践していきましょう。

理念

わたしたちは心と心を結ぶ信頼される医療をめざします

基本方針

1.	急性期医療	（質の高いチーム医療）

2.	地域完結型医療	（地域保健・医療・福祉施設との連携）

3.	救急医療（24	時間二次救急）

4.	がんの予防と治療

5.	研修教育病院

6.	健全な医療経営　　　

7.	笑顔で親切
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病院概要
（平成 24 年 4 月 1 日現在 / データ作成　総務課　吉川）

組織概要

施設名
社会医療法人かりゆし会　ハートライフ病院

所在地
〒 901-2492　沖縄県中頭郡中城村字伊集 208 番地

連絡先
電話　（098）895-3255（代表）

FAX　（098）895-2534

ホームページ　http://www.heartlife.or.jp/

管理者一覧
理  事  長　　安　里　哲　好

院　　長　　奥　島　憲　彦

副  院  長　　松　元　　悟

副  院  長　　久　場　良　也

副  院  長　　佐久川　　廣

救急総合診療部長　　與　座　　一

医 局 長　　西　原　　実

看護部長　　西　銘　宣　子

医療技術部長　　宮　城　竜　也

事務部長　　當　銘　秀　之

人財開発室部長　　比　嘉　一　廣

施設概要

許可病床数
300 床（開放病床 22 床）

敷地面積及び建物概要
敷地面積 19,474.80㎡ 建築面積 7,231.56㎡ 延べ床面積 24,680.51㎡

規模構造　鉄筋コンクリート造　地上 9 階・地下 1 階

職員数
総　数 802 名

職種別
（平成 25 年 4 月 1 日現在 / データ作成　総務課　吉川）

職種 人数 職種 人数 職種 人数 職種 人数
常勤医師 58 クラーク 20 ＯＭＡ 1 医師事務作業補助者 19

研修医 6 臨床工学士 11 視能訓練士 1 ソーシャルワーカー 5

保健師 5 臨床検査技師 33 診療放射線技師 16 施設技術者 4

助産師 20 理学療法士 11 管理栄養士 5 保育士 1

看護師 335 作業療法士 5 栄養士 1 その他 37

准看護師 22 言語聴覚士 3 調理師 11

看護助手 50 薬剤師 13 事務 109 合計 802

指導医・専門医・認定医
（平成 25 年 7 月現在 / データ作成　企画室広報　知念）

名称 人数
日本内科学会指導医 3
日本内科学会総合内科専門医 2
日本内科学会認定内科医 11
日本循環器学会専門医 3
日本消化器病学会指導医 3
日本消化器病学会専門医 5
日本消化器がん検診学会認定医 2
日本消化器内視鏡学会指導医 2
日本消化器内視鏡学会専門医 6
日本肝臓学会専門医 1
日本肝臓病学会指導医 1
ICD 協議会認定インフェクションコントロールドクター 1
日本感染症学会指導医 1
日本感染症学会専門医 1
日本血液学会指導医 1
日本血液学会専門医 4
日本透析医学会専門医 1
日本透析医学会認定医 1
精神保健指定医 1
日本精神神経学会指導医 1
日本精神神経学会専門医 1
日本小児科学会専門医 4
日本がん治療認定医機構がん治療認定医 2
日本がん治療認定医機構暫定教育医 4
日本がん治療認定医機構認定医 4
日本外科学会指導医 1
日本外科学会専門医 7
日本外科学会認定医 1
日本乳癌学会専門医 1
検診マンモグラフィ読影認定医 3
日本食道学会認定医 1
日本大腸肛門病学会専門医 1
日本消化器外科学会指導医 2
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医 2
日本消化器外科学会消化器がん治療認定医 1
日本消化器外科学会専門医 2
日本内視鏡外科学会技術認定医 1

名称 人数
日本整形外科学会専門医 3
日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医 1
日本整形外科学会リウマチ認定医 2
脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指導医 1
日本手外科学会認定手外科専門医 1
日本形成外科学会専門医 1
日本レーザー医学会専門医 1
日本創傷外科学会専門医 1
身体障害者福祉法指定医（肢体不自由） 1
日本熱傷学会専門医 1
日本脳神経外科学会専門医 2
日本脳神経血管内治療学会専門医 1
日本産婦人科学会専門医 3
母体保護法指定医 1
日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門医 1
日本泌尿器科学会指導医 2
日本泌尿器科学会専門医 1
日本眼科学会専門医 2
AMO Advanced Femtosecond Laser 1
iEK certification 1
日本医学放射線学会診断専門医 1
日本医学放射線学会専門医 2
日本麻酔科学会指導医 1
日本麻酔科学会認定医 2
日本ペインクリニック学会認定医 1
日本集中治療医学会専門医 1
日本救急医学会救急科専門医 1
日本人間ドック学会人間ドック健診専門医 1
日本人間ドック学会認定医 2
日本消化器集団検診学会認定医 1
日本医師会認定産業医 4
日本医師会認定健康スポーツ医 3
日本体育協会公認スポーツドクター 3
日本東洋医学会認定医 1
日本抗加齢医学会専門医 1
日本脈管学会脈管専門医 1
日本老年医学会専門医 1
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病院機能認定など
1. 医師臨床研修指定病院（基幹型）　厚生労働省発医政第 1030005 号

2. 地域医療支援病院

3. 24 時間二次救急指定病院

4. （財）日本医療機能評価機構　一般病院　認定第 GB97-3 号

5. DPC 対象病院

指定医療一覧
1. 保険医療機関

2. 労働者災害補償保険指定医療機関

3. 妊娠中毒症医療費援護法指定医療機関

4. 母体保護法指定医療機関

5. 結核予防法指定医療機関

6. 生活保護法指定医療機関

7. 戦傷病者特別援護法指定医療機関

8. 指定自立支援医療機関（育成医療・更生医療）

《腎臓に関する医療》

9. 指定自立支援医療機関（育成医療・更生医療）

《耳鼻咽喉科に関する医療》

10. 原爆医療法指定医療機関

11. 指定自立支援医療機関（精神通院医療）　　　

《てんかん》

12. 母子保健法指定病院医療機関（養育医療）　　

《未熟児医療》

13. 特定疾患治療研究事業指定医療機関

14. 小児特定疾患治療研究事業指定医療機関

15. 指定自立支援医療機関（育成医療・更生医療）

《心臓脈管外科に関する医療》

施設認定一覧
1. 日本整形外科専門医研修施設

2. 日本外科学会外科専門医修練施設

3. 日本消化器外科学会専門医修練施設

4. 日本消化器内視鏡学会認定指導施設

5. 日本循環器学会専門医研修施設

6. 日本麻酔科学会麻酔科認定病院

7. 日本産婦人科学会卒後研修指導施設

8. 日本内科学会認定医制度教育病院

9. 日本泌尿器科専門医教育施設

10. 日本透析学会認定教育関連施設

11. 日本糖尿病学会認定教育施設

12. 日本周産期・新生児医学会周産期母体・胎児

専門医暫定研修施設

13. 日本脳神経外科学会専門医認定訓練施設

14. 日本臨床細胞学会認定施設

15. 日本眼科学会専門医制度研修施設

16. 日本病理学会研修登録施設

17. 日本消化器病学会認定施設

18. 日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設

19. 日本がん治療認定医機構認定研修施設

20. 臨床研修指定病院

21. 日本医療機能評価機構認定病院　　　

22. 社団法人日本感染症学会研修施設

23. 非血縁者間骨髄採取施設・移植診療科施設　

　

診療体制

標榜診療科目
●● 内科

●● 呼吸器内科

●● 循環器内科

●● 消化器内科

●● 肝臓内科

●● 糖尿病内科

●● 血液内科

●● 人工透析内科

●● 心療内科

●● 小児科

●● 外科

●● 乳腺外科

●● 食道外科

●● 血管外科

●● 大腸・肛門外科

●● 整形外科

●● 形成外科

●● 脳神経外科

●● 産婦人科

●● 泌尿器科

●● 眼科

●● 耳鼻咽喉科

●● 皮膚科

●● 放射線科

●● 麻酔科

●● リハビリテーション科

●● 救急科

その他、センター・専門外来など

●● 予防医学センター

●● 内視鏡センター

●● 無菌治療センター

●● 悪性腫瘍相談センター

●● 胸やけ外来

●● 不整脈外来

●● 甲状腺外来

●● 生活習慣病・禁煙外来

●● 睡眠時無呼吸症候群 (SAS) 外来

●● 股関節外科・膝関節スポーツ外来

●● 通院治療室（外来化学療法）

●● ヘルニア外来

24 時間救急指定病院【内科・外科・整形外科・脳神経外科・循環器内科】

受付時間
月曜日～金曜日 午前　8：00 ～ 11：30 午後　12：00 ～ 16：30

　　土曜日  午前　8：00 ～ 11：30 午後　休診

診療時間 
月曜日～金曜日 午前　9：00 ～ 12：00 午後　14：00 ～ 17：00

　　土曜日 　　 午前　9：00 ～ 12：30 午後　休診

休診日
救急を除き、日曜日・祝日・土曜日の午後
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救急搬送件数推移と救急患者の入院数
（データ作成 : 地域医療連携室　砂川）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均 入院率
H19 年度 搬送人数 210 183 190 210 170 195 173 157 161 184 200 192 2225 185.4 

内入院数 91 87 83 95 67 97 76 77 81 99 92 77 1022 85.2 45.9%
H20 年度 搬送人数 204 179 174 219 195 183 190 169 195 208 158 168 2242 186.8 

内入院数 92 68 67 79 69 67 85 80 85 92 71 72 927 77.3 41.3%
H21 年度 搬送人数 131 117 140 187 207 194 154 153 194 207 175 176 2035 169.6 

内入院数 65 55 56 90 101 87 71 82 98 99 81 81 966 80.5 47.5%
H22 年度 搬送人数 163 188 185 230 221 224 195 225 223 231 169 222 2476 206.3 

内入院数 81 76 91 88 83 84 87 110 96 110 91 99 1096 91.3 44.3%
H23 年度 搬送人数 202 187 201 209 215 190 230 209 226 224 240 250 2583 215.3 

内入院数 84 78 91 90 109 84 112 98 118 105 101 114 1184 98.7 45.8%
H24 年度 搬送人数 205 193 184 230 226 204 215 241 234 228 179 204 2543 211.9 

内入院数 97 99 94 108 107 96 107 127 111 118 91 90 1245 103.8 49.0%
H25 年度 搬送人数 188 197 212 259 222 218 174 170 208 210 185 200 2443 203.6 

内入院数 93 104 101 99 106 110 92 91 97 104 82 89 1168 97.3 47.8%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

年間救急搬送患者数推移
（人）

2,443

消防署（地域）別救急搬送件数
（地域医療支援病院運営委員会資料より / データ作成 : 地域医療連携室　砂川）

当院救急
搬送件数

うち、時間外
救急搬送件数

時間外の
比率

中城北中城消防組合
（中城村・北中城村）

515 347 67.4％

東部消防組合消防本部
（西原町・与那原町・南風原町）

1,001 653 65.2％

宜野湾市消防本部
（宜野湾市）

415 270 65.1%

島尻消防・清掃組合
（南城市・八重瀬町）

379 258 68.1%

その他消防
（上記以外の市町村）

133 74 55.6%

合　　計 2,443 1,602 65.6％

41%

21%

16%

17%

5%

消防署別

救急搬送件数割合
のべ2,543名

東部消防組合消防本部 中城北中城消防組合

島尻消防・清掃組合 宜野湾市消防本部

その他消防

患者統計

外来・救急外来

外来 1 日平均患者数推移
（データ作成 : 請求業務課　宮城）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均
平成 19 年度 503.4 498.5 475.0 482.1 463.0 499.4 501.2 525.5 530.9 510.1 483.8 492.8 497.1 

平成 20 年度 490.0 495.0 488.6 501.0 473.4 507.2 503.3 491.8 508.7 503.5 475.8 482.4 493.4 

平成 21 年度 464.0 499.6 488.4 498.2 499.1 501.0 498.2 508.9 515.6 511.2 497.7 542.3 502.0 

平成 22 年度 512.0 504.7 494.5 507.0 500.0 545.8 523.0 545.9 553.9 508.7 492.4 508.7 516.4 

平成 23 年度 503.4 523.6 489.1 505 499.7 525.9 510.7 532 544.3 526.6 519.3 501.4 515.1

平成 24 年度 455.7 461.3 446.5 475.9 459.4 488.1 466.9 481.7 481.1 483.0 475.9 470.4 470.5

平成 25 年度 464.0 488.0 462.2 480.1 452.3 478.9 470.7 469.3 492.8 496.8 483.7 484.9 477.0 

0

200

400

600

800

S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24

開院からの外来平均患者数推移
（人）

477.0

H25

地域別外来患者数（延べ患者数）
（データ作成 : 企画室広報　知念）

地域 患者数
沖縄本島（橋で接続されている島を含む） 144,266
離島 934
県外 552
その他・不明 575

合計 146,327

24%

18%

18%

8%

7%

6%

4%
3%

3%

2%
7%

地域別（県内）

外来患者数
のべ146,327名

西原町 宜野湾市 中城村 南城市 与那原町 那覇市

浦添市 北中城町 沖縄市 南風原町 その他
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入院

3 指標
（データ作成 : 地域医療連携室　粟盛）

464.8 470.5
503.3

524.5 534.5
508.6 492.6

536.3
584.2 578.8

609.5 608.8

300

500

700

Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

新規入院患者数/月平均（人）
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平均在院日数

91%
92%

93%
91%

88%
89% 89%

91%
92%

93% 93%
92%
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Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

病床利用率

外来化学療法室（がん化学療法外来）施行数推移
（データ作成 : 看護部外来　本田）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
外科 49 60 48 52 44 34 45 41 36 39 32 27 507

乳腺 9 13 14 15 11 20 26 19 21 23 14 14 199
消内 0 2 3 3 3 3 4 6 6 7 6 10 53
呼内 3 3 3 3 3 3 5 1 0 0 0 0 24
血内 23 31 29 22 27 39 22 23 21 25 33 43 338
婦人科 2 2 3 2 2 1 1 1 1 3 1 3 22
泌尿器 7 4 6 6 9 8 13 10 8 7 8 12 98
計 93 115 106 103 99 108 116 101 93 104 94 109 1,241

外来化学療法件数年次推移

729
817

1,062
1,268 1,241
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ICU 患者統計
（データ作成　ICU　安村）

H16 年度 H17 年度 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度
内科 384 367 366 370 313 300 257 313 295 269
外科 324 318 319 362 306 302 175 122 102 76
脳神経外科 62 104 116 104 98 113 123 93 110 96
整形外科 100 83 103 102 142 64 24 11 20 21
産婦人科 74 86 80 52 65 27 17 5 3 0
耳鼻咽喉科 41 55 76 101 101 9 7 1 2 5
泌尿器科 12 13 5 10 7 22 15 12 14 24
眼科 15 35 20 31 34 11 2 0 0 0
総数 1,012 1,061 1,085 1,132 1,066 848 620 557 546 491

56%

44%
CPA患者の動向

転床 内死亡数

46%

15%

4%1%
2%

5%

2%

21%
3%

1%

ICU

特殊治療動向

レスピレーター ＮＰＰＶ

ＡＳＶ ネーザルハイフロー

Ｓ－Ｇ ＩＡＢＰ

ＰＣＰＳ 血液浄化

ＰＭＸ 低体温

55%

45%
ICU

内科・外科比率
のべ491名

内科系 外科系

入院 1 日平均患者数推移（稼働）
（データ作成 : 請求業務課　高良）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均
平成 24 年度 283.6 274.2 273.4 277.7 273.1 274.7 281.5 283.7 284.8 290.6 294.5 284.8 281.4
平成 25 年度 270.3 270.4 286.9 284.5 275.3 287.4 278.5 274.2 270.5 286.0 284.2 271.4 278.3

エリア別入院患者数（延べ患者数）
（データ作成 : 企画室広報　知念）

地域 患者数
沖縄本島（橋で接続されている島を含む） 7,679
離島 107
県外 69
その他・不明 9

総合計 7,864

沖縄本島内　入院延べ患者構成比

21.7% 19.1% 16.5% 9.2% 7.7% 6.9%

3.8% 2.8% 2.7% 2.0% 1.3%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

西原町 宜野湾市 中城村 南城市
与那原町 那覇市 浦添市 沖縄市
北中城町 南風原町 うるま市 その他

278.3
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（人）
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退院患者疾患別（病態）分類
（データ作成 : 診療情報管理室　田河）
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Ⅰ. 感染症および寄生虫症        　
　（A00-B99)

男 73 12 3 0 2 0 0 29 0 0 3 122 
女 89 12 2 1 1 1 2 17 0 0 4 129 
計 162 24 5 1 3 1 2 46 0 0 7 251 

Ⅱ . 新生物（C00-D48) 男 258 139 40 11 4 0 16 1 0 1 0 470 
女 149 131 22 7 4 0 8 0 1 74 0 396 
計 407 270 62 18 8 0 24 1 1 75 0 866 

Ⅲ . 血液および造血器の疾患ならびに
　   免疫機構の障害（D50-D89）

男 42 6 0 0 0 0 0 0 0 0 1 49 
女 21 4 4 0 0 0 0 4 2 4 0 39 
計 63 10 4 0 0 0 0 4 2 4 1 88 

Ⅳ. 内分泌、栄養および代謝疾患   
　  （E00-E90)

男 43 8 2 1 1 0 0 4 0 0 4 63 
女 58 17 0 0 0 2 0 9 1 0 2 89 
計 101 25 2 1 1 2 0 13 1 0 6 152 

Ⅴ. 精神および行動の障害          
    （F00-F99)

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
女 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 3 
計 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 3 

Ⅵ . 神経系の疾患（G00-G99) 男 52 2 0 6 13 0 0 0 0 0 1 74 
女 22 0 0 6 11 0 2 1 0 0 0 42 
計 74 2 0 12 24 0 2 1 0 0 1 116 

Ⅶ . 眼および付属器の疾患         
     （H00-H59)

男 0 0 1 0 0 152 0 0 0 0 0 153 
女 0 0 0 0 0 172 0 0 0 0 0 172 
計 0 0 1 0 0 324 0 0 0 0 0 325 

Ⅷ . 耳および乳様突起の疾患      
      （H60-H95)

男 7 0 0 0 0 0 16 15 0 0 0 38 
女 12 0 0 0 1 0 22 10 0 0 0 45 
計 19 0 0 0 1 0 38 25 0 0 0 83 

Ⅸ . 循環器系の疾患（I00-I99) 男 285 27 21 1 88 0 1 1 0 0 31 455 
女 202 29 5 3 68 0 1 1 0 0 27 336 
計 487 56 26 4 156 0 2 2 0 0 58 791 

Ⅹ . 呼吸器系の疾患（J00-J99) 男 431 23 22 0 1 0 50 169 0 0 3 699 
女 383 12 10 0 0 0 17 139 0 0 9 570 
計 814 35 32 0 1 0 67 308 0 0 12 1,269 

ＸＩ. 消化器系の疾患（K00-K93） 男 299 345 6 1 0 0 1 4 0 0 0 656 
女 258 262 2 0 0 0 3 0 0 1 1 527 
計 557 607 8 1 0 0 4 4 0 1 1 1,183 

ＸＩＩ. 皮膚および皮下組織の疾患    
          （L00-L99)

男 10 23 2 12 0 0 0 6 0 0 0 53 
女 8 34 2 13 0 0 3 1 0 0 0 61 
計 18 57 4 25 0 0 3 7 0 0 0 114 

XIII. 筋骨格系および結合組織の疾患
　　（M00-M99)

男 10 4 2 68 0 0 0 2 0 0 4 90 
女 9 1 1 84 0 0 0 2 0 0 1 98 
計 19 5 3 152 0 0 0 4 0 0 5 188 

XIV. 腎尿路生殖器系の疾患
（N00-N99)

男 58 3 76 1 0 0 0 8 0 0 0 146 
女 155 4 76 0 0 0 1 1 1 49 2 289 
計 213 7 152 1 0 0 1 9 1 49 2 435 

XV. 妊娠、分娩および産じょく＜褥＞
　　（O00-O99)

女 0 0 0 0 0 0 0 0 539 13 0 552 
計 0 0 0 0 0 0 0 0 539 13 0 552 

XVI. 周産期に発生した病態        
       （P00-P96)

男 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 4 
女 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3 
計 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 7 
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過去5年間の科別患者数動向

内科 外科 脳外 整形 婦人科 耳鼻科 泌尿器 眼科

（人）

※収容のルール変更により ICU に収容された外科の患者数は減少傾向にあります。
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XVII. 先天奇形、変形および染色体異
　　　常（Q00-Q99)

男 0 1 3 1 1 0 0 0 0 0 0 6 
女 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 4 
計 0 1 3 2 1 1 1 1 0 0 0 10 

XVIII. 症状、徴候および異常臨床所見・
　　　異常検査所見で他に分類されな
　　　いもの（R00-R99)

男 2 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 5 
女 3 2 0 0 0 0 3 0 0 1 0 9 
計 5 3 0 0 0 0 5 0 0 1 0 14 

XIX. 損傷、中毒およびその他の外因
　　 の影響（S00-T98)

男 27 33 12 210 37 1 4 2 0 0 5 331 
女 16 15 8 237 19 1 0 4 0 2 5 307 
計 43 48 20 447 56 2 4 6 0 2 10 638 

XXI. 健康状態に影響をおよぼす要因
　　および保健サービスの利用
　　（Z00-Z99)

男 49 61 8 29 0 0 0 219 0 0 1 367 
女 37 24 2 12 0 0 0 219 1 2 0 297 
計 86 85 10 41 0 0 0 438 1 2 1 664 

総計 3,069 1,235 332 705 251 330 153 877 546 147 104 7,749 

医療の質 Quality Indicator（QI）
ハートライフ病院では、医療の質を示す臨床指標 Quality Indicator（QI）を公開しています。

（平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月）

患者満足度調査

当院の外来を受診、または入院された患者さんを対象に、診療や環境等に満足いただけたかのアンケート

調査を実施。患者さんからの貴重なご意見をお伺いして指標化しました。

■外来患者

■入院患者

死亡退院患者率

退院患者のなかで死亡退院患者の占める比率です。 

医療施設の特徴（職員数、病床数、救命救急センターや集中治療室の有無など）や入院患者のプロフィー

ル（年齢、性別、疾患の種類と重症度など）が異なるため、この死亡退院患者率から直接医療の質を比較

することは適切ではありません。 

分子 死亡退院患者数
分母 退院患者数

死亡退院患者率（緩和ケア等を除く）

分子 死亡退院患者数
分母 退院患者数
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転倒・転落発生率

入院中の患者さんの転倒やベッドからの転落は少なくありません。 入院という環境の変化によるものや、

疾患そのもの、治療や手術などによる身体的なものなど様々なリスク要因があります。 病棟や廊下など

の療養環境整備、職員の医療安全研修、患者さんやご家族への予防知識の提供などを通じて転倒・転落の

防止に努めていきます。

分子 医療安全管理室へインシデント・アクシデントレポートが提出された転倒・転落件数のうち
損傷レベル４以上の転倒・転落件数

分母 入院延べ患者数

褥瘡発生率

褥瘡とは一般的に「床ずれ」と呼ばれるもので、長期間同じ姿勢や寝たきりなどの状態で圧迫された皮膚

が血流障害をおこし傷となってしまったものです。 褥瘡の発生は患者さんの QOL（生活の質）の低下を

きたし、結果的には在院日数の長期化や医療費の増大にもつながります。 褥瘡は看護ケアの質評価や指

標の一つとなっています。褥瘡対策を専門的に行う委員会の設置を行い褥瘡発生の低下に努めています。

分子 d2 以上の褥瘡の新規院内発生率
分母 入院延べ患者数

褥
瘡
の
深
さ

D0 皮膚損傷・発赤なし D4 皮下組織をこえる損傷
D1 持続する発赤 D5 関節腔、体腔に至る損傷
D2 真皮までの損傷 DU 深さ判定が不能の場合
D3 皮下組織までの損傷

紹介率

紹介率とは、初診患者に対し、他の医療機関から紹介されて来院した患者の割合です。一方、逆紹介率と

は、初診患者に対し、他の医療機関へ紹介した患者の割合です。

高度な医療を提供する医療機関にだけ患者が集中することを避け、症状が軽い場合は「かかりつけ医」を

受診し、そこで必要性があると判断された場合に高い機能を持つ病院を紹介受診する、そして治療を終え

症状が落ち着いたら、「かかりつけ医」へ紹介し、治療を継続または経過を観察する、これを地域全体と

して行うことで、地域の医療連携を強化し、切れ間のない医療の提供を行います。

■紹介率

分子 紹介初診患者数 +（初診緊急入院患者数 - 初診緊急入院患者のうち紹介初診患者数）
分母 初診患者数 -（休日・夜間の初診救急患者数 - 休日・夜間の初診救急入院患者数）

■逆紹介率

分子 逆紹介患者数
分母 初診患者数 -（休日・夜間の初診救急患者数 - 休日・夜間の初診救急入院患者数）
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尿道留置カテーテル使用率

入院されている患者さんのうち、尿道留置カテーテルを使用した患者さんの割合を示しています。尿道留

置カテーテルによる尿路感染症発生率を算出するための前段階指標となり、どのぐらいの患者に尿道留置

カテーテルが使用されているかをみています。

分子 尿道留置カテーテルが挿入されている入院延べ患者数
分母 入院延べ患者数

救急車・ホットライン応需率

救急車・ホットライン応需率とは、救急車受入要請のうち何台を受け入れることができたかの割合を指名

しています。本指標の向上は、救急センターをはじめ、病棟や各診療科、スタッフの協力など様々な要素

が関係します。ハートライフ病院は本島中南部東海岸の中核病院で 2 次救急指定病院です。「救急車は断

らない」を目標に積極的な受け入れに取り組み、地域の救急医療に貢献できるよう努めています。

分子 救急車で来院した患者数
分母 救急車受け入れ要請件数

特定術式における手術開始 1時間以内の予防的抗菌薬投与率

手術後に、手術部位感染（Surgical Site Infection :SSI）が発生すると入院期間の延長につながります。SSI

を予防する対策として手術前後の抗菌薬投与があり、手術開始から終了後 2 ～ 3 時間まで、血中および

組織中の抗菌薬濃度を適切に保つことで、SSI を予防できる可能性が高くなります。このため手術執刀開

始の 1 時間以内に、適切な抗菌薬を静注することで、SSI を予防し、入院期間の延長を抑えることができ

ると考えられています。

分子 手術開始前 1 時間以内に予防的抗菌薬が投与開始された退院患者数
分母 入院手術を受けた退院患者数

特定術式における術後 24時間（心臓手術は 48時間）以内の予防的抗菌薬投与停止率

手術後に、手術部位感染が発生すると入院期間が延長します。手術部位感染を予防する対策の一つとして

手術前後の抗菌薬投与があり、手術開始から終了後 2 ～ 3 時間まで血中および組織中の抗菌薬濃度を適

切に保つことで、手術部位感染を予防できる可能性が高くなります。しかし、不必要に長期間投与するこ

とで、抗菌薬による副作用の出現や耐性菌の発生、医療費の増大につながります。一般的には、非心臓手

術では術後24時間以内、心臓手術では術後48時間以内までに抗菌薬を中止することが推奨されています。

分子 術後 24 時間以内に予防的抗菌薬投与が停止された手術数
（冠動脈バイパス手術またはそのほかの心臓手術の場合は 48 時間）

分母 入院手術を受けた退院患者数
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ハートライフ病院　平成 25 年度の DPC/PDPS への対応について

東京医科歯科大学医学部附属病院　病院長補佐・特任准教授　井上貴裕

　平成 25 年度ハートライフ病院の医療機関別係数は他の医療機関と比べて高い水準にある。しかし、それは

平成 30 年にかけて廃止される暫定調整係数の評価が高いからであり、今後、医療機関別係数が低くなること

を意味するものである。暫定調整係数は前年度並みの収入を保証する役割を果たすものであり、これは DPC

準備病院時代からの影響を受ける。出来高払いの時代から DPC/PDPS に移行した際にダイエットをした医療

機関が高い評価を受けることになり、DPC 対応に成功した病院だといえる。しかし、当該係数は平成 30 年の

改定で廃止されるわけであり、今後は機能評価係数Ⅱで高い評価を受けることが重要になる。

　そこで平成 25 年度のハートライフ病院は機能評価係数Ⅱのうち最も重要である救急医療係数に対する対策

を綿密に行った。救急医療係数は、救急医療入院かつ救急医療管理加算等を算定した患者に対して、入院後 2

日間までの包括範囲出来高点数（出来高診療実績）と診断群分類点数表の設定点数との差額が評価されたもの

である。つまり、重篤な緊急入院患者に対して救急医療管理加算を適切に算定することが当該係数における評

価を高めることにつながる。ただし、“ 重篤である ” という評価は病院によって、あるいは担当医によって異なっ

ており、考え方を統一することにより適切な算定を行うことが可能となる（この対応を行ったことにより、平

成 26 年度の救急医療係数は大幅に向上した）。

　もう 1 つが総合入院体制加算の届出に向けて本格的な取り組みをしたことである。総合入院体制加算は、

総合的な医療を提供する病院が退院患者の 4 割以上を逆紹介することによって届出ができるものであり、当

該加算の届出は地域中核病院の証といえる。全国で届出る病院は 240 程度しかなく、そのハードルは極めて

高い。総合入院体制加算は DPC/PDPS における機能評価係数Ⅰで評価されており、当該加算を届出ることに

より年間約 6,000 万円の真水の増収となる。図表は逆紹介率の推移である。平成 24 年度には 20% 台の月があっ

たものの、積極的な逆紹介により 40% を超えはじめた。今後も高度急性期病院として継続した取り組みが求

められる。

　ハートライフ病院にとって平成 25 年度は DPC/PDPS における評価で飛躍の第一歩であり、素晴らしい 1

年といえる。しかし、これから本格的にはじまる医療制度改革に対して適切な対応を惜しんではならない。医

療政策の方向性を見据え、自院がどうなりたいか、地域の医療を支え続けるためにどうなるべきかを出発点と

して、今なすべきことに 1 つ 1 つ取り組むことが求められている。

22%

29%

37%

41%
38%

36%36%

28%

34%

38%39%38%37%
39%

33%31%

35%

41%

45%

42%

38%
41%40%

35%

0%

40%

ハートライフ病院 総合入院体制加算 逆紹介患者等の割合

東京医科歯科大学医学部附属病院 特任准教授・病院長補佐
井上　貴裕 ( いのうえ　たかひろ )
　東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科にて医療政策学修士号、上智大学大学院経済学研究科にて経

営学修士号、明治大学大学院経営学研究科にて経営学修士号を取得。今年度、東京医科歯科大学大学院医

歯学総合研究科博士課程を修了。

　医療法人の副理事長として急性期病院の経営に関与した後、大手監査法人にて国内外の医療機関のトッ

プマネジメント向け戦略コンサルティングに従事。加えて、日本および米国の公認会計士育成のための学

校で 7 年間主任講師として会計および経営学を教え、多数の合格者を輩出。日本銀行をはじめとする大

手金融機関、世界のリーディングカンパニーにおいて財務分析、金融工学、経営戦略に関する研修講師と

して卓越した実績をあげる。

　現在、東京医科歯科大学医学部附属病院の特任准教授として病院長の経営参謀を務めるほか、長野市民

病院ストラテジックアドバイザー、武蔵野赤十字病院、横浜市立みなと赤十字病院、総合病院国保旭中央

病院、山形県立中央病院等の地域中核病院の経営アドバイザーとして活躍。また、日本赤十字社本社医療

施設教育研修アドバイザー、東邦大学医学部医学科非常勤講師を勤めている。全国自治体病院学会や国立

病院総合医学会等で講演多数。

　主な著書に、医療経営士テキスト「診療報酬制度と請求事務」、「日本の医療関連サービス」、「医療経営

白書 2010 年度版」、「医療経営白書 2009 年度版」などがある。
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地域医療支援病院認定　関連統計情報

紹介率（紹介率・逆紹介率）
（データ作成　地域医療連携室　新垣）

紹介患者状況
平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

患者数
( 人） 月平均 患者数

( 人） 月平均 患者数
( 人） 月平均 患者数

( 人） 月平均 患者数
( 人） 月平均

紹介患者数 6,026 502 5,620 511 6,067 506 6,345 529 6,931 578

緊急入院患者数 1,944 162 1,912 164 1,846 154 2,041 170 1,956 163
初診患者数 19,097 1,591 19,280 1,697 18,662 1,555 17,254 1,438 18,641 1,553
救急初診患者数 7,624 635 6,485 842 6,704 559 6,874 573 7,431 619
初診緊急入院患者数 694 58 525 45 684 57 803 67 738 62

逆紹介患者数 5,035 420 5,089 424 5,478 457 5,329 444 5,418 452
紹介率 65.6% 60.7% 62.9% 75.2％ 71.9%
逆紹介率 41.5% 38.2% 43.8% 47.9％ 43.9%

地域医療支援病院紹介率の実績
（月平均紹介率）
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共同利用
（データ作成　地域医療連携室　新垣）

年度別　登録医状況
登録医数 備　　考

平成 19 年度 3 月 280 地域医療支援病院認可時
平成 20 年度 3 月 276 4 施設閉院
平成 21 年度 3 月 292
平成 22 年度 3 月 303
平成 23 年度 3 月 307 登録医療機関は 303 件
平成 24 年度 3 月 304 登録医療機関は 300 件
平成 25 年度 3 月 299 登録医療機関は 294 件

平成 25年度登録施設…診療圏内訳
医療圏 件数 医療圏 件数

北部医療圏  9 八重山医療圏 10
中部医療圏 100 その他医療圏 1
南部医療圏 161
宮古医療圏 13 合　　　計 294

開放病床の共同利用状況（開放病床 22床）
延べ利用患者数 年間平均利用率

平成 21 年度 10,608 132%
平成 22 年度 11,073 137％
平成 23 年度 9,300 115%
平成 24 年度 9,892 123%
平成 25 年度 8,557 106.6%

医療機器の共同利用状況
MRI CT RI 超音波

平成 21 年度 総 件 数 3,260 10,870 326 12,428 
紹介件数 661 989 56 1,612 
利 用 率 20.3% 9.1% 17.2% 13.0%

平成 22 年度 総 件 数 3,417 11,073 293 12,876
紹介件数 678 972 33 1,586
利 用 率 19.8% 8.8% 11.3% 12.3%

平成 23 年度 総 件 数 3,452 11,775 333 14,533
紹介件数 626 894 39 1,854
利 用 率 18.1% 7.6% 11.7% 12.8%

平成 24 年度 総 件 数 3,551 11,322 341 12,942
紹介件数 664 941 42 2049
利 用 率 18.6% 8.3% 12.5% 15.9%

平成 25 年度 総 件 数 3,964 11,547 307 13,094
紹介件数 689 1,055 49 2,156
利 用 率 17.4% 9.1% 16.0% 16.5%

研修
（データ作成　地域医療連携室　砂川）

地域医療従事者に対する検討会・勉強会実施状況

内訳 回数 症例件
数

参加　数
備考

院　内 院　外 合　計
救急症例検討会 ３回 8 症例 150 146 296 ◆ 消化器系症例検討会：19:00 ～ 21:00（偶数月第

4 木　 曜日開催）
◆ 救急症例検討会：18:00 ～ 20:00（3 ヶ月毎第 4
金曜日　 開催）　
◆ 糖尿病勉強会：18:30 ～ 20:00（不定期開催）
◆ 循環器勉強会：19:00 ～ 21:00（不定期開催）

消化器系症例検討会 5 回 16 症例 92 22 114

糖尿病勉強会 1 回 ― 3 7 10

循環器勉強会 2 回 ― 21 11 32

合　計 12 回 24 症例 266 186 452

救急救命士実習実績（気管挿管：7名・薬剤投与：2名）

消防本部名 実習名 実習期間（開始～修了） 成功症例 備考

うるま市消防本部 気管挿管 2013 年 3 月 6 日～ 2013 年 4 月16 日 30 例 ( 救気管）第 25-001 号
東部消防組合消防本部 薬剤投与 2013 年 4 月 2 日～ 2013 年 4 月 2 日 30 例 （薬）第 25-001 号
東部消防組合消防本部 気管挿管 2013 年 4 月 30 日～ 2013 年 6 月 6 日 30 例 ( 救気管）第 25-002 号
比謝川行政事務組合ニライ消防本部 気管挿管 2013 年 6 月11 日～ 2013 年 8 月 8 日 30 例 ( 救気管）第 25-003 号
東部消防組合消防本部 気管挿管 2013 年 8 月 8 日～ 2013 年 9 月 9 日 30 例 ( 救気管）第 25-004 号
比謝川行政事務組合ニライ消防本部 気管挿管 2013 年 9 月10 日～ 2013 年 10 月 31 日 30 例 ( 救気管）第 25-005 号
東部消防組合消防本部 気管挿管 2013 年 11 月 6 日～ 2013 年 12 月 27 日 30 例 ( 救気管）第 25-006 号
東部消防組合消防本部 薬剤投与 2013 年 10 月 4 日～ 2013 年 10 月18 日 B パート1 例 （薬）第 25-002 号
比謝川行政事務組合ニライ消防本部 気管挿管 2014 年 1 月 6 日～ 2014 年 3 月 6 日 30 例 ( 救気管）第 25-007 号
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財務情報

( 単位：百万円 / データ作成　財務課　大山 )

H16 年度 H17 年度 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度
入院診療収益 4,070 4,296 4,258 4,674 4,602 4,930 5,241 5,411 5,574 5,655

外来診療収益 1,692 1,704 1,830 1,751 1,714 1,827 1,885 1,997 1,864 1,925
保険予防活動収益 384 377 390 399 372 387 391 409 418 429
その他医業収益 6 4 6 5 5 11 22 32 42 35
クリニック、付随・附帯・
収益業務

0 36 113 107 105 144 147 165 359 412

計 6,152 6,417 6,597 6,936 6,798 7,299 7,686 8,014 8,257 8,456
医業費用、一般管理費　
計

5,773 5,919 5,953 6,365 6,700 6,725 7,019 7,438 7,843 8,180

医業利益 379 498 644 571 98 574 667 576 414 276
経常利益 302 425 583 545 113 504 746 572 440 271
税引前当期利益 324 738 677 545 78 540 699 540 433 270
法人税・住民税等 98 211 137 142 68 2 1 1 0 0
当期純利益 226 527 540 403 10 538 698 539 433 270
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（百万円）

活動実績

( 職員向け講習会など抜粋。詳細は各部門に掲載 / データ作成　企画室広報　仲田 )

年月日 名称 主催・事務局など
2013 年 4 月 4 日 医療技術部勉強会 主催：医療技術部 
2013 年 4 月 6 日 ＢＬＳ（新入職員） 主催：救急外来 内間
2013 年 4 月12 日 Hematology expert meeting 主催：中外製薬 
2013 年 4 月13 日 ＢＬＳ（新入職員） 主催：救急外来 内間
2013 年 4 月17 日 ハイレゾマノメトリー（食道内圧検査）を活用した食道機能異常に対する

アプローチ　講師：済生会福岡総合病院　心療内科 　土田　治　先生
主催：奥島憲彦院長

2013 年 4 月 20 日 医療 BSC ワークショップ 主催：奥島憲彦院長
2013 年 4 月 21 日 医療 BSC ワークショップ 主催：奥島憲彦院長
2013 年 4 月 22 日 医療 BSC ワークショップ 主催：奥島憲彦院長
2013 年 5 月 9 日 「DPC 講演会」（田辺三菱 / 診療情報管理室・柳） 主催：DPC 委員会 / 診療情報管理室
2013 年 5 月11 日 院内 BLS・ICLS 主催：ＩＣＵ・救急検討委員会 内間
2013 年 5 月18 日 院内 BLS・ICLS 主催：ＩＣＵ・救急検討委員会 内間
2013 年 5 月 23 日 いきいき講演会「他喜力」　講師：Dr. 久高のマンマ家クリニック　大家　

久高　学　先生
主催：奥島憲彦院長 

2013 年 5 月 27 日 統計 / 分析勉強会（Excel 等を使って・第 5 回目）/（診療情報管理室・柳）主催：診療情報管理室
2013 年 5 月 29 日 院内感染対策講演会 主催：感染対策委員会
2013 年 6 月 4 日 総合診療　レクチャー・症例検討会　講師：茨城県厚生連総合病院　水

戸協同病院　徳田　安春　先生
2013 年 6 月14 日 NST/ 褥瘡対策委員会勉強会　講師：形成外科　東盛貴光先生 主催：NST/ 褥瘡対策委員会
2013 年 6 月15 日 院内 BLS・ICLS 主催：ＩＣＵ・救急検討委員会 内間
2013 年 6 月17 日 化学療法委員会勉強会 主催：化学療法委員会
2013 年 6 月18 日 がん化学療法勉強会パートⅠ 主催：化学療法委員会 
2013 年 6 月19 日 役職者メンタルヘルス研修会 主催：衛生委員会 
2013 年 6 月 20 日 簡単に食べることをあきらめない 主催：看護部 
2013 年 6 月 21 日 MIMMS 事前研修会 主催：救急外来内間師長
2013 年 6 月 22 日 院内 BLS・ICLS 主催：ＩＣＵ・救急検討委員会 内間
2013 年 6 月 24 日  統計 / 分析勉強会（Excel 等を使って・第 6 回目）/（診療情報管理室・柳）主催：診療情報管理室
2013 年 6 月 25 日 全職員対象メンタルヘルス研修会 主催：衛生委員会
2013 年 6 月 25 日 （領域研修）がん化学療法看護 主催：看護部主任会
2013 年 7 月 2 日 医療ガス安全・管理講習会 主催：医療ガス安全・管理委員会 
2013 年 7 月 4 日 疑うものは救われる ER の pitfalls　講師：福井大学医学部附属病院　救

急総合診療部　林　寛之　先生
主催：奥島憲彦院長

2013 年 7 月16 日 HMIMMS 伝達講習会 主催：災害対策委員会　内間
2013 年 7 月 22 日 統計 / 分析勉強会（Excel 等を使って・第 7 回目）/（診療情報管理室・柳）主催：診療情報管理室
2013 年 7 月 23 日 領域研修（化学療法看護） 主催：看護部主任会
2013 年 7 月 27 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2013 年 8 月1 日 災害医療伝達講習会（J － MAT 募集について） 主催：災害対策委員会
2013 年 8 月 5 日 院内感染対策講演会 主催：感染対策管理室
2013 年 8 月 8 日 外傷診療の基本と胸部外傷　講師：沖縄県立中部病院　嵩下　英次郎

　先生
主催：奥島憲彦院長

2013 年 8 月14 日 医療安全勉強会 主催：TQM 室
2013 年 8 月15 日 医療安全勉強会 主催：TQM 室
2013 年 8 月16 日 総合診療　レクチャー・症例検討会　講師：茨城県厚生連総合病院　水

戸協同病院　徳田　安春　先生
主催：奥島憲彦院長

2013 年 8 月 26 日 統計 / 分析勉強会（Excel 等を使って・第 8 回目）/（診療情報管理室・柳）主催：診療情報管理室
2013 年 8 月 27 日 心臓カテーテル治療の進歩　講師：琉球大学大学院医学研究科第三内

科　准教授　岩淵　成志　先生
主催：総務課

2013 年 8 月 27 日  領域研修（化学療法看護） 主催：看護部主任会
2013 年 8 月 31 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2013 年 9 月 3 日 平成 24 年度　科別実績報告会　1 日目 主催：年報作成委員会
2013 年 9 月 4 日 平成 24 年度　科別実績報告会　2 日目 主催：年報作成委員会
2013 年 9 月 6 日 トモテラピー勉強会／地域医療連携室 主催：南部徳洲会病院



社会医療法人かりゆし会　　平成 25 年度　年報 [ 第 20 号 ] Annual report of Social medical corporation KARIYUSHIKAI  Vol.20  2013

34 35

年月日 名称 主催・事務局など
2013 年 9 月12 日 医療技術部院内研究予選会 主催：医療技術部
2013 年 9 月13 日 全職員対象メンタルヘルス研修会 主催：衛生委員会
2013 年 9 月19 日 院内研究発表会事務部予選 主催：事務部
2013 年 9 月 20 日 院内研究発表会看護部予選会 主催：看護部
2013 年 9 月 24 日  領域研修（化学療法看護） 主催：看護部主任会
2013 年 9 月 26 日 役職者メンタルヘルス研修会　 主催：衛生委員会
2013 年 9 月 26 日 広域災害訓練（名古屋第二赤十字病院）見学報告会／災害対策委員会 主催：災害対策委員会
2013 年 9 月 27 日  救急総合診療部委員会 症例報告会（外科） 主催：救急総合診療部委員会
2013 年 9 月 30 日 統計 / 分析勉強会（Excel 等を使って・第 9 回目）/（診療情報管理室・柳）主催：診療情報管理室
2013 年 10 月 3 日  DPC 勉強会（第 16 回・井上先生）　 主催：奥島憲彦院長 /DPC 委員会 /

請求業務課 / 診療情報管理室 
2013 年 10 月 5 日 第 1 回 院内緩和ケア研修会 2013 主催：がん対策推進委員会・緩和ケア

チーム
2013 年 10 月10 日 人工呼吸器　新機種Ｖ 60　使用方法　勉強会 主催：臨床工学科
2013 年 10 月11 日 人工呼吸器　新機種Ｖ 60　使用方法勉強会 主催：臨床工学科
2013 年 10 月18 日 第 20 回 院内研究発表会（本選） 主催：院内研究発表会実行委員会
2013 年 10 月19 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2013 年 10 月 22 日  領域研修（化学療法看護） 主催：看護部主任会
2013 年 10 月 25 日 保険診療講習会（H26 年度診療報酬改定の動向・ニチイ）（診療情報管

理室・柳）
主催：診療情報管理室

2013 年 10 月 28 日 化学療法勉強会 主催：化学療法委員会・緩和ケア委員
会

2013 年 11 月1 日 糖尿病領域研修 主催：看護部
2013 年 11 月1 日 循環器外科の進歩　講師　済生会熊本病院 副院長 兼　心臓血管セン

ター外科 部長 兼 病床管理部長　平山　統一　先生
主催：奥島憲彦院長

2013 年 11 月 2 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2013 年 11 月 25 日 統計 / 分析勉強会（Excel 等を使って・第 11 回目）/（診療情報管理室・柳）主催：診療情報管理室
2013 年 11 月 26 日 領域研修（化学療法看護） 主催：看護部
2013 年 11 月 29 日 CML 講演会 主催：ノバルティス
2013 年 11 月 30 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2013 年 12 月 2 日 小児疾患勉強会 / 地域医療連携室 主催：地域医療連携室
2013 年 12 月 6 日 認知症とせん妄の勉強会 主催：リハビリテーション科
2013 年 12 月 9 日 緩和ケア勉強会（後援：沖縄県病院薬剤師会・沖縄県がん診療連携協議会）主催：薬局・緩和ケアチーム
2013 年 12 月18 日 院内感染対策講演会　 主催：感染対策管理室
2013 年 12 月 20 日 DPC 勉強会（第 17 回・井上先生） 主催：奥島憲彦院長 /DPC 委員会 /

請求業務課 / 診療情報管理室
2013 年 12 月 21 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2013 年 12 月 26 日 第 1 回災害訓練報告会、伝達講習会 主催：災害対策委員会
2014 年 1 月 31 日 全職員対象メンタルヘルス研修会 主催：衛生委員会 
2014 年 2 月 3 日 中城村役場職員対象 BLS】 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2014 年 2 月 7 日 小児疾患勉強会 主催：地域医療連携室
2014 年 2 月17 日 緩和ケアチーム勉強会・地域勉強会 主催：薬局・持田製薬
2014 年 3 月 8 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2014 年 3 月11 日 小児疾患勉強会　 主催：地域医療連携室
2014 年 3 月12 日 高次脳機能障害勉強会 主催：松川玲子
2014 年 3 月 24 日 医療安全講演会 主催：医療安全管理委員会
2014 年 3 月 29 日 院内 BLS 講習会 主催：ICU・救急検討委員会　内間
2014 年 3 月 31 日 平成 26 年度診療報酬改定説明会（請求業務課・高良） 主催：請求業務課 / 診療情報管理室

今年度の主な出来事

（平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月）

年　　月 施設認定等
平成 25 年（2013 年）

4 月1 日

6 月19 日
6 月 25 日

8 月 22 日
8 月 28 日
8 月 31 日

9 月12 日
9 月13 日
9 月19 日
9 月 20 日

　
10 月11 日
10 月12 日
10 月18 日

　
12 月 3 日
12 月 7 日

12 月14 日
12 月 30 日

平成 26 年（2014 年）
1 月 4 日
1 月 8 日

1 月 27 日
1 月 28 日

2 月 3 日

3 月19 日
3 月19 日
3 月12 日

3 月 24 日 ~29 日

『入職式・オリエンテーション
新入職者 61 名　初期臨床研修医第 10 期生採用 2 名・医局 9 名・看護師 44 名・臨床工学士 2 名・検査技師 1 名・
事務 2 名・その他 1 名

メンタルヘルス研修会「復職支援・パワハラについて」
メンタルヘルス研修会「うつ病の予防と対応法」

開院 25 周年
平成 25 年度 職員満足度調査
第 3 回 研修医同窓会　エリスリーナ西原ヒルズガーデン

院内研究発表会「医療技術部予選会」
メンタルヘルス研修会「うつ病の予防と対応法」
院内研究発表会「事務部予選会」
院内研究発表会「看護部予選会」

『施設基準等に係る適時調査』 九州厚生局沖縄事務所調査
かりゆし会大運動会　吉の浦体育館
第 20 回　院内研究発表会

中部保健所立入検査【医療監視】
職員災害訓練
社会医療法人かりゆし会　大忘年会　沖縄かりゆしアーバンリゾート那覇
社会医療法人かりゆし会　納会

社会医療法人かりゆし会　仕事始め
模擬サーベイ（病院機能評価更新）
病院機能評価受審 1 日目（更新）
病院機能評価受審 2 日目（更新）

かりゆし会介護事業施設建設　地鎮祭

ハートライフ病院　第 9 期研修医修了式
第 9 期研修医修了パーティー　エリスリーナ西原ヒルズガーデン
院内火災訓練
平成 25 年度 患者満足度調査（外来・病棟・透析・MSC）
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病院機能評価の更新受審を終えて———————————————

平成 25 年度　病院機能評価対策委員長　　

医局長兼外科部長　西原　実　　

　病院機能評価は、公益財団法人日本医療機能評価機構が行う、病院の機能及び医療の質、経営の質につ

いての第三者評価です。一定の評価基準に基づき、書面審査と訪問審査の２種類の評価が実施されます。

評価で明らかとなった課題の改善に取り組むことで、病院の機能や質の向上を目指していきます。

　当院では、平成 11 年に病院機能評価で初回の認定を受けました。以後、評価結果で得られた課題に取

り組みながら、16 年に Ver.4、21 年に Ver.5、26 年に機能種別版評価項目 3rdG：Ver.1.0 を受審し認定

を更新しました。

　平成 26 年 1 月に、3 度目の認定更新を目指して、平成 25 年 4 月より新しくなった評価項目体系「機

能種別版評価項目 一般病院２」を受審しました。この評価項目体系の大きな特徴は、実際に行われてい

るプロセスを重視して評価することです。書面審査と訪問審査の中で、当院が重点的に取り組んでいるこ

とや、実際の取り組み状況をお伝えし、認定を更新することができ、6 月に認定証を受領しました。

　今回は特に、評価体制がプロセス重視となることから、更新の 1 年ほど前から各部門・部署ごとに、

他施設への訪問を行い、セミナーに参加するなどの情報収集に取り組みました。それから専門の委員会を

立ち上げ、受審のための準備にあたりました。今回継続的に工夫した点として、症例報告形式のプレゼン

テーションと自己アピールのための会場・雰囲気作り、そして 2 度にわたり実施した模擬審査に力を入

れたことが挙げられます。各病棟では休日返上で病棟医長・師長・担当ナースを中心に症例プレゼンテー

ションを毎週行い、模擬審査後は受審本番まで毎日 1 時間程度の研修を行うなど、すべての病院職員が

一丸となって取り組んだ結果、医療安全、感染対策をはじめとした患者中心の医療の質、チーム医療の推

進、経営の質に至るまで高評を得て、認定を更新することができました。今回の一連の取り組みを通して

得られた課題に対しては、継続して改善活動を続け、沖縄県中南部東海岸地域の中核病院に見合う医療サー

ビスの品質を維持したいと考えています。

審査の結果のうち、「病院の特色」部分を抜粋

沖縄県中部医療圏域に属する地域医療支援病院で

ある。位置的に南部医療圏域に接しているため両圏

域が診療圏となっている。地域完結型の医療を目指

し、保健・医療・福祉との連携がよく図られている。

病院の基本方針として、24 時間二次救急、がん治

療を中心とし、臨床研修機能も備えている。病院の

理念は「わたしたちは、心と心を結ぶ信頼される医

療を目指します」であり、「笑顔で親切、ハートラ

イフ病院」をモットーにされている。

　診療の質向上によく努力されており、特に骨髄移

植については骨髄バンクの認定を取得した、沖縄県

内唯一の骨髄移植施設である。病院機能評価の更新

受審をはじめ、医療の質改善に努められており、姿

勢も評価できる。今後、地域連携をさらに進められ、

地域の中核病院としてますます信頼される病院と

なることを期待する。

■受審時の様子■模擬審査の様子
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部署別業務実績
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活動実績
Journal…Club（抄読会 /毎週水曜日　8:15…～…8:45…）

月日 担当者 演題名
2013 年 4 月 3 日 宮城　純 ヘリコバクター・ピロリ感染の診断及び治療に関する取扱いについて

4 月10 日 澤岻　安勝 盲腸周囲炎について
4 月17 日 山入端　敦 当院における慢性骨髄性白血病 (CML) の治療成績
4 月 24 日 城間　丈二 糖尿病と肝癌

5 月1 日 国吉　史雄 出血を伴う外傷患者に対するトラネキサム酸による早期治療癌の重要性
5 月 8 日 大西　勉 風疹について～当院での検査結果から～

5 月15 日 与座　一 古くて新しい話？…. 脚気
5 月 22 日 阿嘉　裕之 痔核の治療
5 月 29 日 釡野　武志 エコーを身近に～積極的にエコーを使おう～

6 月 5 日 嘉川　春生 夜間頻尿について
6 月12 日 平良　直也 血管内リンパ腫
6 月19 日 西原　実 腹腔鏡下鼡径ヘルニア根治術
6 月 26 日 宮平　工 進行再発大腸癌の治療

7 月 3 日 根間　直人 ロコモティブシンドロームと脊椎疾患
7 月11 日 上地　華代子 肺高血圧症について
7 月17 日 親川　格 沖縄県における角膜内皮移植術の導入
7 月 24 日 高江州　美香 大腿骨頚部骨折について
7 月 31 日 上原　拓明 Preopearative Smoking Status and Postperative Compications 
8 月 7 日 山本　裕介 難治性腹水に対する腹水濾過濃縮再静注法

8 月14 日 圓若　修一 当院における ABMI 療法 ( 自己骨髄細胞投与療法 ) について
8 月 21 日 田嶋　公紀 回腸憩室穿孔の一例
8 月 28 日 井手上　隆史 性同一性障害

9 月 4 日 仲田　操 治療抵抗性高血圧の最新の治療
9 月11 日 折田　均 抗血栓薬服用者における消化器関連の話題
9 月18 日 松元　悟 オリンピック、島言葉の日
9 月 25 日 奥島　憲彦 食道アカラシアと新しい治療法 POEM について
10 月 2 日 国島　知子 Mycoplasma 肺炎に合併した Stevens-Johnson
10 月 9 日 菅野　善一郎 せん妄　脳機能解剖学と精神症状

10 月16 日 町田　典子 PSA 検診について
10 月 23 日 久場　良也 SSCG2012 ～ SSCG2004、2008、2012 日本版敗血症治療 G との比較～
10 月 30 日 宮城　敬 成人発症 Still 病

11 月 6 日 大濵　昌代 自己免疫性溶血性貧血クームス陰性 AIHA を中心に

11 月13 日 上笹　航 開頭してない脳外科手術　脳血管内手術について
11 月 20 日 花城　直次 ストーマ静脈瘤出血の 2 例
11 月 27 日 渡慶次　学 伸筋腱皮下断裂
12 月 4 日 高良　誠 FDG-PET

12 月11 日 崎原　徹裕 特発性肺ヘモジデローシスの 1 例
12 月18 日 佐久川　廣 HBV 再活性化
12 月 25 日 武田　理 子宮体癌

2014 年 1 月 8 日 銘苅　正 沖縄に特有の疾患～外来・救急であるかもしれない～
1 月15 日 白瀬　統星 化膿性仙腸関節炎の 1 例
1 月 22 日 奥間　陽子 手術麻酔における末梢神経ブロック
1 月 29 日 嘉手苅　由梨 危険因子をもたない妊婦に発生した急性大動脈解離による心肺停止の一例

2 月 5 日 佐久川　裕行 社会復帰のための低体温療法
2 月12 日 仲村　武裕 ウェルテル効果とパパゲーノ効果
2 月19 日 仲吉　博亮 ほぼ完全な虫体を採取できた無鉤条虫症の一例
2 月 26 日 末吉　健次 脳再生医療

3 月 5 日 溝渕　貴俊 海外から復帰後、発熱、嘔吐、下痢、血小板減少を来したデング熱と診断された一例
3 月12 日 新里　勇樹 熱中症
3 月19 日 金城　太貴 多枝病変に超遅発性ステント血栓症を同時発症した 1 例
3 月 26 日 洲鎌　理知子 経鼻内視鏡による胃がん検診

医　局

部門紹介
　医師数は常勤 62 名と後期研修医 4 名と研修医 6 名の 72 名のほか、多数の非常勤医の応援で診療にあ

たっています。内訳は下記の表をご参照ください。

　内科は循環器、消化器（内視鏡センターを含む）、呼吸器、血液、内分泌代謝（糖尿病センター含む）

と細分化されています。

　毎日 500 名前後の患者さん、年間 2,500 件あまりの救急搬送に対応しています。また、当院では臨床

研究が盛んで、年間 80 題超の学会発表、論文発表も行っております。

医師数（常勤）
( 平成 25 年 7 月現在 )

内
科

外
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

泌
尿
器
科

小
児
科

産
婦
人
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

放
射
線
科

救
急
科

麻
酔
科

心
療
内
科

人
工
透
析
内
科

予
防
医
学

合
計

全医師数

（初期を除く）
22 10 4 2 2 4 4 2 1 2 1 3 1 1 3 62

指導医数 14 6 2 2 2 4 3 1 0 1 1 2 1 1 1 41

後期・専門

研修医
2 1 1 4

初期研修医 1 年次　2 名　　　2 年次　4 名 6

医局方針
1. 患者の安全・QOL を第一とし、インフォームドコンセントによる良好な信頼関係を確立する。

2. 自己の専門性の確立のため学会活動など自己研鑽に励み、専門性の提供によりチーム医療を行う。

3. 地域の医療機関、保健、福祉施設との連携を積極的に行う。

4. 他部署との交流・院内行事への参加を積極的に行う。

5. 健全な医療経営の意識を持ち、院内各会議に積極的に参加する。
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基礎的手技
内容 日付 担当

Common disease 2013 年 4 月18 日 2 年目研修医 佐久川　裕行

Common disease 2013 年 4 月 25 日 2 年目研修医 仲吉　博亮

アナフィラキシーショック 2013 年 5 月 2 日 2 年目研修医 佐久川　裕行

熱中症・低体温 2013 年 5 月 9 日 2 年目研修医 仲村　武裕

高血糖緊急症・低血糖 2013 年 5 月16 日 2 年目研修医 佐久川　裕行

急性呼吸不全　ALI/ARDS 2013 年 5 月 23 日 研修医 仲村　武裕

喘息発作 2013 年 5 月 30 日 研修医 仲吉　博亮

急性腹症 2013 年 6 月 6 日 研修医 佐久川　裕行

肺血栓塞栓症 2013 年 6 月13 日 研修医 仲吉　博亮

高血圧緊急症 2013 年 6 月 20 日 研修医 佐久川　裕行

IVH の挿入方法 2013 年 6 月 27 日 2 年目麻酔科 釜野　武志

心電図の解釈とその処置 2013 年 7 月 4 日 循環器 三戸　正人

導尿・尿道カテーテルの挿入方法 2013 年 7 月11 日 泌尿器科 嘉川　春生

消毒と縫合 2013 年 7 月18 日 外科 国吉 / 田嶋

グラム染色の検鏡所見 2013 年 7 月 25 日 呼吸器 上地　華代子

外来における緊急止血方法 2013 年 8 月1 日 外科 国吉 /上原

腰椎穿刺の実際 2013 年 8 月 8 日 麻酔科 釜野　武志

輸血の適応 2013 年 8 月15 日 血液内科 宮城　敬

外来における鼻出血止血方法 2013 年 8 月 22 日 耳鼻科 渡嘉敷　光紘

経鼻・経口胃管・イレウスチューブ挿入方法と胃洗浄 2013 年 8 月 29 日 外科 澤岻 / 田嶋

骨折と福木固定 2013 年 9 月 5 日 整形外科 高江洲　美香

直腸診・肛門鏡の取り扱い 2013 年 9 月12 日 外科 阿嘉 /上原

眼底の見方とその所見 2013 年 9 月19 日 眼科 照屋　明子

耳鏡の見方異物除去（鼻腔・耳腔・咽頭・気管） 2013 年 9 月 26 日 耳鼻科 渡嘉敷　光紘

動脈ラインのとり方と圧測定の方法・中心静脈圧の測定方法 2013 年 10 月 3 日 麻酔科 釜野　武志

腹腔穿刺法 2013 年 10 月10 日 消化器 佐久川　廣

骨髄穿刺および生検方法 2013 年 10 月17 日 血液内科 平良　直也

機械的人口呼吸方法 2013 年 10 月 24 日 呼吸器 普天間　光彦

緊急ペースメーカー挿入と設定の仕方 2013 年 10 月 31 日 循環器 金城　太貴

腹腔臓器破裂・損傷 2013 年 11 月 7 日 外科 澤岻 / 田嶋

緊急透析の判断と適応 2013 年 11 月14 日 泌尿器科 嘉川　春生

胸腔穿刺とトロッカーカテーテルの挿入方法 2013 年 11 月 21 日 呼吸器 普天間　光彦

切開とドレナージ 2013 年 11 月 28 日 外科 阿嘉 /上原

気管切開法と輪状甲状間膜穿刺法 2013 年 12 月 5 日 耳鼻科 渡嘉敷　光紘

眼内異物と眼外傷 2013 年 12 月12 日 眼科 照屋　明子

内視鏡（GF・CF）の適応とその前処置 2013 年 12 月19 日 消化器 折田　均

スワンガンツカテーテルの適応とその解釈 2013 年 12 月 26 日 循環器 三戸　正人

気管支鏡の適応とその前処置 2014 年 1 月 9 日 呼吸器 新垣　珠代

ケースカンファレンス（毎週金曜日　午前 8：15 ～ 8：45　医局にて）
内容 日付 担当

Common disease（腸炎） 2013 年 4 月19 日 研修医 仲村 武裕

Common disease（めまい） 2013 年 4 月 26 日 研修医 嘉手苅　由梨

敗血症 2013 年 5 月10 日 研修医 仲吉　博亮

急性中毒 2013 年 5 月17 日 研修医 嘉手苅　由梨

除脈・頻脈 2013 年 5 月 24 日 研修医 佐久川　裕行

嘔吐・下血 2013 年 5 月 31 日 研修医 嘉手苅　由梨

急性冠症候群 2013 年 6 月 7 日 研修医 仲村　武裕

急性心不全 2013 年 6 月14 日 2 年目研修医 佐久川　裕行

脳血管障害 2013 年 6 月 21 日 脳外科 末吉　健次　

気胸 2013 年 6 月 28 日 呼吸器 新垣　珠代

脊髄損傷について 2013 年 7 月 5 日 整形外科 根間　直人

院内 CPC（臨床病理検討会）
演題名 年月日 担当者

CMML に対し、臍帯血移植後に VOD、HPS を発症し死亡した一例 2013 年 7 月 30 日 嘉手苅由梨、宮城敬、喜友名正也

アルコール性肝硬変患者が吐血後の CPA で搬送された一例 2014 年 2 月 4 日 佐久川裕行、宮城敬、喜友名正也
多発性肝腫瘍の一例 2014 年 2 月18 日 仲村武裕、宮城敬、喜友名正也

全身老人性アミロイドーシスの 1 剖検例 2014 年 3 月19 日 宮城敬、喜友名正也
混合型肝癌の 1 例 2014 年 3 月 26 日 佐久川　廣、喜友名正也

研修医向け教育
研修医向けに、毎週下表のスケジュールで各種ミニレクチャーを開催しています。また、外部講師を招聘
して講習会を行っています。

時間・内容 時間・内容
月曜日 8:00 ～ 8:15　ミニ救急症例検討会
火曜日 8:00 ～ 8:15　ミニ救急症例検討会 8:15 ～ 8:45　画像診断ミニレクチャー
水曜日 8:00 ～ 8:15　ミニ救急症例検討会 8:15 ～ 8:45　Journal Club（全医師対象）
木曜日 8:00 ～ 8:15　ミニ救急症例検討会 8:15 ～ 8:45　基礎的手技
金曜日 8:00 ～ 8:15　ミニ救急症例検討会 8:15 ～ 8:45　ケースカンファレンス
土曜日 8:00 ～ 8:15　ミニ救急症例検討会 13:00 ～ 13:30　形成外科小レクチャー

画像診断ミニレクチャー

（毎週火曜日　午前 8：15 ～ 8：45 医局にて）
診療科 / 分野 日時・内容

呼吸器内科 担当医：上地　華代子
胸部画像 

（胸写）
2013 年 4 月16 日 正常

2013 年 4 月 23 日 気胸

2013 年 4 月 30 日 肺炎

2013 年 5 月 7 日 腫瘍

2013 年 5 月14 日 胸水

循環器内科 担当医：金城太貴
心電図 2013 年 5 月 21 日 正常

2013 年 5 月 28 日 除脈性不整脈

2013 年 6 月 4 日 頻拍性不整脈

2013 年 6 月11 日 虚血性心疾患

2013 年 6 月18 日 房室ブロック

外科 担当医：西原　実
腹部画像 2013 年 6 月 25 日 正常

2013 年 7 月 2 日 腹部外傷

2013 年 7 月 9 日 肝・胆のう疾患

2013 年 7 月16 日 膵疾患

2013 年 7 月 23 日 腸管

整形外科 担当医：渡慶次学、高江洲美香、根間直
人

骨単純（骨折、脱臼）2013 年 7 月 30 日 上肢

2013 年 8 月 6 日 下肢

2013 年 8 月13 日 大腿骨

2013 年 8 月 20 日 椎体

2013 年 8 月 27 日 骨盤

診療科 / 分野 日時・内容
脳神経外科 担当医：末吉健次、上笹　航
頭部画像 2013 年 9 月 3 日 正常

2013 年 9 月10 日 脳出血

2013 年 9 月17 日 SAH・硬膜下出血

2013 年 9 月 24 日 脳梗塞

2013 年 10 月1 日 脳腫瘍

呼吸器内科 担当医：普天間光彦
胸部画像 2013 年 10 月 8 日 正常

2013 年 10 月15 日 肺炎

2013 年 10 月 22 日 肺腫瘍

2013 年 10 月 29 日 びまん性疾患

2013 年 11 月 5 日 縦隔腫瘍

放射線科 担当医：高良　誠
シンチ 2013 年 11 月12 日 骨シンチ

2013 年 11 月19 日 Ｇａシンチ

2013 年 11 月 26 日 心筋シンチ

2013 年 12 月 3 日 出血シンチ

2013 年 12 月10 日 肺血流シンチ
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研修・勉強会名 内容 主催 開催日 参加者
医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院 
院長 亀井徹正先生による教育回診（神
経内科）

症例検討（32 歳女性　
発熱意識障害）

ハートライフ病院 2013 年 6 月13 日 新里勇樹、溝渕貴俊、
嘉手苅由梨、院外研修
医 2 名、学生 1 名

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（20 歳男性　
胆のう炎治療中の呼吸
苦）

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 7 月 2 日 新里勇樹、溝渕貴俊、
佐久川裕行、仲吉博亮、
嘉手苅由梨、院外研修
医 1 名、医学生 6 年次
2 名

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（60 歳男性　
呼吸苦）

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 8 月 6 日 仲吉博亮、佐久川裕行、
新里勇樹、溝渕貴俊、
院外研修医 1 名

医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院 
院長 亀井徹正先生による教育回診（神
経内科）

症例検討（32 歳男性　
発熱）

ハートライフ病院 2013 年 8 月15 日 新里勇樹、溝渕貴俊、
佐久川裕行、仲吉博亮、
学生 1 名

スタンフォード大学 Assistant Clinical 
Professor/Hospitalist Dr.Marilyn Tan
による教育回診

症例検討（73 歳男性　
呼吸苦）
※英語にて症例検討

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 9 月 3 日 溝渕貴俊、新里勇樹、
嘉手苅由梨、仲村武裕、
仲吉博亮、普天間光彦、
医学生 3 名

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（20 歳女性　
発熱・嘔吐・下痢）

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 10 月 3 日 溝渕貴俊、新里勇樹、
妹尾洋、佐久川裕行、
仲村武裕、嘉手苅由梨

医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院 
院長 亀井徹正先生による教育回診（神
経内科）

症例検討（74 歳男性　
発熱・頚部痛）

ハートライフ病院 2013 年 10 月 24 日 溝渕貴俊、佐久川裕行、
嘉手苅由梨

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（60 歳男性　
発熱・前胸部痛）

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 11 月 7 日 新里勇樹、妹尾洋

医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院 
院長 亀井徹正先生による教育回診（神
経内科）

症例検討（72 歳男性　
左手が勝手に動く）

ハートライフ病院 2013 年 11 月 21 日 溝渕貴俊、佐久川裕行、
妹尾洋、仲村武裕

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（40 歳女性　
呼吸苦）

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 12 月 5 日 溝渕貴俊、新里勇樹、
妹尾洋、嘉手苅由梨、
院外研修医 2 名

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（80 歳男性　
呼吸苦）

群星沖縄プロ
ジェクト

2014 年 1 月16 日 溝渕貴俊、新里勇樹、
國場司、嘉手苅由梨

医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院 
院長 亀井徹正先生による教育回診（神
経内科）

症例検討（70 歳女性　
左手が上げにくい）
ALS 患者の横隔膜ペー
シングについてのレク
チャー

ハートライフ病院 2014 年 1 月 23 日 新里勇樹、嘉手苅由梨

スタンフォード大学 Assistant Clinical 
Professor/Hospitalist Dr.Errol Ozdalga
による教育回診

基本的な身体所見の取
り方について
※英語にてのレクチャー

群星沖縄プロ
ジェクト

2014 年 2 月 4 日 溝渕貴俊、新里勇樹、
國場司、嘉手苅由梨、
佐久川裕行、仲村武裕、
仲吉博亮、比嘉大地、
仲舛拓、仲田操

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（52 歳男性　
前胸部絞扼感）

群星沖縄プロ
ジェクト

2014 年 3 月 6 日 國場司、溝渕貴俊、仲
吉博亮、嘉手苅由梨、
医学生 3 名

研修医学会発表
演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者

上行結腸癌の多発肝移転に対し
FOLFOX+cetuximab 後に根治術を施行
した 1 例

第 116 回沖縄県医師会
医学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 仲村武裕、宮平工、国吉史雄、
阿嘉裕之、澤岻安勝、花城直次、
西原実、奥島憲彦

切除不能進行胃癌の幽閉部狭窄に対し
て十二指腸ステントを留置した一例

第 116 回沖縄県医師会
医学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 佐久川裕行、折田均、圓若修一、
田村次朗、城間丈二、宮城純、
佐久川廣

鶏骨によると思われる消化管窄孔の１例 第 116 回沖縄県医師会
医学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 嘉手苅由梨、西原実、宮城良浩、
国吉史雄、高橋遼、澤岻安勝、
村山茂美、花城直次、宮平工、
奥島憲彦

内容 日付 担当
急性腹症・消化管穿孔 2013 年 7 月12 日 外科 宮平　工

小児科 2013 年 7 月19 日 小児科 安里　義秀

子宮外妊娠・救急でみる産婦人科疾患 2013 年 7 月 26 日 産婦人科 井手上　隆史

肺炎 2013 年 8 月 2 日 呼吸器 普天間　光彦

裂傷・刺傷・挫創 2013 年 8 月 9 日 外科 澤岻　安勝

急性膵炎 2013 年 8 月16 日 消化器 宮城　純

多発骨折 2013 年 8 月 23 日 整形外科 渡慶次　学

甲状腺機能亢進症 2013 年 8 月 30 日 糖尿病 山本　壽一

小児科 2013 年 9 月 6 日 小児科 崎原　徹裕

尿管結石の救急 2013 年 9 月13 日 泌尿器科 嘉川　春生

胆石・胆のう炎・胆管炎 2013 年 9 月 20 日 消化器 城間　丈二

出血傾向・ＤＩＣ 2013 年 9 月 27 日 血液内科 宮城　敬

急性肝炎 2013 年 10 月 4 日 消化器 圓若　修一

解離性大動脈瘤 2013 年 10 月11 日 循環器 三戸　正人

小児科 2013 年 10 月18 日 小児科 国島　知子

ＤＫＡ・ＨＨＮＣ 2013 年 10 月 25 日 糖尿病 山本　壽一

腰痛 2013 年 11 月1 日 整形外科 根間　直人

救急で見る眼科疾患 2013 年 11 月 8 日 眼科 照屋　明子

喀血 2013 年 11 月15 日 呼吸器 上地　華代子

多発性外傷 2013 年 11 月 22 日 外科 花城　直次

高カルシウム血症 2013 年 11 月 29 日 血液内科 平良　直也

見落としやすい骨折 2013 年 12 月 6 日 整形外科 渡慶次　学

頭痛 2013 年 12 月13 日 脳外科 上笹　航

めまい・救急で見る耳鼻科疾患 2013 年 12 月 20 日 耳鼻科 渡嘉敷　光紘

小児科 2013 年 12 月 27 日 小児科 川満　豊

卵巣捻転 2014 年 1 月10 日 産婦人科 井手上　隆史

痛風発作 2014 年 1 月17 日 整形外科 根間　直人

形成外科小レクチャー（土曜日　13：00 ～ 13：30　担当医：形成外科　東盛　貴光）
内容 日時

顔面外傷における Do&Don't 2013 年 9 月 7 日

手指外傷における注意点 2013 年 9 月14 日

小範囲熱傷における診断と治療方法 2013 年 9 月 21 日

皮膚保護材、軟膏、創傷被覆材の使用方法 2013 年 9 月 28 日

形成外科的縫合方法　その１　（実技あり） 2013 年 10 月 5 日

褥瘡治療における保存的治療法 2013 年 10 月12 日

褥瘡治療における外科的治療法 2013 年 10 月19 日

形成外科的縫合方法　その 2　（実技あり） 2013 年 10 月 26 日

形成外科領域における炎症性疾患の診断と治療方法 2013 年 11 月 2 日

外部講師による講習会
研修・勉強会名 内容 主催 開催日 参加者

医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会病院 
院長 亀井徹正先生による教育回診（神
経内科）

症例検討（44 歳男性　
発熱）

ハートライフ病院 2013 年 4 月18 日 新里勇樹、溝渕貴俊、
仲吉博亮、嘉手苅由梨、
佐久川裕行、仲村武裕

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（30 歳男性　
発熱）

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 4 月 30 日 新里勇樹、溝渕貴俊、
仲村武裕、佐久川裕行、
仲吉博亮、嘉手苅由梨、
医学生 6 年次 2 名

一般社団法人群星沖縄臨床研修セン
ター センター長 宮城征四郎先生による
教育回診

症例検討（75 歳男性　
発作性呼吸困難）

群星沖縄プロ
ジェクト

2013 年 5 月 30 日 新里勇樹、溝渕貴俊、
仲村武裕、佐久川裕
行、仲吉博亮、 嘉手苅
由梨、医学生 6 年次 4
名
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演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
診断に難渋したリンパ球浸潤胃癌の１例 第 95 回日本消化器病学

会九州支部例会
福岡県 2013 年 6 月 21 日 嘉手苅由梨、宮平工、宮城良浩、

国吉史雄、高橋遼、澤岻安勝、
花城直次、西原実、奥島憲彦、
折田均、比嘉良夫（比嘉胃腸科
内科）

ガストログラフィンによる駆虫でほぼ完
全な虫体を採取することができた無鉤条
虫症の１例

第 95 回日本消化器病学
会九州支部例会

福岡県 2013 年 6 月 21 日 仲吉博亮、折田均、田村次朗、
城間丈二、宮城純、佐久川廣、
當眞弘（琉球大学寄生虫学国際
保健講座）

当院における院外心肺停止症例への低
体温療法導入の初期成績

第 41 回日本救急医学会
総会・学術集会

東京都 2013 年 10 月 21 日 佐久川裕行、三戸正人、金城太貴、
久場良也

危険因子をもたない妊婦に発生した急性
大動脈解離による心肺停止の一例

第 41 回日本救急医学会
総会・学術集会

東京都 2013 年 10 月 21 日 嘉手苅由梨、三戸正人、金城太貴、
久場良也

腸重責を伴った盲腸線扁平上皮癌の 1
切除例

第 75 回日本臨床外科学
会総会

愛知県 2013 年 11 月 21 日 新里勇樹、宮平工

3 度熱中症による肝不全に対し血漿交換
を行った一救命例

第 41 回日本救急医学会
総会・学術集会

京都府 2014 年 2 月 28 日 新里勇樹、三戸正人

※各科より初期研修医のみ再掲。後期研修医の実績については、各診療科ページをご覧ください。

医師卒後臨床研修　第 10 期生（平成 25 年 4 月 1 日～）
（手前左より　入職式において）

新　里　勇　樹（琉球大学）

溝　渕　貴　俊（徳島大学）

医師卒後臨床研修　第９期生（平成 24 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）
（左より　研修修了式において）

佐久川　裕　行（琉球大学）

嘉手苅　由　梨（琉球大学）　当院麻酔科で後期研修

仲　吉　博　亮（琉球大学）　当院呼吸器内科で後期研修

仲　村　武　裕（琉球大学）

平成 25 年度時点で、呼吸器内科 1 名、外科 1 名、産婦人科 1 名、

麻酔科 2 名の 5 名が後期研修中です。平成 26 年度より第 9

期生のうち 2 名が新たに後期研修に加わります。

研修風景

■第 9 期生修了式

■久米島マラソン

■スタンフォード大学 Ozdalga 先生による身体所見の講義 ■福井大学医学部附属病院　林　寛 之　先生による講演会

■スタンフォード大学　Tan先生による教育回診（症例検討）

■災害対策訓練
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呼吸器内科
　呼吸器内科は現在、医師 5 名（うち後期研修医 1 名）体制で毎日の外来診療と入院診療を行っています。

対象となる疾患は肺炎、気管支炎、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾患、気管支拡張症、慢性呼吸不全、間質

性肺炎、気胸、肺癌、縦隔腫瘍等と多岐に渡っており、他疾患を合併した患者さんも多く診療しています。

当科のスケジュールとしては、月曜日と金曜日の午後 1 時より 7 階病棟で呼吸器内科回診を行っており、

医師 3 名に加え、研修医・病棟師長・病棟リーダー・薬剤師・リハビリ・NST・MSW と一緒に部屋を回

診しています。各部署と回診する事により共通した患者認識を持ち、より良いグループ診療が出来るよう

に目指しています。また、画像カンファレンスとして月曜日の 13 時から胸写カンファレンスを行い、水

曜日 17 時からは放射線科との合同画像カンファレンスを行う事で胸写や胸部 CT の読影力向上に努めて

います。火曜日の午後は気管支鏡検査を施行し、呼吸器疾患の診断率向上に努めています。木曜日の午後

は医師・看護師・リハビリ・臨床工学士等の各職種と連携した RST ラウンドを行っています。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
呼吸器内科部長
副医局長
7 階病棟医長

普天間　光彦 肺炎・気管支喘息・肺気腫・肺癌・肺結核

上地華代子 肺癌をはじめとした呼吸器疾患 日本内科学会認定内科医
日本呼吸器学会専門医

後期研修医 新垣　珠代 呼吸器内科一般

検査・治療件数
検査・治療 件数

気管支鏡検査 48
検査・治療 件数

睡眠時無呼吸外来のべ患者数 902 名

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者

市中病院で経験した大量排菌の肺結核
3 症例

第 303 回日本内科学会九
州地方会

沖縄県 2013 年 11 月16 日 新垣珠代、上地華代子、普天間
光彦、佐久川廣

腎細胞癌術後フォロー中に診断された
悪性胸膜中皮種の一例

第 116 回沖縄県医師会医
学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 新垣珠代、上地華代子、普天間
光彦、佐久川廣、大城琢磨、知
花賢治、饒平名知史

年度総括
　平成 25 年度は年間 631 名ほどの入院患者の診療を行い、48 名の気管支鏡検

査を実施しました。学会活動としては呼吸器学会総会に参加して見聞を広め、県

医学会で演題発表を行い、県外の学会でも積極的に演題発表を行いました。また、

呼吸気同好会や胸部レントゲン勉強会等の県内での研究会へ参加し他医療機関と

の連携や診療の向上に努めています。教育活動として初期研修医の指導、学生へ

の指導も積極的に行っており、ほとんどの初期研修医は当科での研修を修了して

います。平成 27 年度は学会参加や県内の研究会等の院外活動をさらに活発にし

ていく予定です。
呼吸器内科部長
普天間　光彦

各科概要・実績

内　科

　ハートライフ病院の内科は、消化器 5 名、循環器 5 名、血液 5 名、呼吸器 3 名の体制です。それぞれ

の専門分野において、県内でトップレベルの診療をしております。一方で、循環器内科医が救急総合診療

部の診療を行っており、幅広い疾患に対応しています。また、当院は県内に 7 病院しかない内科学会の

認定教育施設になっております。

　2010 年 10 月に非血縁者間の骨髄移植を施行できる施設として認定されました。現在、沖縄県内で骨

髄バンクを介した骨髄移植が可能な施設としては県内最大規模の無菌センターを有しています。また、自

己骨髄細胞投与による肝の再生療法（ABMi 療法）が臨床研究として 2012 年 11 月に厚生労働省に認可

され、生活習慣病関連肝硬変患者に対して平成 25 年度までに 4 例の ABMi 療法が施行されました。

「内科」では、各専門内科に含まれない初診・二次精査および各種専門外来を紹介いたします。内科系の

詳細なデータは、以降の各専門内科ページをご参照ください。

生活習慣病・禁煙外来

二次精査件数
他医療機関からの二次精査の紹介患者数

※
1,452

ハートライフ病院の予防医学センターからの紹介で２次精査として当院を受診した患者数
※

1,620

※診療科にかかわらず、すべての患者を含みます。

42%

8%

50%

禁煙外来

禁煙成功率
（受診12名中）

5回(12週)の治療で禁煙に成功した方

治療を中止したが成功した方

禁煙に失敗した方
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年度総括

　平成 25 年度、循環器内科の診療は、昨年まで後期研修でがんばってくれた下

浦先生が神戸大学に異動となり一人減少の状態で、金城太貴、三戸正人、仲田操、

與座一の４人で行ってきました。スタッフが１人減の状況下で昨年同様の業務内

容をこなすのは非常に困難なことで、加えて内科全体として３人減の影響も無

視できない戦力ダウンとなり業績としては下降となりました。しかし、昨年は

内科全体としては大幅な減少にはなっておらず、当科としても PCI の件数に限っ

て言えば大幅な減少では無く、一人あたりの業績としてはむしろ伸びているとい

う結果が出ています。

　平成 24 年度は昨年同様、狭心症・心筋梗塞などの虚血性心疾患への PCI に不

整脈の侵襲的治療であるカテーテルアブレーションを始めました。また、心配運動負荷試験検査のための

呼気ガス代謝モニター記を導入し、平成 24 年 7 月には心大血管疾患リハビリテーション科（Ⅰ）の施設

認定を取得して、心不全をはじめとした心疾患の心臓リハビリテーション・運動治療を開始しました。心

肺運動負荷試験により適切な嫌気性代謝閾値 AT 値を測定することにより、効率的かつ安全な運動療法の

処方を行うことが可能になりました。さらに、運動処方は心疾患だけでなく、冠動脈疾患のリスクファク

ターである糖尿病や高血圧症などへの適応もあるため、積極的に予防医療への介入も行っています。

　平成 26 年度より仲田医師がハートライフクリニックで循環器疾患を中心とする慢性疾患のフォロー

アップ、また同クリニックで併設している糖尿病内科での糖尿病患者さんに対する虚血のスクリーニング

に焦点を置いて重点的に診察する予定であり、重厚な循環器管理が期待されます。

　循環器領域での当院を取り巻く医療環境は大きく変わってきております。その一つは数年前の南部医療

センターの開設に始まり、もう一つは平成 25 年 9 月からの琉球大学附属病院第３内科での本格的な心臓

カテーテル検査の実施です。九州の小倉記念病院という日本屈指の循環器医療施設出身の医師が第３内科

に赴任し、今後急速にカテーテル検査件数をのばしていくことが予想されます。また、同科は 24 時間循

環器救急を受け入れるとのことですので、地理的状況から最も大きく影響を受けるのが当院と考えられ緊

急のカテ件数の減少が予想されます。係る状況から、現在のところ当院は琉球大学附属病院との棲み分け

を模索する一方で、これまで以上に救急からの循環器疾患の拾い上げの充実を図る必要があります。それ

はこれまでも行われてきたことですが、救急搬送された患者さんで緊急の循環器治療を要する患者さんの

占める割合はそう高くありません。選択肢の幅はあまり広くないのが実情と思われます。幸いなことにそ

の琉球大学附属病院第 3 内科より平成 26 年 4 月から医師派遣の応援をしてもらうことになりました。心

臓の特殊検査になれた専門の先生によるさらなる診療レベルの向上、及び大学の新しい風を取り入れるこ

とによって最新の医療を地域の方々に還元できることが期待されます。

　若手の医師が定着するため、あるいはモチベーションを持続させるための病院にしていくため、循環器

内科として当院が置かれている状況で何ができるか、医師のみならず多くの職種の意見を取り入れていき

たいと考えています。

循環器内科部長
與座　一

循環器内科

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
理事長 安里　哲好 循環器疾患・生活習慣病・禁煙外来 日本内科学会指導医

日本透析医学会専門医
日本循環器学会専門医
日本医師会産業医

外来診療部長・救急総合
診療部長・循環器内科部長

與座　一 一般循環器

総合内科部長 仲田　操 不整脈、虚血性心疾患、総合内科 日本内科学会総合内科専門医
日本内科学会指導医
日本循環器学会専門医
日本医師会認定健康スポーツ医

救急総合診療部副部長・
循環器内科医長

三戸　正人 循環器救急、地域医療、スポーツ医学 日本循環器学会専門医
日本救急医学会救急科専門医
日本内科学会指導医
日本内科学会認定内科医
日本体育協会公認スポーツドクター
日本医師会認定健康スポーツ医

比嘉　章子 一般循環器内科

金城　太貴 循環器一般、総合内科、集中治療

検査・治療・手術件数
検査件数一覧

H21 H22 H23 H24 H25
ペースペーカークリニック患者数 - - - - 226

検査件数一覧
H21 H22 H23 H24 H25

冠動脈 CT 629 581 556 412 467
トレッドミル 133 186 304 85 69
ホルター心電図 193 215 229 176 187
心筋シンチ 123 133 111 149 106
経胸壁心エコー 2,619 2,753 3,085 2,827 2,778
経食道心エコー 18 20 31 34 22

治療件数一覧
H21 H22 H23 H24 H25

経皮的冠血行再建術 (PCI) 142 137 145 124 125
ペースメーカー植込み術 16 20 18 10 21
電池交換 4 4 2 6 5
一時的ペースメーカー 6 15 6 5 10
IABP 19 14 12 7 10
PCPS 1 2 3 1 4
下大静脈フィルター 1 1 5 2 0
末梢血管拡張術 (PPI) 1 1 5 7 7

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
特発性腎道脈解離に対してステント留置
術が著効した 1 例

第 304 回日本内科学会九
州地方会

福岡県 2014 年 1 月19 日 金城太貴、仲田操、三戸正人、
與座一
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74.3%

23.2%

1.2%
0.1% 0.8% 0.3%

主な検査に

しめる割合

（全11,351件）

GIF

CF

ERCP

ESD

肝生検

ラジオ波

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
切除不能進行胃癌の幽閉部狭
窄に対して十二指腸ステントを
留置した一例

第 116 回沖縄県医師会医
学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 佐久川裕行、折田均、圓若修一、
田村次朗、城間丈二、宮城純、佐
久川廣

ガストログラフィンによる駆虫で
ほぼ完全な虫体を採取すること
ができた無鉤条虫症の１例

第 95 回日本消化器病学会
九州支部例会

福岡県 2013 年 6 月 21 日 仲吉博亮、折田均、田村次朗、城
間丈二、宮城純、佐久川廣、當眞弘

（琉球大学寄生虫学国際保健講座）

Centrizonal necrosis（CZN）
を呈した AMA 陽性急性肝炎の
男性例

第 303 回日本内科学会九
州地方会

沖縄県 2013 年 11 月16 日 圓若修一、城間丈二、宮城純、折
田均、佐久川廣、金城福則（琉球
大学医学部付属病院光学診療部）、
藤田次朗（同病院第一内科）

年度総括

　平成 25 年度は内視鏡件数が過去最高でした ( 詳細は内視鏡センターの年度総括

を参照 )。特に ERCP は前年度の約 1.5 倍と著しい増加でした。また昨年度より急増

しているラジオ波焼灼術の件数が平成 25 年度はさらに増えています。また、先述

した自己幹細胞投与療法も症例数を着実に重ねおり、沖縄県における肝疾患診療の

先進施設としての地位を確立しつつあります。さらに最新式食道内圧測定器の導入

で機能性食道疾患の診断能力も格段に向上し、同疾患の診療における県内最終受け

入れ施設を目指して行きます。問題点を挙げるとすれば、ここ数年の課題でもある

が、慢性的なマンパワー不足です。常勤医の高齢化も進んでおり、科内の活性化の

ためにも、後期研修医を含む若手医師の確保が急務であります。

消化器内科部長
折田　均

消化器内科

　消化器内科が扱う臓器は幅広く、腹部の臓器のほとんど ( 腎臓、副腎など一部臓器を除く ) が守備範囲

となります。そのため対象となる患者は多く多岐にわたります。また、人間は精神的ストレスが掛ると身

体的には消化管に影響が出る事が多く、心身医療とも密接な関わりがあります。さらにはメタボリツクシ

ンドロームと関連する消化器疾患もあり、おそらく病院を受診する患者さんのかなりの部分を消化器系の

疾患が占めているものと思われます。当科はなかでも肝疾患に対する治療に力を入れており、平成 25 年

1 月に県内初のアルコール性肝硬変症例に対する自己幹細胞投与療法が行われ、平成 25 年度は 2 症例に

実施しました。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
副院長
内科部長

佐久川　廣 肝炎・肝硬変・肝癌・Ｂ型及びＣ型慢性肝炎の治療 日本肝臓病学会指導医
日本感染症学会指導医
インフェクションコントロールドク
ター
日本感染症学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本内科学会認定医
日本消化器病学会指導医
日本消化器がん検診学会認定医
日本がん治療認定医機構暫定教育医

消化器内科部長
内視鏡センター長

折田　均 胸焼け外来（機能性消化管疾患） 日本内科学会認定医
日本消化器病学会専門医
日本消化器病学会指導医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本消化器内視鏡学会指導医

5 階病棟医長 宮城　純 上部・下部消化管疾患の診断・治療 日本消化器内視鏡学会専門医
日本消化器病学会専門医
日本消化器がん検診学会認定医
日本内科学会認定医

消化器内科医長 城間丈二 日本内科学会認定医
日本肝臓学会専門医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本消化器病学会専門医

洲鎌　理知子
圓若　修一 一般消化器内科

検査・治療・手術件数
主な検査・治療実績

H21 H22 H23 H24 H25
GIF 7,528 7,587 7,288 8,169 8,439
CF 2,509 2,509 2,319 2,471 2,633
ERCP 56 94 65 91 140
ESD  

（食道 / 胃 / 大腸）
35 

（6/15/14）
30 

（13/10/7）
17 

（11/5/1）
19 

（10/7/2）
15 

（9/5/1）
肝生検 77 72 60 112 93
ラジオ波 8 20 31
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
当院におけるＴＫＩを用いた慢性骨髄性
白血病（ＣＭＬ）の治療成績

第 302 回日本内科学会九
州地方会

大分県 2013 年 8 月 24 日 山入端敦、大濱昌代、狩俣かおり、
宮城敬、平良直也

CCR4 抗体を導入した ATLL 移植の最適
化

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会

沖縄県 2014 年 3 月 7 日 平良直也、友寄毅昭（琉球大学
大学院医学研究科内分泌代謝・
血液・膠原病内科学講座）

同種移植後再発成人 T 細胞性白血病リ
ンパ腫に対し抗 CCR4 抗体療法を行った
3 例

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会

沖縄県 2014 年 3 月 7 日 宮城敬、山入端敦、大濵昌代、
狩俣かおり、平良直也

造血幹細胞移植の昔と今：最適なドナー・
前処置・GVHD の予防・治療

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会

沖縄県 2014 年 3 月 8 日 平良直也

自家末梢血管細胞移植後のサリドマイド
維持療法後に B 型肝炎ウイルスの再活
性化を認めた非分泌型骨髄腫の一例

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会

沖縄県 2014 年 3 月 8 日 狩俣かおり、山入端敦、大濵昌
代、宮城敬、城間丈二、佐久川廣、
平良直也

年度総括
　当院では沖縄県内で造血幹細胞移植を完結できるように整備を進め、すべての

移植（骨髄移植、末梢血幹細胞移植、臍帯血移植）が行えるようになりました。

それに伴い、平成 25 年度は無菌治療室の大がかりな改修工事を行い、清浄度の

高い無菌室で移植を行うことにより患者さんへより良い移植医療を提供出来るよ

うになりました。

　今後の課題としては、これまで末梢血幹細胞移植の採取・処理・保管を血液セ

ンターへ依頼しておりましたが、平成 26 年度からは赤十字社の方針で血液セン

ターの協力が得られなくなりました。そのため末梢血幹細胞移植を行っている施

設では、それぞれの施設で幹細胞の採取・処理・保管を行う必要があります。

　幸いに当院には細胞処理を無菌的に取り扱える施設である細胞プロセッシング

センター（CPC）があるため、今後はその施設を利用して職員にスキルアップを

図りたいと考えております。

　将来的にはその技術を再生医療へと応用できればと思っております。

血液内科部長
平良　直也

血液内科

　血液内科は、現在 5 名の医師が常駐しており血液疾患一般の診療を行っています。特に造血幹細胞移

植の症例数は県内ではトップであり、全国的にみても上位 30 位前後に入る症例数を誇っております。

　その中で骨髄バンクのドナーより行われる非血縁者間骨髄移植は、県内では唯一当院でしか行えず沖縄

県の移植医療に貢献しているという自負があります。このような成果はひとえに病院職員、県外まで赴き

ドナーの骨髄を運搬してくださる方々や病棟看護師、コメディカルの皆様の協力の上で成り立っていると

感謝しております。今後とも皆様のお力添えのほど宜しくお願い申し上げます。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
血液内科部長・無
菌治療センター長・
外来通院治療室室
長

平良　直也 一般血液内科 日本血液学会専門医
日本内科学会総合内科専門医

血液内科副部長 宮城　敬 一般血液内科 日本血液学会指導医
日本内科学会認定医
日本血液学会専門医

血液内科医長 山入端　敦 一般血液内科 日本内科学会認定医
日本血液学会専門医

狩俣　かおり 一般血液内科 日本内科学会認定医
日本血液学会専門医

大濱　昌代 一般血液内科 日本内科学会認定医

検査・治療・手術件数
骨髄移植術実施一覧

H21 H22 H23 H24 H25
自家末梢血幹細胞移植 9 12 3 3 1
同種血縁者間末梢血幹細胞移植 3 2 11 3 4
同種血縁者間骨髄移植 2 4 0 4 4
非血縁者間骨髄移植（骨髄バンク） 0 0 15 8 2

臍帯血移植（臍帯血バンク） 0 0 0 0 5

計 16 18 29 18 16

9 12

3 3 1
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移植症例実績

自家末梢血幹細胞移植 同種血縁者間末梢血幹細胞移植
同種血縁者間骨髄移植 非血縁者間骨髄移植（骨髄バンク）
臍帯血移植（臍帯血バンク）
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小児科

　正常なこどもの身体はサイズ及びその機能が常に変化しています。疾病の治療をするために必要な正常

な状態が年齢と共に変化するため、専門科でもこどもに応対する場合は難しさがあります。そのためこど

もを対象に限定して診るだけでも独立した診療科が必要となるわけです。理想的には大人のように臓器毎

に専門科がいる事が望ましいのですが、多くの病院ではその体制を取る事は難しく、小児科がコーディネー

ターの役割を担いながら、各専門科につなぎ全身管理は小児科が行なう事になります。ハートライフ病院

小児科では、二次病院として紹介患者を中心に診療を行い、外来部門であるハートライフクリニックから

の入院を含め 4 名の医師が連携し、新生児や膠原病などの専門的な疾患から肺炎やアレルギー性疾患な

どの一般的な疾患、小児の手術の術前診察、早期乳児の術後管理を行なっています。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
小児科部長 安里義秀 新生児 日本小児科学会専門医
小児科医長 国島知子 一般小児科 日本小児科学会専門医

川満　豊 一般小児科 日本小児科学会専門医
崎原徹裕 一般小児科 日本小児科学会専門医

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
沖縄県の6年間の乳幼児健診データの
解析－育児不安と種々の要因の検討（第
1報）－

第 60 回日本小児保健協会
学術集会

東京都 2013 年 9 月 27 日 安里義秀

Klippie-Trenaunay-Weber症候群に合併
した全身性若年性特発性関節炎の1例

第 23 回日本小児リウマチ
学会総会・学術集会

埼玉県 2013 年 10 月12 日 国島知子、金城紀子、浜田和弥、太
田孝男（琉球大学医学部小児科）

特発性肺ヘモジデローシスの一例 沖縄小児科学会第 77 回例
会

沖縄県 2013 年 9 月15 日 崎原徹裕、川満豊、国島知子、
安里義秀

当院における予防接種の現状 同時接
種の励行を通して

沖縄小児科学会第 76 回例
会

沖縄県 2013 年 3 月10 日 崎原徹裕、川満豊、国島知子、
安里義秀

年度総括
　ハートライフ病院小児科は以前より、比較的在院日数が短く ( 平成 24 年度

DPC 統計による平均在院日数、当院 : 全国 =4:7) 、治癒退院率も高くなっていま

す (27.5%:14%) 新規入院患者数、病床利用数に関しては設定目標は達成できて

いないものの、前年度より増加しています。かりゆし会の小児科としての外来

患者数は 6373 人から 11030 人と 1.7 倍に増加しており、地域への認知度が浸

透してきていると思われます。入院患者数は 438 人と前年度の 1.2 倍と増加し

ている反面、紹介入院率は 69.1% から 54.8% へ減少しています。一方で来院患

児はその 1/3 が西原町からとなっており、立地から考えると宜野湾市、中城村

からの来院者が少ない傾向があります。この傾向を変えるため、平成 24 年度よ

り乳児健診へ積極的な参加をはじめとした地域へのアピールを行なっています

が、十分な効果はまだ現れていないようです。

小児科部長
安里　義秀

内科年度総括
　平成 25 年度の内科の収益は、前年と比較して 2.3% の減少となりました。そ

の原因として内科常勤医の減少による入院収益の減少があげられます。外来は、

延患者数で 1,406 名減少しましたが、日当額が 14,086 ( 昨年度 :13,136) 昨年度

より増加したことにより、収益は 3.8％の増加となりました。入院患者数に関し

ては、新規入院患者数が月平均で 279 名と前年と比較して約 32 名減少し、稼

働患者数も平均で 139.1 名と前年より 7.9 名の減少となりました。稼働患者数

の減少により、入院収益は昨年と比較して 3.6% の減少となりました。内科の入

院診療を担当する医師の数が、前年度の 19 名から 16 名に減少したため、その

ことが患者数の減少に大きく影響したものと思われます。しかしながら、入院

担当内科医一人当たりの入院収益は昨年度より 10% 以上上昇し、また入院の日

当額も昨年度と比較して 3.6% 増えております。したがって、医師増対策により

今後、収益は改善すると思われます。

内科部長・副院長
佐久川　廣
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外　科

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
院長 奥島憲彦 消化器外科・食道外科・食道癌の内視鏡的治療・食道ア

カラシアの POEM 手術
日本外科学会専門医
日本消化器外科学会指導医
日本消化器内視鏡学会指導医
日本がん治療認定医機構暫定教育医
日本がん治療認定医機構認定医
日本医師会産業医
検診マンモグラフィ読影認定医
日本食道学会認定医
日本体育協会公認スポーツドクター

医局長
外科部長

西原　実 一般消化器外科・肝胆膵外科・内視鏡外科・抗がん剤治
療

日本外科学会専門医
日本がん治療認定医機構暫定教育医
日本がん治療認定医機構認定医
日本消化器外科学会消化器がん外科
治療認定医
日本肝胆膵外科学会評議員
日本コンピュータ外科学会評議員
検診マンモグラフィ読影認定医
Best Doctors in Japan 認定

内視鏡外科部長・
４階病棟医長

宮平　工 胃癌・大腸癌に対する手術治療・抗がん剤治療
各種消化器疾患に対する腹腔鏡手術・単孔式手術

日本外科学会専門医
日本外科学会指導医
日本消化器外科学会専門医
日本消化器外科学会指導医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本内視鏡外科学会評議員
日本消化器病学会専門医
日本消化器病学会指導医
日本消化器内視鏡学会専門医
日本がん治療認定医機構認定医
日本消化器外科学会消化器がん治療
認定医
日本がん治療認定医機構暫定教育医

外科副部長 花城直次 日本外科学会認定医
日本外科学会専門医

乳腺外科医長 村山茂美 乳腺外来 日本外科学会専門医
日本がん治療認定医機構認定医
日本乳癌学会専門医
検診マンモグラフィ読影認定医
JABTS 超音波講習会修了医

澤岻安勝 日本外科学会専門医
日本消化器病学会専門医
日本消化器外科学会専門医
日本消化器外科学会消化器がん外科
治療認定医

国吉　史雄
阿嘉　裕之 肛門科・消化器外科、各種肛門疾患（痔核・痔瘻・裂肛・

直腸脱・尖圭コンジロームなど）、炎症性肛門疾患に伴う
肛門疾患、便通異常などに対して注射療法、手術を含め
て専門的に診ていきます。

日本大腸肛門病学会専門医

上原　拓明 消化器外科
田嶋　公紀

血管外科 仲栄真　盛保 日本脈管学会脈管専門医
日本外科学会専門医

心療内科

　当科は新設してから 7 年目になります。医師一名体制で、専属スタッフの配置はありません。そのため、

待ち時間が長くなることもありご迷惑をおかけすることもしばしばです。また外来診療のほか、他科に入

院中の方のメンタルヘルストラブルの対応や相談なども行っています。なお、当科での入院治療はやって

おりません。

　よく言われる心療内科と精神科の違いですが、精神科は精神疾患の治療をする科で、心療内科は自律神

経の治療をする科ということになります。

　自律神経の機能がうまく調整できなくなる原因は、老化や体質、ホルモン機能のほか、ストレスや過労な

どさまざまです。そのため、厳密にわけることが難しい分野でもあります。検査しても病気じゃないとい

われたけど体調が悪いというかたは、自律神経の治療を受けることで楽になることがあるかもしれません。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
菅野　善一郎 リエゾン精神医学・心身医療 精神保健指定医

日本精神神経学会専門医
日本精神神経学会指導医

年度総括

　平成 24 年度から、衛生委員会主催で「心の健康づくり計画」を始めました。

職員のメンタルヘルスケアについての規定を明文化し、広く知識を持ってもら

うことでメンタルヘルス不調を予防しようという 3 ヶ年計画での試みで行って

います。ストレスに関する知識を深める講演会やアンケートによる自己評価を

行っています。一人でも多くの職員が「ハートライフ病院に勤められてよかった」

と思える環境づくりを目指していきたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。心療内科
菅野　善一郎
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部位別一覧
病名 件数

肺

胸腺腫 1

自然気胸 2

慢性呼吸不全 4

食　　道

食道アカラシア 4

食道癌 16

甲状腺

バセドウ病 1

プランマー病 1

甲状腺悪性腫瘍 9

甲状腺良性腫瘍 2

乳腺

乳癌 32

乳腺良性腫瘍 5

胃

胃十二指腸潰瘍穿孔 6

胃癌 13

胃粘膜下腫瘍 1

胆嚢・胆管

胆石症 91

胆嚢炎 7

胆嚢腺筋腫症 3

胆嚢ポリープ 6

総胆管結石 6

胆嚢癌 3

胆管癌 2

肝　臓

肝嚢胞 1

肝内胆管結石症 1

膵　臓

膵管内乳頭粘液性腫瘍 2

膵癌 1

小　腸

小腸癌 1

虫　垂

虫垂炎 61

盲　腸

盲腸癌 3

結　腸

結腸癌 39

結腸憩室 3

大腸ポリープ 2

大腸良性腫瘍 2

潰瘍性大腸炎 1

直　腸

直腸癌 22

病名 件数
肛　門

痔核 23

痔瘻 6

肛門ポリープ 1

肛門狭窄 1

毛巣洞 4

ヘルニア

鼡径ヘルニア 83

大腿ヘルニア 3

白線ヘルニア 2

腹壁瘢痕ヘルニア 9

臍ヘルニア 7

腹壁瘢痕ヘルニア嵌頓 1

その他疾患

嚥下障害 73

血液疾患 30

粉瘤 34

イレウス 5

腹膜炎 4

リンパ節炎 2

急性汎発性腹膜炎 1

外傷性腸管損傷 1

その他 43

総合計 687

検査・治療・手術実績
術式別一覧

手技 件数
肺

胸腔鏡下手術 3

食　　道

POEM 手術 4

食道癌 ESD 7

食道悪性腫瘍手術 6

甲状腺

甲状腺良性腫瘍手術 2

甲状腺悪性腫瘍手術 9

その他甲状腺手術 2

乳腺

乳腺良性腫瘍切除術 5

乳腺悪性腫瘍切除術 31

胃

胃悪性腫瘍手術 10

腹腔鏡下胃局所切除術 1

腹腔鏡下胃､ 十二指腸潰瘍穿孔縫合術 6

胆嚢・胆管

腹腔鏡下胆嚢摘出術 97

開腹胆嚢摘出術 13

腹腔鏡下胆管切開結石摘出術 1

胆管切開結石摘出術 5

胆管悪性腫瘍手術 1

肝　臓

腹腔鏡下肝切除術 1

肝切除術 3

膵　臓

膵頭部腫瘍切除術 3

小　腸

小腸切除術 4

腸瘻造設術 4

腹腔鏡下小腸悪性腫瘍切除術 1

虫　垂

腹腔鏡下虫垂切除術 52

開腹虫垂切除術 10

結　腸

腹腔鏡下結腸良性腫瘍切除術 1

腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術 20

開腹結腸悪性腫瘍切除術 18

開腹結腸切除術 1

結腸切除術 ( 小範囲 ) 2

手技 件数
腸閉塞症手術 4

直　腸

ハルトマン手術 3

腹腔鏡下直腸悪性腫瘍切除術 7

腹腔鏡下直腸良性腫瘍切除術 1

開腹直腸悪性腫瘍切断術 11

経肛門直腸腫瘍摘出術 3

肛　門

痔核硬化療法 17

痔核根治手術 6

痔瘻手術 6

肛門形成手術 1

肛門ポリープ切除術 1

毛巣洞手術 4

ヘルニア

腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術 48

腹腔鏡下鼠径ヘルニア手術 ( 小児 ) 26

鼠径ヘルニア手術 9

臍ヘルニア手術 2

臍ヘルニア手術 ( 小児 ) 5

腹腔鏡下大腿ヘルニア手術 2

大腿ヘルニア手術 1

腹腔鏡下腹壁瘢痕ヘルニア手術 1

腹壁瘢痕ヘルニア手術 8

腹壁瘢痕ヘルニア手術 ( 小児 ) 1

白線ヘルニア手術 2

胃　瘻

開腹胃瘻造設術 9

内視鏡下胃瘻造設術 66

その他部位

気管切開術 6

人工肛門造設術・人工肛門閉鎖術 14

バイパス手術 8

後腹膜手術 2

腹腔鏡下後腹膜リンパ節生検 2

リンパ節生検 26

体表の手術 50

CV ポート 31

その他 6

その他全麻下 18

総合計 730
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演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
鶏骨によると思われる消化管窄孔の１
例

第 116 回沖縄県医師会医
学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 嘉手苅由梨、西原実、宮城良浩、
国吉史雄、高橋遼、澤岻安勝、
村山茂美、花城直次、宮平工、
奥島憲彦

食道癌術後に乳穈胸を発症した 6 例に
関する検討

第 67 回日本食道学会学
術集会

大阪府 2013 年 6 月14 日 上原拓明、豊田亮、狩俣弘幸、
長濱正吉、下地英明、西巻正（琉
球大学大学院 消化器・腫瘍外
科学講座）

診断に難渋したリンパ球浸潤胃癌の１例 第 95 回日本消化器病学
会九州支部例会

福岡県 2013 年 6 月 21 日 嘉手苅由梨、宮平工、宮城良浩、
国吉史雄、高橋遼、澤岻安勝、
花城直次、西原実、奥島憲彦、
折田均、比嘉良夫（比嘉胃腸科
内科）

当院におけるビスホスホネート療法中に
認めた骨関連事象の3 例から学んだ事。

第 21 回日本乳癌学会学
術総会

静岡県 2013 年 6 月 27 日 村山茂美、山内美咲（同院通院
治療室）、徳比嘉恵（同院通院
治療室）、田中健嗣（同院薬局）、
喜友名正也（同院病理）、戸田隆
義（同院病理）

当院の虫垂炎手術症例の検討 第 68 回日本消化器外科
学会総会

宮崎県 2013 年 7 月17 日 澤岻安勝、西原実、宮平工、高
橋遼、宮城良浩、国吉史雄、花
城直次、村山茂美、奥島憲彦

人工肛門閉鎖術におけるＳｕｒｇｉｃａｌ 
Ｓｉｔｅ Ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ（ＳＳＩ）の予
防策：環状皮膚縫合法の有用性

第 68 回日本消化器外科
学会総会

宮崎県 2013 年 7 月19 日 宮平工、宮城良浩、国吉史雄、
高橋遼、澤岻安勝、花城直次、
西原実、奥島憲彦

食道アカラシアに対するＰＯＥＭ手術の
治療成績の検討

第 68 回日本消化器外科
学会総会

宮崎県 2013 年 7 月19 日 奥島憲彦、宮城良浩、国吉史雄、
高橋遼、澤岻安勝、花城直次、
宮平工、西原実、井上晴洋（昭
和大学横浜市北部病院消化器セ
ンター）

後腹膜鏡下に腎背側よりリンパ節生検
を施行した１例

第 23 回九州内視鏡下外
科手術研究会

鹿児島県 2013 年 8 月 24 日 西原実、田嶋公紀、上原拓明、
国吉史雄、阿嘉裕之、澤岻安勝、
村山茂美、宮平工、花城直次、
奥島憲彦、喜友名正也

食道アカラシアに対する POEM 手術の
治療成績

第 86 回日本消化器内視
鏡学会総会

東京都 2013 年 10 月10 日 奥島憲彦、宮城良浩、国吉史雄、
高橋遼、澤岻安勝、花城直次、
宮平工、西原実、井上晴洋（昭
和大学横浜市北部病院消化器セ
ンター）南ひとみ（長崎大学消
化器内科）

5 年以上無再発生存率のＩＰＭＮ由来
浸潤癌の 1 例

第 51 回日本癌治療学会
学術集会

京都府 2013 年 10 月 25 日 西原実、田嶋公紀、上原拓明、
国吉史雄、阿嘉裕之、澤岻安勝、
村山茂美、宮平工、花城直次、
奥島憲彦、喜友名正也

成人鼠径部ヘルニアに対する当院での
腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術の短期手
術成績

第 66 回沖縄県外科会 沖縄県 2013 年 11 月17 日 上原拓明、宮平工、田嶋公紀、
国吉史雄、阿嘉裕之、澤岻安勝、
村山茂美、花城直次、西原実、
嵩原裕夫、奥島憲彦

痔瘻ⅡH+ Ⅱ L の手術例 第 66 回沖縄県外科会 沖縄県 2013 年 11 月17 日 阿嘉裕之、西原実、田嶋公紀、
上原拓明、国吉史雄、澤岻安勝、
村山茂美、宮平工、花城直次、
奥島憲彦、池村剛（池村クリニッ
ク）

腸重責を伴った盲腸線扁平上皮癌の 1
切除例

第 75 回日本臨床外科学
会総会

愛知県 2013 年 11 月 21 日 新里勇樹、宮平工

再再発を来した右鼠径ヘルニアに対して
ＴＡＰＰを施行した 1 例

第 75 回日本臨床外科学
会総会

愛知県 2013 年 11 月 22 日 西原実、嵩原裕夫、田嶋公紀、
上原拓明、国吉史雄、阿嘉裕之、
澤岻安勝、村山茂美、宮平工、
花城直次、奥島憲彦、早川哲史
( 刈谷豊田総合病院 )

ストーマ静脈瘤出血の 2 例 第 75 回日本臨床外科学
会総会

愛知県 2013 年 11 月 22 日 花城直次、田嶋公紀、上原拓明、
国吉史雄、澤岻安勝、宮平工、
西原実、奥島憲彦

胆石症

13.2%

鼡径ヘルニア

12.1%

嚥下障害

10.6%

虫垂炎

8.9%

結腸癌

5.7%

血液疾患

4.4%

粉瘤

4.9%乳癌

4.7%

直腸癌

3.2%

痔核

3.3%

食道癌

2.3%

胃癌

1.9%

その他

24.7%

外科

病名別手術割合

（計687件）

胆石症

鼡径ヘルニア

嚥下障害

虫垂炎

結腸癌

血液疾患

粉瘤

乳癌

直腸癌

痔核

食道癌

胃癌

その他

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
超低出生体重児の鼠径ヘルニア術後再
発に対し Advanced LPEC 法で治療した
1 例

第 11 回日本ヘルニア学会
学術集会

宮城県 2013 年 5 月10 日 西原実、嵩原裕夫、田嶋公紀、
上原拓明、国吉史雄、阿嘉裕之、
澤岻安勝、村山茂美、宮平工、
花城直次、奥島憲彦

我が国における多施設共同研究ＬＰＥＣ
研究会 8 施設における小児鼠径ヘルニ
アの術後再発頻度とその原因について

第 50 回日本小児外科学
会

東京都 2013 年 5 月 30 日 嵩原裕夫、渡邉芳夫 ( あいち小
児保健医療総合ｾﾝﾀｰ )、亀岡一
裕 ( 渡辺病院 )、諸冨嘉樹 ( 大
阪市立大学 )、植村貞繁 ( 川崎
医科大学附属病院 )、寺倉宏嗣
( 熊本赤十字病院 )、江村隆起(山
形大学医学部附属病院 )、漆原
直人 ( 静岡県立こども病院 )

巨大海綿状リンパ管腫術後の難治性皮
膚病変（集蔟性小リンパ嚢胞）に対す
るレーザー焼灼による治療効果

第 50 回日本小児外科学
会学術集会・第 29 回日
本小児科学会卒後教育セ
ミナー

東京都 2013 年 6 月1 日 嵩原裕夫、西原実、玉眞捷二 ( 玉
真病院 )

肝硬変を合併した回腸ストーマ出血の 1
例

第 116 回沖縄県医師会医
学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 花城直次、国吉史雄、澤岻安勝、
村山茂美、宮平工、西原実、奥
島憲彦、喜友名正也

POEM が有用であった食道アカラシア
の 3 例

第 116 回沖縄県医師会医
学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 奥島憲彦、嘉手苅由梨、宮城良
浩、国吉史雄、高橋遼、澤岻安
勝、村山茂美、花城直次、宮平工、
西原実

食道アカラシアに対する POEM 手術の
治療成績

第 116 回沖縄県医師会医
学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 奥島憲彦、宮城良浩、国吉史雄、
高橋遼、村山茂美、澤岻安勝、
花城直次、宮平工、西原実

上行結腸癌の多発肝移転に対し
FOLFOX+cetuximab 後に根治術を施行
した 1 例

第 116 回沖縄県医師会医
学会総会

沖縄県 2013 年 6 月 9 日 仲村武裕、宮平工、国吉史雄、
阿嘉裕之、澤岻安勝、花城直次、
西原実、奥島憲彦
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整形外科

　スタッフは、松元悟・渡慶次学・琉球大学からのローテーター根間直人・高江洲美香・後期研修医の白

瀬統星の 5 人です。琉球大学整形外科講座より、金曜日は関節外科非常勤医師の応援を得ています。ま

た、水曜日はじのん整形外科院長の新垣薫先生に股関節専門外来および手術指導など御協力いただいてい

ます。松元悟は膝関節・スポーツを担当。沖縄県整形外科医会会長で運動器疾患の県民への啓蒙活動にも

努めています。渡慶次学は手の外科を担当しています。上肢外傷・末梢神経絞扼障害の手術を行っていま

す。根間直人は脊椎外科を担当し、脊柱管狭窄症等の手術を行っていました。高江洲美香は股関節を担当

し、新垣薫先生の指導を受け定評のある専門性の高いアプローチによる人工股関節手術を行っていました。

白瀬統星は一般外傷を担当し、整形外科医としての研鑽を積んでいます。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
副院長 松元　悟 関節外科（膝関節）・スポーツ障害 日本整形外科学会専門医

日本整形外科学会リウマチ医認定
日本体育協会公認スポーツドクター
日本医師学会認定健康スポーツ医

整形外科部長 渡慶次　学 手の外科 日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会リウマチ認定医
日本手外科学会認定手外科専門医

整形外科医長 根間　直人 脊椎外科 日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医
日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指
導医

高江州　美香 一般整形外科・関節外科（股関節）
白瀬　統星 一般整形外科

検査・治療・手術件数
主な手術一覧

部位・行為 件数
骨折観血的手術 211
関節鏡下関節滑膜切除術 17
関節鏡下靱帯断裂形成術 : 十字靱帯 22
人工骨頭挿入術 36
人工関節置換術 41
脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術 13

部位・行為 件数
手根管開放術 11
腱縫合術 16
腱鞘切開術 33
その他 211
総計 611

主な手術割合
（計582件）

20%

58%
3%

4%

6%

1% 3%
2%

骨折観血的手術

人工関節置換術

人工骨頭挿入術

脊椎固定術・椎弓切除術・椎弓形成術

腱鞘切開術

腱縫合術

関節鏡下関節滑膜切除術

椎間板摘出術

関節鏡下靱帯断裂形成術：十字靱帯

手根管開放手術

その他

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
当院での胆石イレウス 2 例 第 75 回日本臨床外科学

会総会
愛知県 2013 年 11 月 23 日 阿嘉裕之、嘉手苅由梨、田嶋公紀、

上原拓明、国吉史雄、澤岻安勝、
花城直次、宮平工、西原実、奥島
憲彦、大田治、新里修、西巻正

門脈ガス血症を伴う小腸壊死の 1 救命
例

第 75 回日本臨床外科学
会総会

愛知県 2013 年 11 月 23 日 上原拓明、宮平工、田嶋公紀、
国吉史雄、阿嘉裕之、澤岻安勝、
村山茂美、花城直次、西原実、
嵩原裕夫、奥島憲彦

当院における腹腔鏡下虫垂切除術の成
績について

第 26 回日本内視鏡外科
学会総会

福岡県 2013 年 11 月 29 日 澤岻安勝、花城直次、田嶋公紀、
宮平工、国吉史雄、上原拓明、
阿嘉裕之、西原実、奥島憲彦

胃粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡手術症例
の検討

第 26 回日本内視鏡外科
学会総会

福岡県 2013 年 11 月 29 日 宮平工、国吉史雄、澤岻安勝、
花城直次、西原実、奥島憲彦

成人鼠径ヘルニアに対するＬＰＥＣ法の
適応拡大のための “ かりゆしモデル ” に
ついて－第 1 報－

第 26 回日本内視鏡外科
学会総会

福岡県 2013 年 11 月 30 日 西原実、田嶋公紀、上原拓明、
国吉史雄、阿嘉裕之、澤岻安勝、
村山茂美、宮平工、花城直次、
奥島憲彦、嵩原裕夫

前立腺癌術後の鼠径ヘルニアに corn 
meshw を用いたＬＰＥＣ法（かりゆし 
モデル 2）による1 手術例

Ｎ eedlescopic Surgery 
meeting

神奈川県 2014 年 1 月 25 日 上原拓明、西原実、田嶋公紀、
国吉史雄、阿嘉裕之、澤岻安勝、
宮平工、花城直次、奥島憲彦、
嵩原裕夫

当院における Interval Appendectomy
の検討

第 67 回沖縄県外科会 沖縄県 2014 年 2 月 9 日 田嶋公紀、上原拓明、国吉史雄、
阿嘉裕之、澤岻安勝、村山茂美、
宮平工、花城直次、西原実、奥
島憲彦

S 状結腸真性憩室穿孔の 1 例 第 50 回日本腹部救急医
学会総会

東京都 2014 年 3 月 7 日 国吉史雄、宮平工、上原拓明、
田嶋公紀、澤岻安勝、阿嘉裕之、
花城直次、西原実、奥島憲彦

回腸憩室炎穿孔の一例 第 50 回日本腹部救急医
学会総会

東京都 2014 年 3 月 7 日 田嶋公紀、花城直次、澤岻安勝、
奥島憲彦

論文著書
題名 雑誌名 掲載年・号・頁 著者

【プロが見せる手術シリーズ（3）：難易度の高い肝・胆・膵・脾・
横隔膜手術】先天性門脈体循環シャントに対する腹腔鏡
下シャント血管切除術（解説 / 特集）

小児外科 （0385-6313）45 巻 11 号 Page1219-1223
（2013.11）

嵩原裕夫

外科年度総括

　平成 25 年度の外科は主に食道を担当する院長の奥島先生、肝胆膵を担当する

西原、内視鏡外科技術認定医の宮平先生、主に消化管を担当する花城先生、澤岻

先生、大腸肛門病専門医の阿嘉先生、乳腺外科専門医の村山先生、若手の国吉先生、

上原先生、田嶋先生の 10 名の常勤医で診療を行っていました。また、内分泌外

科の久高先生、乳腺外科の白石先生、血管外科の仲栄真先生、他の先生方にも非

常勤として外来を中心に手伝っていただきました。

　さらに、毎月第二、第四週には前徳島大学准教授の嵩原先生によるヘルニア外来、

手術も行われました。おかげさまで、手術件数も年間 700 例ほどとなり、皆様方

に感謝しております。平成 26 年度もより安全な医療、より質の高い医療、より

充実した診療を目指してがんばっていく所存であります。皆様方のますますのご

指導、ご鞭鑓のほどよろしくお願い致します。

外科部長兼
医局長
西原　実
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形成外科

　形成外科は、平成 23 年 4 月から診療を開始いたしました。非常勤であり、1 週間のうち土曜日のみの

診療ですが、午前中は外来及び局麻手術などの保険診療を、午後はレーザー治療を含めた自費診療を中心

に行っております。対象疾患は、なかなか治らないきずやきずあとの治療や相談、巻き爪ばかりではなく、

眼瞼下垂症や二重手術の希望、わきがなどの美容的な手術から、手指の先天異常、漏斗胸、癌切除後の再

建手術や重度顔面外傷など形成外科としてオールラウンドに対応できるように心がけております。地域の

ニーズに答えられるように、大学病院レベルの形成外科としての医療をハートライフ病院で提供できるよ

うこれからもますます頑張る所存です。お気軽にご相談いただきたいと思います。今後ともよろしくお願

いいたします。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
東盛貴光 手足の外科、広範囲重症熱傷、マイクロサージャリー、レー

ザー治療
日本形成外科学会専門医
日本熱傷学会専門医
日本レーザー医学会専門医
身体障害者福祉法指定医（肢体不自由）
日本創傷外科学会専門医

検査・治療・手術件数
手術件数一覧

デブリードマン 植皮術 局所皮弁術 腫瘍摘出術 筋皮弁術 遊離皮弁術 陥入爪手術 眼瞼下垂 計
H23 年度 18 8 4 43 7 2 21 0 103
H24 年度 6 0 5 101 5 2 27 0 146
H25 年度 13 0 1 104 1 0 32 3 154

8%

1%

67%

1%

21%

2%

主な手術に

しめる割合

（全154件）

デブリードマン

局所皮弁術

腫瘍摘出術

筋皮弁術

陥入爪手術

眼瞼下垂

34.5%

6.7%

5.9%5.4%3.6%

2.8%
2.6%

2.1%

1.8%

34.5%

主な手術に

しめる割合

（全611件）

骨折観血的手術

人工関節置換術

人工骨頭挿入術

腱鞘切開術

関節鏡下靱帯断裂形成術:十字靱帯

関節鏡下関節滑膜切除術

腱縫合術

脊椎固定術、椎弓切除術、椎弓形成術

手根管開放術

その他

年度総括

　平成 25 年度は 4 月より脊椎脊髄外科指導医 ( 根間直人 ) 赴任により脊椎専門

外来が再開しましたが、常勤医開業・後期研修医不在による整形スタッフ減少

に伴い新規入院患者数・手術件数ともに減少しました。手術内訳では脊椎外科

が微増・手外科および関節外科が減少し四肢軟部腫蕩・骨折その他外傷症例が

増加傾向でした。

　平成 26 年度は膝前十字靭帯再建術・半月板縫合術等の関節鏡視下手術への取

り組みを強化し、スポーツ障害患者ヘより満足いただける医療を目指していく

予定です。なお、平成 26 年 4 月より脊椎脊髄外科指導医転勤により、脊椎専門

外来は閉鎖します。脊椎緊急手術を要する救急患者の対応は不可能となります

が、安全で健全な診療を継続していけるよう努力致します。

整形外科部長
渡慶次　学
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脳神経外科

脳神経外科は末吉健次、上笹航の二名の脳神経外科専門医が担当しております。主に脳血管障害を治療し

ておりますが、脳腫瘍、三叉神経痛、顔面けいれん等の手術も行っております。外来に関しましては、脳

神経疾患を広く診察し、必要に応じて神経内科医が在籍する病院や琉球大学付属病院へ紹介しております。

また、救急搬送も受け入れており、脳出血、くも膜下出血、頭部外傷等の緊急手術も行っております。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
脳神経外科部長 末吉健次 開頭クリッピング、脳腫瘍、脳神経外科全般 日本脳神経外科学会専門医
脳神経外科医長 上笹　航 脳血管内治療、脳腫瘍、脳神経外科全般 日本脳神経外科学会専門医

日本脳神経血管内治療学会専門医

検査・治療・手術件数
術式 件数

創傷処理 4：臓器に達しない 5㎝未満 1
骨内異物 ( 挿入物を含む ) 除去術 1
穿頭脳室ドレナージ 7
穿頭術 (トレパナチオン ) 1
減圧開頭術 2. その他の場合 2
脳膿瘍排膿術 1
開頭式血腫除去術 2. 硬膜下 1
慢性硬膜下血腫洗浄 ･ 除去術 ( 穿頭 ) 35
開頭式血腫除去術 3. 脳内 7

術式 件数
頭蓋内腫瘍摘出術 2. その他のもの 1
水頭症手術 2. シャント手術 4
脳動脈瘤頸部クリッピング 1.1 箇所 7
脳血管内手術 7
髄液漏閉鎖術 1
頭蓋骨形成手術 1. 頭蓋骨のみのもの 1
脊髄ドレナージ 1
総計 78

45%

9%
9%

9%

9%

5%

3%

1%
1% 1% 1% 1% 1% 1% 1%

1%

主な手術に

しめる割合

（全78件）

慢性硬膜下血腫洗浄･除去術(穿頭) 
穿頭脳室ﾄﾞﾚﾅｰｼﾞ
開頭式血腫除去術3.脳内
脳動脈瘤頸部ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ1.1箇所
脳血管内手術
水頭症手術2.ｼｬﾝﾄ手術
減圧開頭術2.その他の場合
創傷処理4：臓器に達しない5㎝未満
骨内異物(挿入物を含む)除去術
穿頭術(ﾄﾚﾊﾟﾅﾁｵﾝ) 
脳膿瘍排膿術
開頭式血腫除去術2.硬膜下
頭蓋内腫瘍摘出術2.その他のもの
髄液漏閉鎖術
頭蓋骨形成手術1.頭蓋骨のみのもの
脊髄ﾄﾞﾚﾅｰｼﾞ

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
手外科におけるイリザロフミニ創外固
定器を使用した２２例の治療経験

第 56 回日本手外科学会
総会

神戸 2013 年 4 月 東盛貴光

熱傷瘢痕に対するプラズマ治療とフラク
ショナルレーザー治療

第 39 回日本熱傷学会総
会

沖縄 2013 月 6 月 東盛貴光

当科における遊離組織移植の術後管理
とサルベージ法の実際について

第 40 回日本マイクロサー
ジャリー学会総会

盛岡 2013 月10 月 東盛貴光

論文著書
題名 雑誌名 掲載年・号・頁 著者

慢性透析下の患者に対するマイクロサージャ
リ―

形成外科 55. p55-55,2013 東盛貴光

尿膜管遺残症と臍形成術 形成外科 55. p55-55,2013 東盛貴光

年度総括

　形成外科は、平成 23 年 4 月から診療を開始し、3 年目を迎えました。

平日は大学病院で通常勤務を行い、非常勤である当院では毎週土曜日のみの診療

ですが、当初は 3 ～ 4 人であった 1 日の外来患者数は 50 人を超えることもあり、

予約枠がいっぱいになるまで拡大しています。本年度は、総手術件数が 154 件と、

昨年度よりも増加させることができ、これまでで最多となっております。外来患

者数や手術件数は総じて現状維持ができていると思います。非常勤であるがゆえ

に入院管理での全身麻酔手術などは少なくなっておりますが、平成 26 年 4 月よ

り、常勤として勤務することが決定しており、手術件数は飛躍的に増えることが

予想されます。今後は院内の褥瘡管理、救急部門における顔面外傷の対応、レー

ザー設備の拡大など、常勤としてハートライフ病院の発展に寄与していきたいと

考えておりますので今後ともよろしくお願い申し上げます。

形成外科
東盛　貴光
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年度総括

　上笹医師が脳血管内治療専門医を取得して、脳動脈瘤治療は、より侵襲の少な

い血管内治療を優先するようにしております。

　また、平成 26 年 6 月より新規 MRI も導入され、より質の高い医療を目指し

ていきます。

　今後も安全、安心の医療を提供できるようにスタッフと協力していく所存です。

脳神経外科部長
末吉　健次

眼科

当科の特徴は、前眼部 ( 角膜・結膜 ) 疾患に力を入れて診療を行っていることで、外来では一般的な眼科

診療はもとより、アトピー性角結膜炎や春季カタルといった重症アレルギー性疾患や、細菌・真菌性角膜

炎などの前眼部感染症の症例の経験も豊富です。また円錐角膜や角膜移植後の際に用いる特殊なハードコ

ンタクトレンズ処方も行っています ( 注 : 通常のコンタクトレンズは取り扱っておりません )。

　手術は、白内障手術や翼状片手術をはじめ、ドライアイや結膜弛緩症に対する外科的治療も行っていま

す。また、年間約 37 件の強角膜移植手術を行っており、表層角膜移植や角膜内皮移植といった角膜部分

移植 ( パーツ移植 ) は、県内では当科のみが行っています。

　その他、糖尿病性網膜症などの網膜疾患や、緑内障に対する各種レーザー治療も行っています。緑内障

や網膜疾患に関しては、必要に応じて琉大附属病院の専門外来と連携しており患者さんにとって最適な医

療を提供できるよう日々努力しています。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
眼科部長 照屋明子 角結膜疾患、一般眼科 日本眼科学会専門医
眼科医長 親川　格 一般眼科・角膜（移植、特に角膜内皮移植） 日本眼科学会専門医

AMO Advanced Femtosecond Laser
iEK certification

検査・治療・手術件数
手術件数一覧

部位・行為 件数
白内障手術 246
再発翼状片手術 21
角膜 / 強膜移植術 37
翼状片手術 34
その他 29
合計 367

 

年度総括
　今年度より、日本でも有数の角膜専門病院で研鎖を積んできた親川 格が新た

に加わり、眼科は二人体制となりました。それに伴い、角膜内皮移植術を導入

することができ、より専門性を活かした眼科診療が可能になっています。

　これからも患者さん一人ひとりに最も適した、質の高い医療を提供できるよ

う、精進していきたいと考えています。

67%

10%

6%

9%

8%

主な手術に

しめる割合

（全367件）

白内障手術 角膜/強膜移植術

再発翼状片手術 翼状片手術

その他

67%

10%

6%

9%

8%

主な手術に

しめる割合

（全367件）

白内障手術

角膜/強膜移植術

再発翼状片手術

翼状片手術

その他

眼科部長
照屋　明子
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33%

17%16%

15%

10%

9%

主な手術に

しめる割合

（全102件）

鼻 扁桃腺摘出術
喉頭微細手術 耳
頭頸部腫瘍 その他

泌尿器科

　当科は、平成８年から琉球大学泌尿器科からの常勤医１名体制でスタートし、平成 20 年４月からは常

勤医２名体制になりました。しかしながら大学の医局員不足の影響から平成 26 年４月からは１名体制に

変わります。琉球大学泌尿器科からは月曜、土曜午前の外来と月曜日の手術の応援を頂きました。外来で

は、患者さんが年を追う毎に増加しております。病診連携の浸透でクリニックや施設からの紹介の増加と

ともに、近隣病院での泌尿器科の閉診が相次いだため病院からの紹介も増加しています。手術では、尿管

ステント、経尿道的手術、腹腔鏡下腎摘出、前立腺全摘手術などを施行しています。一方では、透析業務

も兼務しており外来透析患者さん 130 名の内 100 名程を当科で担当し、透析スタッフと協力しながら維

持管理に対応しています。シャントオペは年間 30 件施行しております。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
泌尿器科部長
血液浄化部長

嘉川春生 一般泌尿器 日本泌尿器科学会指導医
日本透析医学会認定医

泌尿器科医長 大城琢磨 一般泌尿器・排尿障害・尿路結石 日本泌尿器科学会指導医
日本泌尿器科学会専門医

町田典子 泌尿器科腫瘍、女性泌尿器科 日本泌尿器科学会専門医
日本泌尿器科学会指導医
日本がん治療認定医機構がん治療認
定医

検査・治療・手術件数
術式別一覧（KCODE ベース）

K-CODE 術式 件数
K0005 創傷処理 5. 筋肉、臓器に達しないも 1
K0008 ﾃ ﾌ゙ ﾘ゙ｰﾄ゙ ｰﾏﾝ加算 1
K6072 血管結紮術 2. その他のもの 2
K6082 動脈血栓除去術 2. その他のもの ( 観血 1
K610-3 内ｼｬﾝﾄ設置術 30
K6105 動脈形成術､ 吻合術 5. その他の動脈 2
K6234 左静脈形成術､ 吻合術 4. その他の静脈 1
K637-2 経皮的腹腔膿瘍ﾄ゙ ﾚﾅｰｼﾞ術 1
K773 腎 ( 尿管 ) 悪性腫瘍手術 (1 歳以上 ) 2
K773-2 腹腔鏡下腎 ( 尿管 ) 悪性腫瘍手術 4
K775 経皮的腎 ( 腎盂 ) 瘻造設術 6
K783-2 経尿道的尿管ｽﾃﾝﾄ留置術 47
K783-3 経尿道的尿管ｽﾃﾝﾄ抜去術 2

K-CODE 術式 件数
K7981 膀胱異物摘出術 1. 経尿道的手術 3
K8031 膀胱悪性腫瘍手術 1. 切除 2
K8036 膀胱悪性腫瘍手術 6. 経尿道的手術 20
K805 膀胱瘻造設術 5
K8232 尿失禁手術 2. その他のもの 3
K824 陰茎尖圭ｺﾝｼ ﾛ゙ｰﾑ切除術 1
K8282 包茎手術 2. 環状切除術 2
K830 精巣摘出術 1
K834-2 腹腔鏡下内精巣静脈結紮術 1
K8352 陰嚢水腫手術 2. その他 4
K836 停留精巣固定術 3
K841 経尿道的前立腺手術 8

総計 153

体外衝撃波結石破砕術（ESWL）外来施行数
件数

年間患者数 34
年間施行数 86

耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科は文字どおり、耳や鼻、咽頭、咽喉の手術、頸部腫瘍などを扱っている診療科ですが、その範

囲は広く、のどの先の気管や食道の病気や機能異常も取り扱います。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
渡嘉敷　光紘 一般耳鼻咽喉科

検査・治療・手術件数
手術件数一覧

名称 件数
鼻 34
扁桃腺摘出術 18
喉頭微細手術 16
耳 15
頭頸部腫瘍 10
その他 9
総計 102

年度総括
　平成 25 年度より皆様の診療にあたらせていただいております。

平成 25 年度の手術では 24 年度 (72 件 ) より大幅に手術件数が増加し、26 年度

はさらに増加していくものと考えられます。現在、手術は主に開業医、大学病

院医師との連携で行っております。地域医療支援病院として、今後も他院・他

科の先生方との病診連携の維持に努め、より患者さんの立場に立った診療が行

えるように努力したいと考えております。平成 26 年 4 月より新任の近藤に引継

ぎ、大学病院から医師を招聘し更に外来体制を充実させていく予定です。

　今後とも皆様のお力添えをどうぞ宜しくお願い致します。
耳鼻咽喉科
渡嘉敷　光紘
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産婦人科

　常勤医師 3 名、後期研修医 2 名、助産師 20 名と看護師 12 名の体制でした。産科領域では NICU 管理

を必要とするハイリスク妊娠、婦人科領域では放射線療法を必要とする進行子宮癌そして不妊症領域では

体外受精、以上を除くすべての疾患に対する治療を積極的に実施しています。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
産科部長 大西　勉 産婦人科全般 日本産婦人科学会専門医

母体保護法指定医
婦人科部長 武田　理 産婦人科全般・婦人科腫瘍・腹腔鏡下手術 日本産婦人科学会専門医

日本婦人科腫瘍学会婦人科腫瘍専門
医
日本がん治療認定医機構がん治療認
定医

産婦人科医長・西
２階病棟医長

井手上　隆史 産婦人科・不妊症・無痛分娩・腹腔鏡下手術 日本産婦人科学会専門医

山本　裕介 一般産婦人科・がん緩和医療・一般内科（特に老年内科）・
アンチエイジング・麻酔全般

日本内科学会認定医
日本老年医学会専門医
日本抗加齢医学会専門医
日本人間ドック学会認定医
日本医師会産業医
※麻酔科標榜医

喜久元　藍

検査・治療・手術件数
総分娩件数…… 443 件

■経膣分娩  341 件  ■帝王切開 102 件

 ●無痛分娩 38 件 

術式別一覧（KCODE ベース）
K-CODE 術式 件数

K0062 皮膚､ 皮下腫瘍摘出 - 露出部外 3 ～
6cm 

1

K4741 乳腺腫瘍摘出術 1. 長径 5cm 未満 1
K641 大網切除術 1
K848 ﾊ ﾙ゙ﾄﾘﾝ腺嚢胞腫瘍摘出術 ( 造袋術を 2
K8531 腟閉鎖術 1. 中央腟閉鎖術 ( 子宮全脱 ) 1
K8551 腟中隔切除術 1. 不全隔のもの [ 厚生： 1
K861 子宮内膜掻爬術 5
K8653 子宮脱手術 3. ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ手術 1
K8654 子宮脱手術 4. 膣壁形成手術及び子宮 7
K867 子宮頸部 ( 膣部 ) 切除術 20
K867-3 子宮頸部摘出術膣部切断術を含む 2
K871 子宮息肉樣筋腫摘出術 ( 膣式 ) 1
K872- 子宮内膜ﾎ ﾘ゚ ﾌーﾟ切除術 2
K8721 子宮筋腫摘出 ( 核出 ) 術 1. 腹式 1
K8722 子宮筋腫摘出 ( 核出 ) 術 1. 膣式 1
K872-2 腹腔鏡下子宮筋腫摘出 ( 核出 ) 術 7
K872-3 子宮鏡下有茎粘膜下筋腫切出術、 5

K-CODE 術式 件数
K873 子宮鏡下子宮筋腫摘出術 2
K877 子宮全摘術 7
K877-2 腹腔鏡下腟式子宮全摘術 8
K879 子宮悪性腫瘍手術 7
K8862 子宮附属器癒着剥離術 ( 両 )2. 腹腔鏡 1
K887-21 卵管結紮術 ( 腟式を含む )( 両側 )1. 開 1
K8881 子宮付属器腫瘍摘出術 ( 両側 )1. 開腹 11
K8882 子宮附属器腫瘍摘出術 ( 両側 )2. 腹腔 23
K888-21 卵管全摘除術 ( 両側 )1. 開腹によるも 1
K889 子宮附属器悪性腫瘍手術 ( 両 ) 2
K8981 帝王切開術 1. 緊急帝王切開 46
K8982 帝王切開術 2. 選択帝王切開 56
K9061 子宮頸管縫縮術 1. ﾏｸﾄ゙ ﾅﾙﾄ゙ 法 2
K9091 流産手術 1. 妊娠 11 週までの場合 24
K9092 流産手術 2. 妊娠 11 週を超え妊娠 21 週 1
K911 胞状奇胎除去術 2
K9122 子宮外妊娠手術 2. 腹腔鏡によるもの 4

総計 257

年度総括
　平成 25 年度は外来患者が増加しました。その中でも紹介患者が増加傾向にあ

ります。それに伴い待ち時間対策が必要になっており次年度に向けて検討中で

す。平成 24 年 12 月から軟性膀胱鏡を外来に導入し痛みの少ない膀胱鏡検査が

可能となり検査数は順調に増加しています。入院に関しては、手術件数はおおむ

ね横這いです。一方で腹腔鏡下腎摘出は増加傾向にあります。ESWL による結石

治療は 30 ～ 40 名程度で推移しています。平成 26 年度は、分かりやすい安全

な医療の提供を心がけて参ります。

34%

25%

15%

5%

3%
3%

1%
4%

10%

主な手術に

しめる割合
（計146件）

経尿道的尿管ステント留置術
内シャント設置術
膀胱悪性腫瘍手術
経尿道的前立腺手術
膀胱瘻造設術
腹腔鏡下腎(尿管)悪性腫瘍手術
腎(尿管)悪性腫瘍手術
経皮的腎(腎盂)瘻造設術
その他

64.7%

22.7%

10.9%

1.7%

透析年数と

患者数の割合

1～10年 77名 11～20年 27名

21～30年 13名 31年以上 2名

4%

2%

24%

30%

25%

14%

1%

透析患者

年齢層の割合

30代 40代 50代 60代

70代 80代 90代

泌尿器科部長
嘉川　春生
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皮膚科

　皮膚科は、毎週火曜日と木曜日の午後の外来診療を行っています。

診療は琉球大学医学部附属病院の皮膚科医師が非常勤で対応しております。

診療実績

1,360 1,354

1,251
1,299

1,514

1,200
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1,400

1,500
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2009 2010 2011 2012 2013

のべ受診者数推移

19%

39%
16%

7%

3%

16%

主な手術に

しめる割合

（全257件）

静脈麻酔下手術

帝王切開術

脊椎麻酔下手術

全身麻酔下開腹手術（良性）

全身麻酔下開腹手術（悪性）

腹腔鏡手術

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
子宮頚部上皮内腫瘍に対するレーザー
蒸散及び円錐切除の治療成績

公益社団法人日本産婦人
科学会第 65 回学術講演
会

北海道 2013 年 5 月11 日 武田理、喜久本藍、井手上隆史、
大西勉

イミキモドが奏効した外陰上皮内腫瘍
（ＶＩＮ）の 1 例

第 54 回特定非営利活動
法人日本婦人腫瘍学会学
術講演会

東京都 2013 年 7 月19 日 武田理、喜久本藍、井手上隆史、
大西勉、喜友名正也、戸田隆義

年度総括

　分娩件数は年々増加し、平成 25 年度は 443 件で、昨年度より約 70 件増加し

ています。手術件数は 257 件と昨年度から 20 件増加しており、腹腔鏡手術は

約 43 件と増加しています。

　分娩数の増加により外来診療の待ち時間の増加や、産後の個室の確保が困難

な状況が発生しています。これらを解消すべく努力はしていますが、すべての

方の満足を得るには程遠い状況です。1 日も早い移転が望まれます。

22%

5%

6%

6%
6%

2%

2%

1%
3%

47%
主な手術に

しめる割合
全234件

帝王切開術

子宮全摘術

子宮頸部(膣部)切除術

腹腔鏡子宮附属器腫瘍摘出術

開腹子宮附属器腫瘍摘出術

子宮悪性腫瘍手術

子宮附属器悪性腫瘍手術

腹腔鏡下子宮筋腫摘出(核出)術

腹腔鏡下腟式子宮全摘術

その他

産科部長
大西　勉
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年度総括

　平成 25 年度は常勤二名体制で、ダブルチェック体制、研修医教育への対応等、

放射線科業務の質向上に寄与しています。

　平成 25 年度の CT、RI、MMG の検査件数は横ばい、MRI、IVR の件数はやや増

加しています。翌診療日までの読影は規定通りクリアできています。

　平成 24 年度から導入されたデジタルマンモグラフィーは症例が蓄積されてき

た事より、film 読影が必要なくなり、データの引き出しがし易い、画像の加工が

できるなど、読影がより簡便になっています。今後症例を重ねていくことでさら

に読影が容易になると考えられます。

　平成 25 年度から 320 列 CT が導入され、心臓 CT や血管 3-DCT の検査が飛躍

的に早く、正確になりました。さらに新たに CT コロノグラフィーがスタートし、

一年で 60 件程度の検査を施行しています。痛みが少ないメリットがあり、今後

症例を積み重ねて、検査件数を伸ばしていきたいと思います。

　平成 26 年度は MRI が更新され、画質の向上と撮影時間の短縮が期待されます。

さらにこれまで不能であった腹部拡散強調像、非造影 MRA、そして心臓 MRI を

行い臨床に寄与していきたいと考えます。
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腹部angio総数と治療（IRV）
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RI検査数推移

放射線科副部長
高良　誠

放射線科

放射線科の診療内容は CT、MRI、RI（ラジオアイソトープ）、マンモグラフィー、IVR（血管内治療）が

主な仕事内容になっています。画像診断が間接的に診療に関わるのに対し、IVR は直接治療に携わる領域

で、肝動脈化学塞栓療法などの待機的治療から、消化管出血、膵炎動注療法等、緊急を要する治療まで臨

床の先生方の要求に対応する形になっています。

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
放射線科部長 高良　誠 日本医学放射線学会専門医

日本医学放射線学会診断専門医
耒田　美和 日本医学放射線学会専門医

各種検査・治療件数と推移一覧
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年度総括

　麻酔科は久場良也、釜野武志、奥間陽子（産休中）、嘉手苅由梨の指導医、

専門医、認定医、後期研修医および初期研修医で日々の麻酔診療を行っていま

す。主な業務は手術麻酔と集中治療室管理です。外科、整形外科、産婦人科、

脳神経外科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、形成外科などが主で、腹腔鏡下ヘルニア

手術の麻酔管理が増えています。最近は血液内科、消化器 ( 肝臓 ) 内科の骨髄

採取、ESD、無痛分娩の硬膜外ブロックに加え脳神経外科の血管内治療が増え、

平成 25 年度は 1,357 件の麻酔管理でした。集中治療分野では、術後の呼吸管

理や血液浄化の管理を行っています。
麻酔科部長・副院長
久場　良也

麻酔科

医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

麻酔科
副院長
麻酔科部長

久場　良也 集中治療・麻酔 日本麻酔科学会指導医
日本集中治療医学会専門医
日本ペインクニック学会認定医

釜野　武志 一般麻酔 日本麻酔科学会認定医
奥間　陽子 一般麻酔 日本麻酔科学会認定医

検査・治療・手術件数

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
ＰＭＸ－ＤＨＰが有用であった閉塞性小
腸懐死の一例 －Ｅｔ吸着効果に解離が
見られた一例－

第 23 回日本集中治療医
学会九州地方会

宮崎県 2013 年 7 月 6 日 久場良也、釜野武志、奥間陽
子

ＰＭＸ－ＤＨＰが有効であった胆嚢炎に
よる高齢者敗血症性ショックの 2 例

第 18 回エンドトキシン血
症救命治療研究会

東京都 2014 年 1 月17 日 久場良也、釜野武志、奥間陽
子

エンドトキシン吸着療法が有用であった
胆嚢炎による高齢者敗血症性

第 41 回日本集中治療医
学会

京都府 2014 年 2 月 27 日 久場良也、釜野武志、奥間陽
子
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麻酔別推移

A 全身麻酔（吸入） B 全身麻酔（TIVA）
C 全身麻酔（吸入）＋硬・脊・伝麻 D 全身麻酔（TIVA）＋硬・脊・伝麻
E 脊髄くも膜下硬膜外併用麻酔（CS F 硬膜外麻酔
G 脊髄くも膜下麻酔
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年度総括

　中城周辺の透析施設は少なく、また近隣の透析施設の閉鎖などにより、当院の

透析患者は増加傾向にあります。

　平成 25 年度の外来透析患者は 120 名程で、当院の平均年齢は 66.2 歳。透析導

入患者の平均年齢は 65.7 歳で、全体の３割は後期高齢者です。

　患者さんの高齢化により、在宅看護や介護サービスを受けられる患者も多くなっ

てきており、どのようにして患者さんやご家族・地域・施設等との連携をしてい

くかが課題になってきております。

　今後は、家族・地域・施設との連携をはかりながら、より専門性の高い医療の

提供をしていく所存です。

4%

2%

24%

30%

25%

14%

1%

透析患者

年齢層の割合

30代 40代 50代 60代

70代 80代 90代

64.7%

22.7%

10.9%

1.7%

透析年数と

患者数の割合

1～10年 77名 11～20年 27名

21～30年 13名 31年以上 2名

泌尿器科部長
嘉川　春生

血液浄化部

　血液浄化部は、医師・看護師・臨床工学士・助手・クラークを含むスタッフ 33 名が従事しております。

平成 23 年度に患者監視装置が一新されたことにより、透析中における患者さんへの看護ケアが充実・向

上しております。

　平成 26 年度はスタッフ一丸となり、医療安全と患者サービスを強化して参ります。また、スタッフの

知識・技術のさらなる向上を図り、患者教育の充実を目指していきたい所存です。

職員数
　医師   ２名（非常勤は除く）  臨床工学技士　 ９名（兼任を含む）

　正看護師  19 名    助手　  ２名

　       クラーク １名

 医師プロフィール
（平成 25 年 7 月現在）

役職 氏名 専門分野 学会認定など
理事長 安里哲好 循環器疾患・生活習慣病・禁煙外来 日本内科学会指導医

日本透析医学会専門医
日本循環器学会専門医
日本医師会産業医

泌尿器科部長
血液浄化部長

嘉川春生 一般泌尿器 日本泌尿器科学会指導医
日本透析医学会認定医

認定・資格
氏　　名 認定・資格

竹本　直美 透析療法専門合同委員会認定　透析技術認定士
大城　安 透析療法専門合同委員会認定　透析技術認定士
野原　剛 透析療法専門合同委員会認定　透析技術認定士
仲松　晋也 透析療法専門合同委員会認定　透析技術認定士
宮城　幸江 透析療法専門合同委員会認定　透析技術認定士
新里　恭子 透析療法専門合同委員会認定　透析技術認定士
屋良　淳子 透析療法専門合同委員会認定　透析技術認定士

透析関連統計
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救急総合診療部

　救急部の目指している救命は社会復帰であることを忘れず、質の高い救急診療に引き続いて指導医の関

わることのできる範囲で、非外傷重症患者の集中治療を研修医の先生とともに行っています。

　初期集中治療は次第に標準化されつつあり、各科専門医の先生と連携を密に取りながら次年度以降も、

救急から連続した集中治療を行い、救命の質の向上に努めていきたいと考えています。

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
病棟への心臓リハビリ室設置
における病棟看護師の意識調
査について

第 19 回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会

宮城県 2013 年 7 月13 日～ 1 
4 日

眞栄城克匡

虚血性心疾患、持続性心室頻
拍にて慢性心不全を呈する独
居患者の活動性拡
大に向けた心理的サポートの
必要

第 19 回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会

宮城県 2013 年 7 月13 日～ 1 
4 日

屋冝伸春

脳保護の重要性を意識した心
肺停止患者への救急外来の取
り組み

第 15 回日本救急看護学
会学術集会

福岡県 2013 年 10 月19 日～
２０日

竹本健太

34 週の妊婦が心肺停止で、搬
送された症例を経験して

第 15 回日本救急看護学
会学術集会

福岡県 2013 年 10 月19 日～
２０日

島袋健太

社会復帰を目的とした場合、心
肺蘇生の早期中断を考慮でき
る因子の検討

第 41 回日本救急医学会
総会・学術流会

東京都 2013 年 10 月 21 日 三戸正人、金城太貴、久場良也

当院における院外心肺停止症
例への低体温療法導入の初期
成績

第 41 回日本救急医学会
総会・学術集会

東京都 2013 年 10 月 21 日 佐久川裕行、三戸正人、金城太貴、
久場良也

危険因子をもたない妊婦に発
生した急性大動脈解離による
心肺停止の一例

第 41 回日本救急医学会
総会・学術集会

東京都 2013 年 10 月 21 日 嘉手苅由梨、三戸正人、金城太貴、
久場良也

3 度熱中症による肝不全に対し
血漿交換を行った一救命例

第 41 回日本集中治療医
学会学術集会

京都府 2014 年 2 月 28 日 新里勇樹、三戸正人

医師プロフィール
役職 氏名 専門分野 学会認定など

銘苅　正 
※ H25 年 10 月
より赴任

日本医師会認定産業医

救急総合診療部副部長
循環器内科医長

三戸正人 循環器救急・地域医療 日本内科学会認定内科医
日本内科学会指導医
日本循環器学会専門医
日本救急医学会救急専門医
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年間救急搬送患者数推移
（人）

2,443

年度総括
　救急部を預かるようになって 2 年目、初期研修医と始めた毎朝のカンファレ

ンス、救急隊との間で 3 ヶ月毎に行っている救急症例検討会の内容も充実して

きたためか院内外からの参加者が増え、救外看護師とのカンファレンス、JTAS

トリアージも軌道に乗りだし、救急診療において病態を考える看護師が増えて

きています。救急認定看護師取得のための学校へ入学、研修もすすんでおり、

また全国学会である救急医学会総会には 3 演題、救急看護学会は 2 演題、集中

治療学会へは 1 演題の発表を行いました。

　昨年度目標としていた災害対策の見直しの方法として、HospitalMIMMS の

沖縄開催を実施、アクションカードを用いた災害対策マニュアルの改訂、多数

傷病者発生時の院内訓練も実施し、DMAT 取得ヘ向け準備をすすめています。

10 月からは外傷診療に強い銘苅医師も赴任し、今まで当番制をしく外科系医

師に依頼していた外傷診療も救急部で行えることで、研修医教育や救急診療の

質が明らかに向上しました。今まで内容や記述方法がバラバラであった救急マ

ニュアルも、初期治療としてはここまでしてほしい、救急治療としてはこの辺

りまで知っていてほしいということを各科専門医と相談し、ガイドラインに

沿った形で作成、院内で共有できる形をとることができました。今後はより質

の高い救急・集中診療をすすめ、病院内だけでなく、地域に信頼される救急部

を目指していきたいと考えています。

救急総合診療部副部長
三戸　正人
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文書作成
Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

一般診断書 218 400 287 358
生命保険文書 1431 1607 1620 1655
介護主治医意見書 560 637 554 485
傷病手当金請求書 321 470 500 387
医療要否意見書 390 353 551 564
特定疾患調査票 218 256 290 291
身体障害者診断書 57 92 95 112
年金診断書 5 43 96 81
自賠責診断書 1025
その他 372 322 663 875
合計 3572 4180 4656 5833

退院サマリー代行作成
Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

96 775 2665

高額コメント代行作成
Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

161 224

ＮＣＤ（消化器外科手術症例）入力
Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25

712 932 1015

活動実績
研修会・セミナー参加など

名称 開催地 年月日 参加者
院内がん登録実務初級者研修（前期） 福岡 2013 年 6 月17 日 2 名
医師事務作業補助研究会　第３回全国大会 石川 2013 年 6 月 28 日 3 名
平成 25 年度第 1 回がん登録勉強会 県内 2013 年 6 月 29 日 3 名
平成 25 年度第 2 回がん登録勉強会 県内 2013 年 8 月10 日 2 名
平成 25 年度第 3 回がん登録勉強会 県内 2013 年 11 月16 日 3 名
院内がん登録実務初級者研修（後期） 大阪 2013 年 11 月 27 日 2 名
第 1 回沖縄ヘルニア学会 県内 2014 年 1 月18 日 5 名
院内がん登録実務終了者研修 東京 2014 年 1 月 23 日 1 名
日本医療秘書学会第 11 回学術大会 東京 2014 年 2 月 22 日 2 名
平成 25 年度第 4 回がん登録勉強会 県内 2014 年 2 月 22 日 5 名
第 36 回日本造血細胞移植学会 県内 2014 年 3 月 8 日 2 名

メディカルクラーク
職員数
総数

18 名

職種別

一般事務　　15 名 診療情報管理士　　3 名

認定・資格
認定・資格名 人数

診療情報管理士 3

認定・資格名 人数
医師事務作業補助技能認定資格 12

運営方針
1. 医師の業務軽減を図る

2. 他職種との協働によるチーム医療を目指す

3. スキルの向上に努める

平成 25 年度業務計画
項目 平成 25 年度　上半期　　 平成 25 年下半期　15 対１取得後

外来支援 内科・外科・整形外科・皮膚科・眼科・耳鼻科・形成外科、
救急外来

現行に加え、慢性疾患患者管理を開始
（患者のルーチン検査施行状況をチェック）

病棟支援 病棟担当制を配置し、以下の業務を補佐する。
　1. 入院治療計画書等の作成
　2. 返書、紹介状の作成
　3. 高額レセプトコメントの作成

各種文書作成 生命保険証明書・介護主治医意見書・傷病手当金請
求書・医療要否意見書・特定疾患臨床調査票・その
他

現行通り

退院サマリー作成 遅延サマリーの多い医師のみへ介入 病棟担当配置により、入院中に中間サマリーを作成→
遅延をなくす。

ＮＣＤ 外科手術症例全てを入力 現行通り
院内がん登録業務 担当２名を配置 予後調査担当 1 名を追加
統計業務 所属学会からのアンケートや、データベースの作成 現行通り
治験等のデータ入力 依頼医師の指示の下に開始する。

業務実績
統計業務

1. 日本内科学会認定医制度教育病院年報（年次

報告）

2. 沖縄県における ESD の現状（アンケート）

3. 日本血液学会　疾患登録（2012 年 50 件）

4. 読売新聞　がん治療に関するアンケート

5. 読売新聞　炎症性腸疾患に関するアンケート

6. 食道癌全国登録 (2007 年、2008 年分）

7. 日本内視鏡外科学会症例報告 

（2012・2013 年）

その他

1. 日本ヘルニア学会沖縄支部　沖縄ヘルニア研究会事務局補佐
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医局総括
　平成 25 年度の医局は病院の中心部署として頑張ってきました。その構成は内科 23

名 ( 呼吸器 4 名、循環器 6 名、消化器 7 名、血液 5 名、心療内科 1 名 )、外科 10 名、

麻酔科 3 名、整形外科 5 名、産婦人科 5 名、小児科 3 名、脳神経外科 2 名、泌尿器科 2 名、

眼科 2 名、耳鼻咽喉科 l 名、放射線科 2 名、救急科 2 名 (1 名は兼任 )、人間ドック 3 名、

研修医 6 名の計 68 名となっていました。第一、第三木曜には、夕方に医局会を開催し、

医局員の団結を深めて参りました。

　日々の診療に関しては、専門的・積極的に、誠心誠意取り組んでおります。

　学術的領域では、院外での取り組みとしては、年間 2 ～ 6 回の学会出張、アニマル

ラボ実習や手術・手技見学等の院長派遣による出張、県内・県外の講演会参加等を行い

ました。

　また、院内での定期的な取り組みとしては、毎週水曜のジャーナルクラブ ( 勉強会 )、

火曜・木曜・金曜の朝には研修医に対するレクチャ一等、大変忙しく勉強してまいりま

した。

　また、医局行事としては、年に数回の歓送迎会、ビアパーティー、研修終了パーティー、

忘年会等を執り行いました。

　このように活気あふれる医局として自認しておりますが、平成 26 年度もさらに活気

にあふれ、充実した診療、勉強を行っていけるように努力する所存です。

医局長兼
外科部長
西原　実
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看護部

部門紹介

看護部長　西銘　宣子
　

　看護部は 12 部署あり、平成 25 年 4 月 1 日時点での職員数は 408 名と病院一の大所帯です。建物の 2

階～ 7 階に 7 つの病棟があり、そのほかに集中治療室、救急外来、一般外来、手術室・中央材料室、透

析室があり内視鏡室が 8 月から看護部に加わりました。現在は 7：1 看護を実施しており、様々な看護活

動に主体的に取り組み、多職種が関わる委員会活動にも積極的に参加しています。また、平成 25 年度も

1 名の認定看護師が誕生しており、これからも様々な分野でエキスパート看護師を増やし看護の質を向上

させることを目標としています。

職員数（平成 25年 4月 1日現在）

総数　　　408 名

助産師　20 名

正看護師 　316 名

准看護師　18 名

看護助手　39 名

臨床心理士　1 名

保育士　1 名

クラーク　11 名

事務　2 名

認定看護師
氏名 認定・資格名

内間幸人 集中ケア認定看護師
宮城美那 感染管理認定看護師
島袋すが子 慢性心不全看護認定看護師
本田由佳里 がん化学療法認定看護師

…█ 認定看護師と研修を修了したみなさん。
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名称 主催 開催地 開催日 所属 担当・参加者
フレッシュマン研修 沖縄県看護協会 県内 2013 年 5 月16 日・

17 日
新入職者 新垣友香、上原美佳、山

城杏奈、比嘉哲也、瀬戸
綾子

日本輸血・細胞治療学会総会 日本輸血・細胞治療
学会

神奈川 2013 年 5 月16 日
～ 19 日

6F 比嘉暢

新生児蘇生講習会 沖縄県医師会 県内 2013 年 5 月18 日 2F 平屋敷加代
助手研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 5 月 31 日 教育委員

会
仲地ますみ、外間真紀子

救急看護認定看護師教育課程 日本赤十字九州国
際大学

福岡 2013 年 6 月 3 日～
12 月末

救急外来 兼本愛美

プリセプター報告会 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 5 日 主任会 仲地ますみ、宮城つかさ
中堅研修① 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月14 日 教育委員

会
仲地ますみ、中野久乃、
比嘉憲貴

日本透析医学会学術集会・総会 日本透析学会 福岡 2013 年 6 月 20 日
～ 23 日

ＨＤ 瀬底真由美、栄野川盛広

看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 20 日 TQM 宮城美那

新人看護師 3 ヶ月フォローアップ研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 21 日 教育委員
会

仲地ますみ、小橋川春子、
宮城幸子 

がん看護研修Ⅰ 沖縄県看護協会 県内 2013 年 6 月 22 日 ４Ｆ、６Ｆ 小橋川春子、赤嶺七海、
志喜屋幸子、下地奈帆

「簡単に食べることをあきらめたくない」 菅野医師　看護部 院内 2013 年 6 月 24 日 ― ー
看護部領域研修（化学療法） 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 26 日 外来 本田由佳理

看護部領域研修（安全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 27 日 TQM 玉城秀美

助手研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 28 日 師長会 仲地ますみ、竹本直美

平成２５年度感染管理認定看護師教育
課程

沖縄県看護協会 県内 2013 年 7 月1 日～
12 月 27 日

TQM・ICU 石川由希、城間克也

プリセプター報告会 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 3 日 主任会 仲地ますみ、屋宜鮎美
看護部領域研修（糖尿病） 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 5 日 ７Ｆ 知念恵子、大城郁子
看護部領域研修（慢性心不全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 6 日 外来 島袋すが子

「夜勤は最長 12 時間」に着目　　　
拘束 12 時間２交代制勤務

民間病院管理者会 県内 2013 年 7 月 6 日 師長会 西銘宣子、宮平典子、小
橋川春子、内間幸人、安
村公均

看護必要度評価者　院内指導者研修 Ｓ -QUE 研究会 県内 2013 年 7 月 7 日 ３Ｆ 片山のぞみ、大城幸江
看護部領域研修（呼吸ケア） 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 9 日 ＲＳＴ 岡田 仁、洲鎌正子

同種造血細胞移植後フォローアップの
ための看護師研修プログラム

日本造血細胞移植
学会

名古屋 2013 年 7 月11日～
13 日

６Ｆ 仲田ひろ子、金城隆也

看護部領域研修（感染） 看護部主任会 院内 2013 年 7 月12 日 TQM 宮城美那

災害医療と看護 沖縄県看護協会 県内 2013 年 7 月12 日・
13 日

３Ｆ 外間真紀子

日本心臓リハビリテーション指導士受
講・学会

日本心臓リハビリ
テーション学会

仙台 2013 年 7 月13 日・
14 日

７Ｆ　　　
　　　　
外来

眞栄城克匡、新川優子、
島袋すが子

看護部領域研修（糖尿病） 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月19 日 ７Ｆ 知念恵子                   
看護部領域研修（化学療法） 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 23 日 外来 本田由佳理

看護部領域研修（安全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 25 日 TQM 玉城秀美

中堅研修② 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 26 日 教育委員
会

仲地ますみ、屋良ちえみ、
本田由佳理

AHA・BLS コアインストラクターコース 日本 ACLS 協会 県内 2013 年 7 月 28 日 救急外来 内間幸人

新人リフレッシュ研修 看護部教育委員会 県内 2013 年 7 月 31 日 新人２９人
看護部領域研修（慢性心不全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 3 日 外来 島袋すが子
プリセプター報告会 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 6 日 主任会 仲地ますみ、宮城つかさ
看護部領域研修（呼吸ケア） 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月13 日 ＲＳＴ 岡田 仁、洲鎌正子

看護部理念
わたくしたちは、患者さんの信頼に応え、感性豊かな心ふれあう看護を提供いたします。

看護部運営方針
1. 患者さんに満足していただける環境ときめ細やかな看護サービスを提供する

2. 専門職として看護の基本を大切にした質の高い看護を実践する

3. 温かい心のふれあう看護ができる豊かな感性を培う

4. 地域住民のニーズに応える医療・保健・福祉を総合的にとらえ、地域医療に貢献する

5. 医療チーム内の情報交換を密にし、よいチームワークを図り、業務を円滑にする

看護体制
7：1 看護

勤務体制 二交替制

看護方式 固定チームナーシング

看護記録 POS（電子カルテ）

看護単位 

■外来

■救急外来

■ ICU

■手術室 / 中央材料室

■透析室

■内視鏡センター（平成 25 年 8 月より）

■一般病棟

　・2 階病棟（産婦人科）

　・3 階病棟（整形外科・脳神経外科・眼科）

　・3 階新病棟（混合）

　・4 階病棟（外科・泌尿器科・耳鼻咽喉科）

　

・5 階病棟（消化器内科・小児科）

・6 階病棟（血液内科※クリーンルーム 10 床）

・7 階病棟（呼吸器内科・循環器内科・糖尿病）

活動実績
院内・院外研修実績

名称 主催 開催地 開催日 所属 担当・参加者
新入職者オリエンテーション 病院 院内 2013 年 4 月1 日 ― 総務課、看護部

基礎看護技術研修 看護部 院内 2013 年 4 月 2 日～
4 月11 日

主任会教
育委員会

仲地ますみ、主任会

プリセプター報告会 看護部教育委員会 院内 2013 年 5 月 7 日 主任会 仲地ますみ、宮城つかさ、
屋宜鮎美

シミュレーション教育指導者養成研修 沖縄県看護協会 県内 2013 年 5 月７日・8
日

３Ｆ 屋宜鮎美、奥間有太郎

外来化学療法室研修 東京女子医科大学 東京 2013 年 5 月 7 日～
22 日

外来 本田由佳理
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名称 主催 開催地 開催日 所属 担当・参加者
普通第１種圧力容器取扱作業主任者技
能講習

日本ボイラ協会 県内 2013 年 11 月10 日・
19 日

ＯＲ 米田梓

看護部領域研修（糖尿病） 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月 22 日 ７Ｆ 知念恵子                   
九州人工透析研究会総会 九州人工透析研究

会
県内 2013 年 11 月 24 日 ＨＤ 竹本直美ほか１７人

中堅看護師研修 看護部 院内 2013 年 11 月 25 日 看護部 西銘宣子、担当師長、部
署中堅１２名

看護部領域研修（化学療法） 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月 27 日 外来 本田由佳理
看護部領域研修（安全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 12 月 3 日 TQM 玉城秀美
看護部領域研修（慢性心不全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 12 月 7 日 外来 島袋すが子
マタニティヨーガ指導者養成　　　　
ベーシックコース

日本マタニティヨー
ガ協会

東京 2013 年 12 月12 日
～ 15 日

２Ｆ 平屋敷加代

看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2013 年 12 月17 日 TQM 宮城美那
看護部領域研修（安全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 12 月 26 日 TQM 玉城秀美
看護部領域研修（慢性心不全） 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月11 日 外来 島袋すが子
沖縄県実習指導者講習会 沖縄県看護協会 県内 2014 年 1 月1 日 ７Ｆ 知念恵子
看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月15 日 TQM 宮城美那
2 年目症例発表会 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月17 日 TQM
看護部領域研修（呼吸ケア） 看護部主任会 院内 2014 年 1 月 21 日 ＲＳＴ 岡田 仁 、洲鎌正子
看護部領域研修（呼吸ケア） 看護部主任会 院内 2014 年 1 月 21 日 ＲＳＴ 岡田 仁 、洲鎌正子
看護部領域研修（感染） 看護部主任会 院内 2014 年 1 月 23 日 TQM 宮城美那
プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月 24 日 TQM
看護部領域研修（安全） 看護部主任会 院内 2014 年 1 月 30 日 TQM 玉城秀美
消化器内視鏡機器取扱講習会 日本・九州消化器内

視鏡技師会
県内 2014 年 2 月1 日 内視鏡 宮里奈央、喜屋武香織、

渡久山すえの、野原さや
か

臨床輸血看護師病院研修 日本輸血・細胞治療
学会

福岡 2014 年 2 月 4 日～
6 日

６Ｆ 比嘉暢

日本がん看護学会学術集会 日本がん看護学会 新潟 2014 年 2 月 8 日・
9 日

外来、６Ｆ 本田由佳理、仲田ひろ子

１年目症例報告会 看護部教育委員会 院内 2014 年 2 月14 日 TQM 各部署プリセプター
ＷＬＢ推進ワークショップ 日本看護協会 東京 2014 年 2 月 20 日・

21 日
看護部 西銘宣子、米須智子

おきなわけん看護研究学会学術集会 沖縄県看護研究学
会

県内 2014 年 2 月 22 日 ３Ｆ他 佐伯恵　他６人

新人看護職員実施指導者研修 沖縄県看護協会 県内 2014 年 2 月 24 日
～ 28 日

３Ｆ 屋宜鮎美

日本集中治療医学会学術集会 日本集中治療医学
会

京都 2014 年 2 月 27 日
～ 3 月1 日

ＩＣＵ 橋本絵里、塩谷秀子、新
川愛実

新人看護職員１年目フォローアップ研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 2 月 28 日 教育委員
会

プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 2 月 28 日 教育委員
会

師長・主任合同研修 看護部 院内 2014 年 3 月 4 日 看護部 西銘宣子、仲地ますみ
2014 年 3 月1 日

中堅看護師研修　実践報告会 看護部 院内 2014 年 3 月 20 日 看護部 西銘宣子、担当師長、部
署中堅１２名

社会保険診療報酬改定説明会 日本看護協会 県内 2014 年 3 月 20 日 師長会 西銘宣子　他 12 人
日本造血細胞移植学会総会 日本造血細胞移植

学会
県内 2014 年 3 月 7 日～

9 日
６Ｆ 安里紀子、友寄隆彦　他

３人

名称 主催 開催地 開催日 所属 担当・参加者
２年目研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月17 日 教育委員

会
仲地ますみ、内間幸人、 平
良勇、仲田ひろ子

看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 20 日 TQM 宮城美那

ＳＳユーザー会看護部会 ＳＳＩ 大阪 2013 年 8 月 23 日
～ 25 日

外来 屋良ちえみ

看護部領域研修（化学療法） 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 27 日 外来 本田由佳理

看護部領域研修（安全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 29 日 TQM 玉城秀美

看護部領域研修（糖尿病） 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月 6 日 ７Ｆ 知念恵子                   
看護部領域研修（呼吸ケア） 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月10 日 ＲＳＴ 岡田 仁、洲鎌正子
看護部領域研修（糖尿病） 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月13 日 ７Ｆ 知念恵子 
看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月17 日 TQM 宮城美那

救急看護認定看護師教育課程実習 日本赤十字九州国
際大学

県内 2013 年 9 月17 日
～ 11 月1 日

救急外来 兼本愛美

新人看護師６ヶ月フォローアップ研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月 20 日 教育委員
会

仲地ますみ、宮平典子、
平屋敷加代

院内研究発表会看護部予選会 院内研究発表実行
委員会

院内 2013 年 9 月 20 日 看護部 看護部師長会

看護部領域研修（化学療法） 看護部主任会 院内 2013 年 9 月 24 日 外来 本田由佳理

看護部領域研修（安全） 看護部主任会 院内 2013 年 9 月 26 日 TQM 玉城秀美

労働者として知っておきたい労働基準
法の基礎的知識　　　　　　　　～
労働時間編～

沖縄県看護協会 県内 2013 年 9 月 27 日 外来、２Ｆ 屋良ちえみ、諸喜田久美、
我那覇美帆

日本循環器看護学会学術集会 日本循環器看護学
会

東京 2013 年 9 月 28 日・
29 日

外来 島袋すが子

師長・主任合同研修 看護部 院内 2013 年 10 月 9 日 看護部 西銘宣子、仲地ますみ

プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月11 日 教育委員
会

仲地ますみ、宮城つかさ、
屋宜鮎美

おきなわ周産期セミナー 沖縄新生児医療連
絡会

県内 2013 年 10 月12 日 ２Ｆ 具志堅理沙

看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月18 日 TQM 宮城美那

日本救急看護学会学術集会 日本救急看護学会 福岡 2013 年 10 月19 日・
20 日

救急外来 竹本健太、島袋健太、内
間幸人

看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月 21 日 TQM 宮城美那
看護部領域研修（化学療法） 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月 22 日 外来 本田由佳理

看護部領域研修（安全） 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月 24 日 TQM 玉城秀美
日本癌治療学会学術集会 日本癌治療学会 京都 2013 年 10 月 24 日

～ 26 日
外来 本田由佳理

がん看護エキスパート養成コース 琉球大学学術国際
部地域推進課

県内 2013 年 10 月 31 日 ４Ｆ 金城千佳子、赤嶺七海

看護部領域研修（糖尿病） 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月1 日 ７Ｆ 知念恵子                  
臨床輸血看護師試験 日本輸血・細胞学会 京都 2013 年 11 月 3 日 ６Ｆ 比嘉暢

九州消化器内視鏡技師研究会 九州消化器内視鏡
技師研究会

宮崎 2013 年 11 月 9 日 内視鏡 宮里奈央、喜屋武香織、
古波倉美登利

看護部領域研修（呼吸ケア） 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月12 日 ＲＳＴ 岡田 仁、洲鎌正子

認定看護管理者教育課程 沖縄県看護協会 県内 2013 年 11 月12 日
～ 12 月 27 日

看護部 仲地ますみ

３年目研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月15 日 教育委員
会

安村公均、竹本健太、知
念恵子

漢語の動向と政策 沖縄県福祉保健部 県内 2013 年 11 月15 日 師長会 西銘宣子、屋良ちえみ、
宮平典子、内間幸人

アフェレーシスナース試験 日本輸血・細胞治療
学会

広島 2013 年 11 月16 日・
17 日

６Ｆ 金城隆也

看護部領域研修（感染） 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月19 日 TQM 宮城美那
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
研究ポスタ―発表 第１９回日本心臓リハビリ

テーション学会発表
宮城県 平成２５年７月１３日

～７月１４日
島袋すが子

外来化学療法を受ける患者の緩和ケア・
サポートの必要性について

日本がん治療学会学術集
会

京都府 平成 25 年 10 月 24
日

本田由佳理

当院外来通院している慢性骨髄性白血
病（CML）の有害事象と QOL 調査～
分子標的薬 TKI を比較して～

日本がん看護学術集会 新潟県 平成 26 年 2 月 8 日 本田由佳理
仲田ひろ子

慢性心不全認定看護師の活動内容報告
（那覇市立病院との共同による実践活
動報告ポスタ―掲示）

沖縄県看護研究学会学術
集会

沖縄県 平成 26 年 2 月 22
日

島袋すが子

活動実績
院内・院外研修実績

テーマ 講　師 年月日 参加者
BLS 指導（新入職員） BLS 担当医師、看護師 2013 年 4 月13 日 島袋すが子（指導者）他
レミケード点滴静注 田辺三菱製薬 2013 年 3 月 25 日 本田、山内、玉城、金城、
沖縄県第２回ＪＴＡＳプロバイダーコース 日本救急臨床医学学会 2013 年 4 月 27 日 島袋すが子、安谷屋佳子
東京女子医大（化学療法室）研修 東京女子医大医師、看護

師
2013 年 5 月 7 日～
22 日

本田由佳理

BLS 指導（院外中城役場職員対象） BLS 担当医師、看護師 2013 年 5 月18 日 島袋すが子（指導者）他
看護助手研修 院内（看護部） 2013 年 5 月 31 日 新垣千賀子、比嘉照美
第一回沖縄県緩和ケア研修会 2013 日本緩和医療学会 2013 年 6 月1 日～

6 月 2 日
本田由佳理、山内美咲

沖縄県看護連盟通常総会 沖縄県看護連盟 2013 年 6 月 8 日 屋良ちえみ
JTAS 伝達講習会 安谷屋佳子、島袋すが子 2013 年 6 月12 日 屋良、本田、石原、金城、薫、山内、

金城、大滝、長嶺、當間、木庭、喜屋武、
砂川、クラーク助手

CML 治療薬「グリベック」「タシグナ」 ノバルティスファーマ 2013 年 6 月14 日 本田、山内、玉城、金城、平敷、屋良
沖縄県看護協会通常総会 沖縄県看護協会 2013 年 6 月15 日 屋良ちえみ
日本小児科救急医学会学術集会 日本救急医学会 2013 年 6 月15 日 本田由佳理
BLS 院内 2013 年 6 月15 日 古牧香織
感染領域研修① 院内（看護部） 2013 年 6 月 20 日 安谷屋佳子、新垣薫
化学療法領域研修① 院内（看護部） 2013 年 6 月 25 日 本田由佳理、玉城美耶子
安全領域研修① 院内（看護部） 2013 年 6 月 27 日 島袋香織
看護助手研修 院内（看護部） 2013 年 6 月 28 日 安里真実、宮平エミコ
実践につながる防災訓練（災害発生あなた
はどう動く）

高橋純子（石巻赤十字病
院）

2013 年 6 月 29 日 屋良ちえみ、安谷屋佳子、島袋すが子

慢性患者管理① 院内（看護部） 2013 年 7 月 6 日 島袋すが子、金城こずえ
感染領域研修② 院内（看護部） 2013 年 7 月12 日 安谷屋佳子、新垣薫
第１９回日本心臓リハビリテーション学会発
表

日本心臓リハビリテーショ
ン学会

2013 年７月１３日～
１４日

島袋すが子

再発大腸がん治療薬「スチバーガー」 バイエル薬品 2013 年 7 月16 日 本田、山内、玉城、古牧、
看護記録・電子カルテに向けて 沖縄県看護協会 2013 年 7 月 20 日 安谷屋佳子

化学療法領域研修③ 院内（看護部） 2013 年 7 月 23 日 本田由佳理、玉城美耶子
看護記録伝達講習会 安谷屋佳子 2013 年 7 月 25 日 屋良、本田、島袋香、石原、金城、薫、

山内、玉城、大滝、古牧、當間、木庭、
喜屋武、砂川、玉那覇

ベルケイドによる long　term　therapy の
意義　

2013 年 8 月1 日 本田、山内、平敷、玉城、安里、屋良、
平良医師

慢性患者管理② 院内（看護部） 2013 年 8 月 3 日 島袋すが子、金城こずえ
感染領域研修③ 院内（看護部） 2013 年 8 月 20 日 安谷屋佳子、新垣薫
化学療法領域研修② 院内（看護部） 2013 年 8 月 27 日 本田由佳理、玉城美耶子
BLS 院内 2013 年 8 月 31 日 島袋香織
感染領域研修④ 院内（看護部） 2013 年 9 月17 日 安谷屋佳子、新垣薫
褥瘡（創傷）ケア　Ⅰ 沖縄県看護協会 2013 年 9 月19 日 當間直美

各部署概要・実績

外来

外来師長　屋良　ちえみ

職員数
総数… 36 名

正看護師 23 名

看護助手 4 名

クラーク 9 名

業務実績
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※その他に、最も多い処置が採血と輸液があります。CT、MRI 等の造影剤検査のライン確保（3,158 件）も

実施中です。
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700 817
1,062

1,268 1,241

0

500

1000

1500

H21 H22 H23 H24 H25

（件）



社会医療法人かりゆし会　平成 25 年度　年報 [ 第 20 号 ] Annual report of Social medical corporation KARIYUSHIKAI Vol.20  2013

96 97

実績報告資料等テーマ 講　師 年月日 参加者
褥瘡（創傷）ケア　Ⅰ 沖縄県看護協会 2013 年 9 月 20 日 金城こずえ
化学療法領域研修④ 院内（看護部） 2013 年 9 月 24 日 本田由佳理、玉城美耶子
オゼックス細粒（ニューキノロン系抗菌製剤）大正富山医薬品株 2013 年 9 月 25 日 城田、大城、安谷屋、島袋すが子、金

城、石原、木庭、玉那覇、玉城、クラー
ク助手

安全領域研修② 院内（看護部） 2013 年 9 月 26 日 島袋香織
血液サラサラの薬とは？ 島袋すが子 2013 年 9 月 26 日 屋良、本田、島袋香、石原、金城、薫、

山内、安谷屋、長嶺、城田、古牧、當
間、砂川、安里、平敷、徳比嘉

労働者として知っておきたい労働基準法の
基礎知識

沖縄県看護協会 2013 年 9 月 27 日 屋良ちえみ

がん看護研修Ⅱ - がん化学療法看護の実際 沖縄県看護協会 2013 年 9 月 28 日 山内美咲
第１０回日本循環器学会学術集会 日本循環器看護学会 2013 年９月２８日～

２９日
島袋すが子

耳鼻咽喉科領域と漢方医学について 株式会社ツムラ 2013 年 10 月 2 日 城田、大城、安谷屋、屋良、當間、玉
那覇、砂川 , 本田、徳比嘉、クラーク

医療安全能力向上に向けて-ノンテクニカル
スキルと医療安全

沖縄県看護協会 2013 年 10 月 3 日 石原桂子

緩和ケア研修会 院内 2013 年 10 月 5 日 本田由佳理、金城こずえ
師長、主任合同研修 院内（看護部） 2013 年 10 月 8 日 屋良、本田、安谷屋、島袋すが子、島

袋香織
痔核治療の歴史（手術）、ジオン療法 阿嘉外科医師 2013 年 10 月13 日 本田、山内、平敷、古牧、玉城、他クラー

ク
化学療法領域研修⑤ 院内（看護部） 2013 年 10 月 22 日 本田由佳理、玉城美耶子
安全領域研修③ 院内（看護部） 2013 年 10 月 24 日 島袋香織
BLS 指導（院外中城役場職員対象） BLS 担当医師、看護師 2013 年 10 月 28 日 島袋すが子（指導者）他
CV ポート（パワーポート MRI　i ｓｐ ) medicon 藤岡、中川 2013 年 10 月 30 日 本田、安谷屋、山内、金城、石原、屋良、

長嶺、石原（X-P）、大関 ( 薬局 )
BLS 指導 BLS 担当医師、看護師 2013 年 11 月 2 日 島袋すが子

看護政策の実現に向けて 沖縄県看護連盟 2013 年 11 月 7 日 屋良ちえみ
看護の動向と政策 沖縄県看護協会 2013 年 11 月15 日 屋良ちえみ
ＢＬＳ講習会 島袋す、香織、安谷屋、

新垣
2013 年 11 月16 日 木庭、大滝、玉那覇、當間、大城、濱野、

クラーク
中堅研修（看護大講師含めて） 院外、院内講師 2013 年 11 月 25 日 山内美咲
化学療法領域研修⑥ 院内（看護部） 2013 年 11 月 26 日 本田由佳理、玉城美耶子
ゾメタの勉強会 本田由佳理 2013 年 11 月 28 日 屋良本田、島袋香、石原、金城、薫、

山内、安谷屋、長嶺、城田、古牧、當
間、砂川、安里、徳比嘉、平敷

翼状片 濱野良枝 2013 年 11 月 29 日 朝の申し送り時間活用（ほぼ全員）
ＢＬＳ講習会 島袋す、安谷屋、竹本、

今村
2013 年 11 月 30 日 屋良、喜屋武、砂川、安里、平敷、城

田、長嶺
CF 下剤（モビプレップ）の説明会 味の素株 2013 年 12 月 5 日 屋良、金城、安谷屋、石原、内視鏡セ

ンター NS、折田医師
慢性患者管理① 院内（看護部） 2013 年 12 月 7 日 島袋すが子、安谷屋佳子クラーク宮城、

宮里、助手宮平
サラジェン錠について キッセイ薬品 2013 年 12 月11 日 城田、大城、屋良、金城、玉那覇、大

滝、クラーク、助手
中堅研修（看護大講師含めて） 院外、院内講師 2013 年 12 月 26 日 山内美咲
安全領域研修④ 院内（看護部） 2013 年 12 月 26 日 島袋香織
骨粗鬆症治療薬テリボン 當間、玉那覇 2014 年 1 月 9 日 屋良、安谷屋、本田、島袋香、喜屋武、

玉城、こずえ、木庭、砂川、古牧、薫、
石原、他クラーク

慢性患者管理② 院内（看護部） 2014 年 1 月11 日 島袋すが子、安谷屋佳子
アブストラル舌下錠（癌疼痛治療薬） 琉薬 2014 年 2 月 26 日 Ｄｒ渡嘉敷、大城、城田、玉那覇、當間、

屋良、砂川、本田、大滝、石原、山城
　他メディカル

タリオン 田辺製薬　　　小西 2014 年 3 月 26 日 Ｄｒ渡嘉敷、大城、城田、玉那覇、當間、
屋良、宮里、他メディカル
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活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
院内 BLS 看護部 院内 2013 年 4 月 7 日 比嘉哲也
シムマラソン 東北大学高度救命救急セ

ンター
宮城県 2013 年 4 月13 日 竹本健太

AHA ACLS 日本 ACLS 協会 県内 2013 年 6 月 29 日・
30 日

島袋健太

Hospital MIMMS MIMMS JAPAN 県内 2013 年 6 月 29 日・
30 日

小渡君子、竹本健太

AHA　BIC/CIC 日本 ACLS 協会 県内 2013 年 7 月 30 日 内間幸人
救急現場におけるクリニカルシンキング 日本救急看護学会 福岡県 2014 年 1 月 25 日 兼本愛美、平田千佳

JPTEC JPTEC 協議会 県内 2014 年 3 月15 日 又吉康矢

実績報告資料等

救急外来

救急外来師長　内間　幸人
職員数
総数 19名

正看護師　19 名

業務実績
救急受付患者年次推移
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
脳保護の重要性を意識した心肺停止患
者への救急外来の取り組み

日本救急看護学会 福岡県 2013 年 10 月 20 日 竹本健太、島袋健太、内間幸人

34 週の妊婦が心肺停止で搬送された症
例を経験して～妊婦に対する CPR の方
法を振り返って～

日本救急看護学会 福岡県 2013 年 10 月 20 日 島袋健太、竹本健太、内間幸人
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
バスキュラーアクセス穿刺情報の共有化
をめざして

第 58 回日本透析医学会・
学術集会・総会

福岡 2013 年 6 月 21 日
～ 6 月 23 日

瀬底真由美、栄野川盛

災害対策の取り組み
～職員の意識向上を目指して～

第 20 回院内研究発表会
　

当院 2013 年 10 月18 日 平良美幸、伊保和加子

災害対策の取り組み
～職員の意識向上を目指して～

第 46 回九州人工透析研
究会

沖縄 2013 年 11 月 24 日 伊保和加子、平良美幸

座長 第 46 回九州人工透析研
究会

沖縄 2013 年 11 月 24 日 竹本直美

採血結果表の改善を試みて～自己管理
意欲の向上をめざして～

沖縄県人工透析研究会 沖縄 2013 年 3 月16 日 銘里礼子、田下茜

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
助手研修 看護部 当院 2013 年 5 月 30 日 仲松初美
中堅研修 看護部 当院 2013 年 6 月14 日 大工夏希
役職者メンタルヘルス研修 衛生委員会 当院 2013 年 6 月19 日 栄野川盛広、竹本直美、宮城幸

江
領域研修（感染①） 主任会 当院 2013 年 6 月 20 日 田下茜
第 58 回透析医学会 福岡 2013 年 6 月 21 日

～ 6 月 23 日
瀬底真由美、栄野川盛広、竹本
直美

助手研修 看護部 当院 2013 年 6 月 28 日 仲村 多鶴代
医療ガス研修会 医療ガス委員会 当院 2013 年 7 月 2 日 宮城幸江、瀬底真由美、竹本直

美、栄野川盛広、
領域研修（呼吸①） 看護部 当院 2013 年 7 月 9 日 島袋さおり

領域研修（糖尿病） 看護部 当院 2013 年 7 月 5 日・7
月19 日

與那覇直子

領域研修（感染） 看護部 当院 2013 年 7 月12 日・
8 月 20 日

田下茜

院内感染対策講演会 感染対策委員 当院 2013 年 8 月 5 日 赤嶺美智江、佐次田桃子、久場
和子、島袋さおり、平良美幸、
竹本直美、宮城幸江、屋良淳子、
与那覇直子

医療安全勉強会 TQM 当院 2013 年 8 月14 日 栄野川盛広、佐次田 桃子、島袋
さおり、新里恭子、瀬底真由美、
平良美幸

平成 24 年度科別実績報告会 年報作成委員 当院 2013 年 9 月 3 日 赤嶺美智江、久場和子、竹本直
美

平成 24 年度科別実績報告会 年報作成委員 当院 2013 年 9 月 4 日 栄野川盛広
2013 年 9 月18 日

領域研修（医療安全①） 看護部 当院 2013 年 7 月 25 日・
9 月 26 日

銘里礼子、赤嶺美智江

中堅研修 看護部 当院 2013 年 7 月 26 日 伊保和加子
領域研修（慢性管理①） 看護部 当院 2013 年 7 月 6 日・8

月 2 日
栄野川盛広

領域研修（医療安全②） 看護部 当院 2013 年 8 月 29 日・
10 月 24 日

伊保和加子

領域研修（DM） 看護部 当院 2013 年 9 月 6 日・9
月13 日

平良美幸

メンタルヘルス研修会 衛生委員会 当院 2013 年 9 月13 日 栄野川盛広、島袋さおり、銘里
礼子、竹本直美、宮城幸江、
与那覇直子

人工透析室

人工透析室師長　竹本　直美
職員数
総数 21名

正看護師　19 名 看護助手　2 名

業務実績
透析患者総数推移
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手術室・中央材料室

手術室・中央材料室師長　中野　久乃
職員数
総数 19名

正看護師　13 名

准看護師　2 名

看護助手　4 名

業務実績
月平均手術件数

195 件

1 日平均手術件数

9 件（MAX 15 件）

手術実績
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活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
プリセプター研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 5 月 7 日 大城祥子
フレッシュマン研修 沖縄県看護協会 院外 2013 年 5 月16 日 松川幸樹
フレッシュマン研修 沖縄県看護協会 院外 2013 年 5 月17 日 座喜味温子
助手研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 5 月 31 日
看護連盟総会 沖縄県看護協会 院外 2013 年 6 月 8 日 大城祥子、座喜味温子
中堅研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 6 月14 日 米田梓、比嘉憲貴
3 ヶ月フォローアップ研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 6 月 21 日 松川幸樹、座喜味温子
助手研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 6 月 28 日 島袋尚美
中堅研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 7 月 26 日 許田敏行、中野久乃
リフレッシュ研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 7 月 31 日 松川幸樹、座喜味温子
プリセプター研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 8 月 6 日 大城祥子
6 か月フォローアップ研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 9 月 20 日 松川幸樹、座喜味温子
院内研究発表会看護部予選会 看護部教育委員会 当院 2013 年 9 月 20 日 東恩納小百合、中野久乃
師長、主任合同研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 10 月 8 日 東恩納小百合、比嘉憲貴、中野

久乃
プリセプター研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 10 月11 日 仲西まゆみ
中堅看護師研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 11 月 25 日 大城祥子、中野久乃
中堅看護師研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 12 月 26 日 大城祥子、中野久乃

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
トモテラピー勉強会 当院 2013 年 9 月 6 日 新里恭子、瀬底真由美

人工呼吸器新機種 V60
使用方法勉強会

臨床工学科 当院 2013 年 10 月10 日 上原千晶、栄野川盛広、佐次田
桃子、島袋さおり、瀬底真由美、
屋良淳子

フットケア研修 2013 年 10 月18 日 島袋さおり、瀬底真由美
院内研究発表会 院内研究発表会実行委員

会
当院 2013 年 10 月18 日 平良美幸、伊保和加子、赤嶺美

智江、栄野川盛広、島袋さおり、
銘里礼子、新里 恭子

第 46 回九州人工透析研究会 九州人工透析研究会 県内 2013 年 11 月 24 日 銘里礼子、田下茜、伊保和加子、
平良美幸、竹本直美、赤嶺美智
江、上原千晶、栄野川盛広、佐
次田 桃子、島袋さおり、久場和
子、宮城幸江、 山内敦子、瀬底
真由美、屋良淳子、与那覇直子、
米須真由美、砂川香澄、新里恭
子

メンタルヘルス研修会 衛生委員会 当院 2014 年 1 月 31 日 伊保和加子
沖縄県人工透析研究会 沖縄県人工透析研究会 県内 2014 年 3 月16 日 伊保和加子、平良美幸、竹本直

美、赤嶺美智江、上原千晶、栄
野川盛広、佐次田 桃子、島袋さ
おり、久場和子、宮城幸江、 山
内敦子、瀬底真由美、屋良淳子、
与那覇直子、米須真由美、砂川
香澄、新里恭子、銘里礼子

医療安全講演会 医療安全管理委員会 当院 2014 年 3 月 24 日 赤嶺美智江、上原千晶、佐次田
桃子、久場和子、島袋さおり、
銘里礼子、竹本直美、屋良淳子、
与那覇直子

実績報告資料等
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ICU

ICU 師長　安村　公均
職員数
総数 24名

正看護師　23 名 看護助手　1 名

月平均入院患者状況
新規入院患者数　29.3 名

病床利用数　4.3 床

在院日数　7.4 日

業務実績
科別入院患者数
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
第 1 回沖縄ヘルニア研究会 日本ヘルニア学会　沖縄

県支部沖縄ヘルニア研究
会

院外 2014 年 1 月18 日 中野久乃

中堅看護師研修 看護部教育委員会 当院 2014 年 1 月 23 日 大城祥子、中野久乃
一年目症例発表会 看護部教育委員会 当院 2014 年 2 月14 日 松川幸樹
中堅看護師研修 看護部教育委員会 当院 2014 年 2 月 21 日 大城祥子、中野久乃
中堅看護師研修 看護部教育委員会 当院 2014 年 3 月14 日 大城祥子、中野久乃
師長、主任合同研修 看護部教育委員会 当院 2014 年 3 月 4 日 東恩納小百合、比嘉憲貴、中野

久乃
中堅看護師研修　実践報告会 看護部教育委員会 当院 2014 年 3 月 20 日 大城祥子、中野久乃

実績報告資料等
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 25 日 田畑佑希子

BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 7 月 27 日 安村公均、山城奈保子
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 7 月 29 日 安村公均、仲尾寿々奈
プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 6 日 玉木紀光、松田早希、片桐巳緒
呼吸領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月13 日 前島真理、玉城裕美、洲鎌正子、

宮里伸也
2 年目研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月16 日 謝花奈緒
感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 20 日 仲真菜都美
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 8 月 25 日 安村公均、田畑佑希子、仲尾寿々

奈
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 8 月 29 日 山城奈保子
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 8 月 31 日 安村公均、山城奈保子、仲尾寿々

奈
呼吸領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月10 日 前島真理、玉城裕美、洲鎌正子、

宮里伸也
感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月18 日 仲真菜都美
6 ヶ月フォローアップ研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月 20 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう

子
ICU 新人看護師応援プログラム 沖縄県クリティカルケア

看護研究会
院外 2013 年 9 月 25 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう

子
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 9 月 26 日 田畑佑希子
師長・主任合同会議 看護部 院内 2013 年 10 月 8 日 安村公均、洲鎌正子
プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月11 日 玉木紀光、松田早希、片桐巳緒
感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月16 日 玉城玲奈
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 10 月19 日 安村公均、山城奈保子
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 10 月 24 日 山城奈保子
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 10 月 28 日 安村公均、仲尾寿々奈
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 11 月 2 日 安村公均、田畑佑希子
呼吸領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月12 日 前島真理、玉城裕美、洲鎌正子、

宮里伸也
ICU 新人看護師応援プログラム 沖縄県クリティカルケア

看護研究会
院外 2013 年 11 月13 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう

子
3 年目研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月15 日 仲尾寿々奈、安村公均
感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月 20 日 玉城玲奈
中堅看護師研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月 25 日 玉木紀光、安村公均
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 11 月 28 日 田畑佑希子
呼吸領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 12 月 3 日 前島真理、玉城裕美、洲鎌正子、

宮里伸也
感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 12 月18 日 玉城玲奈
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 12 月 26 日 山城奈保子
中堅看護師研修 看護部教育委員会 院内 玉木紀光、安村公均
感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月15 日 玉城玲奈
2 年目症例発表会 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月17 日 謝花奈緒
呼吸領域研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月 21 日 洲鎌正子
ICU 新人看護師応援プログラム 沖縄県クリティカルケア

看護研究会
院外 2014 年 1 月 22 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう

子
中堅看護師研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月 23 日 玉木紀光、安村公均

プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月 26 日 仲尾寿々奈、阿部誠、前島真理
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 1 月 29 日 田畑佑希子
1 年目症例発表会 看護部教育委員会 院内 2014 年 2 月14 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう

子
中堅看護師研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 2 月 21 日 玉木紀光、安村公均
BLS 救急外来 /ICU 院内 2014 年 2 月 24 日 安村公均、山城奈保子
1 年目フォローアップ研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 2 月 27 日 玉木紀光、松田早希、片桐巳緒
師長・主任合同会議 看護部 院内 2014 年 3 月 4 日 安村公均、洲鎌正子
BLS 救急外来 /ICU 院内 2014 年 3 月 9 日 安村公均、仲尾寿々奈

特殊治療の動向
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
早期リハビリへの取り組み 日本集中治療医学会 京都 2013 年 2 月 28 ～ 3

月 2 日
橋本絵理、塩屋秀子、新川愛美

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 4 月 23 日 安村公均、山城奈保子
プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 5 月 7 日 玉木紀光、松田早希、片桐巳緒
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 5 月17 日 安村公均、田畑佑希子
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 5 月 27 日 安村公均、山城奈保子、仲尾寿々

奈
助手研修 救急外来 /ICU 院内 2013 年 5 月 31 日 宮里ともみ、与那嶺敬子
プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 4 日 玉木紀光、松田早希、片桐巳緒
呼吸療法士育成研修 沖縄県呼吸器学術会 院外 2013 年 6 月 8 日 塩屋秀子、新川愛美
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 6 月15 日 安村公均、山城奈保子、田畑佑

希子、仲尾寿々奈
感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 20 日 仲真菜都美
3 ヶ月フォローアップ研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 21 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう

子
BLS 救急外来 /ICU 院内 2013 年 6 月 24 日 安村公均、仲尾寿々奈
安全領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 6 月 27 日 山城奈保子

助手研修 救急外来 /ICU 院内 2013 年 6 月 28 日 新里由美

プリセプター研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 2 日 玉木紀光、松田早希、片桐巳緒
糖尿病領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 5 日 又吉愛美

呼吸領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月 9 日 前島真理、玉城裕美、洲鎌正子、
宮里伸也

感染領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月12 日 仲真菜都美

ICU 新人看護師応援プログラム 沖縄県クリティカルケア
看護研究会

院外 2013 年 7 月17 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう
子

糖尿病領域研修 看護部教育委員会 院内 2013 年 7 月19 日 又吉愛美
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西 2 階病棟（産婦人科）　

西 2階病棟師長　諸喜田　久美
職員数
総数 28名

助産師　    15 名

正看護師　8 名

准看護師　2 名

看護助手　2 名

クラーク　1 名

月平均入院患者状況

新規入院患者数　81.2 名

病床利用数　16.7 床

在院日数　4.7 日

業務実績
分娩件数
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
終末期看護を振り返って緩和ケアの支
援体制

業務改善報告会 当院 2013 年 9 月 20 日 成田明日香

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
新入職者オリエンテーション 清潔操作 看護部教育委員 当院 2013 年 4 月 8 日 平屋敷加代、又吉志奈子

プリセプター報告会 看護部教育委員 当院 2013 年 5 月 7 日 又吉志菜子、今井理恵
リフレッシュ研修 沖縄県看護協会 当院 2013 年 5 月17 日 瀬戸綾子、上原美佳、山城杏奈
新生児蘇生講習会 医師会 南風原町 2013 年 5 月18 日 平屋敷加代

助手研修① 看護部教育委員 当院 2013 年 5 月 31 日 宮城美和子
プリセプター報告会 看護部教育委員 当院 2013 年 6 月 4 日 又吉志奈子、今井理恵
中堅研修② 看護部教育委員 当院 2013 年 6 月14 日 邊土名弘美
BLS 講習会 当院 当院 2013 年 6 月15 日 瀬戸綾子、上原美佳、山城杏奈

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
ICU 新人看護師応援プログラム 沖縄県クリティカルケア

看護研究会
院外 2014 年 3 月12 日 坂野公則、新垣友香、前原ゆう

子
中堅看護師研修 看護部教育委員会 院内 2014 年 3 月14 日 玉木紀光、安村公均
中堅看護師研修
実践報告会

看護部教育委員会 院内 2014 年 3 月 20 日 玉木紀光、安村公均

BLS 救急外来 /ICU 院内 2014 年 3 月 29 日 安村公均

実績報告資料等
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
国際助産師の日 助産師会 沖縄市 2013 年 11 月 3 日 我那覇美帆、上原裕美、具志堅

陽子、玉栄陽子
領域別研修感染② 看護部教育委員 当院 2013 年 11 月19 日 我那覇美帆
領域別研修　DM ② 看護部教育委員 当院 2013 年 11 月 22 日 瀬戸綾子
新生児蘇生講習会 医師会 南風原町 2013 年 11 月 23 日 諸喜田久美、親盛智子
中堅能力開発研修 看護部教育委員 当院 2013 年 11 月 25 日 冨里由美子
領域別研修　化学療法⑥ 看護部教育委員 当院 2013 年 11 月 26 日 本村いずみ、邊土名弘美
領域別研修　安全 看護部教育委員 当院 2013 年 11 月 28 日 小野朋子
いざという時に役立つ産科救急シュミ
レーション

沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 11 月 30 日 諸喜田久美、冨里由美子

日本マタニティーヨガインストラクター
養成講座

看護部教育委員 当院 2013 年 12 月11 日 平屋敷加代

領域別研修　感染③ 看護部教育委員 当院 2013 年 12 月17 日 我那覇美帆
中堅看護師研修 看護部教育委員 当院 2013 年 12 月 26 日 冨里由美子
領域別慢性疾患看護 看護部教育委員 当院 2014 年 1 月11 日 仲地春代
領域別研修　感染④ 看護部教育委員 当院 2014 年 1 月15 日 我那覇美帆
中堅看護師研修 看護部教育委員 当院 2014 年 1 月 23 日 冨里由美子
看護師の WLB 推進フォローアップワー
クショップ

看護部教育委員 当院 2014 年 1 月 24 日 我那覇美帆

TENA 排泄ケアセミナー ユニチャームメンリック株
式会社

北部 2014 年 1 月 25 日 邊土名弘美

領域別研修安全④ 看護部教育委員 当院 2014 年 1 月 30 日 上原裕美、城間愛、玉栄陽子
BLS 講習会 看護部教育委員 当院 2014 年 3 月 9 日 仲地春代
不妊治療講習会 2014 年 2 月 8 日 狩俣愛、上原裕美
1 年目症例発表会 看護部教育委員 当院 2014 年 2 月14 日 山城杏奈
中堅看護師研修 看護部教育委員 当院 2014 年 2 月 21 日 冨里由美子
中部地区ハイリスク妊産婦連携会議 中部保健所 当院 2014 年 2 月 25 日 平屋敷加代
1 年目フォロ -アップ研修 看護部教育委員 当院 2014 年 2 月 28 日 又吉志菜子、山城杏奈
師長・主任合同研修 看護部教育委員 当院 2014 年 3 月 4 日 諸喜田久美・平屋敷加代・成田

明日香
口唇口蓋の治療の現状と展望 2014 年 3 月16 日 新城真鶴
診療報酬改定について 看護協会 南風原町 2014 年 3 月 20 日 諸喜田

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
領域別研修　感染① 看護部教育委員 当院 2013 年 6 月 20 日 城間愛

NICU に入院している新生児の痛みの軽
減を目指したケア

南風原町 2013 年 6 月 21 日 新城真鶴、今井理恵、城間愛

3 ヶ月フォローアップ研修 看護部教育委員 当院 2013 年 6 月 21 日 山城杏奈、又吉志奈子
リーダーシップ研修 看護協会 南風原町 2013 年 5 月 24 日 又吉志奈子、上原ちえみ、今井

理恵
沖縄県看護協会連盟通常総会 沖縄県看護協会連盟 2013 年 6 月 8 日 成田明日香、平屋敷加代
フィジカルアセスメント 看護協会 南風原町 2013 年 6 月13 日・

14 日
山城杏奈

沖縄県看護協会通常総会・職能集会 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 6 月15 日 我那覇美帆、諸喜田久美
領域別研修　化学療法① 看護部教育委員 当院 2013 年 6 月 25 日 本村いずみ
AMC 施設見学 緩和委員会 AMC 2013 年 6 月 25 日 成田明日香、仲地春代
領域別研修　安全 看護部教育委員 当院 2013 年 6 月 25 日 成田明日香、玉栄陽子
実践につながる防災訓練 那覇市 2013 年 6 月 28 日 諸喜田久美、平屋敷加代
助手研修 看護部教育委員 当院 2013 年 6 月 28 日 名城唱代
プリセプター報告会 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月 2 日 又吉志奈子
領域別研修　DM ① 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月 5 日 玉栄陽子、城間愛、上原裕美
領域別研修　慢性疾患管理① 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月 6 日 成田明日香、冨里由美子
領域別研修　呼吸基礎 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月 9 日 仲地春代
領域別研修　感染② 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月12 日 上原ちえみ、城間愛
領域別研修　化学療法② 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月 23 日 邊土名弘美、本村いずみ
領域別研修　安全① 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月 25 日 小野朋子
中堅研修① 看護部教育委員 当院 2013 年 7 月 26 日 高橋陽子
メント―会議 県立看護大学 那覇市 2013 年 7 月 26 日 平屋敷加代

領域別研修　慢性疾患管理② 看護部教育委員 当院 2013 年 8 月 3 日 成田明日香、冨里由美子
プリセプター報告会 看護部教育委員 当院 2013 年 8 月 6 日 又吉志奈子
2 年目研修 看護部教育委員 当院 2013 年 8 月16 日 上原裕美、城間愛、玉栄陽子
領域別研修　感染③ 看護部教育委員 当院 2013 年 8 月 20 日 上原ちえみ、城間愛
国際助産師の日イベント　打ち合わせ
会

助産師会 南風原町 2013 年 8 月 24 日 我那覇美帆

領域別研修　化学療法③ 看護部教育委員 当院 2013 年 8 月 27 日 本村いずみ、邊土名弘美
領域別研修　安全③ 看護部教育委員 当院 2013 年 8 月 29 日 成田明日香
新生児蘇生講習会 　　　　医師会 2013 年 8 月 31 日 具志堅理沙
領域別研修　DM ① 看護部教育委員 当院 2013 年 9 月 6 日 本村いずみ
母乳栄養勉強会 助産師会 琉大 2013 年 9 月 8 日 我那覇美帆、平屋敷加代
中部地区ハイリスク妊産婦に関する連
携会議

中部保健所 沖縄市 2013 年 9 月10 日 諸喜田久美

領域別研修　DM ② 看護部教育委員 当院 2013 年 9 月13 日 本村いずみ
領域別研修　感染④ 看護部教育委員 当院 2013 年 9 月17 日 上原ちえみ、城間愛
6 ヶ月フォローアップ研修 看護部教育委員 当院 2013 年 9 月 20 日 山城杏奈、又吉志奈子、
領域別研修　化学療法④ 看護部教育委員 当院 2013 年 9 月 24 日 本村いずみ、邊土名弘美
領域別研修　安全② 看護部教育委員 当院 2013 年 9 月 26 日 玉栄陽子
労働者として知っておきたい労働基準法
の基礎知識

看護協会 南風原町 2013 年 9 月 27 日 諸喜田久美、我那覇美帆

緩和ケア勉強会 ハートライフ病院 当院 2013 年 10 月 5 日 成田明日香、邊土名弘美、上原
美代子

師長・主任合同研修 看護部教育委員 当院 2013 年 10 月 8 日 諸喜田久美・平屋敷加代・成田
明日香

領域別研修感染① 看護部教育委員 当院 2013 年 10 月18 日 我那覇美帆
領域別研修　ケモ⑤ 看護部教育委員 当院 2013 年 10 月 22 日 本村いずみ、邊土名弘美
領域別研修　安全③ 看護部教育委員 当院 2013 年 10 月 24 日 玉栄陽子
プリセプター研修 看護部教育委員 当院 2013 年 10 月 25 日 又吉志菜子
領域別研修　DM ① 看護部教育委員 当院 2013 年 10 月 25 日 瀬戸綾子
BLS 講習会 看護部教育委員 2013 年 11 月 2 日 狩俣愛
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3 階病棟（整形外科・脳神経外科・眼科）

３階病棟師長　外間　真紀子
職員数
総数 43名

正看護師　37 名

准看護師　1 名

看護助手　5 名

月平均入院患者状況
新規入院患者数　89.1 名

病床利用数　57.1 床

在院日数　18.0 日

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
新入職者オリエンテーション 病院 当院 2013 年 4 月1 日 伊敷よし乃、仲本結里加、川原

佐知子、松村優美
感染対策の落とし穴 NPO 法人日本感染管理支

援協会
沖縄県 2013 年 4 月 23 日 大見謝奈々、奥間有太郎

シュミレーション教育 看護協会 南風原町 2013 年 5 月 7 日～
5 月 8 日

大見謝奈々、奥間有太郎

フレッシュマン研修 看護協会　　　　　　　
　

南風原町 2013 年 5 月17 日 伊敷よし乃、仲本結里加、川原
佐知子、松村優美

助手研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 5 月 24 日 比嘉法子、渡具知真奈実
リーダーシップ研修 看護協会　　　　　　　

　
南風原町 2013 年 5 月 24 日 片山のぞみ、大城幸江

感染管理 看護協会　　　　　　　
　

南風原町 2013 年 6 月1 日 知念宏共、奥間有太郎

NST 集中勉強会 NST うるま市 2013 年 6 月1 日 宜野座里香、當眞さゆり
フィジカルアセスメント 看護協会 南風原町 2013 年 6 月13 日

～ 6 月14 日
宜野座里香、仲宗根夏子

中堅研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 6 月14 日 大城幸江、片山のぞみ
助手研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 6 月 28 日 新里優子、小波津忍
看護職と倫理 看護協会 南風原町 2013 年 7 月 3 日 橋本沙弥香、森山由紀子
看護必要度 SQ 研究会 沖縄県 2013 年 7 月 7 日 大城幸江、片山のぞみ
看護記録電子化に向けて 看護協会 南風原町 2013 年 7 月19 日 奥間有太郎、大見謝奈々
看護記録電子化に向けて 看護協会 南風原町 2013 年 7 月 20 日 高良那津子、足立聖子
中堅研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 7 月 26 日 奥間有太郎、大見謝奈々
新人リフレッシュ研修 看護部教育委員会 院外 2013 年 7 月 31 日 伊敷よし乃、仲本結里加、川原

佐知子、松村優美、屋宜鮎美、
佐伯恵

プリセプター研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 8 月 6 日 佐伯恵、雨宮裕貴
高齢者の理解と認知症患者への対応 看護協会 南風原町 2013 年 8 月 8 日～

8 月 9 日
橋本沙弥香、森山由紀子

2 年目研修 看護部教育委員会 当院 2013 年 8 月16 日 渡具知つばさ、山城優子、城間
一輝

褥瘡ケア 看護協会 南風原町 2013 年 9 月19 日 宜野座里香

実績報告資料等
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3 階新病棟

３階新病棟師長　安村　公均
職員数
総数 17名

正看護師　15 名 看護助手　2 名

月平均入院患者状況
新規入院患者数　19.6 名

病床利用数　5.4 床

在院日数　11.8 日

業務実績
科別入院患者数
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
6 カ月フォローアップ 看護部教育委員会 当院 2013 年 9 月 20 日 伊敷よし乃、仲本結里加、川原

佐知子、松村優美
院内研究発表会看護部予選 看護部教育委員会 当院 2013 年 9 月 20 日 佐伯恵、天久園代、仲宗根夏子、

桑本佳裕
2 年目症例発表会 看護部教育委員会 当院 2014 年 1 月17 日 渡具知つばさ、山城優子、城間

一輝
1 年目フォローアップ 看護部教育委員会 当院 2014 年 2 月 28 日 伊敷よし乃、仲本結里加、川原

佐知子、松村優美
中堅看護師研修（発表） 看護部教育委員会 当院 2014 年 3 月 20 日 大見謝奈々

実績報告資料等
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実績報告資料等入院経路
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
領域研修・慢性疾患管理 看護部 院内 2013 年 7 月 6 日 平良桐、洲鎌清人

「夜勤は最長 12 時間」に着目梗塞 12
時間 2 交代制勤務

民間病院看護管理者会 南風原町 2013 年 7 月 6 日 小橋川春子

領域研修・呼吸ケア 看護部 院内 2013 年 7 月 9 日 下地睦、宮平良太
領域研修・院内感染対策 看護部 院内 2013 年 7 月12 日 川上美和子、林俊介
領域研修・糖尿病 看護部 院内 2013 年 7 月19 日 宮城辰吏、林俊介
高齢者の理解と認知症患者への対応 沖繩県看護協会 南風原町 2013 年 8 月 8 日・

8 月 9 日
仲宗根恵、稲福藤子

領域研修・呼吸 看護部 院内 2013 年 8 月13 日 下地睦、宮平良太
2 年目研修 看護部 院内 2013 年 8 月16 日 林俊介、宮城辰吏
卒後フォローアップ研修 那覇看護学校 豊見城 2013 年 8 月18 日 新里紗希果
領域研修・感染対策 看護部 院内 2013 年 8 月 20 日 川上美和子、林俊介
口腔ケアから始まる QOL の向上 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 8 月 21 日 岩佐みどり
領域研修・化学療法 看護部 院内 2013 年 8 月 27 日 平田美加、天久瑞紀
領域研修・医療安全 看護部 院内 2013 年 8 月 29 日 与那覇亜紀子、齋藤路子西田幸

恵
領域研修・糖尿病 看護部 院内 2013 年 9 月 6 日 仲宗根恵、大城真藍
不穏患者の介入とチームアプローチ 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 9 月 7 日 林俊介
領域研修・呼吸 看護部 院内 2013 年 9 月10 日 下地睦
領域研修・糖尿病 看護部 当院 2013 年 9 月13 日 仲宗根恵、大城真藍子
領域研修・感染対策 看護部 2013 年 9 月18 日 川上美和子、林俊介
褥創（創傷）ケアⅠ 沖繩県看護協会 南風原町 2013 年 9 月19 日 兼島誠、天久瑞樹紀
6 カ月フォローアップ研修 看護部 院内 2013 年 9 月 20 日 新里紗希果、玉城亜衣
領域研修・化学療法 看護部 当院 2013 年 9 月 24 日 平田美加、天久瑞紀
院内緩和ケア研修会 ハートライフ病院 当院 2013 年 10 月 5 日 金城千佳子、新地博美、赤嶺七

海
師長・主任合同研修 看護部 当院 2013 年 10 月 8 日 小橋川春子、平良勇

入れ替え 2013 年 10 月 9 日 宮城つかさ
プリセプター研修 看護部 院内 2013 年 10 月11 日 川上美和子、大城真藍子
領域研修・感染 看護部 当院 2013 年 10 月16 日 川上美和子、林俊介
領域研修・感染 看護部 当院 2013 年 10 月18 日 平田いとも、外間幸代
領域研修・化学療法 看護部 当院 2013 年 10 月 22 日 平田美加、天久瑞紀
緩和ケア持論・緩和ケア特別演習 琉大病院看護部 西原町 2013 年 10 月 31 日 金城千佳子、赤嶺七海
領域研修・糖尿病 看護部 当院 2013 年 11 月1 日 新地博美、川上美和子
院内 BLS 救急検討委員 当院 2013 年 11 月 2 日 兼島誠、大城真藍子
緩和ケア持論・緩和ケア特別演習 琉大病院看護部 西原町 2013 年 11 月14 日 金城千佳子、赤嶺七海
3 年目研修 看護部 院内 2013 年 11 月15 日 川上美和子
領域研修・感染 看護部 院内 2013 年 11 月19 日 平田いとも、外間幸代
領域研修・呼吸 看護部 院内 2013 年 12 月11 日 金城昭子、大城千佳子
領域研修・安全 看護部 院内 2013 年 12 月 26 日 与那覇亜紀子

臨床中堅看護師能力開発研修 看護部 院内 2013 年 12 月 26 日 平田いとも
緩和ケア持論・緩和ケア特別演習  琉大病院看護部 西原町 2014 年 1 月 9 日 金城千佳子、赤嶺七海
緩和ケア持論・緩和ケア特別演習  琉大病院看護部 西原町 2014 年 1 月16 日 金城千佳子、赤嶺七海
第 1 回沖繩ヘルニア研究会 日本ヘルニア学会・沖繩

県支部・沖繩ヘルニア研
究会

宜野湾 2014 年 1 月18 日 川上美和子、宮平良太、外間幸代、
宮つかさ、平良勇、小橋川春子

臨床中堅看護師能力開発研修 看護部 院内 2014 年 1 月 23 日 平田いとも
緩和ケア持論・緩和ケア特別演習 琉大病院看護部 西原町 2014 年 1 月 30 日 金城千佳子、赤嶺七海
領域研修・医療安全 看護部 院内 2014 年 1 月 30 日 岡田さつき
緩和ケア持論・緩和ケア特別演習 琉大病院看護部 西原町 2014 年 2 月 6 日 金城千佳子、赤嶺七海
1 年目症例発表 看護部 院内 2014 年 2 月14 日 新里紗希果
臨床中堅看護師能力開発研修 看護部 院内 2014 年 2 月 21 日 平田いとも
1 年目フォローアップ研修 看護部 院内 2014 年 2 月 28 日 新里紗希果
PNS 研修 琉大病院看護部 西原町 2014 年 3 月1 日 宮城つかさ、平田いとも

4 階病棟（外科・泌尿器科・耳鼻咽喉科）

4 階病棟師長　小橋川　春子
職員数
総数 44名

正看護師　35 名

准看護師　3 名

看護助手　5 名

クラーク　1 名

月平均入院患者状況
新規入院患者数　102.6 名

病床利用数　50.4 床

在院日数　14.2 日

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
鼠径ヘルニア術式変更後の周術期看護
の比較

第１回沖繩ヘルニア研究会 宜野湾市 2014 年１月１８日 川上美和子、宮平良太、外間幸
代、宮城つかさ、平良勇、小橋
川春子

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
新入職者オリエンテーション 病院 院内 2013 年 4 月1 日 新里紗希果、玉城亜衣、平良麻

里子、先田美鈴、吉本美佐和
卒後シュミレーション研修 那覇看護学校 豊見城 2013 年 4 月 22 日 林俊介
感染対策の落とし穴・それぞれの現場で
こんなこと注意して下さい

杏林製薬株式会社 宜野湾 2013 年 4 月 23 日 平田いとも、外間幸代、林俊介

新人リフレッシュ研修 沖繩県看護協会 南風原町 2013 年 5 月16 日 平良麻里子、吉本美佐和、先田
美鈴

新人リフレッシ研修 沖繩県看護協会 南風原町 2013 年 5 月17 日 新里紗希果、玉城亜衣、
助手研修 看護部 院内 2013 年 5 月 31 日 岡村麗奈、友利由真
2013 緩和ケア研究会 ハートライフ病院 院内 2013 年 6 月1 日 ~2

日
小橋川春子

看護連盟総会 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 6 月 8 日 宮城辰吏、吉本美佐和
医療安全と法的責任 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 6 月 8 日 岡田さつき
中堅研修 看護部 院内 2013 年 6 月14 日 金城千佳子、岡田さつき、平田

美加、洲鎌清人
院内 BLS 研修 救急検委員会 院内 2013 年 6 月15 日 吉元美佐和、平良麻里子、先田

美鈴、新里紗希果、玉城亜衣
沖繩看護協会通常総会 沖繩県看護協会 南風原町 2013 年 6 月15 日 小橋川春子
3 カ月フォローアップ研修 看護部 院内 2013 年 6 月 21 日 吉元美佐和、平良麻里子、先田

美鈴、新里紗希果、玉城亜衣
がん看護研修Ⅰ・がん看護に関する基
礎知識

沖繩看護協会 南風原町 2013 年 6 月 22 日 赤嶺七海、小橋川春子

領域研修・化学療法 看護部 院内 2013 年 6 月 25 日 平田美加、天久瑞紀
領域研修・安全 看護部 院内 2013 年 6 月 27 日 与那覇亜紀子、齋藤路子
助手研修 看護部 院内 2013 年 6 月 28 日 玉城智香子、謝敷典子、稲福愛
除痛率改善研修会 西原町 2013 年 6 月 29 日 小橋川春子
領域研修・糖尿病 看護部 院内 2013 年 7 月 5 日 宮城辰吏、林俊介
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5 階病棟（消化器内科・小児科）

５階病棟師長　米須　智子
職員数
総数 42名

正看護師　34 名

准看護師　2 名

看護助手　5 名

保育士　1 名

月平均入院患者状況
新規入院患者数　145.3 名

病床利用数　49.6 床

在院日数　10.3 日

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
新人オリエンテーション 看護部 院内 2013 年４月１日～４

月１０日
諸味里佳奈、南　貴博、與那嶺
　祐、上江洌量子、伊波大樹

フレッシュマン研修 沖縄県看護協会 南風原町 2013年５月１６日１７
日

諸味里佳奈、南　貴博、與那嶺
　祐、上江洌量子、伊波大樹

リーダーシップ研修 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 5 月 25 日 大城祥子、佐藤寛子
助手研修① 看護部 院内 2013 年 5 月 24 日 尾崎聖子、新城千加子、島袋加

奈恵
緩和ケア研修会 2013 年 6 月1 日～

2 日
森　春香

中堅研修② 看護部 院内 2013 年 6 月14 日 与那城茂子
役職者メンタルヘルス研修会 衛星委員会 院内 2013 年 6 月19 日 米須智子
領域研修（感染）① 看護部 院内 近藤祐可、伊波佐智恵
３ヶ月フォローアップ研修 看護部 院内 2013 年 6 月 21 日 諸味里佳奈、南　貴博、與那嶺

　祐、上江洌量子、伊波大樹

がん看護研修Ⅰ 沖縄県看護協会 院内 2013 年 6 月 22 日 森　春香
領域研修（化学療法）① 看護部 院内 2013 年 6 月 25 日 佐藤寛子、玉村生子
領域研修（安全）① 看護部 院内 2013 年 6 月 27 日
助手研修② 看護部 院内 2013 年 6 月 28 日 仲村嶺子、金城義乃
実践につながる防災訓練 沖縄赤十字病院 那覇市 2013 年 6 月 28 日 米須智子
領域研修（ＤＭ）① 看護部 院内 2013 年 7 月 5 日 蔵根由乃
領域研修（慢性疾患） 看護部 院内 2013 年 7 月 6 日 我謝要子
領域研修（呼吸基礎）① 看護部 院内 2013 年 7 月 9 日 大城祥子
領域研修（感染）② 看護部 院内 2013 年 7 月12 日 近藤祐可、伊波佐智恵
領域研修（ＤＭ）② 看護部 院内 2013 年 7 月19 日 蔵根由乃
第１５回日本褥瘡学会 日本褥瘡学会 県外 2013 年７月１９日～

２０日
伊波佐智恵

領域研修（化学療法）② 看護部 院内 2013 年 7 月 23 日 佐藤寛子、玉村生子
領域研修（安全） 看護部 院内 2013 年 7 月 25 日 友寄慎也、仲松さと子
中堅研修① 看護部 当院 2013 年 7 月 26 日 新垣涼香
新人リフレッシュ研修 看護部 院外 2013 年 7 月 31 日 諸味里佳奈、南　貴博、與那嶺

　祐、上江洌量子、伊波大樹

プリセプター研修 看護部 院内 2013 年 8 月 6 日 伊波佐智恵、蔵根義乃
2 年目研修 看護部 院内 2013 年 8 月16 日 近藤祐可、川添貴世

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
師長・主任合同研修 看護部 院内 2014 年 3 月 4 日 小橋川春子、平良勇、宮城つか

さ
プリセプター実技研修 看護部 院内 2014 年 3 月11 日 林俊介、宮城辰吏宮城辰吏
臨床中堅看護師能力開発研修 看護部 院内 2014 年 3 月14 日 平田いとも
H26 年度社会保険診療報酬改定説明
会

日本看護協会 南風原町 2014 年 3 月 20 日 小橋川春子

実績報告資料等
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6 階病棟　（血液内科）

６階病棟師長　比嘉　暢
職員数
総数 38名

正看護師　33 名

准看護師　1 名 看護助手　5 名

月平均入院患者状況
新規入院患者数　53.9 名

病床利用数　43.2 床

在院日数　25.0 日

業務実績
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
領域研修（感染）③ 看護部 院内 近藤祐可、伊波佐智恵
領域研修（化学療法）③ 看護部 院内 2013 年 8 月 27 日 佐藤寛子
領域研修（安全） 看護部 院内 2013 年 8 月 29 日 知念晶子、川添貴世
領域研修（DM) ① 看護部 院内 2013 年 9 月 6 日 友寄慎也

領域研修（呼吸基礎）② 看護部 院内 2013 年 9 月10 日 大城祥子
領域研修（DM) ② 看護部 院内 2013 年 9 月13 日 友寄慎也
領域研修（感染）④ 看護部 院内 2013 年 9 月18 日 近藤祐可、伊波佐智恵
院内研究発表会（看護部予選） 看護部 院内 2013 年 9 月 20 日 近藤祐可、大城祥子、我謝要子、
６ヶ月フォローアップ研修 看護部 院内 2013 年 9 月 20 日 諸味里佳奈、南　貴博、與那嶺

　祐、伊波大樹
領域研修（化学療法）④ 看護部 院内 2013 年 9 月 24 日 佐藤寛子
領域研修 ( 安全 ) ② 看護部 院内 2013 年 9 月 26 日 仲松さと子
師長・主任合同研修 看護部 院内 2013 年 10 月 8 日 米須智子
プリセプター研修 看護部 院内 2013 年 10 月11 日 伊波佐智恵、蔵根由乃
領域研修（化学療法）⑤ 看護部 院内 2013 年 10 月 22 日 佐藤寛子
領域研修（安全）③ 看護部 院内 2013 年 10 月 24 日 知念晶子、川添貴世
中堅研修≪演習①≫ 看護部 院内 2013 年 11 月 25 日 大城祥子
中堅研修≪演習②≫ 看護部 院内 2013 年 12 月 26 日 大城祥子
２年目症例報告会 看護部 院内 2014 年 1 月17 日 近藤祐可、川添貴世、山川えり

こ

中堅研修≪演習③≫ 看護部 院内 2014 年 1 月 23 日 大城祥子
１年目症例報告会 看護部 院内 2014 年 2 月14 日 諸味里佳奈、南　貴博、與那嶺

　祐、伊波大樹、山川えり子

中堅研修≪演習④≫ 看護部 院内 2014 年 2 月 21 日 大城祥子
ＷＬＢ地域推進連絡協議会 日本看護協会 県外 2014 年２月２１日 米須智子
１年目フォローアップ研修 看護部 院内 2014 年 2 月 28 日 米須智子、諸味里佳奈、南　貴

博、與那嶺　祐、伊波大樹

師長・主任合同研修 看護部 院内 2014 年３月４日 米須智子
中堅研修≪演習⑤≫ 看護部 院内 2014 年 3 月14 日 大城祥子

中堅研修≪実績報告会≫ 看護部 院内 2014 年 3 月 20 日 大城祥子

実績報告資料等
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
新人リフレッシュ研修 看護部 2013 年 7 月 31 日 平井智洋、長間希望、福地樹、

平良りりー、山城由衣
院内感染対策講演会 感染対策委員会 当院 2013 年 8 月 5 日 仲田ひろ子、福地樹、山城由衣、

吉田美香
プリセプター研修 看護部 当院 2013 年 8 月 6 日 本郷朋美、下地奈帆
医療安全勉強会 TQM 当院 2013 年 8 月14 日 呉屋友美、志喜屋幸子、鈴木育

美、平良りりー、長間希望、平
井智洋、山城由衣

医療安全勉強会 TQM 当院 2013 年 8 月15 日 江島那奈、諸喜田雅子、仲田ひ
ろ子、西本悦子、比嘉暢、福地
樹、、水野美千子

2 年目研修 看護部 当院 2013 年 8 月16 日 會田愛美、宮里瀬菜
基礎から学ぶ造血細胞移植後患者・家
族指導

中外製薬 6 階病棟 2013 年 8 月 22 日

ベルケイド勉強会 武田薬品工業 6 階病棟 2013 年 8 月 28 日
H24 年度科別実績報告会 2 日目 年報作成委員会 当院 2013 年 9 月 4 日 仲田ひろ子、比嘉暢
トモテラピー勉強会 / 地域医療連携室 南部徳洲会病院 当院 2013 年 9 月 6 日 會田愛美、安里紀子、親川あか

ね、金城隆也、平良りりー、平
井智洋、福地樹、本郷朋美、宮
里瀬菜、嘉川夕菜

全職員対象メンタルヘルス研修会 衛生委員会 当院 2013 年 9 月13 日 江島那奈、嘉川夕菜

HSCT 座談会 中外製薬 当院およ
び琉球大
学附属病
院

2013 年 9 月18 日 比嘉暢、仲田ひろ子

創傷・褥瘡ケアⅠ 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 9 月19 日 大田あずさ、下地久美子
新人 6 カ月フォローアップ研修 看護部 当院 2013 年 9 月 20 日 長間希望、福地樹、平良りりー、

山城由衣
院内研究発表会看護部予選会 看護部 当院 2013 年 9 月 20 日 安里紀子、安里みゆき、金城隆

也、呉屋友美、平良りりー、友
寄隆彦、仲田ひろ子、長間希望、
比嘉暢、福地樹、冨里康太、山
城由衣、吉田美香

がん看護研修Ⅱ 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 9 月 28 日 志喜屋幸子、下地奈帆
第１回院内緩和ケア研修会 2013 がん対策推進委員会　緩

和ケアチーム
当院 2013 年 10 月 5 日 仲田ひろ子、水野美千子

人工呼吸器新機種 V60 使用方法勉強
会

臨床工学科 当院 2013 年 10 月10 日 安里紀子、江島那奈

人工呼吸器新機種 V60 使用方法勉強
会

臨床工学科 当院 2013 年 10 月11 日 石川サチ子、親川あかね、下地
奈帆、平良りりー、友寄隆彦、
仲田ひろ子、長間希望、比嘉暢、
平井智洋、福地樹、冨里康太、
山城由衣、吉田美香

第２０回院内研究発表会（本選） 院内研究発表会実行委員
会

当院 2013 年 10 月18 日 呉屋友美、友寄隆彦、比嘉暢、
冨里康太、嘉川夕菜、吉田美香

保険診療講習会（H26 年度診療報酬改
定の動向 . ニチイ )

診療情報管理室 当院 2013 年 10 月 25 日 比嘉暢

学会認定・臨床輸血看護師講習会 日本輸血細胞治療学会 京都府 2013 年 11 月 2 日～
3 日

比嘉暢

沖縄 SCT 懇話会 慶應義塾大学病院 宜野湾市 2013 年 11 月14 日 比嘉暢、仲田ひろ子、平井智洋、
冨里康太

学会認定・アフェレーシスナース講習会 日本輸血細胞治療学会 広島県 2013 年 11 月16 日
～ 17 日

金城隆也

血液内科 CML 講演会 ノバルティス・ファーマ 当院 2013 年 11 月 29 日 呉屋友美、志喜屋幸子、仲田ひ
ろ子、比嘉暢

中堅看護師研修 看護部 当院 2013 年 11 月 25 日 諸喜田雅子
認知症とせん妄の勉強会 リハビリテーション科 当院 2013 年 12 月 9 日 平良ゆかり
緩和ケア勉強会 薬局・緩和ケアチーム 当院 2013 年 12 月 9 日 仲田ひろ子、長間希望、福地樹、

盛小根真希、山城由衣

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
座長 第 11 回沖縄 SCT 懇話会 宜野湾市 2013 年 11 月14 日 比嘉暢

ポスター発表「移植後外来フォローアップ指
導を展開しての患者の QOL 調査　～長期
フォローアップ外来から見えてきたもの～」

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会　沖縄大会

宜野湾市 2014 年 3 月 7 日 仲田ひろ子、金城隆也、比
嘉暢

ポスター発表「造血幹細胞移植のビジュアル
マニュアルを作成して」

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会　沖縄大会

宜野湾市 2014 年 3 月 8 日 安里紀子、友寄隆彦、冨里
康太、玉木夕菜、呉屋友美、
吉田美香、比嘉暢

ポスター座長 第 36 回日本造血細胞移
植学会総会　沖縄大会

宜野湾市 2014 年 3 月 8 日 比嘉暢

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
感染対策講演会 宜野湾市 2013 年 4 月 23 日 安里紀子、池村智子、仲田ひろ子、

比嘉暢、宮城杏子
フレッシュマン研修 沖縄県看護協会 南風原町 2013 年 5 月17 日 長間希望、福地樹、平良りりー、

山城由衣
日本輸血細胞治療学会総会 日本輸血細胞治療学会 神奈川県 2013 年 5 月16 日～

18 日
比嘉暢

いきいき講演会「他喜力」 奥島院長 当院 2013 年 5 月 23 日 志喜屋幸子
助手研修① 看護部 当院 2013 年 5 月 24 日 宮城幸子、城間鈴奈、大城愛美
院内感染対策講演会 感染対策委員会 当院 2013 年 5 月 29 日 今村満津子、志喜屋幸子、下地

久美子、下地奈帆、諸喜田雅子、
平良りりー、友寄隆彦、仲田ひ
ろ子、長間希望、比嘉暢、福地樹、
水野美千子、山城由衣、嘉川夕
菜

緩和ケア研修会 2013 年 6 月1 日～
2 日

仲田ひろ子、水野美千子

中堅研修② 看護部 当院 2013 年 6 月14 日 金城隆也、冨里康太
NST/ 褥瘡対策委員会勉強会（東盛先
生講演会）

NST/ 褥瘡対策委員会 当院 2013 年 6 月14 日 會田愛美、泉淑子、金城隆也、
下地久美子、平良りりー、長間
希望、比嘉暢、冨里康太、山城
由衣

がん化学療法勉強会パートⅠ 化学療法委員会 当院 2013 年 6 月18 日 會田愛美、安里紀子、今村満津
子、諸喜田雅子、仲田ひろ子、
長間希望、比嘉暢、平井智洋、
福地樹、冨里康太、本郷朋美、
宮里瀬菜、山城由衣

役職者メンタルヘルス研修会 衛生委員会 当院 2013 年 6 月19 日 仲田ひろ子、比嘉暢
簡単に食べることをあきらめない 看護部 当院 2013 年 6 月 20 日 會田愛美、安里紀子、石川サチ

子、親川あかね、平良りりー、
長間希望、比嘉暢、福地樹、山
城由衣

がん看護研修Ⅰ 沖縄県看護協会 当院 2013 年 6 月 22 日 志喜屋幸子、下地奈帆
全職員対象メンタルヘルス研修会 衛生委員会 当院 2013 年 6 月 25 日 志喜屋幸子
実践につながる防災訓練 沖縄赤十字病院 那覇市 2013 年 6 月 28 日 比嘉暢
医療ガス安全管理講習会 医療ガス安全管理委員会 当院 2013 年 7 月 2 日 親川あかね、北川千恵、平良ゆ

かり、平良りりー、友寄隆彦、
長間希望、平井智洋、福地樹、
宮里瀬菜

移植後フォローアップ研修会 日本造血細胞移植学会 愛知県 2013 年 7 月11 日～
13 日

仲田ひろ子、金城隆也

HMIMMS 伝達講習会 災害対策委員会 当院 2013 年 7 月16 日 比嘉暢
バイオティーンオーラルケア勉強会 バイオティーン 6 階病棟 2013 年 7 月 24 日
中堅研修① 看護部 当院 2013 年 7 月 26 日 呉屋友美、平井智洋
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7 階病棟（呼吸器内科・循環器内科・糖尿病）

７階病棟師長　宮平　典子
職員数
総数 40名

正看護師　32 名

准看護師　3 名 看護助手　5 名

月平均入院患者状況
新規入院患者数　86.8 名

病床利用数　51.7 床

在院日数　16.2 日

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
発表 ：コンチネス ( 排泄 ) ケアの見直し 沖縄県泌尿器科学会 那覇市 2013 年 6 月 7 日 宮平典子

ポスター発表 日本心臓リハビリテーショ
ン学会

仙台 2013 年 7 月13 日 真栄城克匡、新川優子他２
名

業務改善報告会 看護部 当院 2013 年 9 月 20 日 安次嶺　徹、他４名

発表 リーダー研修報告会 当院 2014 年 1 月 21 日 伊佐友美

活動実績
院内・院外研修実績

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
新入職者オリエン 看護部 当院 2013 年 4 月1 日～

4 月13 日
仲村和仁　他 5 名

新入職者オリエン 看護部 当院 2013 年 4 月 3 日 知念恵子
新入職者オリエン 看護部 当院 2013 年 4 月 4 日 半嶺梢、當銘亜里沙
新入職者オリエン 看護部 当院 2013 年 4 月日 岡田仁、丸山友望
感染セミナー 宜野湾市 2013 年 4 月 23 日 安次嶺徹、當銘亜里沙、宮平典

子
フレッシュマン研修 看護協会 南風原町 2013 年 5 月16 日～

17 日
仲村和仁、嶺井慎二、渡嘉敷奈々
子、宮城梨乃、宮城夏希、與那
城美咲

ふれあい看護体験 看護部 当院 2013 年 5 月18 日 伊佐友美
リーダーシップ研修 看護協会 南風原町 2013 年 5 月 24 日 新川優子、伊佐友美
助手研修 看護部 当院 2013 年 5 月 31 日 新垣絹子、小濱るり子、城間亜

沙子
フイジカルアセスメント 看護協会 南風原町 2013 年 6 月13 ～

14 日
渡口純、當銘亜里沙

中堅研修 看護部 当院 2013 年 6 月14 日 糸洲澄江
感染管理Ⅰ 看護協会 南風原町 2013 年 6 月1 日 比嘉明日美
HOSPITAL　MIMMS 沖縄 ハートライフ病院 西原町 2013 年 6 月 29 日

～ 30 日
宮平典子

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
院内感染対策講演会 感染対策委員会 当院 2013 年 12 月18 日 金城隆也、平良りりー、仲田ひ

ろ子、山城由衣
中堅看護師研修 看護部 当院 2013 年 12 月 26 日 諸喜田雅子
創傷・褥瘡ケアⅡ 沖縄県看護協会 南風原町 2014 年 1 月 9 日 大田あずさ、下地久美子
2 年目症例発表会 看護部 当院 2014 年 1 月17 日 宮里瀬菜、比嘉暢
中堅看護師研修 看護部 当院 2014 年 1 月 23 日 諸喜田雅子

学会認定・臨床輸血看護師実習 日本輸血細胞治療学会 福岡県 2014 年 2 月 5 日 比嘉暢
日本がん看護学会総会 日本がん看護学会 新潟県 2014 年 2 月 8 日～

9 日
仲田ひろ子

中堅看護師研修 看護部 当院 2014 年 2 月 21 日 諸喜田雅子
1 年目フォローアップ＆プリセプター研
修

看護部 当院 2014 年 2 月 28 日 本郷朋美、長間希望、福地樹、
平良りりー、山城由衣

第 36 回日本造血細胞移植学会総会　
沖縄大会

日本造血細胞移植学会 宜野湾市 2014 年 3 月 7 日 仲田ひろ子、金城隆也、比嘉暢、
吉田美香

第 36 回日本造血細胞移植学会総会　
沖縄大会

日本造血細胞移植学会 宜野湾市 2014 年 3 月 8 日 仲田ひろ子、金城隆也、比嘉暢、
安里紀子、冨里康太

第 36 回日本造血細胞移植学会総会　
沖縄大会

日本造血細胞移植学会 宜野湾市 2014 年 3 月 9 日 仲田ひろ子、金城隆也、比嘉暢、
玉木夕菜

中堅看護師研修 看護部 当院 2014 年 3 月14 日 諸喜田雅子
中堅看護師研修 看護部 当院 2014 年 3 月 20 日 諸喜田雅子、仲田ひろ子、本郷

朋美、福地樹、長間希望、石川
サチ子、北川千恵、吉田美香、
志喜屋幸子、下地奈帆、山城由
衣

医療安全講演会 医療安全管理委員会 当院 2014 年 3 月 24 日 志喜屋幸子、下地久美子、平良
りりー、仲田ひろ子、長間希望、
比嘉暢、福地樹、宮里瀬菜、吉
田美香

実績報告資料等
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研修名 主催 開催地 開催日 参加者
3 ヶ月フォローアップ研修 看護部 当院 2013 年 6 月 21 日 仲村和仁、嶺井慎二、渡嘉敷奈々

子、宮城梨乃、宮城夏希、與那
城美咲

呼吸・循環ビギナー 沖縄呼吸療法学会 院外 2013 年 6 月 24 日 仲村和仁、嶺井慎二、渡嘉敷奈々
子、宮城梨乃、宮城夏希、與那
城美咲、當銘亜里沙

領域研修 ( 安全） 看護部 当院 2013 年 6 月 27 日 真栄城克匡、桑田さやか
領域研修 ( 糖尿病） 看護部 当院 2013 年 7 月 5 日 東江幸枝、比嘉明日美
領域研修（慢性疾患） 看護部 当院 2013 年 7 月 6 日 奈良成明
領域研修（呼吸） 看護部 当院 2013 年 7 月 9 日 狩俣貴子、新垣仕言、岡田仁
全国褥創学会 全国褥創学会 神戸 2013 年 7 月18 日～

20 日
宮平典子

領域研修（化療） 看護部 当院 2013 年 7 月 23 日 伊佐友美、若命彩子
領域研修（安全） 看護部 当院 2013 年 7 月 25 日 宮城久美子、新垣仕言
中堅研修 看護部 当院 2013 年 7 月 26 日 真栄城克匡、安次嶺徹
リフレッシュ研修 看護部 当院 2013 年 7 月 31 日 仲村和仁、嶺井慎二、渡嘉敷奈々

子、宮城梨乃、宮城夏希、與那
城美咲、當銘亜里沙

領域研修 ( 呼吸） 看護部 当院 2013 年 8 月12 日 狩俣貴子、新垣仕言、岡田仁
2 年目研修 看護部 当院 2013 年 8 月16 日 比嘉明日美、徳森唯菜
領域研修（感染） 看護部 当院 2013 年 8 月 20 日 安次嶺徹、當銘亜里沙
領域研修（化療） 看護部 当院 2013 年 8 月 27 日 伊佐友美、若命彩子
領域研修（安全） 看護部 当院 2013 年 8 月 29 日 真栄城克匡、桑田さやか
緩和ケア研修会 院内緩和ケア研修会 ( が

ん対策・緩和ケアチーム）
当院 2013 年 10 月 5 日 内田綾、若命彩子、當銘亜里沙

ICU 研修 ( 部署間研修） 7 階・ICU 研修 当院 2013 年 9 月 2 日～
9 月 29 日

新垣仕言

領域研修 ( 呼吸） 看護部 当院 2013 年 9 月10 日 狩俣貴子、新垣仕言、岡田仁

領域研修（感染） 看護部 当院 2013 年 9 月17 日 安次嶺徹、當銘亜里沙、
6 ヶ月フォローアップ研修 看護部 当院 2013 年 9 月 20 日 仲村和仁、嶺井慎二、渡嘉敷奈々

子、宮城梨乃、宮城夏希、與那
城美咲、當銘亜里沙

領域研修（化療） 看護部 当院 2013 年 9 月 24 日 伊佐友美、若命彩子
領域研修（安全） 看護部 当院 2013 年 9 月 26 日 宮城久美子、新垣仕言
琉大シュミレーショセンターにてシュミ
レーション研修

琉球大学保健学科 西原町 2013 年 9 月 28 日 仲村和仁

緩和ケア研修会 院内緩和ケア研修会 ( が
ん対策・緩和ケアチーム）

当院 2013 年 10 月 5 日 内田綾、若命彩子、當銘亜里沙

主任・師長合同研修 看護部 当院 201310 月 8 日 宮平典子、岡田仁、知念恵子
プリセプター研修 看護部 当院 201310 月11 日 當銘亜里沙、丸山友望、若命彩

子
領域研修（感染） 看護部 当院 2013 年 10 月18 日 内田綾、比嘉明日美、
救急外来研修 ( 部署間研修） 看護部 当院 2013 年 10 月1 日～

11 月1 日
安次嶺徹

領域研修（化療） 看護部 当院 2013 年 10 月 22 日 伊佐友美、若命彩子
領域研修（安全） 看護部 当院 2013 年 10 月 24 日 真栄城克匡、桑田さやか、丸山

友望
領域研修 ( 糖尿病） 看護部 当院 2013 年 11 月1 日 知念恵子
領域研修 ( 呼吸） 看護部 当院 2013 年 11 月12 日 狩俣貴子、新垣仕言、岡田仁
3 年目研修 看護部 当院 2013 年 11 月15 日 當銘亜里沙、
領域研修（感染） 看護部 当院 2013 年 11 月19 日 内田綾、比嘉明日美、
領域研修 ( 糖尿病） 看護部 当院 2013 年 11 月 22 日 知念恵子
臨床中堅看護師能力開発 看護部 当院 2013 年 11 月 25 日 伊佐友美
領域研修（化療） 看護部 当院 2013 年 11 月 26 日 伊佐友美、若命彩子
領域研修 ( 呼吸） 看護部 当院 2013 年 12 月 3 日 狩俣貴子、新垣仕言、岡田仁
領域研修（感染） 看護部 当院 2013 年 12 月17 日 内田綾、比嘉明日美、

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
実習指導者講習会 看護協会 南風原町 2014 年 1 月14 日～

3 月14
知念恵子

領域研修（感染） 看護部 当院 2014 年 1 月15 日 内田綾、比嘉明日美、
臨床中堅看護師能力開発 看護部 当院 2014 年 1 月 23 日 伊佐友美
領域研修（安全） 看護部 当院 2014 年 1 月 30 日 宮城久美子
プリセプター研修 看護部 当院 2014 年 2 月 7 日 渡口純、比嘉明日美
1 年目症例報告会 看護部 当院 2014 年 2 月14 日 仲村和仁、嶺井慎二、渡嘉敷奈々

子、宮城梨乃、宮城夏希、與那
城美咲、當銘亜里沙

1 年目フォローアップ研修 看護部 当院 2014 年 2 月14 日 仲村和仁、嶺井慎二、渡嘉敷奈々
子、宮城梨乃、宮城夏希、與那
城美咲、當銘亜里沙

実績報告資料等
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看護部　年度総括

　平成 25 年度は、「安全」「人材育成」「きびきびと明るく学び合う職場風土」「病院

機能評価更新」の 4 つを目標に、具体的な課題を 11 項目掲げて取り組みました。目

標管理は、BSC を活用し各部署が自部署の強み、弱みを出して全体で年間の目標を

定めて改善に取り組み、課題達成に向けています。

　病院機能評価受審は今回で 4 回目です。新バージョンになって、より診療・看護

のケアプロセスが重視されました。平成 26 年 1 月の審査に向けて職員が一丸となっ

た年です。これを良い機会と捉え、看護部門も日々の業務を見直し整理することが

できました。特に、マニュアルの整備については紙ベースから「楽々ライブラリ」

という IT システムへ移行し、タイムリーに変更や修正が可能で、また、どこでもパ

ソコンを開けば閲覧ができるようになり活用しやすくなりました。

　安全面では TQM 室が設置され、医療安全管理室、感染対策管理室、NST 褥瘡対策

室がまとめられ、そこに新たに糖尿病療養指導士を専従配置しました。

　基本的な「５R 照合」の徹底は強化を図りましたが、低減には至っていません。５

S 活動は継続し、次年度は診療材料や日用品の整理、コスト削減に取り組む予定です。

　人材育成については、沖縄県で初の認定看護師研修が開催され、感染管理分野に 2

名の看護師が受講、サードレベルの認定看護管理者に副看護部長が受講、また福岡

県での救急看護認定看護師研修に 1 名の看護師が受講しました。院内では、沖縄県

立看護大学の支援を得て６ケ月コースの中堅看護師研修をスタートしました。日常

の看護で要の人材となる中堅看護師が、リーダーシップや問題解決技法を学び自部

署の課題を取り上げ改善に向けて取り組みました。各部署から 1 名ずつの 12 名が参

加し、毎年継続していく予定です。

　看護職の採用は、新卒の採用が 34 名でした（例年の倍）。次年度は、PNS（パートナー

シップ・ナーシング・システム）看護方式を全病棟に導入しようと考え、研修会へ

参加する等準備を進めました。3 月下旬から 5F 病棟で試行がスタート。患者さんの

安全と安心、看護職にとって人材育成につながる、またワーク・ライフ・バランス

につながるものと期待し平成 26 年度の大きな目標に掲げ取り組む予定です。

看護部長
西銘　宣子
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医療技術部
部門紹介

　医療技術部門は放射線科、臨床検査科、臨床工学科、栄養科、薬局、リハビリテーション科の 6 部署

で構成され、チーム医療の一員として各診療科と連携し、それぞれ専門の有資格者が検査・治療及び機器

管理の様々な面から診療をサポートしています。

各部署概要・実績

放射線科

放射線科技師長　仲座　義富

　H25 年度は 5 月に東芝社製 320 列 CT Aquilion ONE を導入しました。既存の Philips64 列 CT との 2

台体制により、世界最高水準の撮影スピード・高画質を提供する事が可能となりました。また、CT の入

れ替えに伴って富士フィルム画像診断ワークステーション VINCENT も導入しました。それにより冠動脈、

脳動脈、腹部の動脈などの血管系の 3DCT 検査や、Angio-CT などの検査が短時間に行えるようになった

ほか、沖縄県内で 2 施設目となる CTC（CT コロノグラフィ）施行が可能な病院となりました。

　今後は緊急の CT 検査の早急な受入れの対応、そして新たな技術取得のための研磨を重ねたいと思いま

す。

職員数
総数

18 名

職種別
診療放射線技師　17 名

助手　1 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

宮城竜也 基準撮影認定員
胃がん検診専門技師

大城雅史 第 1 種放射線取扱主任者
新垣弘扇 検診マンモグラフィ認定技師
津波麻利子 検診マンモグラフィ認定技師

氏名 認定・資格名
新垣千登勢 検診マンモグラフィ認定技師
程岡美貴 検診マンモグラフィ認定技師
出津利恵 検診マンモグラフィ認定技師
神谷己代 検診マンモグラフィ認定技師

喜屋武結子 検診マンモグラフィ認定技師

運営方針
1. 患者さんの医療被ばく低減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2. 患者さんが安心して検査を受けられるためのインフォームドコンセント

3. 技 師 の 技 術 向 上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4. 安全な検査のための機器保守点検
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実績報告資料

■大腸 CT（術前検査）

■頭部 3DCT（クリッピング術後）

■大腸 CT（仮想内視鏡像）

■冠動脈 3DCT（バイパス術後）

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
マンモグラフィ検査における読影結果の見
直し

沖縄県放射線技師会学術
研究発表会

浦添市 2013 年 5 月19 日 新垣千登勢

PDF マンモグラフィ装置を導入しての使用経
験

沖縄県放射線技師会学術
研究発表会

浦添市 2013 年 5 月19 日 喜屋武結子

座長 沖縄県放射線技師会学術
研究発表会

浦添市 2013 年 5 月19 日 大城盛寛

座長 東芝ユーザーミーティング 宜野湾市 2013 年 9 月 27 日 松田優二

講師 沖縄県放射線技師会フ
レッシャーズセミナー

沖縄市 2013 年 10 月 27 日 大城盛寛

活動実績
医療技術部勉強会

演題名 開催地 日時 発表者
DVT について 当院 2013 年 4 月 4 日 石原悟
医療技術職について 当院 2013 年 7 月18 日 津波麻利子
PDF マンモグラフィ装置の使用経験 当院 2013 年 9 月12 日 喜屋武結子

院内研修会
演題名 開催地 日時 発表者

慢性疾患領域別研修「胸写の見方」 当院 2013 年 7 月 6 日 仲座義富
慢性疾患領域別研修「胸写の見方」 当院 2013 年 12 月 7 日 仲座義富

医局カンファレンス
演題名 開催地 日時 発表者

消化器カンファレンス　大腸 CT(CTC) について 当院 2013 年 7 月 25 日 石原悟

…

科内勉強会
演題名 開催地 日時 発表者

間質性肺炎 当院 2013 年 4 月 27 日 程岡美貴
マンモグラフィ 当院 2013 年 5 月 8 日 新垣千登勢
救急時の CT 室の対応 当院 2013 年 6 月 26 日 宮城直哉
aquilion-One について 当院 2013 年 7 月 31 日 出津利恵
変形性膝関節症について 当院 2013 年 8 月 29 日 島尻豊久
大腸 CT（CTC）について 当院 2013 年 9 月 27 日 与古田拡
救急撮影のガイドラインについて 当院 2013 年 9 月 27 日 石原悟
虫垂炎について 当院 2013 年 10 月 31 日 松田優二

胃について 当院 2013 年 11 月 30 日 大城雅史
食道疾患 当院 2013 年 12 月 30 日 津波麻利子
放射線科における各マニュアルの再確認 当院 2014 年 1 月 27 日 石原悟
脳血流シンチについて 当院 2014 年 2 月 26 日 大城盛寛
胃の症例検討会　～指摘と予測～ 当院 2014 年 3 月 29 日 米須勇
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検査・治療実績
４月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

心電図 441 456 406 439 474 377 483 413 444 465 448 458 5,304

CVR-R-ECG 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 1 0 5

マスター心電図 15 28 18 17 20 12 19 14 18 24 19 21 225

トレッドミル負荷心電図 7 3 10 4 7 10 5 4 8 3 5 3 69

ホルター心電図 9 21 12 12 15 12 10 15 18 18 10 10 162

24 時間血圧測定 1 5 4 5 1 1 1 0 2 5 0 0 25

肺機能検査 2 項目 39 38 31 39 39 41 35 35 41 37 29 40 444

肺機能検査 4 項目 29 30 30 38 46 24 35 36 34 32 40 42 416

ABI 測定 16 30 17 20 24 30 21 12 14 13 17 23 237

サーモグラフィ 0 4 1 1 2 4 0 2 0 3 1 0 18

呼気中尿素試験 28 22 28 36 43 28 45 43 39 52 43 45 452

脳波検査 8 5 2 4 8 4 8 5 10 5 3 6 68

筋電図誘発筋電図 3 3 3 5 4 5 6 8 5 6 5 7 60

終夜睡眠ポリグラフィー 4 5 3 2 8 1 1 0 4 1 1 6 36

心肺運動負荷試験 7 6 6 7 12 8 8 8 7 11 4 0 84

心エコー 207 272 219 248 251 207 222 206 230 233 249 234 2,778

腹部エコー 414 487 456 494 437 429 466 418 424 407 394 457 5,283

泌尿器科エコー 106 99 123 134 102 97 156 120 124 117 115 117 1,410

表在エコー 172 180 145 203 187 167 258 212 257 177 192 213 2,363

血管エコー 77 84 61 77 72 72 74 51 51 50 73 74 816

胎児エコ - 31 39 40 41 33 33 30 26 31 21 26 27 378

経食道エコー 4 1 2 4 2 0 1 4 0 1 1 2 22

聴力検査 66 70 64 65 76 75 75 78 70 54 56 73 822

ティンパノメトリー 27 39 29 23 22 34 17 11 24 17 21 16 280

MRI 332 349 407 398 410 356 425 383 368 354 388 401 4,571

食道 PH モ二ター 0 1 1 3 0 1 0 0 0 0 0 0 6

経直腸エコー 7 2 10 10 1 3 1 3 0 3 2 2 44

ENOG 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 3

アブミ骨反射検査 0 1 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0 6

骨髄像分類

20 19
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病理細胞診
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5,721 
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4,000
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病理組織 細胞診 剖検

（件）

臨床検査科

臨床検査科技師長　神谷　乗敏
　

　平成 25 年度は県内初の非アルコール性肝硬変の治療の為の幹細胞移植も稼働し細菌検査室も 9 月に稼

働開始しました。細菌検査の導入は血液培養の結果を早く臨床側に報告できることを目的としています。

その他細菌検査の報告院内導入により感染対策上も迅速な対応ができると思います。次年度に向けては

MRI の機器の更新も検討しております。細胞検査士、超音波検査士、認定血液検査技師、糖尿病療養指導士、

認定輸血検査技師、その他多くの専門的な技師の育成も取り組んでまいります。

職員数
総数

28 名

職種別

臨床検査技師　　　 23 名

衛生検査技師　　　　1 名

視能訓練士　　　　　1 名

眼科助手（OMA）　　　1 名

検査助手　　　　　　　2 名　

認定・資格
氏名 認定・資格名

比嘉一廣 細胞検査士
健康食品管理士

神谷乗敏 健康食品管理士
吉野仁高 細胞検査士
斎藤辰好 超音波検査士

氏名 認定・資格名
島袋泰彦 超音波検査士
仲松勝彦 超音波検査士
照屋祥子 超音波検査士
安里奈美 超音波検査士
天願聖子 認定血液検査技師
津波克幸 細胞検査士

運営方針
臨床検査は①疾病の診断②治療方針決定③予後の判定にかかわる重要な情報である。迅速・正確なデータ

の提供を目的とする。
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 発表年月日 発表者と研究者
ブラッド・ピットフォール血液検査の魅
力を教えます

第５０回沖縄県医学検査学会 2013 年 6 月 天願聖子

無鉤条虫症の一例 第５０回沖縄県医学検査学会 2013 年 6 月 吉野仁高
食道内圧検査測定の有用性 第５０回沖縄県医学検査学会 2013 年 6 月 具志堅　善則
再水和法が有用であった悪性黒色腫の
一例

第５０回沖縄県医学検査学会 2013 年 6 月 津波克幸

座長 第５０回沖縄県医学検査学会 2013 年 6 月 我如古　靖
術中腹水細胞診に出現した良性
Brenner 腫瘍の一例

第３３回日本臨床細胞学会沖縄
県支部学術集会

津波克幸
内科

50.4%

検診科

14.4%

外科

8.7%

救急科

8.5%

泌尿器科

4.1%

産婦人科

3.7%
透析科

3.6%

整形外科

2.6%

小児科

2.1%

脳神経外科

1.1%

耳鼻咽喉科

0.4%

眼科

0.3%

麻酔科

0.1%形成外科

0.1%

科別検体検査件数

のべ98,887件

内科

検診科

外科

救急科

泌尿器科

産婦人科

透析科

整形外科

小児科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

眼科

麻酔科

形成外科

皮膚科

心療内科

ICU

7.7%
2階西病棟

7.8%

3階病棟

12.1%

3階新病棟

2.8%

4階病棟

14.5%
5階病棟

16.3%

6階病棟

21.3%

7階病棟

17.5%

病棟別検体検査件数

のべ34,522件

ICU
2階西病棟
3階病棟
3階新病棟
4階病棟
5階病棟
6階病棟
7階病棟



社会医療法人かりゆし会　平成 25 年度　年報 [ 第 20 号 ] Annual report of Social medical corporation KARIYUSHIKAI Vol.20  2013

140 141

氏名 認定・資格名
内里　司 呼吸療法認定士

透析技術認定士
VELA 保守管理研修終了者
ザビーナ保守管理研修終了者
EVT-4 保守管理研修終了者
OT-707 保守管理研修終了者
カンガルー 624 型ポンプ保守管理研修終了者
トップ TOP-6100 保守管理研修終了者
電気メス（Force Triad）保守管理研修終了者
フットポンプ SC-D700 保守管理研修終了者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者

宮城直史 第 2 種 ME 技術実力検定試験
EVT-4 保守管理研修終了者
OT-707 保守管理研修終了者
トップ TOP-6100 保守管理研修終了者
JMS 輸液ポンプ（OT-808C）保守管理研修終了
者
ニプロ個人用透析装置（NDF-21）保守管理研
修終了者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者

氏名 認定・資格名
新川桂一朗 第 2 種 ME 技術実力検定試験

VELA 保守管理研修終了者
OT-707 保守管理研修終了者
トップ TOP-6100 保守管理研修終了者
JMS 輸液ポンプ（OT-808C）保守管理研修終了
者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者

渡慶次一臣 第 2 種 ME 技術実力検定試験
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者
JMS 輸液ポンプ（OT-808C）保守管理研修終了
者

平敷幸大 第 2 種 ME 技術実力検定試験
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者

平成 25年度技士取得ライセンス
名　　称 認定資格 主　　催 開催地 実施・取得年月日 氏　　名

第 6 回透析液安全管理責任
者セミナー

透析液安全管理責任者 日本臨床工学技士
会

神奈川県 2013 年 9 月 21 日～
22 日

弓濵義之

日機装コンソール保守管理
研修会（DCS-27・DCS-28・
DCS-73）

日機装コンソール保守管
理研修終了者（DCS-27・
28・73）

日機装株式会社 牧港中央
病院

2013 年 9 月 28 日
～ 29 日

野原剛、渡慶次一臣、
平敷幸大

透析技術認定士認定試験 透析技術認定士 透析療法合同専門
委員会

東京都 2013 年 10 月1 日 弓濵義之、内里司

輸液ポンプ（ＯＴ-808 Ｃ）
保守管理講習会

ＯＴ-808 Ｃ保守管理研修
終了者

ＪＭＳ株式会社 当院 2013 年 10 月 25 日 豊川真理、仲松晋也、
宮城直史

輸液ポンプ（ＯＴ-808 Ｃ）
保守管理講習会

ＯＴ-808 Ｃ保守管理研修
終了者

ＪＭＳ株式会社 当院 2013 年 10 月 26 日 新川桂一朗、渡慶次
一臣

理念
臨床工学科は急性期医療としての役割を遂行する為に、他部門との連携を密にし高度な医療技術の提供お

よび機器の保守管理を行い、安心かつ安全な医療の提供を行います。

運営方針
1. 良質な診療支援を行うため、組織、業務の改善に努める。

2. 安心・安全で信頼される診療技術の提供に努める。

3. 医療機器の医療事故防止に努める。

4. 高度医療機器の効率運用と安全性の確保

5. 医療機器の標準化・機種統一を積極的に進める。

臨床工学科
臨床工学科技士長　大城　安

　

　平成 25 年度は 2 名の技士を迎え総勢 11 名体制にて業務推進を図りました。特に、病院機能評価の審

査があり、各担当共、病院機能評価対応、点検表、マニュアルの改訂業務の見直し等に取り組み担当サー

ベイヤーの審査では高い評価を得ました。また、新たに宮崎県の九州保健福祉大学の臨床工学技士の学生

の実習生を受入れ、実習の指導も行いました。実習指導者も指導方法を試行錯誤しながら、新鮮な気持ち

で実習生に向き合いました。学生も指導スタッフも共に成長できればと思っています。

　平成 26 年度は技士全体のスキルアップを図りながら、事業計画に準じ事業の達成に努力してまいります。

職員数
総数

11 名

職種別
臨床工学士　11 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

大城　安 透析技術認定士
呼吸療法認定士
医療機器情報コミュニケータ（MDIC）
透析技能 2 級検定試験
医療ガス保安管理技術者
VELA 保守管理研修終了者
EVT-4 保守管理研修終了者
OT-707 保守管理研修終了者

野原　剛 透析技術認定士
呼吸療法認定士
第 2 種 ME 技術実力検定試験
ペースメーカ関連業務習得（セミナー第Ⅰ期）
ペースメーカ関連業務習得（セミナー第Ⅱ期）
VELA 保守管理研修終了者
ザビーナ保守管理研修終了者
EVT-4 保守管理研修終了者
カンガルー 624 型ポンプ保守管理研修終了者
フットポンプ SC-D700 保守管理研修終了者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者

豊川真理 医療機器情報コミュニケータ（MDIC）
第 2 種 ME 技術実力検定試験
VELA 保守管理研修終了者
ザビーナ保守管理研修終了者
EVT-4 保守管理研修終了者
OT-707 保守管理研修終了者
TE-161S 保守管理研修終了者
TE-331S 保守管理研修終了者
カンガルー 624 型ポンプ保守管理研修終了者
トップ TOP-6100 保守管理研修終了者
JMS 輸液ポンプ（OT-808C）保守管理研修終了
者
コンパクトドレーンユニット保守管理研修終了者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者
フットポンプ SC-D700 保守管理研修終了者

氏名 認定・資格名
弓濵義之 透析技術認定士

透析液安全管理責任者
ペースメーカ関連業務習得（セミナー第Ⅰ期）
ペースメーカ関連業務習得（セミナー第Ⅱ期）
第 2 種 ME 技術実力検定試験
ACLS
VELA 保守管理研修終了者
OT-707 保守管理研修終了者
カンガルー 624 型ポンプ保守管理研修終了者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者
フットポンプ SC-D700 保守管理研修終了者

仲松晋也 第 1 種 ME 技術実力検定試験 / 臨床 ME 専門
認定士
透析技術認定士
呼吸療法認定士
実習指導者講習会
透析液安全管理責任者
VELA 保守管理研修終了者
ザビーナ保守管理研修終了者
EVT-4 保守管理研修終了者
OT-707 保守管理研修終了者
トップ TOP-6100 保守管理研修終了者
JMS 輸液ポンプ（OT-808C）保守管理研修終了
者
コンパクトドレーンユニット保守管理研修終了者
電気メス（Force Triad）保守管理研修終了者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者
フットポンプ SC-D700 保守管理研修終了者

大濵明日香 第 2 種 ME 技術実力検定試験
OT-707 保守管理研修終了者
VELA 保守管理研修終了者
日機装コンソール（DCS-27・28・73）保守管理
研修終了者
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総件数 887件

輸液ポンプ

シリンジポンプ

患者モニタ

除細動器・AED
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保育器
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吸引器

血圧計

人工呼吸器

検査機器

理学診療用器具

蘇生バッグ

内視鏡関連

補助循環装置

その他

1. 定期保守、トラブル対応件数

定期保守・トラブル対応件数の年度別推移
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（院内解決事例）と

メーカー修理（院外対応）

との比率

総保守件数 887件

ME対応/院内対応 メーカー修理/院外対応

6.4%

5.9%

4.6%

3.6%

2.1%

4.7%

5.1%

4.8%

4.8%

4.5%

0.8%1.2%1.0%
0.3%

49.8%

0.1%

病棟別 定期保守・

トラブル対応件数の

割合

総件数 887件

救急外来＋アンギオ室

手術室

ICU

西２F病棟

西3階病棟

3F病棟

4F病棟

5F病棟

6F病棟

7F病棟

透析室

内視鏡センター

外来（耳鼻科、通院加療室）

放射線科

MEセンター

心臓リハビリセンター



社会医療法人かりゆし会　平成 25 年度　年報 [ 第 20 号 ] Annual report of Social medical corporation KARIYUSHIKAI Vol.20  2013

146 147

3. 日常点検集計

人工呼吸器について（年）
点検種類 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度
始業点検 221 227 400

終業点検 246 263 327

使用中点検（ラウンド点検） 0 2,643 2,507

ポンプについて（年）
機種 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

輸液ポンプ 1,913 2,048 2,093

シリンジポンプ 1,118 1,126 1,377

経腸栄養ポンプ 9 19 46

フットポンプ 0 0 262

ドリップアイ 0 0 30

4. 臨床支援業務

肝腫瘍ラジオ波焼灼術　立ち会い件数の推移
年度 内科 外科 内科（中止） 外科（中止） 総数
H21 2 0 0 0 2

H22 7 4 3 0 14

H23 10 2 1 0 13

H24 27 1 0 1 29

H25 29 1 0 2 32

在宅酸素療法対応件数

　業者別対応件数
フクダ テイジン（南西） オカノ 総数

H23 17 11 0 28

H24 12 11 2 25

H25 20 8 4 32

　対応種別件数
導入 指示変更 中止 外泊 その他

H23 27 0 1 0 0

H24 23 0 0 1 1

H25 17 7 1 1 5

　レンタル対応（開始、返却）
NPPV(VISION) NPPV(ASV-CS) NHF ネーザルハイフロー

H24 74 76 0

H25 58 41 11

対応種別　保守・トラブル対応件数
作業内容 件数

1ヶ月点検 11
1 年点検 227
3 ヶ月点検 25
6 ヶ月点検 11
定期部品交換 6
点検 99
バッテリーリフレッシュ 14
バッテリー交換 27
部品交換 116
部品交換（中古） 36
修理 146
新品交換 8
清拭 5
説明 6
操作説明 25
調整 34
動作確認 23

作業内容 件数
修理見送り 5
改修 3
廃棄 5
定期校正 1
酸素校正 3
酸素センサー交換 2
返却時点検 2
現像聴取 3
立ち会い 2
改善依頼 4
フローセンサー交換 3
トラブル対応 18
ソフトウェア VerUP 4
その他 13
全件数 887

月別保守件数の推移
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研究業績

学会発表
演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者

過酢酸系除菌洗浄剤サナサイド -
ＮＸの使用経験

第 40 回日本血液浄化技
術学会学術大会

埼玉県（大宮ソ
ニックシティ）

2013 年 4 月 27 日～ 28 日 ○宮城直史、内里司、
仲松晋也、弓濵義之、
野原剛、大城安

アイソレーションモニタの警報発
生原因が電子カルテ端末設置で
あった事例への対応

第 88 回日本医療機器学
会大会

神奈川県 ( パシ
フィコ横浜 )

2013 年 6 月 4 日～ 8 日 ○仲松晋也、豊川真
理、大城安

透析システムトラブル時対応の取
組み～フューチャーネット Web+
運用～

第 58 回日本透析医学会
学術集会・総会

福岡県 2013 年 6 月 21 日～ 23 日 ○新川桂一朗、豊川
真理、野原剛、大城
安

過酢酸系除菌洗浄剤サナサイド -
ＮＸの使用経験

第 8 回九州臨床工学会 佐賀県 2013 年 10 月 6 日 ○宮城直史、内里司、
仲松晋也、野原剛、
大城安

アイソレーションモニタの警報発
生原因が電子カルテ端末設置で
あった事例への対応

第２０回院内研究発表会 当院 2013 年 10 月18 日 ○仲松晋也、豊川真
理、大城安

アイソレーションモニタの警報発
生原因が電子カルテ端末設置で
あった事例への対応

第 42 回日本医療福祉設
備学会

東京都（有明） 2013 年 10 月 22 日～ 24 日 ○仲松晋也、豊川真
理、大城安

当院カテ室のコメディカルの役割 Slender Club 
Japan in Okinawa 
Livedemonstration 

八重瀬町 2013 年 11 月 23 日 ○弓濵義之

日機装社製 D-FAS（Dialysis-Full-
Assist-System）専用改良型ピロー
付き血液回路の使用経験

第 32 回沖縄県人工透析
研究会

宜野湾市 2014 年 3 月16 日 ○大濵明日香、内里
司、仲松晋也、大城
安

活動実績
院内外研修実績

名称 主　催 開催地 実施年月日 参加者
医療バランスト・スコアカー
ド

ハートライフ病院　企画
室

当院（2 階講堂） 2013 年 4 月 20 日～ 21 日 仲松晋也

Apricot iPac セミナー 日本感染管理支援協会 宜野湾市/ラグナガー
デンホテル

2013 年 4 月 23 日 大濵明日香、内里司

透析技術認定士認定試験講
習会

透析療法合同専門 i 委
員会

東京都（明治大学） 2013 年 5 月 25 日～ 5 月
27 日

弓濵義之、内里司

第 57 回沖縄県 CE 技術交流
会

一般社団法人沖縄県臨
床工学技士会

宜野湾市（カルチャー
リゾートフェストーネ）

2013 年 5 月 26 日 新川桂一朗、渡慶次
一臣

第 5 回透析液清浄化セミナー 佐々木化学株式会社
シュンマメディカルグ
ループ

南風原町 / 沖縄県医
師会館

2013 年 5 月 30 日 大城安、宮城直史、
新川桂一朗、平敷幸
大

石巻赤十字病院 ~ 東日本大
震災 初動の記録 ~

沖縄赤十字病院 那覇市 / 沖縄赤十字
病院

2013 年 6 月 28 日 渡慶次一臣

Hospital MIMMS MIMMS 事務局 西原町 / おきなわクリ
ニカルシュミレーショ
ンセンター

2013 年 6 月 29 日～ 6 月
30 日

野原剛

第 22 回心血管インターベン
ション治療学会学術総会

心血管インターベンショ
ン治療学会

兵庫県（神戸国際展
示場、神戸ポートピア
ホテル）

2013 年 7 月11 日～ 13 日 野原剛

CE（超低温度化ガス）事業
所保安講習会

沖縄県高圧ガス保安協
会

那覇市 / 沖縄産業支
援センター

2013 年 7 月12 日 大城安

第 6 回透析液安全管理責任
者セミナー

日本臨床工学技士会 神奈川県（パシフィコ
横浜アネックスホー
ル）

2013 年 7 月 20 日～ 21 日 弓濵義之

【循環器実績】

心カテ・ＰＭ埋込症例数

月
カテーテル検査 PMI PMC

IVCF PPI
CAG PCI 緊急 総ＰＣＩ IABP PCPS TPM Med PM

4 月 16 6 3 9 2 1 1 1 21 0 0

5 月 14 14 6 20 1 0 2 2 13 0 0

6 月 7 7 2 9 0 0 1 1 20 0 0

7 月 8 6 2 8 0 0 3 5 17 0 1

8 月 6 7 2 9 1 1 0 2 15 0 1

9 月 10 6 4 10 2 0 1 2 22 0 1

10 月 10 12 2 14 0 0 1 1 22 0 1

11 月 8 4 0 4 0 0 0 1 17 0 2

12 月 7 2 2 4 0 0 1 1 20 0 0

1 月 13 8 5 13 3 2 0 1 20 0 0

2 月 6 11 2 13 0 0 0 2 17 0 0

3 月 8 10 2 12 1 0 0 2 22 0 1

総合計 113 93 32 125 10 4 10 21 226 0 7

※ CAG は検査のみ、PCI+ 緊急が総 PCI 数になります。

PMI: ペースメーカ植え込み術。PMC: ペースメーカクリニック。PPI: 経皮的末梢動脈形成術。

IVCF: 下大静脈内留置フィルター。TPM: 体外式ペースメーカ

【血液浄化部実績】

出張血液浄化実績
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名称 主　催 開催地 実施年月日 参加者
TV Forum 診療報酬改訂と透
析医療

中外製薬株式会社 南風原町 / 沖縄県医
師会館

2014 年 3 月 27 日 弓濵義之、内里司、
新川桂一朗、平敷幸
大

院内外研修実績（講師）
名称 開催地 実施年月日 参加者 講師

フットポンプ（ＳＣＤ 700）の使用方
法　新規導入のため

7 階新リハ室 2013 年 4 月 5
日

7 階病棟Ｎｓ18
名

宮城（ＣＯＶＩＤＥＮ）、仲松晋也

ドリップアイ（ＮＥ－1）操作説明 6 階病棟 2013 年 4 月 8
日

6 階病棟Ｎｓ13
名

豊川真理、比嘉（ＭＤＩ）

医療機器研修

研修名 場所 講師 開催年月日
参加者

看護師 事務 医療技術
フットポンプ使用方法 4 階病棟 コヴィディエン/ 宮城 2013 年 5 月 20 日 15 0 2

フットポンプ使用方法 6 階病棟 コヴィディエン/ 宮城 2013 年 5 月 21 日 15 0 0

フットポンプ使用方法 西 2 階病棟 コヴィディエン/ 宮城 2013 年 5 月 22 日 14 0 0

フットポンプ使用方法 3 階病棟 コヴィディエン/ 宮城 2013 年 5 月 23 日 11 0 0

フットポンプ使用方法 5 階病棟 コヴィディエン/ 宮城 2013 年 5 月 24 日 10 0

３ヶ月フォローアップ研修の打ち合わせ 3 階 ME 機
器管理室

臨床工学科 / 豊川、仲
松

2013 年 6 月17 日 17 0 0

輸液ポンプの取り扱いについて-3 ヶ月
フォローアップ研修ー

2 階講堂 臨床工学科 /豊川、仲松、
渡慶次

2013 年 6 月 21 日 23 0 0

在宅用 NPPV の使用方法 7 階病棟 フクダ / 呉屋 2013 年 7 月 4 日 9 0 0

在宅用 NPPV の使用方法 7 階病棟 フクダ / 呉屋 2013 年 7 月 8 日 6 0 0

輸液ポンプ OT808 の使用方法 西 2 階病棟 JMS/ 正原、豊川 2013 年 7 月 26 日 14 0 0

NPPV について 2 階講堂 臨床工学科 / 仲松 2013 年 8 月13 日 9 0 0

V60 の使用方法 8F 透析室 フィリップスレスピロニク
ス / 稲福

2013 年 9 月 4 日 0 0 9

人工呼吸器　新機種 V60　導入前使
用方法勉強会

2 階講堂 南西医療器 / 前島 2013 年 10 月10 日 370 61 83

人工呼吸器　新機種 V60　導入前使
用方法勉強会

2 階講堂 南西医療器 / 西平 2013 年 10 月11 日 0 0 0

液体酸素システム（HOT）ヘリオスの使
用方法

7 階病棟 臨床工学科 / 宮城 2013 年 10 月12 日 14 0 0

ベッドサイドモニタ使用方法 救急外来 フィリップス 2013 年 10 月 30
日

5 0 0

ACH- Σ　新規導入　使用方法勉強会 8F 透析室 旭化成メディカル / 志堅
原

2013 年 11 月13 日 0 0 10

CART　AHF-MOW 膜リークテスト方法
及び ACH- Σ使用方法

8F 透析室 旭化成メディカル / 志堅
原

2013 年 12 月 6 日 0 0 9

NPPV　トリロジー使用方法 救急外来 南西医療器 / 西平 2014 年 1 月14 日 4 0 0

NPPV　トリロジー使用方法 救急外来 南西医療器 / 西平 2014 年 1 月15 日 2 0 0

NPPV　トリロジー使用方法 救急外来 南西医療器 / 西平 2014 年 1 月17 日 6 0 0

バッグバルブマスク　原理と点検方法 西 2 階病棟 臨床工学科 / 仲松 2014 年 1 月17 日 16 0 0

Q サイト使用方法勉強会 8F 透析室 BD/ 箱崎 2014 年 1 月 31 日 10 0 7

経腸栄養ポンプ使用方法説明 6 階病棟 臨床工学科 / 仲松 2014 年 2 月 4 日 7 0 0

ACH- Σ　新規導入　使用方法勉強会 ICU 旭化成メディカル / 志堅
原

2014 年 2 月10 日 9 0 2

CNS-6201 Ver.2　バージョンアップの
ための操作方法説明

7 階病棟 日本光電 / 徳田 2014 年 2 月18 日 11 0 0

ACH- Σ　新規導入　使用方法勉強会 ICU 旭化成メディカル / 志堅
原

2014 年 3 月 3 日 15 0 1

名称 主　催 開催地 実施年月日 参加者
第 5 回血液浄化工学セミナー 日本血液浄化技術学会 浦添市（てだこホール

市民交流室）
2013 年 8 月 4 日 大城安、野原剛、大

濵明日香、内里司、
宮城直史、新川桂一
朗、平敷幸大

第 138 回沖縄臨床腎懇話会
特別講演会

沖縄臨床腎懇話会 宜野湾市（カルチャー
リゾートフェストーネ）

2013 年 9 月14 日 野原剛

MDIC 認定更新ポイントセミ
ナー

日本医療機器学会 福岡県（葉出九大病
院 百年講堂）

2013 年 9 月 21 日～ 9 月
22 日

豊川真理

日機装コンソール保守管理
研修会（DCS-27・DCS-28・
DCS-73）

日機装株式会社 浦添市 / 牧港中央病
院

2013 年 9 月 28 日～ 9 月
29 日

野原剛、渡慶次一臣、
平敷幸大

151th 沖縄呼吸療法セミナー 沖縄呼吸療法士ネット
ワーク

宜野湾市 / ダイコー
沖縄

2013 年 9 月 29 日 内里司

第10 回心臓カテーテル/ペー
スメーカー勉強会

沖縄県臨床工学技士会 西原町 / おきなわクリ
ニカルシュミレーショ
ンセンター 3F

2013 年 10 月12 日 野原剛、平敷幸大、
宮城直史

第 9 回沖縄県透析医会講演
会

沖縄県透析医会、共催 :
中外製薬株式会社

那覇市 / パシフィック
ホテル沖縄

2013 年 10 月12 日 仲松晋也

透析技術認定士認定更新講
習会

透析療法合同専門 i 委
員会

兵庫県
（神戸国際展示場）

2013 年 10 月14 日 野原剛

第 11 回沖縄敗血症治療研究
会

東レ・メディカル株式会
社

那覇市 / 沖縄産業支
援センター

2013 年 10 月19 日 野原剛

輸液ポンプ（OT-808C）メン
テナンス講習会

JMS 株式会社 当院（2 階講堂） 2013 年 10 月 25 日 豊川真理、仲松晋也、
宮城直史

輸液ポンプ（OT-808C）メン
テナンス講習会

JMS 株式会社 当院（2 階講堂） 2013 年 10 月 26 日 新川桂一朗、渡慶次
一臣

透析療法 Up to Date in 
Okinawa

協和発酵キリン株式会
社

那覇市/沖縄ハーバー
ビューホテル

2013 年 10 月 26 日 弓濵義之

MDIC 認定更新ポイントセミ
ナー

日本医療機器学会 東京都（帝京平成大
学沖永記念ホール）

2013 年 10 月 27 日～ 10
月 29 日

大城安、

第 22 回沖縄県呼吸ケアセミ
ナー

特定非営利活動法人沖
縄呼吸ケア研究会

那覇市 / 沖縄産業支
援センター

2013 年 11 月 9 日 仲松晋也

第 11 回沖縄 SCT 懇話会 沖縄 SCT 懇話会、共催 :
ファイザー株式会社 /
協和発酵株式会社

宜野湾市/ラグナガー
デンホテル

2013 年 11 月14 日 大城安、内里司

第 152 回沖縄呼吸療法セミ
ナー

沖縄呼吸療法ネットワー
ク

宜野湾市 / ダイコー
沖縄

2013 年 11 月 23 日 仲松晋也

第 46 回九州人工透析研究会
総会

九州人工透析研究会 宜野湾市（コンベン
ションセンター）

2013 年 11 月 24 日 大城安、野原剛、弓
濱義之、内里司、宮
城直史、大濱明日香、
新川桂一朗、平敷幸
大

沖縄県総合防災訓練 南部地区医師会災対
i-star JMAT、共催 : 沖
縄県透析医会

与那原町 2013 年 11 月 28 日 渡慶次一臣

Device Read セミナー ST.JUDE MEDICA、共
催 :ST.JUDE MEDICAL

西原町 / おきなわクリ
ニカルシュミレーショ
ンセンター 3F

2013 年 11 月 30 日 宮城直史、平敷幸大

On-line 治療に関する諸問題 中外製薬株式会社 南風原町 / 沖縄県医
師会館

2013 年 12 月 5 日 内里司、新川桂一朗

第 5 回沖縄 CHDF 技術検討
会

東レ・メディカル株式会
社

那覇市 / 沖縄産業支
援センター

2013 年 12 月 5 日 野原剛、仲松晋也、
渡慶次一臣

第 19 回日本集団災害医学会
総会・学術集会

日本集団災害医学会 東京都 / 東京国際
フォーラム

2014 年 2 月 25 日～ 2 月
26 日

野原剛

尾崎塾 呼吸教室 尾崎塾 那覇市 / 沖縄産業支
援センター

2014 年 3 月 7 日～ 3 月 9
日

仲松晋也

第 36 回日本造血細胞移植学
会総会

日本造血細胞移植学会 宜野湾市（コンベン
ションセンター）

2014 年 3 月 7 日～ 3 月 9
日

大城安、野原剛、内
里司
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栄養科

栄養科科長　久場　徳子　

　平成 25 年度は「減塩＝美味しくない」を打破するために ” 美味しい減塩食をつくる ” プロジェクトチー

ム（ワーキンググループ）を立ち上げ活動しています。これからも安心・安全な食事提供を目指して日々

努力していきます。

職員数
総数

29 名

職種別

管理栄養士　6 名

調　理　師　10 名

調理補助　6 名

食器洗浄　6 名

事　　務　1 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

久場徳子 健康運動指導士
糖尿病療養指導士
栄養サポート専門療法士

渡真利ゆりか 健康運動指導士
沖縄県地域糖尿病療養指導士

氏名 認定・資格名
真栄城ゆかり 糖尿病療養指導士

栄養サポート専門療法士

高屋美希 沖縄県地域糖尿病療養指導士

運営方針
・患者様のニーズに応える食事を提供します。

・衛生面かつ安全面に配慮した業務を行います。

・患者様の病態に応じた食事の支援をいたします。

研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 年月日 発表者と研究者
糖尿病劇場 日本糖尿病学会年次学術

集会
熊本 2013 年 5 月18 日 當眞結子

糖尿病の食事療法 看護部勉強会 当院 2013 年 7 月 5 日・9
月 6 日・11 月1 日

渡真利ゆりか、真栄城ゆかり

栄養科の医療安全 医療安全勉強会 当院 2013 年 8 月14 日
･15 日

久場徳子

栄養指導について ながみね内科勉強会 与那原町 2013 年 8 月14 日
･28 日

渡真利ゆりか

がん患者の栄養管理 看護部勉強会 当院 2013 年 10 月 22 日 渡真利ゆりか

当院における糖尿病性腎症患者の栄養
指導介入の効果

糖尿病学会九州地方会 宜野湾市 2013 年 11 月 8 日 真栄城ゆかり

研修名 場所 講師 開催年月日
参加者

看護師 事務 医療技術
HT70 使用方法 西 3 階新病

棟
南西医療器 / 西平 2014 年 3 月 6 日 5 0 1

ACH- Σ　新規導入　使用方法勉強会 ICU 旭化成メディカル / 志堅
原

2014 年 3 月 7 日 5 0 0

Q サイト使用方法勉強会 8F 透析室 BD/ 箱崎 2014 年 3 月 4 日 4 0 3

論文・著書

演題名 雑誌名 掲載年・号・頁 発表者と研
究者

過酢酸系除菌洗浄剤サナサイド - ＮＸの使
用経験

日本血液浄化技術学会誌
（273 ～ 408）

2013 年 12 月15 日発行 第 21 巻 3 号　
Page346-349

○宮城直史、
内里司、仲松
晋也、野原剛、
大城安

実績報告資料等
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研修名 開催地 実施年月日 参加
災害講習伝達会～ Hospital MIMMS ～ 院内 2013 年 7 月16 日 久場徳子

感染管理を念頭においた PPN の実施方法 那覇市 2013 年 7 月18 日 渡真利ゆりか

明日から始めるカーボカウント～ 1 型 DM の新展開～ 八重瀬町 2013 年 7 月19 日 渡真利ゆりか、高屋美希

NST 更新セミナー 大阪 2013 年 7 月 27 日
～ 28 日

久場徳子、真栄城ゆかり

血液を介して起こる医療関連感染 院内 2013 年 8 月 5 日 久場徳子、當眞結子、大城
智恵美

沖縄肝臓栄養治療フォーラム 那覇市 2013 年 8 月 6 日 久場徳子、渡真利ゆりか、
當眞結子

公衆衛生（食中毒）研修会 嘉手納町 2013 年 8 月 7 日 山田親正

平成 25 年度栄養士研究発表会 那覇市 2013 年 8 月14 日 渡真利ゆりか

医療安全勉強会 院内 2013 年 8 月14 日～
15 日

久場徳子

第 1 回糖尿病チーム医療フォーラム 那覇市 2013 年 8 月14 日 真栄城ゆかり、渡真利ゆり
か、高屋美希

栄養指導の実施状況 院内 2013 年 8 月15 日 久場徳子、真栄城ゆかり、
渡真利ゆりか

公衆衛生（食中毒）研修会 沖縄市 2013 年 8 月 28 日 宮里綾花、喜舎場静香

科別実績報告会 院内 2013 年 9 月 4 日 久場徳子

沖縄心不全チーム医療セミナー 那覇市 2013 年 9 月 6 日 久場徳子、渡真利ゆりか

院内研究発表会 院内 2013 年 10 月18 日 真栄城ゆかり

Ｈ 27 年度診療報酬改定の動向 院内 2013 年 10 月 25 日 久場徳子

がん化学療法・緩和ケア勉強会 院内 2013 年 10 月 28 日 高屋美希

第 51 回日本糖尿病学会九州地方会 宜野湾市 2013 年 11 月 8 日 當眞結子、高屋美希、棚原
佳世

第 1 回沖縄経腸栄養療法セミナー 宜野湾市 2013 年 11 月16 日 渡真利ゆりか

高次脳機能障害勉強会 院内 2014 年 3 月12 日 久場徳子

故郷の味をいつまでも 那覇市 2014 年 1 月 31 日 久場徳子

食後高血糖の予防と低栄養の栄養診断 那覇市 2014 年 2 月1 日 久場徳子

静脈経腸栄養学会 横浜 2014 年 2 月 27 日・
28 日

當眞結子

合併症から高齢者を護れ（成分栄養を極めよう） 那覇市 2014 年 2 月 5 日 真栄城ゆかり・渡真利ゆり
か

沖縄ＮＳＴフォーラム 宜野湾市 2014 年 3 月15 日 久場徳子・真栄城ゆかり

糖質制限食を科学的に検証する 那覇市 2014 年 3 月 27 日 渡真利ゆりか

平成 26 年診療報酬改定概要 那覇市 2014 年 3 月 29 日 久場徳子

イベント参加
名称 内容 開催地 発表年月日 参加者

糖尿病週間 栄養相談 宜野湾市 2013 年 11 月 9 日 渡真利ゆりか
糖尿病サマーキャンプ 栄養相談 南城市 2013 年 8 月1 日～ 2

日
知念あゆみ

ノルディックウォーキング ウォーキング付添
い

那覇市 2013 年 11 月10 日 渡真利、高屋

演題名 学会名 開催地 年月日 発表者と研究者
透析の食事療法 透析室勉強会 当院 2013 年 12 月 4 日 真栄城ゆかり

患者様に喜んでいただける食事をめざし
て

院内研究発表会予選会 当院 2013 年 9 月12 日 高屋美希

静脈血栓症 医療技術部勉強会 当院 2013 年 4 月 4 日 知念あゆみ

管理栄養士になるには 医療技術部勉強会 当院 2013 年 7 月18 日 當眞結子

活動実績

科内研修
名称 開催地 実施年月日 講師

災害対策について 栄養科 2013 年 4 月10 日 高屋美希
食札カードの表示と目的 栄養科 2013 年 5 月10 日 知念あゆみ
機能評価について 栄養科 2013 年 5 月 30 日 渡真利ゆりか
栄養科の医療安全 栄養科 2013 年 7 月 3 日 久場徳子
災害対策 栄養科 2013 年 7 月 31 日 知念あゆみ
災害病院の対策 栄養科 2013 年 8 月12 日 高屋美希
アレルギー食 栄養科 2013 年 9 月19 日 渡真利ゆりか
健康食品 栄養科 2013 年 10 月 22 日 真栄城ゆかり
手洗い 栄養科 2013 年 11 月12 日 久場徳子
医療事故防止対策マニュアル 栄養科 2013 年 12 月13 日 高屋美希
がん患者の栄養管理 栄養科 2014 年 1 月17 日 渡真利ゆりか
ノロウイルス対策 栄養科 2014 年 2 月 20 日 真栄城ゆかり
手洗い講習会（感染） 栄養科 2014 年 2 月 21 日 感染ナース石川
抗酸化について 栄養科 2014 年 3 月 7 日 久場徳子

患者さんを招いての昼食会
題名 開催地 実施年月日 参加

患者会バイキング ハートライフクリニック内　
オハナ

2013 年 10 月 26 日 栄養科：真栄城、棚原 
ＤＭ内科、オハナスタッフ

研修受講実績
研修名 開催地 実施年月日 参加

慢性腎不全保存期の食事療法 那覇市 2013 年 4 月 20 日 久場徳子

保険診療講習会 院内 2013 年 5 月 9 日 久場徳子

第 7 回沖縄肝臓栄養トータルケアを考える会 那覇市 2013 年 5 月 28 日 渡真利ゆりか、高屋美希

上部消化管癌手術における栄養の力 那覇市 2013 年 5 月 31 日 渡真利ゆりか、當眞結子

病態栄養学会 NST セミナー 那覇市 2013 年 6 月15 日 渡真利ゆりか

心の健康づくり～メンタルヘルス研修会～ 院内 2013 年 6 月19 日 久場徳子

簡単に食べることをあきらめたくない 院内 2013 年 6 月 20 日 久場徳子、當眞結子、知念
あゆみ

やる気を起こさせる患者さんとの関わり方 宜野湾市 2013 年 6 月 22 日 久場徳子、真栄城ゆかり、
渡真利ゆりか、當眞結子

第 12 回沖縄臨床栄養懇話会 那覇市 2013 年 6 月 22 日 久場徳子、當眞結子

実践につながる防災訓練 那覇市 2013 年 6 月 28 日 久場徳子、高屋美希

糖尿病と心理 浦添市 2013 年 6 月 29 日 久場徳子

中北部糖尿病医療連携の現況 那覇市 2013 年 7 月1 日 久場徳子、真栄城ゆかり

健康運動指導士講習会 沖縄市 2013 年 7 月 7 日 久場徳子
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薬局

副薬局長　田中　健嗣
　

　平成 25 年末に薬局長が退職したため、新体制で業務に取り組んでいます。人員確保に向けては、在職

者の母校をはじめ、実習生を受け入れた大学などに積極的な PR 活動を行っています。今後の人員計画に

関しては、現在の 11 名体制から 24 名体制へ拡大し「総合診療体制加算」「病棟薬剤師配置加算」の取得

へ向けて活動すると共に、学会発表へも積極的に取り組んでいきます。業務面ではこれまで行ってきた、「抗

癌剤の混合調製」「薬剤管理指導」「治験」などを継続できるよう業務内容の見直しを行っています。

　平成 26 年度は注射調剤支援システム ( アンプルピッカー ) の導入と薬局の作業スペースの改善を検討

しています。

職員数
総数

15 名

職種別
薬剤師　　  11 名

薬局助手　　3 名 一般事務　1 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

田中　泉 認定実務実習指導薬剤師

氏名 認定・資格名
谷山　美紗子 糖尿病療養指導士
義田育美 NST 専門療法士

理念
私たちは心と心を結ぶ信頼される医療を目指します。

患者さんが喜ぶ医療を目指します。

運営方針
全ての入院患者さんの状況把握と関与

医薬品の適正使用

「より安全な薬物療法」と「より質の高い薬物療法」

実績報告等



社会医療法人かりゆし会　平成 25 年度　年報 [ 第 20 号 ] Annual report of Social medical corporation KARIYUSHIKAI Vol.20  2013

158 159

リハビリテーション科

　リハビリテーション科療法士長　玉城　義彦
　

　7 階病棟に専用フロアを設置し心臓リハビリをスタートして 1 年が過ぎました。引き続き医師・看護師・

理学療法士などの専門スタッフで取り組んで参ります。

　平成 26 年度も引き続き救急及び急性期リハビリの充実をはかり業務の拡充に向けて取り組みます。そ

れに伴い、理学療法士 2 名・作業療法士 1 名・言語療法士 1 名の増員を計画し事業計画を含め人材確保

と専門療法士育成に向けて取り組みます。

職員数
総数

23 名（育休職員 1 名・助手 1 名含む）

職種別

理学療法士  13 名（育休職員含む）

作業療法士  6 名

言語聴覚士  3 名

助手  1 名

 

認定・資格
氏名 認定・資格名

玉城義彦 介護支援専門員
屋宜伸春 呼吸療法認定士

心臓リハビリテーション指導士
波平静香 呼吸療法認定士
狩俣貴康 呼吸療法認定士
橋爪佳代 呼吸療法認定士

氏名 認定・資格名
玉城美香 呼吸療法認定士
新垣健 がんのリハビリテーション研修終了
玉栄優子 がんのリハビリテーション研修終了

栄野比智也 がんのリハビリテーション研修終了
大城盛彦 がんのリハビリテーション研修終了
松川玲子 高次脳機能障害認定言語聴覚士

理念
患者さんの目標 ( 家庭復帰等 ) に向かって、機能的予後予測に即した、リハビリテーション全体をマネー

ジメントする。

運営方針
急性期病院におけるリハビリテーションを担い、その役割を明確にし、実践する。

院内外の関連職種間とのコミュニケーションや連携の強化を図る。

部及び個々の診療技術の向上を目指す

活動実績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
当院における持参薬管理への新たな取
り組み～電子カルテと薬局業務支援シ
ステムとの連携を通して～

沖縄県薬剤師学術大会 沖縄県 2013 年 11 月 24 日 翁長寛人

沖縄県薬剤師学術大会 沖縄県 2013 年 11 月 24 日 伊藤昌徳
造血幹細胞移植におけるアプレピタント
の有効性

日本造血細胞移植学会 沖縄県 2014 年 3 月 7 ～ 9
日

谷山美紗子、仲宗根ちひろ

平成 25年度計画及び実績
計画 目標 実績

利益目標 8000 万 1 億 4 千万

薬価差 89% 約 86%

薬剤管理指導 月間 500 件
年間 6,000 件

480 件
5,758 件

DI ニュース・情報配信 DI ニュース :11 報、緊急 :2 報

薬剤師 23 名体制 11 名 /17 名枠

学会参加 9 件 3 件 : 沖縄県薬剤師学術大会、日本造血細胞移植学会、日本緩和医療薬学会

学会発表 3 題 3 題 : 沖縄県薬剤師学術大会 (2 題 )、日本造血細胞移植学会

薬剤師病棟配置 複数病棟を兼任で配置、配置時間が不十分なため加算は未算定

スタッフ育成・
認定専門薬剤師育成

フィジカルアセスメント研修会へ参加しインストラクターを育成、認定は未実施

実習・研修 ( 専門病院派遣 ) 薬学生を 2 名受け入れ ( 徳島文理大学、日本大学 )
薬局内勉強会 :53 件
県内勉強会 : 約 40 件 ( 薬局全体として )
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64.63%14.97%

9.52%

4.08%
6.80%

診療科別処方数

摂食・嚥下（入院）

147件

内科 血液内科 外科

整形外科 泌尿器科

7.03%

91.02%

1.95%

診療科別処方数

外来全体

入院：256件

内科 整形外科 脳外科

リハビリテーション実施状況

59.4%
24.6%

15.9%

疾患別リハビリ

訓練件数（部門別）

42,669件

理学療法 作業療法 言語聴覚

27.7%

33.5%

25.4%

2.3% 6.7%

2.6%
1.8%

疾患別リハビリ

訓練件数（全体）

42,669件

脳血管 廃用 運動器

呼吸 がん 心大血管

摂食嚥下

検査・治療実績
リハビリテーション処方状況

37.57%

11.85%8.29%

26.16%

13.95%

1.62%

0.03%0.09%
0.27%

0.03%

0.15%

診療科別処方数

全体：3,391件

入院：3,135件

外来： 256件

内科 血液内科 外科

整形外科 脳外科 泌尿器科

麻酔科 小児科 耳鼻科

産婦 不明

38.73%

10.36%9.04%

30.91%

8.93%

1.60%
0.06%

0.17% 0.17%
0.06%

診療科別処方数

理学療法（入院）

1,815件

内科 血液内科 外科

整形外科 脳外科 泌尿器科

麻酔科 小児科 耳鼻科

産婦

36.55%

17.65%
9.52%

12.18%

22.27%

1.12%

0.70%

診療科別処方数

作業療法（入院）

714件

内科 血液内科 外科

整形外科 脳外科 泌尿器科

不明

42.92%

14.38%

7.63%

0.00%

32.03%

1.74%

1.31%

診療科別処方数

言語聴覚（入院）

459件

内科 血液内科 外科

脳外科 泌尿器科 耳鼻科
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リハビリテーション総合実施計画

25.9%

74.1%

リハビリテーション

総合実施計画

算定状況

対象者数：2,707名

算定数 未算定数

24.0%

76.0%

リハビリテーション

総合実施計画

算定状況（入院）

対象者数：2,449名

算定数 未算定数

44.6%

55.4%

リハビリテーション

総合実施計画

算定状況（外来）

対象者数：258名

算定数 未算定数

算定状況
対象新患数 2,707

算定数 702

未算定数 2,005

算定率 25.9%

未算定率 74.1%

算定点数 210,600 

未算定点数 601,500 

16.1%

33.9%36.5%

3.0% 6.1%

4.4%

疾患別リハビリ

訓練件数（理学）

25,354件

脳血管 廃用 運動器

呼吸 がん 心大血管

39.3%

33.6%

15.1%

1.9%
10.1%

疾患別リハビリ

訓練件数（作業）

10,515件

脳血管 廃用 運動器 呼吸 がん

53.0%

32.0%

3.8%
11.1%

疾患別リハビリ

訓練件数（言語）

6,800件

脳血管 廃用 がん 摂食嚥下
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実績報告資料等研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
ポスター発表「虚血性心疾患、持続性
心室頻拍にて慢性心不全を呈する独居
患者の活動性拡大に向けた心理的サ
ポートの必要性」

第 19 回日本心臓リハビリ
テーション学術集会

宮城県 2013 年 7 月13 日 屋宜伸春

ポスター発表「移植患者の入院中と退
院後の生活の違いについて」

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会

沖縄県 2014 年 3 月 7 日 玉榮優子、栄野比智也

活動実績
講習実施実績

名称 開催地 発表年月日 講師
平成 25 年度護部新入職研修　褥瘡とポジショニング 当院 2013 年 4 月 3 日 大見謝勝人
平成 25 年度看護部新入職研修　トランスファー 当院 2013 年 4 月 4 日 新垣健、玉城義彦

平成 25 年度医療技術部勉強会　DVT について 当院 2013 年 4 月 4 日 狩俣貴康
7 階病棟勉強会　①姿勢評価とポジショニング 当院 /7 階病棟 2013 年 4 月12 日 大見謝勝人
6 階病棟勉強会　ポジショニングとベッド上移動 当院 /6 階病棟 2013 年 4 月19 日 栄野比智也、玉栄優

子
7 階病棟勉強会②　姿勢評価とポジショニング 当院 /7 階病棟 2013 年 5 月 2 日 大見謝勝人
心リハ教室　運動療法の効果 当院 / 心リハ室 2013 年 5 月15 日 屋宜伸春
高齢者の嚥下訓練　対象 : 看護学生 当院 /6 階、7 階病棟 2013 年 5 月 31 日 松川玲子

7 階病棟勉強会　心血管リハビリテーションについて 当院 / 心リハ室 2013 年 6 月13 日 屋宜伸春
口腔ケアについて　対象 : 当院中堅看護師 当院 2013 年 7 月 9 日 松川玲子
心リハ教室　運動療法の効果 当院 / 心リハ室 2013 年 7 月10 日 屋宜　伸春
嚥下訓練について　対象 :6・7 階看護学生 当院 /6・7 階病棟 2013 年 7 月19 日 松川玲子

口腔ケアについて　対象 : 看護学生 当院 /7 階病棟 2013 年 8 月 29 日 松川玲子
平成 25 年度理学療法士協会新人研修プログラム 宮古島市 2013 年 9 月 7 日 玉城義彦
6 階病棟勉強会　ポジショニングとベッド上移動 当院 /6 階病棟 2013 年 10 月 9 日 栄野比智也、玉栄優

子
ICU・西 2 階・新 3 階病棟勉強会　ポジショニングとベッド上
移動　

当院 / リハ室 2013 年 10 月10 日 栄野比智也、照屋俊
樹

4 階病棟勉強会ポジショニングとベッド上移動 当院 / リハ室 新垣健、大城盛彦

やえせ長寿学園　介護予防 八重瀬町 2013 年 12 月13 日 玉城義彦
トランスファー指導　対象 : 看護学生 当院 / リハ室 2013 年 12 月12 日 玉城義彦

5 階病棟勉強会ポジショニング 当院 /5 階病棟 2013 年 12 月18 日 大見謝勝人
嚥下訓練について　対象 : 看護学生（8 名） 当院 /6 階病棟、7 階病

棟
2014 年 2 月 7 日 松川玲子

嚥下訓練について　対象 : 看護学生（4 名） 当院 /7 階病棟 2014 年 2 月 26 日 松川玲子
高次脳機能障害について 当院 2014 年 3 月12 日 松川玲子
ポジショニング &トランスファー　対象 : 内視鏡センター 当院 2014 年 3 月14 日 大見謝勝人

イベント参加
名称 開催地 発表年月日 参加者

理学療法フェア 2013 名護市 / イオン名
護店

2013 年 7 月 20 日 玉城義彦

県民健康フェア 2013 宜野湾市 / コンベ
ンションセンター

2013 年 8 月18 日 玉城義彦

JICA 国際交流フェスタ 2012 浦添市 /JICA 国際
センター

2013 年 11 月 9 日
~10 日

玉城義彦
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医療技術部　年度総括
　

　医療技術部としての平成 25 年度の取り組みは、平成 24 年度と同様に人材確保に

向けての活動を行いました。成果としては長崎大学薬学部に 1 名、東京と大阪の放

射線技師学校へ 3 名が入学を果たしました。数年後には国家資格を取得し沖縄で医

療の担い手として活躍する事だと思われます。しかし、薬剤師に関しては慢性的な

人材不足があり、更なる人材確保に向けて積極的に活動を進めて行きます。

平成 25 年度の院内研究発表会では医療技術部が中心となり準備を進め予選会を経

て、11 月に本選を開催しました。結果は 1 位・2 位・3 位と医療技術部が獲得しました。

これから更なるスキルアップを目指し日々の業務を進めて行きます。

また、各科では専門性の高い認定試験取得を目指し努力しています。放射線科では

マンモグラフィ認定技師、胃がん検診認定技師、CT 認定技師、臨床検査科では超音

波検査士、細胞検査士、血液及び輸血の認定技師を目指し、栄養科では糖尿病療養

指導士、栄養サポート専門療法士、健康運動士の資格取得、薬局では栄養サポート

（NST）専門薬剤師、緩和薬物療法専門薬剤師など、リハビリテーション科では心臓

リハビリテーション指導士、呼吸療法認定士、がん関連のリハビリ等の取得に向け

て活動しています。

学会発表に関しては県内や県外で多くの演題発表を行いましたが来年度は県内外で

さらに多くの演題を発表する計画です。

平成 25 年度は病院全体での取り組みに積極的に参加し行動できた年だったと思いま

す。平成 26 年度も更なるスキルアップに向けて一丸となって活動していきたいと思

います。

医療技術部部長
宮城　竜也
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医療安全管理室
　部門紹介

医療安全管理室師長　玉城　秀美

　平成 19 年に当院の医療安全部門として、組織横断的活動を行うために病院長を直属とする医療安全管理

室が設置されました。統括責任者を副院長の久場とし、看護師 1 名を医療安全管理者（リスクマネジャー）

として専従配置しています。また、医療安全管理室が事務局となっている医療安全管理委員会は、診療部門、

看護部門、医療技術部門、事務部門の各部門の代表者が参加する総勢 22 名のメンバーで構成され、毎月会

議を開催しています。

医療安全管理室　理念
１．心と心を結ぶ信頼される医療を目指す

２．医療行為は、治療を目的としたものでなければならない

医療安全管理室　運営方針
１．医療事故防止の為の安全管理体制を確立し、患者中心の医療そして医療全体の質の向上を図る

２．医療安全に関する職員への教育・研修、情報の分析、対策の立案、事故発生時の初動対応、再発防止　

　立案、発生予防及び発生した事故の影響拡大の防止等に努める

３．安全管理体制を組織内に根付かせ機能させる事で、医療機関における安全文化を醸成を促進する

職員数
総数

1 名

職種別

医療安全管理室　専従看護師　1 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

玉城　秀美 医療安全管理者認定

研究業績
学会発表

（データ作成　医療安全管理室　玉城）

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
内服薬投与時の患者誤認事例を通じた
当院の取り組み

九州・沖縄地区医療安全
に関するワークショップ

福岡県 2013 年 11 月13 日 玉城秀美
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勉強会・講習会開催
（データ作成　医療安全管理室　玉城）

研修名 主催 開催地 開催日 参加者
新入職者オリエンテーション 看護部 当院 2013 年 4 月 2 日 玉城秀美
研修医オリエンテーション 臨床研修運営協議 当院 2013 年 4 月 2 日 玉城秀美
化学療法勉強会 化学療法委員会 当院 2013 年 6 月17 日・18 日 玉城秀美
復職支援 / パワハラについて メンタルヘルス研修会 当院 2013 年 6 月19 日 玉城秀美

3 ヶ月フォローアップ研修 看護部 当院 2013 年 6 月 21 日 玉城秀美
医療安全領域研修① 医療安全 当院 2013 年 6 月 27 日 玉城秀美

医療ガス講習会 医療ガス安全管理委員会 当院 2013 年 7 月 2 日 玉城秀美
医療安全領域研修② 医療安全 当院 2013 年 7 月 25 日 玉城秀美
医療安全勉強会 医療安全管理委員会 当院 2013 年 8 月14 日・15 日 玉城秀美
ＳＳユーザー会 ＩＴ委員会 県外 2013 年 8 月 24 日 玉城秀美
医療安全領域研修③ 医療安全 当院 2013 年 8 月 29 日 玉城秀美
医療安全領域研修④ 医療安全 当院 2013 年 9 月 26 日 玉城秀美
医療安全能力向上に向けて 沖縄県看護協会 院外 2013 年 10 月 3 日 玉城秀美
医療安全領域研修⑤ 医療安全 当院 2013 年 10 月 24 日 玉城秀美
医療安全領域研修⑥ 医療安全 当院 2013 年 11 月 28 日 玉城秀美
医療安全領域研修⑦ 医療安全 当院 2013 年 12 月 26 日 玉城秀美
医療安全領域研修⑧ 医療安全 当院 2014 年 1 月 30 日 玉城秀美
看護実践を支えるマネジメント 看護研究学会 院外 2014 年 2 月 22 日 玉城秀美
医療安全講演会 医療安全管理委員会 当院 2014 年 3 月 24 日 玉城秀美

実績報告資料等

活動実績
インシデント報告件数

　ハートライフ病院では小さいインシデントでも発見者が報告しやすい環境を整え、患者さんへの影響を

最小限に抑えるため、部署 ID での報告制度を導入しています。各部署へ振り分けた ID で報告する事によ

り、当事者が分からない場合や影響レベルの低いケースなどでも、気付いた時点で誰でも早々の報告を行

えるようになり、報告件数が増加し事故防止対策を図る事が可能となっています。
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感染対策管理室
部門紹介

感染対策管理室　石川　由希

　感染対策管理室は平成 20 年に院長直下の感染に関する諮問機関として設置され、平成 24 年度から専

従看護師２名（うち１名感染管理認定看護師）と事務員 1 名で活動しています。

　感染対策管理室の活動は主に感染管理業務を行います。毎日病棟をラウンドしながら、感染対策の実施

状況を確認し、スタッフへ手袋やエプロンの着脱、手指衛生のタイミングを指導したり、感染に関する相

談を受けます。感染管理に関する相談（コンサルテーション）を受ける事で感染対策に関する潜在的な問

題を見つけ感染管理活動を発展させることができます。また、院内感染対策委員会やコメディカル部門も

含めた各部署より選出されたメンバーで構成される感染対策小委員会などの運営を行います。その他に、

週一回の ICT（infection control team）での会議や耐性菌・抗菌薬ラウンドを実施しています。

平成 25 年 6 月には病院のサポートもあり、新たに２名が感染管理認定看護師教育課程の研修を受けまし

た。感染管理認定看護師が増える見込みです。今後、ますます感染対策を充実させていきます。

感染管理対策室　理念
感染管理をとおして、患者さんが病院を信頼し、安心して質の高い医療を提供できることを目指し活動し

ています。

職員数
総数

3 名

職種別

感染対策管理室　専従看護師　2 名

一般事務　1 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

石川由希 呼吸療法認定士
医療環境管理士

宮城美那 感染管理認定看護師

　

医療安全管理室　年度総括
　

　毎年、医療安全の強化、医療事故の低減を目標に活動しています。

今年度は全職員を対象とした医療安全勉強会を 8 月 14 日・15 日の 2 日間開催しま

した。担当講師は、看護部、薬局、検査、リハビリ、栄養科、事務の委員のメンバー

で担当し、各部署で取り組んでいる安全対策を発表しました。他部署で実践してい

る安全対策を参考に各部署が安全対策に取り組んで頂きます。

　また、院外から講師を招いて勉強会を行いました。当院の顧問弁護士に実際に当

院での事例を元に講演して頂きました。大勢の職員が参加し活発な質問がかわされ

有意義な講演会を開催する事が出来ました。

　ほかにも院外活動としてリスクマネジャー交流会を毎月実施しました。開催場所

を持ち回りとする事で施設見学を兼ねながらの交流が実施出来ました。今後も継続

していく予定です。

　また、平成 25 年 2 月から医療安全管理室、感染対策管理室、栄養サポート室の

各部署が一つの部屋に集まり業務を行っています。各部署が別々に活動していた時

と違い、情報共有が容易になり。また、業務改善が必要なケースも話し合いが、速

やかに行われ早期の改善策につながります。今後も各部署連携した行動を意識して

活動して参ります。

医療安全管理室
玉城　秀美
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活動実績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
個人防護具の着用向上に向けて～環境
整備から始まる実践的知識への働きか
け～

第２９回日本環境感染学会 東京都 2014 年 2 月13 日～
2014 年 2 月14 日

宮城美那、當銘亜里沙

当院における医療廃棄物処理現状と感
染対策

第８回沖縄県 ICN ネットワーク
セミナー

那覇市 2014 年 3 月 29 日 宮城美那

勉強会実施実績
名称 開催地 年月日 演者 対象

院内感染対策について 当院 2013 年 4 月1 日 普天間光彦 新入職者全員

感染対策の意義～あなたも私も大丈
夫 !? ～

当院 2013 年 4 月 2 日 宮城美那 看護部新入職者

感染対策の意義～標準予防策、職業感
染管理～

当院 2013 年 4 月 3 日 宮城美那 研修医 1 年目

洗浄・消毒・滅菌　血流感染 当院 2013 年 4 月 8 日 石川由希 看護部新入職者
感染管理・リンクの役割～起しちゃいま
す !? 革命を～

当院 2013 年 4 月 26 日 宮城美那 感染対策小委員会

夏のインフルエンザ流行と冬用ワクチン
の有効性についての研究

当院 2013 年 5 月 8 日 高山義浩（県立中部病院） 医師・研修医・救急外来 /
外来看護師

手洗い講習会極める ?! 極めようっ !! 当院 2013 年 5 月 24 日 宮城美那 感染対策小委員会
標準予防策・手洗い講習 当院 2013 年 5 月 24 日 普天間光彦・宮城美那・接触感

染対策 G
全職員対象

手洗い、PPE の実際 当院 2013 年 5 月 31 日 宮城美那 看護助手
血流感染 Bacillus cereus 当院 2013 年 5 月 31 日 石川由希 7 階病棟看護師
守り守られ、安全に ! ～個人防護具を
活用しよう～

当院 2013 年 6 月13 日 宮城 感染対策小委員会

手洗い講習 当院 2013 年 6 月 20 日 石川由希 栄養科
いちから始める感染対策～隔離予防策
～

当院 2013 年 6 月 20 日 宮城美那 領域研修（看護部）

血流感染 bloodstream infection:BSI
～起さないぞ、我々は !! ～

当院 2013 年 6 月 21 日 宮城美那 3 か月フォローアップ（看護
部）

相手も自分も守ろう～職業感染防止～ 当院 2013 年 6 月 27 日 宮城美那 リハビリ
手洗い、PPE の実際 当院 2013 年 6 月 28 日 宮城美那 看護助手
手洗いが一番～感染対策の基本～ 当院 2013 年 7 月 9 日 宮城美那 国際ビル産業
細菌検査の基礎知識 2013 年 7 月11 日 森山武志 感染対策小委員会
細菌検査の基礎知識 抗菌薬について 当院 2013 年 7 月12 日 森山武志・宮里武行 領域研修（看護部）
手洗いが一番～感染対策の基本～ 当院 2013 年 7 月16 日 宮城美那 国際ビル産業
血液を介して起こる医療関連感染 当院 2013 年 8 月 5 日 佐久川廣 全職員対象
抗菌薬とは 当院 2013 年 8 月 8 日 宮里武行 感染対策小委員会
バッチリ実践 !? ～磨こう! 医療関連感
染対策～

当院 2013 年 8 月 20 日 宮城美那 領域研修（看護部）

血流感染 当院 2013 年 9 月12 日 血流感染 G 感染対策小委員会
” 知っている ” から” やっている ” へ～職
業感染対策～

当院 2013 年 9 月17 日 宮城美那 領域研修（看護部）

さぁ、みんなでゲリラ対策 !! ～感染性
胃腸炎～

当院 2013 年 9 月 20 日 宮城美那 6 か月フォローアップ ( 看護
部）

いちから始める感染対策～隔離予防策
～

当院 2013 年 10 月16 日 宮城美那 領域研修（看護部）

いちから始める感染対策～隔離予防策
～

当院 2013 年 10 月18 日 宮城美那 領域研修（看護部）

針刺し・切創汚染時の対応 当院 2013 年 10 月10 日 職業感染 G 感染対策小委員会
感染管理 みんなでやることに意味があ
る !!

当院 2013 年 11 月 5 日 宮城美那 ぐしかわ看護専門学校

結核患者の送迎について 当院 2013 年 11 月 6 日 宮城美那 患者サービス
針刺しラベル発行手順説明会 当院 2013 年 11 月11 日 宮城美那 7 階病棟看護師

業務実績
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名称 開催地 年月日 主催 参加者
県内認定看護研究会 豊見城 2014 年 1 月10 日 沖縄県認定看護師研究会 宮城美那

感染管理認定看護師のためのキャリア
ディベロップメント講座

東京都 2014 年 1 月11日～
2014 年 1 月12 日

NPO 法人 HAICS 研究会 宮城美那

最近の結核診断と治療～早期診断のポ
イント～

沖縄市 2014 年 2 月 20 日 沖縄県中部保健所 宮城美那

第８回沖縄県 ICN ネットワークセミナー
　廃棄物処理における医療安全管理と
感染予防対策

那覇市 2014 年 3 月 29 日 沖縄県 ICN ネットワーク 宮城美那・石川由希

国立国際医療研究センター・エイズ治
療研究開発センター　
出張研修会

西原町 2014 年 2 月1 日 国立国際医療研究センター・エ
イズ治療研究開発センター

石川由希

第 9 回　医療関連感染対策セミナーｉ
ｎ沖縄

那覇市 2014 年 3 月15 日 健栄製薬株式会社・沖縄県看
護協会他

石川由希

平成 26 年度目標
＊針刺し・切創 23 件以下

＊ MRSA 院内発生件数　50 件以下　　

＊速乾性擦式ｱﾙｺｰﾙ製剤使用量　1 日 5L 以上

＊手術部位感染サーベイランスのフィードバック

＊血流感染サーベイランスの確立（予防対策の強化、感染率の算出）

名称 開催地 年月日 演者 対象
針刺しラベル発行手順説明会 当院 2013 年 11 月14 日 宮城美那 6 階病棟看護師
CD（クロストリジウム・ディフィシル）
対策

当院 2013 年 11 月 25 日 環境整備 G 感染対策小委員会

細菌検査の基礎知識 抗菌薬について 当院 2013 年 11 月19 日 森山武志・宮里武行 領域研修（看護部）
針刺しラベル発行手順説明会 当院 2013 年 11 月 20 日 宮城美那 5 階病棟看護師
感染管理 みんなでやることに意味があ
る !!

当院 2013 年 11 月 29 日 宮城美那 沖縄看護専門学校

針刺しラベル発行手順説明会 当院 2013 年 12 月 9 日 宮城美那 ICU 看護師・3 階新病棟看
護師

手洗い講習会 当院 2013 年 12 月11 日 宮城美那 国際ビル産業
インフルエンザ 当院 2013 年 12 月12 日 宮城美那 感染対策小委員会
バッチリ実践 !? ～磨こう! 医療関連感
染対策～

当院 2013 年 12 月17 日 宮城美那 領域研修（看護部）

結核の現状 当院 2013 年 12 月18 日 普天間光彦 全職員対象
感染性胃腸炎 当院 2014 年 1 月 9 日 宮城美那 感染対策小委員会
” 知っている ” から” やっている ” へ～職
業感染対策～

当院 2014 年 1 月 23 日 宮城美那 領域研修（看護部）

洗浄・消毒・滅菌　 当院 2014 年 2 月 7 日 石川由希 感染対策小委員会
尿道留置カテーテル管理 当院 2014 年 2 月18 日 宮城美那 5 階病棟看護師
手洗い講習会 当院 2014 年 2 月 21 日 石川由希 栄養科
手洗い講習会 当院 2014 年 2 月 27 日 宮城美那 栄養科
針刺し　患者さん、そして自分を守るた
めに

当院 2014 年 2 月 28 日 石川由希 1 年目フォローアップ

吐物処理 当院 2014 年 3 月18 日 石川由希 栄養科

勉強会参加実績
名称 開催地 年月日 主催 参加者

Apricot iPac  セミナー　感染対策の ”
落とし穴 ” ～それぞれの現場でこんなと
ころに気を付けてください～

宜野湾市 2013 年 4 月 23 日 特定非鋭利活動法人（NPO) 日
本感染管理支援協会

宮城美那・石川由希・その
他看護師・コメディカル 31
名

A/H7N9 インフルエンザどう考える？ど
う備える？

うるま市 2013 年 4 月 25 日 中部病院 宮城美那

沖縄県 ICN ネットワーク勉強会 西原町 2013 年 6 月14 日 沖縄県 ICN ネットワーク 石川由希・宮城美那

感染管理認定看護師へ 南風原町 2013 年 7 月 26 日 沖縄県看護協会 宮城美那

第 21 回　県内認定看護師研究会 豊見城 2013 年 9 月13 日 沖縄県認定看護師研究会 宮城美那

感染管理認定看護師のためのキャリア
ディベロップメント講座

東京都 2013 年 9 月14 日
～ 2013 年 9 月15
日

NPO 法人 HAICS 研究会 宮城美那

ICN 勉強会 西原町 2013 年 10 月 2 日 沖縄県感染管理認定看護師会 宮城美那

第２７回沖縄県感染管理研究会 宜野湾市 2013 年 11 月16 日 沖縄県感染管理研究会 宮城美那

院内感染対策講習会 兵庫県 2013 年 12 月 9 日
～ 2013 年 12 月10
日

厚生労働省 澤岻安勝

沖縄県 ICN ネットワーク勉強会 西原町 2013 年 12 月 20 日 沖縄県 ICN ネットワーク 宮城美那

感染症対策の最近の動向 南風原町 2014 年 1 月10 日 那覇検疫所・沖縄県福祉保健
部

石川由希
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栄養サポート室
部門紹介

栄養サポート室　嘉数　智子　

　栄養サポート（以下 NST）とは、医師、看護師、管理栄養士、薬剤師、臨床検査技師、リハビリなど

の専門スタッフが連携し、それぞれの知識や技術を持ち合い患者さんにとって最適な方法で栄養支援を行

う医療チームの事を言います。

　当院 NST は、平成 17 年に院長直下の委員会として発足し、同年に NST 稼働施設認定を取得しました。

翌 18 年には褥瘡対策委員会と合併し NST・褥瘡対策委員会として協働で活動しています。平成 22 年度

から看護部より出向のもと、看護師 1 名を専従として配置し栄養サポート体制を強化しました。

栄養サポート室　理念
医療チームの一員として、それぞれの専門スタッフが知識や技術を持ち合い患者さんに最適な方法で栄養

支援を行う。

栄養サポート室　運営方針
入院患者さんに対し個々の栄養状態を把握し最もふさわしい栄養管理を提言することで、早期回復を助け

患者さんの QOL 向上に貢献する。

職員数
総数

1 名

職種別

栄養サポート室　専従看護師　1 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

嘉数智子 栄養サポートチーム専門療法士
日本静脈経腸栄養学会員
日本褥瘡学会員

NST 回診＆カンファレンスについて
NST 対象患者選択

●回診前週の採血でアルブミン値 3.0㎎ /dl 以下

　の患者

●褥瘡を有してる

●摂食・嚥下障害がある

●経腸栄養中のトラブル（下痢・便秘・胃食道逆

　流・瘻孔トラブルなど）

NST 対象除外

●術後の採血でアルブミン値が 3.0㎎ /dl 以下

●ターミナル期の患者（予後が短く介入困難）

●化学療法中などの患者でも摂食が十分な場合

感染対策管理室　年度総括
　平成 25 年度は院内感染対策マニュアルの全改訂を行い、感染防止対策への実践強

化を図るため、各部署におけるマニュアル周知や遵守、また実践状況把握にて現場ラ

ウンドに重点を置きました。まず、感染対策小委員会のリンクスタッフが中心となっ

て行う環境ラウンドでは、リンクスタッフの主体性や現場目線での問題抽出や改善策

が練られ、部署間の円滑なコミュニケーションの場が定着されています。診療報酬制

度の感染管理加算では、連携施設との密な情報交換や相互ラウンドを通して、新たな

問題点や対策強化に繋がっています。廃棄物ラウンドでは、各部署において安全に一

時保管するスペースがない問題点に対し、廃棄物適正処理委員との協同にて廃棄物一

時保管運搬容器の導入を行い、安全に廃棄物を運搬・管理が行えるようになりました。

耐性菌ラウンドでは、検出患者を当該病棟スタッフ以外も把握し迅速な対策が行える

よう、既存の共有ファイルより閲覧できる「感染症患者チェック表」の見直し、院内

週報の作成、ナースコール板や病室前にて確認が行える「感染症シール」と経路別

予防策がとれるよう「予防策シール」を作成しました。耐性菌発生時には現場スタッ

フが「感染症シール、予防策シール」の貼付を行い、当該スタッフと共に患者状況や

対策について確認していくことで、現場スタッフの意識向上に繋がっていると考えま

す。また、血液培養結果を基に採取者と振り返りを行い、採取手技や耐性菌に関する

実践指導にも力を注ぎました。感染対策小委員のリンクスタッフだけでなく、看護部

領域研修や部署別教育などを通して院内スタッフの知識、スキル向上、育成を行いた

いと思っています。

　平成 26 年度には新たに感染管理認定看護師が 2 名誕生予定であり、院内に 3 名の

感染管理認定看護師配置となります。3 名体制にて更なる、現場への指導、実践強化

を図り、院内全体の感染対策に従事したいと思います。

感染対策管理室
宮城　美那



社会医療法人かりゆし会　平成 25 年度　年報 [ 第 20 号 ] Annual report of Social medical corporation KARIYUSHIKAI Vol.20  2013

178 179

活動実績
勉強会及び研修会参加

研修名 主催 開催地 開催日 備考
エルネオパ説明会 大塚製薬 当院 委員会対象
QI プロジェクト説明会 東京都 2013 年 4 月16 日
栄養サポートセミナー 那覇市立病院 NST 那覇市 2013 年 5 月 31 日
第 5 回　県立中部病院 NST 集中勉強会 県立中部病院 NST うるま市 2013 年 6 月1 日
第 6 回　排尿機能研究会 那覇市 2013 年 6 月 7 日 7F 師長　宮平典子発表

「褥瘡治療 - 外用療法と外科的治療の選
択」「褥瘡治療における栄養管理」

NST・褥瘡対策委員会 当院 2013 年 6 月14 日 職員対象院内勉強会

第 12 回　沖縄臨床栄養懇話会 テルモ 那覇市 2013 年 6 月 22 日

第 15 回　日本褥瘡学会 日本褥瘡学会 兵庫県 平成 25 年 7 月19
日～ 20 日

嘉数智子発表

排泄ケアセミナー in 沖縄 ネスレヘルスサイエンス 浦添市 2014 年 10 月 9 日
第 9 回　沖縄胃瘻研究会 沖縄胃瘻研究会 那覇市 2013 年 11 月 9 日
アクアセルフォーム説明会 コンバテックジャパン 当院 2013 年 12 月 2 日 委員会対象
TENA 排泄ケアセミナー ユニチャームメンリッケ 宜野湾市 2014 年 1 月 25 日
ONS の臨床応用とそのこつ - 消化器外科
患者や一般外来患者の経緯を踏まえて-

大塚製薬 那覇市 2014 年 2 月13 日

ハイネイーゲル説明会 大塚製薬 当院 2014 年 3 月 3 日 委員会対象
ネスレセミナー in 中部地区 ネスレヘルスサイエンス 北谷町 2014 年 3 月10 日
第 9 回　沖縄 NST フォーラム 大塚製薬 那覇市 2014 年 3 月15 日 嘉数智子発表
第 3 回　沖縄リハビリテーション栄養研
究会

沖縄リハビリテーション
栄養研究会

那覇市 2014 年 3 月 22 日 嘉数智子世話人

スキンケアについて ユニチャームメンリッケ 当院 2014 年 3 月 24 日 委員会対象

業務実績

[ リスク ]とは？
座位保持できるが屋内の生活に何らかの介助を要
する状態、または、終日ベッド上で過ごし、生
活のほとんどにおいて介助を要する状態を指しま
す。※日常生活自立度判定で、ランクＢ、ランク
Ｃの状態。
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栄養サポート室　年度総括

平成 25 年度は、外科副部長を栄養サポート室委員長、外科医師 1 名、消化器内

科医師 1 名を副委員長とし、看護師 26 名、医療技術部 12 名で構成しています。

栄養サポート室では全入院患者さんに対し、採血結果 Alb 値 3.0g/dL 以下でカン

ファレンス対象者のリスト作成を行い、リンクナースは NST 回診及びカンファレン

スの対象となる患者さんをリストアップし、毎週月曜日に病棟回診とカンファレン

スを実施しています。

カンファレンスでは、適切な経腸栄養剤の選択、食事形態や食事量の検討を行い主

治医や病棟スタッフに対し提案・助言をフィードバックし栄養状態の改善に努めま

した。

栄養管理は、すべての疾患治療の上で共通する基本的医療のひとつです。症状や

疾患に対する専門的な栄養療法の知識を習得し、患者さん個々に応じた栄養管理が

実施できるよう取り組んでいきたいと考えております。

また、平成 24 年度に発足した看護部排泄ケアプロジェクトが、平成 25 年度には

NST・褥瘡委員会へ移行し「足元からのケアを充実させる」をモットーに活動開始

しました。

栄養サポート室
嘉数　智子

内視鏡センター
部門紹介

内視鏡センター長　折田　均

　内視鏡センターは日本内視鏡学会の認定指導施設で、内視鏡センターには指導医や専門医、消化器内視

鏡技師を含む看護スタッフなど 29 名が従事しています。当センターでは通常検査や予防医学センターの

検査のほか、消化管出血などに対する緊急内視鏡処置も多数行っており、総胆管結石などの胆・膵の処置

（ERCP 関連）や従来は外科的手術が必要だった、病変が広い早期食道がんや胃がん、大腸がんに対して、

ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）を取り入れています。

職員数
総数 29 名

職種別

指導医　3 名

専門医　5 名

その他　7 名　

内視鏡技師　Ⅰ種　6 名

　　　　　　Ⅱ種　2 名

看護師　3 名

助手　3 名

認定・資格
氏名 認定・資格名

古波倉美登利 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視
鏡技師

平良ゆかり 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視
鏡技師

喜屋武香織 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視
鏡技師

国仲トモ子 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視
鏡技師

氏名 認定・資格名
渡久山すえの 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視

鏡技師
宮里奈央 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視

鏡技師
野原さやか 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視

鏡技師
大城　敦 日本消化器内視鏡学会認定　消化器内視

鏡技師

内視鏡センター　運営方針
1. インフォームドコンセントを充実させ、受検者の満足に答える医療サービスを提供する。

2. 安全性を確保しつつより高いレベルへの診断能の向上、内視鏡治療の質の向上をめざす。

3. 消化器内視鏡指導施設として、医師及びコメディカルスタッフの指導・育成を行う。

目標
（1）より高い診療技術の向上

（2）患者安全の確保

（3）洗浄・消毒の徹底と管理
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GF

止血術
ＥＭＲ
ＥＶＬ
ＥＩＳ
粘膜下層切開剥離術
食道狭窄拡張術バルーン
その他

検査・治療件数
内視鏡検査及び内視鏡的治療

種別 合計
胃内視鏡 8,439
大腸内視鏡 2,663
ＥＲＣＰ 140
小腸内視鏡 0
気管支鏡 45

上部消化管（内訳）
止血術 42
ＥＭＲ 20
ＥＶＬ 28
ＥＩＳ 9
食道狭窄拡張術バルーン 34
食道狭窄拡張術ブジー 50
食道ステント留置術 2
焼灼術 48
異物摘出術 10
胃瘻造設術 77
粘膜下層切開剥離術 14
マーキング 0
イレウスチューブ挿入 2
POEM 3
小腸拡帳 4
超音波内視鏡 36

下部消化管（内訳）
ＥＭＲ 280
止血術 11
直腸狭窄拡張術 13
異物摘出術 0
超音波内視鏡 0
粘膜下層切開剥離術 2
ステント 1
イレウスチューブ挿入 2
マーキング 0

胆道・膵管（内訳）
乳頭切開術（ＥＳＴ） 68
乳頭拡張術（ＥＰＢＤ） 6
総胆管結石砕石 / 採石術 38
経鼻胆管ドレナージ（ＥＮＢＤ） 11
胆管 stent 71
膵管 stent 24
ENPD 7

気管支鏡（内訳）
経気管支肺生検（ＴＢＬＢ） 21
肺胞洗浄（ＢＡＬ） 32
異物摘出術 1
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
内視鏡の洗浄・消毒講習会 沖縄内視鏡技師会講習会 西原町 2013 年 6 月 8 日 古波倉美登利
食道アカラシアに対する POEM の症例
を通して学んだこと

第 64 回九州消化器内視
鏡技師研究会

宮崎県 2013 年 11 月 9 日 宮里奈央

活動実績
院内外研修・勉強会参加実績

名称 開催地 年月日 参加者
抗血栓薬服用者に対する消化器内視鏡診療ガイドラインについて　
講氏：Dr 折田

当院 2013 年　4 月13 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲
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名称 開催地 年月日 参加者
食道機能異常の診断法について　講師：土田　氏 当院 2013 年　4 月17 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、

宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田

食道狭窄と内視鏡的バルーン拡張治療について　講師：BOSTON
株式会社　　多良木　氏

当院 2013 年　5 月 8 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲

内視鏡の洗浄・消毒講習会　講議と実践を通し内視鏡の洗浄・消
毒を学ぶ　主催 / 内視鏡技師会　講師：古波倉

西原町 2013 年 6 月 8 日 古波倉、喜屋武、、渡久山、野原、
大城、佐久田、上江洲、、伊佐

糞線虫症～内視鏡における糞線虫の感染対策～　講氏：Dr. 折田 当院 2013 年 6 月15 日 古波倉、平良、國仲、宮里、渡
久山、野原、大城、佐久田、上
江洲、伊佐

経口腸管洗浄剤「モビプレップ」　講師：味の素 / 宅島　氏 当院 2013 年 7 月 8 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、野原、大城、佐久田、上
江洲、入与那国、伊佐、棚原

ERCP 関連について　講師：Dr. 仲吉 当院 2013 年 8 月日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲、入与那国、

高齢化社会における酸分泌関連疾患の現状と対策　～ GERD につ
いて～　講氏：Dr. 折田

当院 2013 年 8 月 28 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲、入与那国、

上部消化管内視鏡における新しい胃蠕動運動抑制剤（ミンクリア）
の有用性について　講師：日本製薬 / 植村　氏

当院 H24 年 11 月 22 日 古波倉、國仲、喜屋武、宮里、
渡久山、野原、大城、、上江洲、
入与那国、伊佐、小嶺

食道静脈瘤止血用チューブ（TSB チューブ）使用方法　（講師：Dr
城間）

当院 2013 年 9 月14 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲、入与那国

第 2 回「情報交換会」（主催 / 内視鏡技師会） 沖縄市 2013 年 12 月 7 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、、渡久山、野原、大城、
佐久田、上江洲、入与那国

第 9 回沖縄県胃瘻研究会 H24 年 12 月 8 日 大城、佐久田、入与那国
第 64 回　九州消化器内視鏡技師研究会　「食道アカラシアに対す
る POEM の症例を通して学んだ事」　発表 / 宮里奈央

宮崎 2013 年 11 月 9 日 古波倉、喜屋武、宮里、

Flexima Biliary　ステント留置法について　講師：BOSTON　多良
木氏

当院 2013 年 11 月14 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲、入与那国、

経口腸管洗浄剤モビプレップ服用方法について　講師：味の素 / 宅
島　氏　　　　　　　　　　　

当院 2013 年 12 月 5 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲、入与那国、前田

POEM 勉強会　講師：Dr 奥島 当院 2013 年 12 月11 日 古波倉、平良、國仲、喜屋武、
宮里、渡久山、野原、大城、佐
久田、上江洲、入与那国、

実績報告資料等

内視鏡センター　年度総括
　平成 25 年度の内視鏡件数は上部下部内視鏡検査ともに過去最高の件数でした。

その要因としては内視鏡医の人員がある程度充足したことが挙げられます。ただし

現行の体制では、上部内視鏡検査は今後頭打ちの状態になることが予想されます。

下部内視鏡検査は、まだ多少の上積みは期待できます。しかし、検査件数をさらに

伸ばすには、内視鏡センターの拡充と内視鏡医、内視鏡技師などスタッフの増員を

同時に実施しなければなりません。その方策としてはセンターの移転も検討される

べきでしょう。
内視鏡センター長
折田　均
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予防医学センター
　部門紹介

予防医学センター長　謝花　隆光

　予防医学センターは昭和 63 年の開院時はからスタートしており、当初は外来部分に位置し、平成 3 年

に 9 階建ての建物が完成し 8 階へ移動しました。

　スタート時の受診者はドックが 46 名、健診が 197 名でしたが、９階へさらにの拡張しハード・ソフ

ト面で受診者の受け入れ態勢を充実させた結果、平成 25 年度には、ドックが 12,292 名、健診が 1,859

名となりました。平成 7 年から開始した脳ドックが 111 名、平成 20 年より開始した特定健診が 289 名

となっています。

職員数
総数

48 名

職種別

医　　師　7 名

看  護  師　11 名

保  健  師　4 名

一般事務　10 名

クラーク　7 名

検査技師　7 名

助　　手　2 名

予防医学センター　理念
1. 受診者に満足いただけるよう、心のこもった親切・丁寧な接遇につとめます   

2. 診断技術と検査の精度向上に心がけ、質の高い信頼される健診に努めます   

3. 医師、保健師、看護師、臨床検査技師、診療放射線技師、事務職などスタッフ全員が相互連携協力して、

最良の健診サービスに努めます

4. 受診者に満足していただけるよう、健診結果を十分に説明し、かつ事後の健康支援に努めます

予防医学センター　運営方針
私たちは、受診者との心のふれあいを大切に信頼される予防医学をめざします。

検査件数

19.8%

16.3%

10.1%
9.4%

2.8%
7.7%

6.8%

6.8%

4.1%
2.7%

4.7%
8.7%

受診者

市町村別比率

宜野湾市 西原町 那覇市
中城村 北中城村 浦添市
沖縄市 南城市 うるま市
南風原町 与那原町 その他

53.1%46.9%
受診者

男女比率
（受診14,696名中）

男性 女性

0.2%

6.0%

16.9%

26.4%26.3%

16.4%

6.9%

0.8%

年代別受診者数
（受診14,696名中）

10代 20代 30代
40代 50代 60代
70代 80代以上
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平成 25年度受診者数
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
第５６回日本糖尿病学会年次学術集会 日本糖尿病学会 熊本市 2014 年 5 月17 日～

19 日
當眞　結子

沖縄移住者の生活習慣変化による健康
への影響

第 53 回日本人間ドック学
会

静岡県 2014年８月２９～３０
日

屋我裕子、安次富道代、渡真
利ゆりか、甲斐博子、比嘉昌文、
宮里稔、謝花隆光

活動実績
課内勉強会

院内勉強会 講師 場所 日時 参加者
検査結果の見方：身体測定・生理学的検査 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 4 月10 日 １７名
検査結果の見方：脂肪の話 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 4 月17 日 １６名
検査結果の見方：水の話 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 4 月 24 日 １６名
がん予防についての知見：食品・その他 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 5 月 22 日 １８名
健康食品・健康法について 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 6 月 25 日 １９名
寿命と遺伝子 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 7 月 29 日 ２１名
放射能汚染と食品 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 8 月19 日 ２０名
タンパク質と疲労 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 9 月 30 日 １６名
炭水化物：糖質制限の話題 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 10 月 21 日 １７名
ビタミンについて 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2013 年 11 月 25 日 ２０名
ミネラルについて 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2014 年 1 月 20 日 １５名
日本人の死因 謝花隆光予防医学センター長 9Ｆドックフロア 2014 年 2 月 24 日 １５名
臨床心理士さんに聞いてみよう ハートライフクリニック大家聡

樹
9Ｆドックフロア 2014 年 3 月19 日 １５名

その他活動実績
学会・研修会 場所 日時 参加者

多目的コホート研究公開講座　沖縄県中部保健所 沖縄県 2014 年 1 月10 日 安次富　道代
コーチング研修　宜野湾市保健相談センター 宜野湾市 2014 年 1 月 27 日 甲斐博子、當眞結子、安次富道

代
第２９回　日本静脈経腸栄養学会学術集会　本日静脈経
腸栄養学会

パシフィコ横浜 2014 年 2 月 27 日
～ 3 月1 日

當眞　結子

健診機関交流会 沖縄赤十字病院 2014 年 3 月15 日 小橋川広美、安次富道代
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実績報告資料等 予防医学センター　年度総括
　

　前年に誕生した新政権の経済政策への期待もあってか、平成 25 年度は、多くの

国民が世の中が明るくなってきた印象を持った年度でした。

予防医学センターの平成 25 年度目標は、1. 人間ドック・健診受診者数増加、2. 受

診者の意見に基づいた業務改善、3. スタッフ教育による健診・ドックの質の向上、

4. オプション検査の充実、5. 人間ドック健診施設機能評価受審に向けての体制づ

くりを目指しました。

　それぞれの項目については、

1. 受診者数については、企業や各種団体への営業活動はもちろんのこと、常勤

診察医の確保、レディースデイの設置などを行い、総受診者数 14.696 人となって、

平成 24 年度を上回ることができました。

2. 受診者からの投書、ゆいまーるノート ( 健診ドック終了後、自由に意見を記

入してもらったもの ) の意見や提案に対して、改善点をロッカールームに貼りだし、

受診者にフィードバックしています。

3. 医師や看護師、保健師、管理栄養士、外部からの講師による勉強会を頻回に

行い、スタッフ間の共有知識を増やし、日常業務に役立てています。また、第 54

回日本人間ドック学会学術大会において、当センタ一保健師が演題発表を行いま

した。

4. 大腸カメラ検査は、平成 24 年度よりやや減少しましたが、昨今のメタボに

対する関心を反映してか内臓脂肪 CT 検査は大幅に増加してします。

5. 平成 26 年度中に日本人間ドック学会人間ドック健診施設機能評価 Ver.3 の受

審に向けての意識・環境づくりを進めました。

　以上の実績は、予防医学センターのみで成し得たものでなく、診察や読影にか

かわって下さった医局の先生方、看護部、放射線科、臨床検査科、各外来診療科、

救急科、内視鏡室、ハートライフクリニック、薬局、地域医療連携室、栄養科、厨房、

食堂とまと、その他各部署の皆様の御協力があって達成されたものであり、深く

感謝申し上げます。

　また、平成 25 年度、予防医学センターにおいては、大きな事故やトラブルもな

く、スタッフ一問、健康で過ごすことができましたことにも感謝致しております。

予防医学センター
センター長
謝花　隆光
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事務部

部門紹介

　事務部は総務課、経理課、用度課、請求業務課、管財課、診療情報管理室、経営企画室、地域医療連携

室の 8 部署で構成されており、136 名の職員が所属しています。

職員数
総数

136 名

職種別

一般事務　　　　　　　   　101 名

医療ソーシャルワーカー　　 5 名

施設技術者　　　　　　　　 4 名

調理師（収益部門）　　　    2 名

その他　　　　　　　　　24 名
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年月日 行事
2013 年 7 月 27 日 ＢＬＳ講習会
2013 年 8 月 5 日 院内感染対策講演会「血液を介して起こる医療関連感染」
2013 年 8 月 8 日 講演会「外傷診療の基本と胸部外傷」
2013 年 8 月14 日 医療安全管理委員会主催　「Ｈ 25 年度　リスクメネジメント勉強会」（1 日目）
2013 年 8 月15 日 医療安全管理委員会主催　「Ｈ 25 年度　リスクメネジメント勉強会」（2 日目）
2013 年 8 月15 日 井上貴裕先生による「ＤＰＣ勉強会」
2013 年 8 月16 日 講演会「初期研修医と後期研修医に総合診療（救急）のレクチャー、症例検討等また、指導医にも教育方法

を勉強してもらう」
2013 年 8 月 22 日 ハートライフ病院　開院２５周年
2013 年 8 月 31 日 ハートライフ病院研修医同窓会（エリスリーナ西原ヒルズガーデン）
2013 年 9 月 3 日 科別実績報告会（1 日目）
2013 年 9 月 4 日 科別実績報告会（2 日目）
2013 年 9 月11 日 救急症例検討会
2013 年 9 月12 日 院内研究発表会　医療技術部予選会
2013 年 9 月13 日 メンタルヘルス研修会　全職員対象　（うつ病の予防と対応法）
2013 年 9 月19 日 院内研究発表会　事務部予選会
2013 年 9 月 20 日 院内研究発表会　看護部予選会
2013 年 9 月 26 日 メンタルヘルス研修会　役職者対象「復職支援／パワハラについて」
2013 年 10 月 3 日 井上貴裕先生による「ＤＰＣ勉強会」
2013 年 10 月11 日 九州厚生局沖縄支部（施設基準等に係る適時調査）
2013 年 10 月12 日 かりゆし会・大運動会　　吉の浦体育館　18：00 ～ 20：00
2013 年 10 月18 日 院内研究発表会（本選）
2013 年 10 月19 日 ＢＬＳ講習会
2013 年 10 月 24 日 消化器症例検討会
2013 年 10 月 25 日 平成 26 年度・診療報酬改定勉強会
2013 年 10 月 31 日 事務部（男性）かりゆしウェアー最終日
2013 年 11 月1 日 講演会「循環器外科の進歩」
2013 年 11 月 5 日 インフルエンザ予防接種開始（職員）
2013 年 11 月11 日 職員秋季健康診断　開始　～ 11/15（金）
2013 年 11 月13 日 医局秋季健康診断　8：30 ～ 9：00
2013 年 11 月 20 日 医局秋季健康診断　8：30 ～ 9：00
2013 年 12 月 3 日 中部保健所の立入検査（医療監視）
2013 年 12 月 7 日 院内災害訓練　午後１時～
2013 年 12 月 9 日 機能評価模擬審査
2013 年 12 月 9 日 緩和ケア勉強会　
2013 年 12 月13 日 救急症例検討会
2013 年 12 月14 日 社会医療法人かりゆし会　大忘年会（沖縄かりゆしアーバンリゾート那覇）18：30 ～
2013 年 12 月18 日 院内感染対策講演会「結核について」
2013 年 12 月 20 日 井上貴裕先生による「ＤＰＣ勉強会」
2013 年 12 月 30 日 社会医療法人かりゆし会　納会
2014 年 1 月10 日 新春もちつき大会　14：00 ～ 16：30
2014 年 1 月15 日 院内献血　食堂とまと前にて　13：00 ～ 17：00
2014 年 1 月19 日 群星スタンフォード大学助教授教育回診
2014 年 1 月 27 日 病院機能評価　受審（1 日目）
2014 年 1 月 28 日 病院機能評価　受審（2 日目）
2014 年 1 月 30 日 介護事業　地鎮祭
2014 年 1 月 31 日 メンタルヘルス研修会　全職員対象　（うつ病の予防と対応法）
2014 年 2 月1 日 新入職オリエンテーション　看護師 24 名　10：00 ～ 12：00
2014 年 2 月 3 日 介護事業・工事開始
2014 年 2 月 4 日 群星スタンフォード大学助教授教育回診
2014 年 2 月 5 日 講演会「コンディショニングで健康的な体作りをしよう」
2014 年 2 月16 日 おきなわマラソン　・医師２名／看護師４名　派遣
2014 年 2 月 24 日 中城村役場職員　BLS 講習会
2014 年 3 月12 日 院内火災訓練　午後 2 時～
2014 年 3 月19 日 ハートライフ病院　第９期研修医　修了式

各部署概要・実績

総務課

総務課課長　吉川　忍
職員数
総数

22 名

職種別

一般事務  8 名

秘書  4 名

警備員   1 名

患者送迎サービス係　 8 名

司書   1 名

運営方針
事務処理の迅速を図る。

各部署に対する支援強化を図る。

職場環境の整備に努める。

活動実績
院内行事

年月日 行事
2013 年 4 月1 日 平成２５年度入職式・オリエンテーション
2013 年 4 月17 日 講演会「ハイレゾマノメトリーを活用した食道機能異常に対するアプローチ」
2013 年 4 月18 日 循環器勉強会
2013 年 4 月 20 日 BSC 導入ワークショップ

2013 年 4 月 21 日 BSC 導入ワークショップ

2013 年 4 月 22 日 事務部（男性）かりゆしウェアー着用
2013 年 4 月 25 日 消化器症例検討会
2013 年 5 月17 日 井上貴裕先生による「ＤＰＣ勉強会」
2013 年 5 月18 日 ＢＬＳ講習会
2013 年 5 月 23 日 講演会「忙しい日常の中で、どうしたらユーモア精神を維持できるか？個人で努力できること、チームで努力で

きることについて」
2013 年 5 月 24 日 救急症例検討会
2013 年 5 月 29 日 院内感染対策講演会「標準予防策を知ろう、手指衛生から始めよう」
2013 年 6 月1 日 「沖縄県緩和ケア研修会 2013」（1 日目）

2013 年 6 月 2 日 「沖縄県緩和ケア研修会 2013」（2 日目）

2013 年 6 月 4 日 講演会「初期研修医と後期研修医に総合診療（救急）のレクチャー、症例検討等また、指導医にも教育方法
を勉強してもらう」

2013 年 6 月 4 日 ＢＬＳ講習会
2013 年 6 月19 日 メンタルヘルス研修会　役職者対象「復職支援／パワハラについて」
2013 年 6 月 25 日 メンタルヘルス研修会　全職員対象　（うつ病の予防と対応法）
2013 年 7 月 2 日 医療ガス講習会「医療ガスの種類と性質／事故事例」
2013 年 7 月 4 日 初期研修医と後期研修医への総合診療（救急）のレクチャー、症例検討・勉強会
2013 年 7 月 9 日 院内献血 13：00 ～ 17：00　とまと食堂前にて
2013 年 7 月17 日 参議院議員選挙　不在者投票　14：00 ～ 15：00　図書室にて
2013 年 7 月19 日 参議院議員選挙　不在者投票　14：00 ～ 15：00　図書室にて
2013 年 7 月 22 日 保健師による健康相談（協会けんぽ沖縄支部）9：00 ～ 17：00（1 日目）　２階講堂
2013 年 7 月 23 日 保健師による健康相談（協会けんぽ沖縄支部）9：00 ～ 17：00（2 日目）　２階講堂
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経理課

事務副部長　比嘉　靖
職員数
総数

3 名

職種別

一般事務　3 名

運営方針
1. 経理・財務内容の的確な開示を行い、経営実態の理解を図る。

2. 正確且つ迅速に経理に関する経営資料を作成する。

3. 各部門予算執行状況の把握。

4. 経理予算業務のマニュアル化を図る。

実績報告資料等

年月日 行事
2014 年 3 月19 日 研修医修了パーティー（エリスリーナ西原ヒルズガーデン）19：00 ～
2014 年 3 月 24 日 中城村役場職員　BLS 講習会

実績報告会発表資料
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施設管理係

課長　我謝　三男
職員数
総数

4 名

職種別

施設技術者　4 名

認定・資格
認定・資格名 人数

第 3 種電気主任技術者 2
第 1 種電気工事士 1
第 2 種電気工事士 3
2 級ボイラー技士 4
危険物取扱者 乙種 4 類 4
消防設備乙種 4 類 4

認定・資格名 人数
自衛消防講習修了 4

医療ガス保安講習修了 3
防火対象物点検資格者 1
防火管理者 1
防災管理者 1

運営方針
省エネ（CO2 削減 1％）

理念
節電に努める

業務実績
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管財課

用度係

係長　宮里　毅
職員数
総数

5 名

職種別

一般事務　5 名

運営方針
物品の安全供給

物品の管理（在庫・定数管理）の強化

課員の教育

理念
患者の安心・安全のため、部署として、病院職員として出来る最善の策（行為）を日々、研究・実践する。

用度課実績
物品仕入額　対前年度比較表（単位：千）

項目 前年比　 項目 前年比　
その他委託費 3,765 雑費 1,030
その他修繕費 6,313 什器備品 -628

ソフトウェア -9,080 消耗器具備品 -1,970
医用修繕費 647 消耗品費 5,446
医療消耗器具 2,907 職員被服費 -1,013
医療用器械備 -23,196 寝具委託費 1,774
印刷物費 573 診療材料費 46,283
器機保守料 1,677 清掃委託費 3,057
建物付属設備 -45,861 燃料費 4,063
検査委託費 409 福利厚生費 1
検査試薬費 533 保守委託費 659
研究費 ( 図書 ) 45
構築物 -3,204 総計 -5,772
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活動実績
セミナー・勉強会などへの参加

名称 開催地 年月日 参加者
危険物取扱者講習会　 北谷町 2013 年 9 月 4 日 我謝三男
エネルギー管理者講習 那覇市 2013 年 10 月 25 日 具志堅徳明

防災訓練
名称 開催地 年月日 参加者

新入職員向け消防訓練 当院 2013 年 4 月 当院職員

総合防災訓練 当院 2013 年 12 月 当院職員
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活動実績
セミナー・勉強会などへの参加

名称 開催地 年月日 参加者
沖縄県診療情報管理研究会定例勉強会 浦添市 2013 年 4 月 20 日 大城克枝、呉屋亮太

平成 25 年度第 1 回がん登録研修会 西原町 2013 年 6 月 29 日 宮平奈美子
院内がん登録中級者研修会の受講 東京都 2013 年 8 月 5 日 宮平奈美子
DPC 研究班夏期セミナー（北九州会場） 福岡県 2013 年 8 月 7 日 柳　学、呉屋亮太
平成 25 年度第 2 回がん登録研修会 西原町 2013 年 8 月10 日 山本亜矢子、島袋絢、大城克枝
第 2 回医事ワールドカフェｉｎ沖縄 那覇市 2013 年 10 月18 日 柳　学
第 6 回診療情報管理セミナー うるま市 2013 年 10 月19 日 柳　学、大城克枝、田河美智代、

呉屋亮太
平成 25 年度第 3 回がん登録研修会 西原町 2013 年 11 月16 日 宮平奈美子、山本亜矢子、島袋

絢、大城克枝
院内がん登録実務　初級修了者研修 東京都 2013 年 11 月 24 日 島袋絢
平成 25 年度名桜大学総合研究所部門別シンポジウム 名護市 2013 年 12 月 7 日 柳　学

DPC 研究班セミナー・沖縄会場 西原町 2014 年 2 月 22 日 柳　学
第４回全国医事研究会・全国大会　2014 年度診療報酬改定につい
て

東京都 2014 年 3 月19 日 柳　学

医療経営セミナー 2014 年 4 月診療報酬改定の完全解説とシミュ
レーション

南風原町 2014 年 3 月17 日 柳　学

院内勉強会
演題名 勉強会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者

「DPC データからみたハートライフ病院」
～ハートライフ病院の現状と課題～

保険診療講習会 当院 2013 年 5 月 9 日 谷澤正明 氏（田辺三菱製薬㈱）

カバー率係数、効率性係数、複雑性係数
の現状と向上策

第 14 回 DPC 勉強会 当院 2013 年 5 月17 日 井上貴裕 氏（東京医科歯科大学
医学部附属病院 病院長補佐・特
任准教授）

副傷病 第 14 回 DPC 勉強会 当院 2013 年 5 月17 日 山本亜矢子
地域医療支援病院と総合入院体制加算、
栄養指導の実施状況、病棟薬剤業務実
施加算と薬剤師数

第 15 回 DPC 勉強会 当院 2013 年 8 月15 日 井上貴裕 氏（東京医科歯科大学
医学部附属病院 病院長補佐・特
任准教授）

病院指標の公開に向けて～様式 1 の精度
向上の必要性について～

第 15 回 DPC 勉強会 当院 2013 年 8 月15 日 柳学

地域医療支援病院と総合入院体制加算、
７対 1 入院基本料のこれから

第 16 回 DPC 勉強会 当院 2013 年 10 月 3 日 井上貴裕 氏（東京医科歯科大学
医学部附属病院 病院長補佐・特
任准教授）

平成２６年度診療報酬改定の動向 保険診療講習会 2013 年 10 月 25 日 石富　充 氏（㈱ニチイ学館）
2014 年度診療報酬改定に向けて① 第 17 回 DPC 勉強会 当院 2013 年 12 月 20 日 井上貴裕 氏（東京医科歯科大学

医学部附属病院 病院長補佐・特
任准教授）

様式 1 登録の重症度分類について 第 17 回 DPC 勉強会 当院 2013 年 12 月 20 日 呉屋亮太
2014 年度診療報酬改定に向けて② 第 18 回 DPC 勉強会 当院 2014 年 2 月 28 日 井上貴裕 氏（東京医科歯科大学

医学部附属病院 病院長補佐・特
任准教授）

平成 26 年度診療報酬改定の概要（DPC
制度関連部分）

保険診療講習会 当院 2014 年 3 月 31 日 柳学

診療情報管理室

診療情報管理室課長　柳　学　
職員数
総数

8 名

職種別

診療情報管理士　5 名

一般事務　3 名

認定・資格
認定・資格名 人数

診療情報管理士 5

事業計画・評価
項目 概要 達成率 評価

【業務 ( 収入 ) 計画】

○  診療録の監査（量的・質的）のマニュアルの作
成及び実施。

50% 2 か月に 1 回、診療録管理委員会にて実施、マニュ
アル作成が未。

○  診療・研究・経営に役立つ統計・分析資料の
作成。

30% DPC 委員会、医局会等への統計・分析資料の提
供がまだまだ十分ではない。

○  診療データ分析及び院内へのフィードバック。 50% Dr. 各部署からのデータ依頼は増えたが、診療情報
管理室からの積極的なデータ提供がまだ不十分。

○「MEDI-ARROWS」のさらなる活用の拡充。 70% 他部署からのデータ依頼での活用や、DPC 委員会・
DPC 勉強会での活用増。

○  データ精度向上への取組み。 30% 業務の見直し、チェック体制等課題あり。

○  電子カルテ導入によるマニュアル作成。（病院
機能評価受審に向けて）

100% 病院機能評価受審で作成済み。

○  カルテ廃棄の作業。（保管スペースの確保） 0% カルテ廃棄作業及び保管スペース確保出来ず。
○  整理 ･ 整頓。 80% 部署内の整理整頓。

【要員計画】
○  男子正職員の採用。 100% 1 名採用（名桜大卒）

○  契約職員 2 名の資格取得後の正職員へ起用の
検討。

50% 1 名正職員への条件獲得。

【教育研修計画】

○  平成 25 年度「第 21 回院内研究発表会」へ演
題発表。

0% 事務部予選会へ山本が参加を予定したが、参加
応募多数のため（前年度参も参加）辞退要請あり。

○  沖縄県診療情報管理研究会定例勉強会（毎月）
への参加及び発表。

50% 参加はしたが、発表が無かった。

○  平成 25 年度「沖縄県診療情報管理研究会主
催セミナー」での発表。

0% 発表無し。

○  沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会主催
の院内がん登録研修会への参加（年 4 回）。

75% 6/29、8/10、11/16 参加（今年度 3 回 /4 回中）。

○  DPC 夏季セミナーへの参加。 100% 柳 / 呉屋が参加。

○  その他の DPC に関連する研修会等への参加。 100% 2/22・DPC 研究班セミナー・沖縄会場（柳）、
3/20・第４回全国医事研究会・全国大会　2014
年度診療報酬改定について（柳）、3/17 医療経営
セミナー 2014 年 4 月診療報酬改定の完全解説と
シミュレーション（柳）

○  「MEDI-ARROWS」スタートアップセミナー・テ
クニカルセミナーへの参加。

0% 参加出来ず。

○  平成 25 年度「第 39 回日本診療情報管理学会
学術大会」へ参加。

0% 参加出来ず。

○  IT スキルの向上（Excel・Access・FileMaker・
QlikView・GIS 分析等の勉強会の開催）

80% 主に請求業務課、診療情報管理室を対象に月1
回の Exceｌ・QlikView 等の勉強会を実施。

【設備計画】
○  部署スペースの確保 .。 0% 現状維持。
QlikView の院内への普及とシステム導入の検討。 0% 現状維持。
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実績報告資料等請求業務課

請求業務課…課長　高良　直光
職員数
総数

42 名

職種別

一般事務　42 名（うち診療情報管理士資格取得者　2 名）

認定・資格
認定・資格名 人数

診療情報管理士 2

運営方針
1. 患者さんには（目配り・気配り・誠心誠意）

2. 細分化業務の早期構築　（量から質の人材育成）

3. 請求漏れ発生の防止（診療では補助・保険では本業の心）

4. 新入職員及び職員教育・研修の充実と実施

活動実績
セミナー・勉強会などへの参加

名称 開催地 年月日 参加者
DPC データ分析勉強会及び実績報告会 当院 2013 年 4 月12 日 請求業務課、診療情報管理室　
DPC データ分析勉強会及び実績報告会 当院 2013 年 5 月17 日 請求業務課、診療情報管理室　
DPC から見たハートライフ病院 当院 2013 年 6 月 30 日 病院全職員
DPC データ分析勉強会及び実績報告会 当院 2013 年 8 月15 日 請求業務課、診療情報管理室　
DPC データ分析勉強会及び実績報告会 当院 2013 年 10 月 3 日 請求業務課、診療情報管理室　
医事ワールドカフェ in 沖縄 那覇市 2013 年 10 月18 日 請求業務課・診療情報管理室
平成２６年度診療報酬改定の動向　（株）ニチイ 当院 2013 年 10 月 25 日 病院全職員
DPC データ分析勉強会及び実績報告会 当院 2013 年 12 月 20 日 請求業務課、診療情報管理室　
医療経営セミナー 与那原町 2014 年 2 月 27 日 請求業務課、情報管理室
DPC データ分析勉強会及び実績報告会 当院 2014 年 2 月 28 日 請求業務課、診療情報管理室　
平成２６年度診療報酬改定説明会 兵庫県 ２０１４年３月11 日

～３月１２日
請求業務課 ( ２名 )　

平成２６年度診療報酬改定説明会　 南風原町 2014 年 3 月13 日 請求業務課
診療報酬改定セミナー 南風原町 2014 年 3 月17 日 請求業務課

25年算定回数 ２5年請求金額 ２5年査定金額 請求－査定 ２4年算定回数２4年請求金額 ２4年査定金額 請求－査定 前年対比

4月 1574 ¥12,592,000 ¥2,856,000 ¥9,736,000 1352 ¥10,816,000 ¥976,000 ¥9,840,000 ¥1,776,000
5月 1580 ¥12,640,000 ¥3,104,000 ¥9,536,000 1583 ¥12,664,000 ¥688,000 ¥11,976,000 ¥24,000
6月 1614 ¥12,912,000 ¥3,936,000 ¥8,976,000 1568 ¥12,544,000 ¥872,000 ¥11,672,000 ¥368,000
7月 1499 ¥11,992,000 ¥4,488,000 ¥7,504,000 1943 ¥15,544,000 ¥1,096,000 ¥14,448,000 ¥3,552,000
8月 1742 ¥13,936,000 ¥5,024,000 ¥8,912,000 2132 ¥17,506,000 ¥1,016,000 ¥16,490,000 ¥3,570,000
9月 1569 ¥12,552,000 \3,032,000 ¥9,520,000 1797 ¥14,376,000 \1,416,000 \12,960,000 ¥1,824,000
10月 1357 ¥10,856,000 \3,502,000 ¥7,354,000 1885 \15,080,000 \2,184,000 \12,896,000 ¥4,224,000
11月 1530 ¥12,240,000 ¥3,024,000 ¥9,216,000 1927 \15,416,000 \912,000 \14,504,000 ¥3,176,000
12月 1766 ¥14,128,000 ¥3,952,000 ¥10,176,000 1919 \15,352,000 ¥4,168,000 \11,184,000 ¥1,224,000
1月 1828 ¥14,624,000 ¥4,304,000 ¥10,320,000 2008 ¥16,064,000 ¥4,048,000 ¥12,016,000 ¥1,440,000
2月 1414 ¥11,312,000 ¥3,128,000 ¥8,184,000 1569 ¥12,552,000 ¥2,624,000 ¥9,928,000 ¥1,240,000
3月 1822 ¥14,576,000 ¥4,352,000 ¥10,224,000 1652 ¥13,216,000 ¥3,784,000 ¥9,432,000 ¥1,360,000

合計 19295 ¥154,360,000 ¥44,702,000 ¥109,658,000 21335 ¥125,282,000 ¥19,272,000 ¥95,802,000 ¥16,770,000

救急医療管理加算の算定状況

　　　月 ２５年度肺血栓塞栓症予防管理料の算定 ２４年度 月 ２５年度 ２４年度
４月 116 91 ４月 188 8
５月 119 99 ５月 136 156
６月 105 119 ６月 166 191
７月 119 102 ７月 76 142
８月 115 107 ８月 115 105
９月 141 102 ９月 113 117
１０月 154 98 １０月 71 109
１１月 121 111 １１月 96 148
１２月 131 101 １２月 70 186
１月 138 102 １月 28 158
２月 126 92 ２月 63 173
３月 144 102 ３月 110 198
合計 1529 1226 合計 1232 1691

　　　　肺血栓塞栓予防管理料の算定状況

(全身麻酔・その他のハイリスク患者の合算)
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Ａ　総退院患者数

Ｂ　死亡退院患者数

　　　　　　　　総合入院体制加算４０%以上

105

7月 8月

Ｇ　退院後外来にて情報提供料1(添付加算)算定患者数

19

19
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9

平均
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23

23Ｃ　化学療法施行患者数

Ｄ　診療情報提供料1(添付加算)あり患者数

6月 12月

597

20

取り組み状況

H２５年度

12

16

37.3%

9月

Ｅ　治癒患者数(老人保健施設等含)

Ｆ　連携パス算定患者数

4月 5月 10月

580

20

24

101

102

37.6% 36.0% 35.9%

28

111

60

45.1%

27.7% 34.3%

34.7%

38.1% 38.6% 38.0% 34.6%H２４年度 22.2% 29.2% 36.8% 40.6%

平成２５年 患者数 患者数 患者数
月  ２５年度予定入院 ２４年度  2５年度緊急入院 ２４年度 ２5年度A:緊急入院 (救急医療入院を除く) ２４年度

４月 174 180 307 207 94 195

５月 199 169 283 244 126 216
６月 166 190 320 247 111 167
７月 209 221 285 346 105 108
８月 193 175 308 361 111 118
９月 186 194 258 319 101 102

１０月 244 193 244 323 170 98
１１月 164 202 265 320 84 93
１２月 170 170 290 318 92 72
１月 191 179 308 332 87 99
２月 195 189 248 265 67 86
３月 264 198 436 296 118 86
合計 2355 2260 3552 3578 1266 1440

２５年度　緊急入院・予定入院・緊急入院（救急医療除く）
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業務実績
【前方連携（事務）担当の実績報告】

地域医療支援病院紹介率の実績（月平均紹介率）
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地域医療連携室

地域医療連携室…主任　砂川　直樹
職員数
総数

13 名

職種別

一般事務　　　　　　　　　7 名

医療ソーシャルワーカー　　5 名

入退院調整看護師　　1 名

認定・資格
認定・資格名 人数

社会福祉士 5
精神保健福祉士 2

認定・資格名 人数
介護支援専門員 2
医療福祉連携士 1

理念
ハートライフ病院地域医療連携室は、「患者さん」を中心として「地域社会・連携先各機関」と「ハート

ライフ病院」がスムーズに連携出来るように機能することを目的として存在する。

運営方針
①患者さんとそのご家族、連携先各機関の信頼に応える支援を目指す。

②院内各部署、院外関連機関とのより良い連携体制の構築に努める。

③常に、部署のチーム力と接遇スキルの向上を目指し続ける。
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【相談援助ケース（入院）の概要】

相談援助内容
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相談援助内容（件）

退院援助 受診・受療援助
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援助を行ったケースの特徴（入院）
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【後方連携（医療ソーシャルワーカー）担当の実績報告】

全体の相談件数の推移
平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

述べ件数 7,318 7,555 8,912 10,218 10,057 9,687 10,059

月平均の述べ件数 610 630 743 851 838 807 838

月平均の新規入院 507.9 492.6 536.3 584.2 578.8 609.5 608.8

病床利用人数 267.4 265.5 274 278.6 279.7 279.3 276.8

在院日数 15.9 16.3 15.4 14.4 14.6 13.9 13.7

延べ相談件数と新規入院患者数の推移
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【卒後臨床研修事務局の実績報告】

卒後臨床研修事務局主催のセミナーや懇談会など
名称 開催地 年月日

新研修医オリエンテーション 当院 2013 年 4 月 2 日～ 3 日
筑波大学附属病院　水戸協同病院　徳田安春教授による研修医向けセミナー開催 当院 2013 年 6 月 4 日
平成 25 年度第 1 回　卒後臨床研修管理委員会開催 当院 2013 年 6 月 6

福井大学医学部付属病院　林寛之先生による研修医向けセミナー開催 当院 2013 年 7 月 4 日

筑波大学附属病院　水戸協同病院　徳田安春教授による研修医向けセミナー開催 当院 2013 年 8 月16 日
ハートライフ病院　初期臨床研修病院 10 周年記念祝賀会開催 西原町 2013 年 8 月 31 日
久米島病院見学、久米島マラソンへの参加 久米島町 2013 年 10 月 26 日～ 27 日

ハートライフ病院後期（専門）研修医募集説明会開催 当院 2013 年 12 月 5 日

研修医向け漢方薬レクチャー（ツムラ）開催 当院 2014 年 2 月 6 日・13 日

平成 25 年度第 2 回　卒後臨床研修管理委員会開催 当院 2014 年 3 月 6 日

平成 25 年度初期臨床研修医修了式・修了パーティー開催 西原町 2014 年 3 月19 日

セミナー・勉強会などへの参加
名称 開催地 年月日

群星沖縄新研修医オリエンテーション 那覇市 2013 年 4 月 4 日～ 5 日
群星沖縄新研修医交流会への参加 那覇市 2013 年 4 月 4 日
沖縄県医師会新研修医歓迎レセプションへの参加 南風原町 2013 年 4 月 5 日

群星沖縄会議 浦添市 2013 年 4 月 8 日～ 3 月10
日（毎月1 回、臨時含む　
計 15 回）

群星沖縄ポートフォリオ大会・忘年会への参加 那覇市 2013 年 12 月 9 日
基本的能力評価試験実施（2 年目研修医対象） 当院 2014 年 2 月1 日
群星沖縄修了式への参加 宜野湾市 2014 年 3 月14 日

医学生受け入れ
名称 年月日

琉球大学医学部クリニカルクラークシップ学生（6 年次）受け入れ（22 名） 2013 年 4 月1 日～ 9 月 27 日
琉球大学医学部 5 ～ 6 年次学生 1 日泌尿器科実習受け入れ（44 名） 2013 年 4 月1 日～ 3 月17 日
医学生病院見学受け入れ（21 名：県外 10 名　県内 11 名） 2013 年 4 月 25 日～ 3 月 28 日

琉球大学医学 3 年次病院体験見学受け入れ（17 名） 2013 年 11 月18 日～ 19 日、21 日

琉球大学医学部クリニカルクラークシップ学生（5 年次）受け入れ（16 名） 2014 年 2 月17 日～ 3 月 31 日

リクルート活動
名称 開催地 年月日

e- レジフェア横浜（全国臨床研修病院説明会）への参加 神奈川県 2013 年 4 月 21 日
e- レジフェア大阪（全国臨床研修病院説明会）への参加 大阪府 2013 年 5 月19 日
琉球大学医学部にて初期臨床研修病院説明会への参加 西原町 2013 年 6 月1 日

レジナビフェア東京（研修病院説明会）への参加 東京都 2013 年 7 月14 日

レジナビフェア福岡（研修病院説明会）への参加 福岡県 2014 年 3 月 2 日
レジナビフェア東京（研修病院説明会）への参加 東京都 2014 年 3 月 21 日

援助中に調整した機関（入院）
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MSW援助後の退院先種別
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ＭＳＷ援助後の

退院先種別

自宅 介護老人福祉施設

回復期リハ 他の施設

他病棟 介護老人保健施設

死亡 療養病床

在宅（自宅以外） 緩和ケア
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名称 開催地 年月日 参加者
第 10 回地域医療連携懇談会 西原町 2013 年 9 月 5 日 連携室全員

講演会・研究会などへの参加実績
名称 開催地 年月日 参加者

沖縄県ＭＳＷ協会定例会 南風原町 2013 年 4 月 24 日
～ 10 月16 日　

西田、桑江、川満

沖縄県がん診療連携協議会相談支援部会　 西原町 2013 年 4 月 25 日
～ 7 月 25 日　

望月

中部地区地域連携研究会 当院 2013 年 5 月16 日
～ 2 月 20 日　

粟盛、望月、桑江、川満（計 3 回）

おきなわ脳卒中地域連携委員会総会 南風原町 2013 年 5 月 27 日
～ 1 月 29 日　

粟盛、望月、桑江（計 3 回）

沖縄国際大学実習指導者懇談会 宜野湾市 2013 年 6 月14 日 望月
沖縄大学実習指導担当者連絡会議 宜野湾市 2013 年 6 月19 日 望月
がん相談支援センター相談員基礎研修 2013 年 7 月 5 日～

6 日
奥平

がんサポートハンドブック WG 西原町 2013 年 9 月 9 日～
　2 月13 日　

望月（計 5 回）

中部地区在宅医療連携ネットワーク第 2 回研修会 沖縄県 2013 年 9 月19 日
～ 10 月 24 日　

西田、桑江、川満（計 3 回）

おきなわ脳卒中地域連携委員会総会 那覇市 2013 年 9 月 30 日 粟盛、桑江
院内向け緩和ケア研修会 当院 2013 年 10 月 5 日 桑江
九州医療ソーシャルワーカー研修会 宮崎県 2013 年 11 月 2 日

～ 11 月 3 日
桑江、望月、西田

南城市介護保険関係者研修会・交流会 南城市 2013 年 11 月 22 日 西田
沖縄県医療ソーシャルワーカー協会宿泊研修会 久米島 2013 年 11 月 24 日 桑江、川満、望月
全日病第一回医療ソーシャルワーカー研修会 東京 2014 年 2 月 5 日～

6 日
望月

沖縄大学実習指導者懇談会 那覇市 2014 年 2 月 6 日 奥平
沖縄国際大学実習指導者懇談会 2014 年 2 月 21 日 望月
第二回沖縄県ソーシャルワーカー学会 宜野湾市 2014 年 2 月 22 日 川満
第 36 回日本造血細胞移植学会 宜野湾市 2014 年 3 月 7 日～

9 日
移植コーディネーター研修 宜野湾市 2014 年 3 月 9 日
第 8 回おきなわ津梁ネットワーク説明会 / 急性心筋梗塞地域連携パ
スシステム

南風原町 2014 年 3 月 31 日 粟盛、西田

セミナー・勉強会などへの参加

≪院内開催≫
名称 開催地 年月日 参加者

研修会『ＢＳＣ研修』 当院  2013 年 4 月 20 日
～ 22 日

仲地、新垣、砂川

総合診療レクチャー・症例検討会（研修医向け） 当院 2013 年 8 月16 日 新垣、砂川、喜納、當銘、桑江、
川満

トモセラピー勉強会 2013 年 9 月 6 日 新垣、砂川、喜納
那覇市立病院連携懇談会出席 那覇市 2013 年 9 月 26 日 粟盛、仲地、新垣、砂川

≪院外開催≫
名称 開催地 年月日 参加者

ＭＩＭＭＳ沖縄大会参加（受講生） 西原町 2013 年 6 月 29 日～
30 日

砂川

ＭＩＭＭＳ沖縄大会事務局サポート 西原町 2013 年 6 月 29 日～
30 日

喜納、當銘

中部地区糖尿病標準治療推進委員会 北谷町 2013 年 7 月 25 日 新垣
群星１０周年記念イベント 宜野湾市 2013 年 8 月10 日 仲地
おきなわ津梁ネットワーク 講演会 宜野湾市 2013 年 8 月14 日 新垣
第がん相談支援員実務者研修会 西原町 2013 年 10 月 25 日 望月、桑江（計 2 回）

実績報告資料等

活動実績

各種勉強会
担当科 開催場所 開催年月日 院外参加者 院内参加者

循環器 ハートライフ病院 2013 年 4 月18 日 4 4
消化器 ハートライフ病院 2013 年 4 月 25 日 3 20
救急科 ハートライフ病院 2013 年 5 月 24 日 40 39
消化器 ハートライフ病院 2013 年 6 月 27 日 5 22
糖尿病センター ハートライフクリニック 2013 年 7 月 4 日 7 3
消化器 ハートライフ病院 2013 年 8 月 23 日 6 15
中部合同カンファレンス ハートライフ病院 2013 年 6 月 27 日 8 12
救急科 ハートライフ病院 2013 年 9 月11 日 51 52
循環器 ハートライフ病院 2013 年 11 月 8 日 7 17
小児科 ハートライフ病院 2013 年 12 月 2 日 0 40
消化器 ハートライフ病院 2013 年 12 月12 日 3 13
救急科 ハートライフ病院 2013 年 12 月13 日 47 59
消化器 ハートライフ病院 2014 年 2 月 27 日 5 22

地域医療連携室主催の研究会や懇談会など
名称 開催地 年月日 参加者

地域医療支援病院運営委員会 当院 2013 年 7 月 30 日 連携室全員
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実績報告資料等名称 開催地 年月日 参加者
県立南部医療センターこども医療センター懇談会 南風原町 2013 年 11 月 26 日 新垣、砂川
平成 25 年度　第 3 回沖縄県がん診療連携協議会 西原町 2013 年 11 月15 日 粟盛（計 2 回）
那覇市立病院講演会参加（WEB 会議） 那覇市 2014 年 2 月 5 日 新垣、砂川
日本医療マネジメント学会　医療連携分科会 東京都 2014 年 2 月 22 日 新垣、喜納
沖縄県ＭＳＷ協会めだかの学校 当院 2013 年 4 月15 日～

12 月17 日　
西田、桑江、川満（計 5 回）

学会発表
演題名 学会名 開催地 年月日 発表者と研究者

ADL 全介助で意思疎通が図れない患者
の県外への退院援助 ~電話中心の相談・
調整から見えてきた事 ~

第 50 回九州医療ソーシャ
ルワーカー研修会

宮崎県 2013 年 11 月 2 日～
2 日

桑江幸子

末期がん患者への退院支援 ~MSW 介
入ケースの分析と課題 ~

院内研究発表 当院 2013 年 10 月18 日 【発表者】望月祥子 
【研究者】MSW 全員

当院地域医療連携室における造血幹細
胞移植サポート業務構築の試み

第 36 回日本造血細胞移
植学会総会

宜野湾市 2014 年 3 月 8 日 【発表者】奥平藤也 
【研究者】狩俣かおり、望月祥子、
新垣りか、山入端　敦、大濵昌
代、宮城　敬、仲地智俊、平良
直也

出前健康講話実施状況
演題 依頼元 年月日 演者

一次救命処置（BLS）について 呉屋区自治会コミュニティーセンター 2013 年 4 月 25 日 救急外来看護師 内間幸人

正しい薬の飲み方・使い方 翁長公民館 2013 年 5 月13 日 薬局 大関秀和
転倒骨折を予防する為には 上原自治会コミュニティーセンター 2013 年 6 月17 日 理学療法士 長嶺敦司

脳卒中ってどんな病気 ? 平園公民館 2013 年 7 月12 日 脳神経外科医 末吉健次

メタボリックシンドロームの予防 西原町中央公民館　大ホール 2013 年 7 月 26 日 理学療法士 長嶺敦司

糖尿病について- 予防・治療・合併症 - 坂田高層住宅自治会事務所 2013 年 9 月13 日 理学療法士 長嶺敦司

白内障・緑内障について 県営内間団地自治会事務所 2013 年 9 月 26 日 眼科医 照屋明子

転倒骨折を予防するためには 坂田高層住宅自治会事務所 2013 年 11 月 22 日 理学療法士 長嶺敦司

生活習慣病を予防しよう 吉の浦会館（ホール） 2014 年 2 月17 日 理学療法士 長嶺敦司

中城役場職員対象 BLS 講習会
年月日 依頼元 担当医師 / スタッフ 参加人数

2013 年 2 月 25 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 8 名

2013 年 3 月 25 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 8 名
2013 年 4 月 22 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 9 名
2013 年 5 月 27 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 10 名
2013 年 6 月 24 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 10 名
2013 年 7 月 29 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 6 名
2013 年 8 月 26 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 8 名
2013 年 9 月 30 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 8 名
2013 年 10 月 28 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也 / 救急外来看護師 8 名

2014 年 2 月 3 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也　救急・外来看護師 6 名
2014 年 2 月 24 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也　救急・外来看護師 6 名
2014 年 3 月 24 日 中城村役場 総務課 副院長 久場良也　救急・外来看護師 6 名

実習受け入れ
実習内容 受け入れ校 年月日

社会福祉士相談援助実習 沖縄国際大学 2013 年 8 月 5 日～ 9 月 2 日
社会福祉士相談援助実習 琉球リハビリテーション学院 2013 年 8 月12 日～ 9 月13 日
社会福祉士相談援助実習 沖縄大学 2013 年 8 月 23 日～ 9 月 25 日



社会医療法人かりゆし会　平成 25 年度　年報 [ 第 20 号 ] Annual report of Social medical corporation KARIYUSHIKAI Vol.20  2013

216 217

•  介護事業設立準備（伊集職員駐車場の整備も含む）

•  医療基盤クラスター形成支援事業（沖縄県企画部科学技術振興課・平成 25 年度委託事業）

活動実績
研究事業報告会

名称 開催地 年月日 参加者
電子カルテユーザーシステム管理者部会 座長 大阪 SS 2013 年 8 月 24 日 全国電子カルテユーザ病院
医工連携等新産業創出ネットワーク形成事業 第 1 回再生医療研究
会 発表

沖縄県 2013 年 11 月 6 日 沖縄県庁職員、内閣府職員

医療基盤活用型クラスター形成支援事業 第 1 回研究開発委員会 
報告

沖縄県 2013 年 12 月11 日 沖縄県企画部科学技術振興課、
クラスター参加施設

医療基盤活用型クラスター形成支援事業 第 2 回研究開発委員会 
報告

沖縄県 2014 年 2 月 22 日 沖縄県企画部科学技術振興課、
クラスター参加施設

実績報告資料等

ハートライフ病院 企画室・法人事務局 経営企画室
　ハートライフ病院…企画室・法人事務局…経営企画室…課長　安里　竜

　平成 24 年 4 月のハートライフクリニックの開院に伴い、法人事務局が設置されました。それに併せて、

平成 24 年 6 月に事務部の組織改編が行われ、ハートライフ病院 企画室及び、法人事務局 経営企画室の

配下に「電算係」と「広報係」が設置されました。平成 25 年 8 月からは、介護事業の立ち上げを推進す

る「介護事業準備担当係」が設置され、平成 25 年 12 月からは、再生医療に関する臨床研究及び治験・

倫理委員会の事務補助を行う専門係として「臨床研究事務係」を 2 名配置しました。新たな事業を立ち

上げる際、その事務局を担う部署です。

総数

11 名

職種別

一般事務　5 名

（うち、介護準備担当係 2 名・臨床研究事務係 2 名）

電算係　　4 名

広報係　　2 名

運営方針
1. 事業計画への早期取組と構築

2. 医療制度改革への取り組み

3. 経営分析・報告と提案

4. 分析・計画・調整・実行・理念

5. 介護事業への取り組み

6. 臨床研究・治験事務の円滑化

活動報告
＜事務局等＞

• 医療基盤活用型クラスター形成支援事業 事務局

• 財団法人骨髄移植推進財団非血縁者間骨髄移植・採取認定施設 事務局

• 災害医療派遣チーム（DMAT）設立 事務局

• QI プロジェクト導入推進 事務局

• おきなわ津梁ネットワーク導入推進 事務局

•  医療バランストスコアカード導入推進 事務局

• 病院機能評価受審準備 事務局

•  すぐやる団事務局

＜プロジェクト＞

• 事業計画書導入推進（ハートライフ病院・ハートライフクリニック）

• 無菌治療センター機能強化工事・無菌調剤室増築工事

• 本院増改築準備

• 病院機能評価受審準備（書面審査準備メイン担当、訪問審査準備補佐担当）
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• 検査機器導入サポート（アーキテクト）

•  内視鏡画像送信遅延調査

•  沖縄津梁ネットワーク（糖尿病）の本院での運用

•  院外読影環境の構築

•  救急車来院中表示用サイネージの開発

＜進行中＞

• 地域包括ケアセンター開所に向けての準備

• 薬品請求システムの部署展開

• 待ち患者数掲示板の開発（整形外科への展開）

• 慢性疾患患者管理システム（高脂血症、糖尿病）への展開

実績報告資料等

電算係

認定・資格
認定・資格名

第二種情報処理技術者
システムアドミニストレータ
第一級陸上特殊無線技士
デジタル第 1 種工事担当者
ソフトウェア開発技術者

認定・資格名
日本商工会議所簿記検定試験 2 級
cisco certified network associate
cisco certified network professional（BSCI）
cisco certified network professional（BCMSN)

microsoft certified professional（70-270）

運営方針
1．院内ネットワークの有効活用

2．電子カルテ・部門システムの理解と磨き上げ

3．スキルの向上

     a．プログラミング、ドキュメント化技術の向上

     b．病院業務への理解を深める

理念
IT への理解力と応用力を身に付け、院内 IT 環境の充実に努める

活動報告
• 日本語変換エンジン（ATOK）の導入

• ネットワーク機器不具合対応

• インターネットスポットのパスワード管理（月ごとに変更）

•  職員通知用スライドボードの機能拡張（お知らせ表示）

•  患者数掲示板のスクリーンセーバー化

•  2014 年度医療改定

•  楽々ライブラリ導入サポート

•  病院機能評価準備、サポート

•  ヘルニア学会サポート

• 待ち患者数掲示板の開発（内科）

• 医局の当直オンコールのシステム化

• 入院患者用リストバンド発行システムの開発、リリース

• 慢性疾患（高血圧症）患者管理システムの開発、リリース

• 薬品請求システムの開発、リリース

• 医師別診療予約件数（クリニック向け）表示システムの開発、リリース

• システム導入サポート

  １) アンギオ室の生体モニター連携システム

 ２) 細菌検査システム

  ３) 服薬指導システム
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＜事務局運営＞

　　広報委員会 年報作成委員会

公式サイト統計
項　目 日平均 月平均 年間合計合計

ページ閲覧数 4,049.88 123,184.08 1,478,209
訪問者数 738.52 22,463.58 269,563

※ホームページリニューアル及び、サーバー乗換により 11 月以降の統計が実数よりも減少していると

　思われる。

認定・資格
認定・資格名

システムアドミニストレータ
ウェブクリエイター検定上級
フラッシュクリエイター検定上級

■リニューアル前の公式ホームページ ■リニューアル後の公式ホームページ

0

20,000

40,000
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100,000

200,000

300,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
平成26年平成25年

ページ閲覧数と訪問者数

ページ閲覧数 訪問者数

広報係

活動目的
1. 院内の現状、新規業務などをホームページや広報誌、新聞等を通じて院外に PR する

2. 院内の情報を収集・審議し、広報方針を決定する。

3. 広報・広告関連予算を審議し、理事会へ提案する。

4. 院内における掲示物などに関して、規定を作成・管理する。

活動報告
＜かりゆし会＞

 ・公式ホームページへの CMS 導入

＜ハートライフ病院＞

 ・すぐやる団

 ・機能評価関連作業

  院内サインの更新作業

  入院案内パンフレット

 ・臨床研修事務局関連作業

  修了証・アルバムの作成

  後期研修医募集パンフレット作成

  初期研修医募集パンフレット作成

  レジデントノート広告原稿作成

  研修医募集ポスター作成

 ・平成 24 年度年報作成

 ・QI プロジェクト広報

 ・講演会ポスター作成　12 件

 ・その他院内掲示ポスター作成

 ・広報誌あすなろ№ 73 ～ 76　計 4 回の発行

 講演会・勉強会・イベントのサポート

 （写真・動画撮影など）

 院内サイン作成・掲示

 沖縄ヘルニア学会主催　事務局

 食堂とまとメニュー作成

・その他付随業務

 

＜クリニック＞

 ・祝い膳システム構築

 ・団地配布用チラシ作成

 ・ちむぐすい

 ・糖尿病教室ポスター作成

 ・糖尿病教室のぼり作成

 ・院内サイン作成・掲示

 ・その他付随業務

＜主な報道・取材対応＞

　　1）　「ラジオいきいき健康 あいらんど」副院長　佐久川　廣　出演

  2013 年 12 月放送

  RBC i ラジオ 　月・火 18:05~18:10

  ラジオ沖縄　　火・水 16:30~16:35

  FM 沖縄　　　 木・金 19:55~20:00 
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介護事業開設準備室
介護事業開設準備室　主任　松家　豊重

　現在、全県的に高齢化が進んでおり、ハートライフ病院の患者さんにおいても同様の傾向がみられます。

そこでかりゆし会では、これまで地域を支えてこられたご高齢の皆様が、介護が必要になっても可能な限

り住み慣れた地域で暮らしていくためには、24 時間 365 日いつでも切れ目なく包括的に介護・医療・住

まい・生活相談等の支援をご提供する事が必要と考え、それを実現するために本院の隣の敷地にて介護事

業を開始することにしました。新しい事業を始めるにあたり、25 年間、地域医療を担ってきたハートラ

イフ病院の経験を活かすため、かりゆし会の各部署から助言や協力を得ながら、平成 26 年度より始まる

介護事業の準備を行っております。今後も患者様や利用者様が希望する生活のお手伝いができるように、

かりゆし会一丸となって事業を進めてまいります。

職員数

総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　

専任 1 名（土地・建物担当：宮里毅、介護事業統括：仲地智俊）

職種別

介護支援専門員　1 名
氏名 認定・資格名

松家　豊重 介護支援専門員・介護福祉士・介護職員初任者研修

理念
わたくしたちは心と心を結ぶ信頼される医療と介護を目指します。

運営方針
①自分や自分の家族がして欲しいと思う支援を提供致します

②いつでも笑顔で親切な対応や支援を提供致します

③利用者様の個々の個性や楽しみを尊重し、その人らしく笑顔で日常生活を送れるように、優しさと暖か

みのある支援を提供致します

④医療・介護・関係者等がチーム一丸となり、切れ目なくその人の生活を支援致します

⑤人材育成に力を注ぎ、職員が仕事にやりがいと誇りを持って、働ける環境を作ります

活動報告
1）事業計画の作成

2）図面に関する提案

3）規定作成（運営規定、給与規定、運営規定、組織図など）

4）職員採用（募集活動、採用状況など）

5）各種規定の整備に関すること（運営規定作成、給与規定作成、組織図作成など）

6）予算に関すること（予算計画、物品購入、制服選定など）

7）管轄との連携に関すること（事前協議、申請書類準備、保健所、役所、自治会など）

臨床研究事務係

運営方針
1. 臨床研究事業の推進と円滑な運営サポート

2. 治験・倫理委員会の円滑な運営サポート

活動報告
1. 先端医療技術産業化研究事業（沖縄県企画部科学技術振興課・平成 22 ～平成 24 年度委託事業）

2. 医療基盤活用型クラスター形成支援事業（沖縄県企画部科学技術振興課・平成 25 年度委託事業）

学会発表
演題名 開催地 年月日 発表者と研究者

医療基盤活用型クラスター形成支援事業 第 1 回研究開発委員会 
（主催事務局）

沖縄県 2013 年 12 月11 日 沖縄県企画部科学技術振興課、
クラスター参加施設

医療基盤活用型クラスター形成支援事業 第 2 回研究開発委員会
（主催事務局）

沖縄県 2014 年 2 月 22 日 沖縄県企画部科学技術振興課、
クラスター参加施設
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料飲・販売

事務副部長　比嘉　靖
職員数
総数

15 名

職種別

調理師　3 名 その他　12 名

運営方針
食の安全とより良いサービスの提供

理念
目配り・気配り・思いやり

業務実績

食堂　トマト　売上推移（単位：万）

0

100

200

300

400

4月 6月 8月 10月 12月 2月

当期実績 前期実績

食堂　トマト　売上割合

56%33%

11%

食堂トマト

売り上げ割合

人間ドック食 店 舗 売 上 弁当/惣菜等

8）広報活動に関すること（ホームページ、協賛広告、デジタルサイネージなど）

9）他事業所との連携に関すること（他施設見学など）

活動実績
工事請負契約、事前協議、申請手続きなど

年月日 名称
2011 年 12 月 理事会で介護事業に関する検討

2012 年 ７月
8 月

介護事業の協力依頼
介護事業ハード面担当職員採用

2013 年

5 月 20 日
5 月 21 日

7 月1 日
7 月 4 日

8 月19 日
8 月 21 日
9 月 27 日
9 月 30 日
12 月 5 日
2 月10 日

外間建築設計事務所と契約
武蔵測量設計と契約
介護事業ソフト面担当職員採用
有料老人ホーム設置届け提出
農地転用申請【許可】2014 年 1 月 21 日
現場説明会
開発許可申請【許可】2014 年 1 月 23 日
謝花組と契約
介護事業の説明（中城村）
介護事業の説明（西原町）

2014 年

1 月 30 日
2 月 5 日
2 月 5 日
2 月 5 日
2 月1 日

2 月 21 日
3 月 28 日

安全祈願祭（地鎮祭）
ケアプランセンター事前協議
訪問看護ステーション事前協議
ヘルパーステーション事前協議
工事着工
沖縄県福祉のまちづくり条例適合
構造計算適合判定通知書（確認申請）

セミナー・勉強会などへの参加
名称 開催地 年月日 参加者

「地域包括ケアの今後と在宅医療」 県内 2013 年 8 月 27 日 宮里毅、松家豊重
「あなたは何処で最期を迎えたいですか？( 地域で支え合うしくみ )」 県内 2013 年 11 月 22 日 松家豊重
中北ケアマネ連絡会 県内 2014 年 1 月 22 日 松家豊重
メンタルヘルスケア 県内 2014 年 1 月 31 日 松家豊重
西原町高齢者地域ケアネットワーク委員会 西原町 2014 年 2 月14 日 仲地智俊

松家豊重
「介護保険制度の動向と平成 26 年 4 月介護報酬改定について」 県内 2014 年 3 月11 日 松家豊重
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事務部　年度総括
　平成 25 年度の事務部は、総務課、経理課、用度課、請求業務課、施設管理課、

診療情報管理室、経営企画室、地域医療連携室の構成でスタートしました。今

年度の事務部目標に組織のスリム化を上げておりましたが、その一環として 12

月より用度課と施設管理課を管財課として統合しました。今後も作業効率化を

図るために、組織の見直しを行っていきます。

　今年度は表立って評価されることのない下記項目に、特に取組みました。

1. 沖縄県ワーク・ライフ・バランス企業認証

　医師の勤務負担軽減を目的に立ち上げたワーク・ライフ・バランス委員会の

中で、「沖縄県ワーク・ライフ・バランス企業」認証を取得するために様々な取

組を行ってきました。他の病院（企業）の就業規則にはない骨髄ドナー休暇、

裁判員休暇など特別休暇の立案、また、再雇用規定の立案および見直しを行い、

平成 26 年 2 月に企業認証の申請を行いました。年度明けには、無事承認されま

したので、大変喜ばしく思います。

2. 院内ラウンド実施

　平成 25 年 1 月から 12 月まで、事務部役職者職員による院内ラウンドを実

施しました。ラウンド後様々な問題が発見され、それを早々に改善するために、

職員自ら「すぐやる団」を結成して、問題発見から改善までの時間を短縮しま

した。その結果、平成 26 年 1 月に受審した病院機能評価の対応にも繋がり、受

審結果も良い評価を頂いたと感じております。病院機能評価後、すぐやる団は

一旦解散しましたが、今後は他部署職員を含めて活動することを期待しており

ます。

3. ノー残業デーの実施

　ワークバランスの観点から平成 25 年 1 月から 26 年 3 月まで、ノー残業デー

を月 5 日間部署別に設けて実施してきました。100% 達成の部署は 3 カ所に留

まりましたが、36 協定の意識が職員に浸透し、また職員が効率よく作業を行う

よう意識改革にも繋がりました。

4. 職員満足度調査実施

　職員満足度調査を数年ぶりに実施して、職員の満足度を計りました。概ね良

い結果でしたが、まだ改善すべきところが多々ありますので、今後は事業計画

にどのように改善策を取り込んでいくかが重要課題になります。また、この職

員満足度調査の項目は、他社会医療法人と共同・協力のもと作成・実施しました。

今後ベンチマークを行い、他病院との比較を検討しております。

平成 26 年度は、昨年度事務部内だけで行ってきた取組を、他部署協力のもと、

組織として取り組めるように、各部署との連携協力を得ながら「笑顔で親切」

のスローガンのもと、より良い病院作りに邁進します。

事務部長
當銘　秀之

喫茶　グリーン　ケイブルズ売上推移（単位：万）
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売店　ハートストア売上推移（単位：万）
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医療ガス安全・管理委員会
委員会名 医療ガス安全・管理委員会

委員長名 久場良也 構成人数 19 名

事務局・担当部署 臨床工学科 担当者名 大城　安

委員名

【医　局】久場良也
【医療安全管理室】玉城秀美（専従看護師）
【看護部】仲地ますみ、内間幸人、諸喜田久美、屋良ちえみ、中野久乃、安村公均、小橋川春子、外間真紀子、

比嘉　暢、米須智子、宮平典子、古波倉美登利、竹本直美
【医療技術部】大城　安、伊藤昌徳
【事務部】比嘉　靖、具志堅徳明

活動目的 医療ガス（診療に供給する酸素、各種麻酔ガス、吸引、医療用圧縮空気、窒素をいう）設備の安全管理
を図り、患者の安全を確保することを目的とする。

活動内容

1. 医療ガス設備について実施責任者に保守点検を行わせること。監督責任者は、実施責任者による業
務を指導、監督する。    

2. 帳簿を備え、行った保守点検業務について記録を作成し保存する。
3. 医療ガス設備に係る新設及び増設工事・部分改造・修理等にあたっては臨床各部門にその旨周知徹

底を図り、使用に先立って厳正な試験・検査を行い、安全を確保する。
4. 医療施設内の各部門に医療ガスにかかわる知識を普及し、啓発に努める。
5. その他医療ガスに関わる事項。

備考

実績報告資料等

医療安全管理委員会
委員会名 医療安全管理委員会

委員長名 久場良也 構成人数 22 名

事務局・担当部署 医療安全管理室 担当者名 玉城秀美

委員名

【医療安全管理室】玉城秀美（専従看護師）
【医　局】久場良也、末吉健次、上原盛幸（研）
【看護部】西銘宣子、外間真紀子、安村公均、林　広江、池村久美子、小橋川春子
【医療技術部】伊藤昌徳、西澤香織、大城　安、石原　悟、神谷乗敏、栄野比智也、古波倉美登利、

高宮江利子、久場徳子
【事務部】比嘉靖、仲地智俊、當眞嗣美

活動目的 1）医療事故防止のための安全管理体制を確立し、患者中心の医療そして医療全体の質の向上をはかる。
2）医療事故やニアミスの情報を収集し、分析して具体的な事故防止対策に役立てる。

活動内容

1）医療事故防止策の検討及び研究に関すること
2）医療事故の分析及び再発防止策の検討に関すること
3）医療事故防止のための職員に対する指示に関すること
4）医療事故防止のために行う提言に関すること
5）医療事故発生防止のための啓発、教育、広報及び出版に関すること
6）リスクマネージャーの養成に関すること
7）その他医療事故の防止に関すること
※委員会開催 : 毎月第 3 金曜日　17:00 ～

備考

実績報告資料等

医療安全講演会の様子
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院内感染対策委員会
委員会名 院内感染対策委員会

委員長名 普天間光彦 構成人数 20 名

事務局・担当部署 感染対策管理室 担当者名 石川由希

委員名

【感染対策管理室】石川由希（専従看護師）、宮城美那（感染管理認定看護師）宮城好美（事務）
【医　局】普天間光彦、奥島憲彦、宮平　工、澤岻安勝、研修医（輪番）
【看護部】西銘宣子、中野久乃、竹本直美
【医療技術部】神谷乗敏、伊藤昌徳、田中健二、古波蔵美登利、宮里武行、森山武志、宮城　健
【事務部】當銘秀之、桑江　高

活動目的

１）感染発生の予防と防止
２）感染発生時の発生源の調査、拡散防止、治療
３）再発防止
４）アウトブレイク時の早期対応
５）サーベイランスの実施

活動内容

１）サーベイランスの計画、実施、評価
２）アウトブレイクの調査と対策への直接関与
３）医療従事者への教育
４）感染委員会のマネジメント
５）感染管理に関する相談
６）厚生労働省サーベイランス JANIS への参加
７）部署のラウンドとチェック、指導
＊耐性菌ラウンド：毎週月曜日 14 時～
＊環境ラウンド：毎月第１月曜日１４時～
＊感染対策委員会：毎月第３月曜日１７時～
＊ ICT 会議：毎週月曜日１４時３０分～

備考

実績報告資料等

医療事故対策委員会
委員会名 医療事故対策委員会

委員長名 久場良也 構成人数 10 名

事務局・担当部署 医療安全管理室 担当者名 玉城秀美

委員名

【医　局】久場良也、佐久川　廣、西原　実
【医療安全管理室】玉城秀美（専従看護師）
【看護部】西銘宣子、池村久美子（メディエーター）
【事務部】當銘秀之、比嘉　靖、仲地智俊、當眞嗣美

活動目的 病院で発生する医療事故、訴訟問題に迅速に対応するとともに適切な対応を図るため

活動内容

1）医療事故発生の事実及び経過の確認に関すること
2）医療事故の原因調査に関すること
3）医療事故発生に伴う対応策に関すること
4）訴訟等の対応策に関すること

備考

医療廃棄物委員会
委員会名 医療廃棄物委員会

委員長名 奥島憲彦 構成人数 28 人

事務局・担当部署 医療技術部 担当者名 宮城竜也

委員名

【医　局】奥島憲彦、西原　実
【看護部】西銘宣子、屋良ちえみ、内間幸人、小橋川春子、中野久乃、安村公均、外間真紀子、宮平典子、

米須智子、比嘉暢、諸喜田久美、宮城美那
【医療技術部】宮城竜也、伊藤昌徳、仲座義富、玉城義彦、斎藤辰好、神谷乗敏、川上国男、久場徳子
【事務部】後原保光、新川　進、比嘉康文、宮里毅、大城利信（国際ビル）
《相談役》比嘉一廣

活動目的 医療廃棄物の管理に関する基準を定め、医療廃棄物を適正に処理し、感染を防止する。

活動内容

年 1 回以上、必要に応じて管理委員会を開催する。
1）年 1 回、4 月入職者へのオリエンテーション
2）国際ビル産業職員への処理及び取り扱い、感染対策等の説明指導
3）処理法変更時、各部署へ説明指導

備考
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NST・褥瘡対策委員会
委員会名 NST・褥瘡対策委員会

委員長名 宮平　工（NST）/ 渡慶次　学（褥瘡） 構成人数 45 名

事務局・担当部署 看護部 担当者名 嘉数智子

委員名

【栄養サポート室】嘉数智子（専従看護師）
【医　局】宮平　工、宮城　純、渡慶次　学、阿嘉　裕之
【看護部】宮平　典子、當真　さゆり、玉城裕美、上間リサ、辺土名弘美、上原美代子、桑本佳裕、森

山由紀子、岩佐みどり、天久瑞紀、仲松さと子、蔵根由乃、嘉川夕菜、下地久美子、宮城久
美子、新垣仕言、松堂かおり、城間克也、宮城峰香（5 月頃まで）、宜野座里香、宮平良太、
兼島誠、新垣涼香、友寄慎也、太田あずさ、鈴木育美、中渡麻美、徳森唯菜

【医療技術部】田中泉、大城小百合、富田美智代、松川玲子、大見謝勝人、渡真利ゆりか、當真結子、
翁長寛人、具志堅善則、大城盛彦、川本桂子、久場徳子

活動目的

1）入院患者の褥瘡発生を予防する
2）褥瘡発生（または入院時より有する）患者に対して適切なケアを実施する
3）褥瘡ケアの質の向上
4）栄養不良の原因や栄養状態を把握し適切な栄養投与（経口栄養の支援・経腸栄養・静脈栄養）を実
施する

活動内容

1）褥瘡対策の体制を整備し、機能させる
2）褥瘡対策の実践を指導、監督する
3）褥瘡ケアの予防及び治療に対する正しい知識を広める
4）褥瘡対策の状況を定期的に病院へ報告する
5）病状にあった輸液や栄養剤の選択
※ NST 回診・カンファレンス : 毎週月曜日
※褥瘡回診 : 毎週月曜日（必要に応じていつでも回診）

備考

衛生委員会
委員会名 衛生委員会

委員長名 奥島　憲彦 構成人数 16 名

事務局・担当部署 請求業務課、総務課 担当者名 比嘉　靖

委員名

【医　局】奥島憲彦、比嘉昌文、菅野善一郎、仲村　武裕
【看護部】西銘宣子、池村久美子
【医療技術部】玉城義彦、神谷乗敏、仲座義富、田中健嗣、
【事務部】比嘉　靖、佐藤さとみ、波平　勇一郎、河上　裕一、大山　朝史
【ハートライフクリニック】大家聡樹

活動目的 職員の健康保持及び、健康増進を図る
職員のメンタル不調の予防

活動内容

●春季職員健診、秋季職員健診の実施      
●メンタルヘルス研修会の開催（全職員対象、役職者対象を各３回）
●職業性ストレス簡易評価（Ｗｅｂ）の実施      
●職員Ｂ型ワクチン接種３回実施      
●職員インフルエンザワクチン接種の啓蒙      
●針刺し事故に対するフォロー実施      
●喫煙に関するアンケート調査実施

備考

実績報告資料等
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栄養管理委員会
委員会名 栄養管理委員会

委員長名 宮平　工 構成人数 8 人

事務局・担当部署 栄養科　 担当者名 久場徳子

委員名
【医　局】宮平　工
【看護部】宮平典子、比嘉暢、米須智子、小橋川春子、外間真紀子、諸喜田久美
【医療技術部】久場徳子

活動目的 栄養管理の充実・向上とその適正な運営を図る

活動内容 1）入院患者の栄養管理、食事計画、調査、改善策等を検討する
2）給食業務に関する事項を検討

備考

実績報告資料等

エネルギー管理委員会
委員会名 エネルギー委員会

委員長名 松元　悟 構成人数 9 名

事務局・担当部署 管財課施設管理係 担当者名 我謝三男

委員名

【医　局】松元　悟
【看護部】西銘宣子
【医療技術部】仲座義富
【事務部】當銘秀之、後原保光、比嘉靖、我謝三男、宮里毅
【クリニック】仲里幸康

活動目的 病院のエネルギー（電気・ガス・重油・水）を適正に使用することを目的とする。

活動内容
1）照明の LED 化
2）全館空調（氷蓄熱・ガス吸収式）適正運転
3）ポスターによる省エネ啓蒙活動

備考

…

実績報告資料等
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がん対策推進委員会
委員会名 がん対策推進委員会

委員長名 西原　実 構成人数 11 名

事務局・担当部署 地域医療連携室 担当者名 粟盛信子

委員名

【医　局】西原　実、比嘉須奈子（メディカルクラーク）
【看護部】仲地ますみ、小橋川春子、本田由香理
【医療技術部】伊藤昌徳
【事務部】宮平奈美子、望月祥子、粟盛信子（看護師 / 地域医療連携室）、高良直光、新垣りか

活動目的 がん診療を行う医療機関として、県、他医療機関との連携を取りながら、より充実した、がん医療の提供
の推進を図る。

活動内容

1）セカンドオピニオン
2）緩和ケア病院への紹介
3）がん患者さんの在宅退院への支援
4）地域がん登録提出
5）緩和ケア研修会開催（沖縄県・院内向け）
6）沖縄県がん診療連携協議会聴講参加
7）研修会受講の推進
①相談支援センター相談員基礎研修
②院内がん登録実務者研修（初級・初級修了者・中級）
③沖縄県緩和ケア研修
④院内緩和ケア研修
８）その他

備考

実績報告資料等

化学療法委員会
委員会名 化学療法委員会

委員長名 西原　実 構成人数 13 名

事務局・担当部署 薬局 担当者名 大関秀和

委員名

【医　局】西原　実、平良直也
【医療安全管理室】玉城秀美（専従看護師）
【看護部】屋良ちえみ、小橋川春子、内間幸人、本田由佳理、仲田ひろ子、山内美咲
【医療技術部】田中健嗣、谷山美紗子、大関秀和
【事務部】望月祥子

活動目的 当院で実施するすべての化学療法の医学的、薬学的、安全性及び経済学的評価を行い、その選択、購入、
配布、及び使用等に関する勧告を行う。

活動内容

1）化学療法の運用上の改善を行う。
2）化学療法に係る環境の整備を行う。
3）院内で使用されるレジメンの検証を行う。
4）使用薬剤、器具の整備を行う。
5）勉強会、講演の企画を行う。
6）その他、化学療法に関わるすべての事項に関して検討・対応を行う。
※委員会開催 : 毎月第一木曜日

備考

実績報告資料等
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個人情報保護委員会
委員会名 個人情報保護委員会

委員長名 仲地智俊 構成人数 5 名

事務局・担当部署 事務部 担当者名 仲地智俊

委員名

【医　局】佐久川　廣
【看護部】西銘宣子
【医療技術部】宮城 竜也
【事務部】當銘秀之、仲地智俊

活動目的
社会医療法人かりゆし会ハートライフ病院において、個人情報保護計画を策定し、実施・評価・改善を行い、
当院職員に対して、個人情報保護を遵守する重要性を理解させ、実際に個人情報が適正に取り扱われる
ことを活動目的とする。

活動内容

１）個人情報保護指針（ガイドライン）の策定・公示 
２）内部規定の策定 
３）個人情報保護監査責任者・管理者の選定 
４）個人情報漏洩時の報告および連絡体制の構築 
５）相談窓口の開設 
６）個人情報漏洩にかかる職員教育 
７）個人情報を含む文書等の管理方法の見直し 
８）同意書等の整備 
９）委託業者の監督 

備考

実績報告資料等

呼吸器ケア委員会
委員会名 呼吸器ケア委員会

委員長名 普天間光彦 構成人数 8 名

事務局・担当部署 救急外来 担当者名 内間幸人

委員名

【医　局】普天間光彦、
【看護部】内間幸人、宮城美那
【医療技術部】豊川真理、仲松晋也、波平静香、狩俣貴康
【感染管理対策室】石川由希（専従看護師）

活動目的 1）人工呼吸器からの離脱に向けての支援（ウィニング計画立案・実施・コンサルテーション）
2）人工呼吸器装着患者の合併症予防

活動内容
1）1 回 / 週のラウンドの実施　対象患者は、人工呼吸器装着中（NPPV 含む）で、離脱を目指している
患者
2）呼吸ケア関連の勉強会の開催

備考

…実績報告資料等
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卒後臨床研修管理委員会
委員会名 卒後臨床研修管理委員会

委員長名 普天間光彦 構成人数 36 名

事務局・担当部署 卒後臨床研修事務局 担当者名 當銘麻子

委員名

【医　局】奥島憲彦、普天間光彦、久場良也、佐久川　廣、西原　実、山本壽一、平良直也、折田　均、
與座　一、安里義秀、渡慶次学、大西　勉、武田　理、嘉川春生、末吉健次、仲村武裕（研
修医 2 年目代表）

【看護部】西銘宣子
【医療技術部】宮城竜也
【事務部】當銘秀之、當銘麻子、安次富晶子

【外部委員】川平　稔、益崎裕章、佐藤香代子、渡部　尚、涌波淳子、涌波　満、中田安彦、深谷幸雄、
阿部好弘、新里　脩、朝戸末男、安里尚彦、松本ノリス、今井千春、兼次順子

※敬称略、順不同。

活動目的
本委員会は、当院研修プログラムの管理及び研修計画の円滑な実施や研修管理委員会に関する事項につ
いて連携し、より具体的な業務を行う。また、卒後臨床修研修管理委員会の運営に関し必要な事項を審
議するため、卒後臨床研修委員会運営協議会を設置している。

活動内容

1. 新規管理委員の承認
2. 平成 25 年度臨床研修費等補助金に係る配分額の承認
3. 研修スケジュールの確認
4. 評価票の改定
5. 平成 24 年度採用初期研修医の修了判定
6. 研修医からの意見・要望等の取り入れ・検討

備考

実績報告資料等

診療録管理委員会
委員会名 診療録管理委員会

委員長名 佐久川　廣 構成人数 15 名

事務局・担当部署 診療情報管理室 担当者名 柳　学

委員名

【医　局】佐久川　廣、西原　実
【看護部】仲地ますみ
【医療技術部】神谷乗敏、久場徳子、田中健嗣、石原　悟、新垣　健、豊川真理
【事務部】柳　学、高良直光、宮城克己、田河美智代
【医療安全管理室】玉城秀美（専従看護師）

【ハートライフクリニック】野村　拓

活動目的 診療録管理委員会は、診療録帳票の検討、記載要領及び診療録の適切で効率的な利用、保管の為の必
要な事項を調査、検討するため、また、診療情報の適用の可否を審議することを目的とする。

活動内容

委員会毎月1 回定例とし、第 4 水曜日に開催することを原則とする。
1) 検査伝票、診療帳票等の新規作成、改定に関すること
2) 入院、外来診療録の整備と質的向上の為の諸条件に関すること
3) 診療に関する諸様式の整備改定に関すること
4) 診療情報管理室の効率的な管理運営に関すること
5) 診療録管理に関すること
6) 診療情報の提供に関すること
7) その他

備考

実績報告資料等
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治験審査委員会
委員会名 治験審査委員会

委員長名 松元　悟 構成人数 8 名

事務局・担当部署 治験管理センター、薬局 担当者名 田中健嗣

委員名

【医　局】松元　悟、佐久川　廣、嘉川春生
【医療技術部】田中健嗣
【事務部】比嘉　靖、高良直光

【外部委員】2 名

活動目的
治験を行う為に必要な第 3 者機関（院長の諮問機関）として、「治験の原則」に従って、すべての被験者
の人権の保護、安全の保持および福祉の向上を図ることを目的とする。治験を開始する前から終了後に至
るまで、その責務は継続するものである。

活動内容 稼働治験数 :3 件

備考

実績報告資料等

地域医療支援病院運営委員会
委員会名 地域医療支援病院運営委員会

委員長名 奥島憲彦 構成人数 15 名

事務局・担当部署 地域医療連携室 担当者名 新垣りか・砂川直樹・仲地智俊

委員名

【医　局】奥島憲彦、松元　悟、久場良也、佐久川　廣
【看護部】西銘宣子
【事務部】當銘　秀之
【外部委員】中城村長　浜田京介、西原町長　上間明、宜野湾市長　佐喜眞淳、中城北中城消防本部

　消防長　安里秀己、東部消防組合消防本部　消防長　當山健、宜野湾市消防本部　消
防長　米須清一、中部地区医師会理事　今井千春、中部地区薬剤師会　会長　前原信照、
中部地区婦人連合会会長　島袋邦子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略、順不同。

活動目的 ハートライフ病院が地域のかかりつけ医、かかりつけ歯科医などからの要請に適切に対応し、地域に
おける医療の確保に必要な支援を行うため、ハートライフ病院地域医療支援病院運営委員会を設置する。

活動内容

地域医療支援病院の認定に係る次の各項目について、内外の委員を招集し検討を行い、認定要件を
満たしているかの確認および向上を図る。

（１）開設者　（２）紹介率（紹介率・逆紹介率）　（３）共同利用　（４）救急医療　（５）研修　（６）病
床数　（７）構造設備　（８）諸記録　（９）委員会　（１０）患者相談　（１１）その他　（１２）居宅等

備考 年度に 1 回以上委員会を開催する。

地域医療支援病院認定に係わる以下の情報
地域医療支援病院認定に係わる以下の情報は、「病院概要」および「患者統計・病歴統計」をご参照ください。

（１）開設者　　　（２）紹介率（紹介率・逆紹介率）　　（３）共同利用　　　（４）救急医療

（５）研修　　　　 （６）病床数

（7）構造設備

「集中治療室、化学・細菌及び病理の検査施設、病理解剖室、研究室、講義室、図書室、救急用または患

者輸送用自動車、医薬品情報管理室」の設置が承認要件で、当院は満たしております。

（8）諸記録

諸記録の①保存・管理や②閲覧など、日本医療機能評価機構の基準をクリアしており、診療情報管理室を

中心に質の向上を図っております。

（9）委員会

本委員会の設置にてクリアしております。

（10）患者相談

専用の面談室あり。医療ソーシャルワーカー 5 名および医療メディエーター 1 名を配置して対応してお

ります。

（11）その他

患者相談業務および地域の診療所等と、円滑に連携が行われる体制がとられております。

（12）居宅等

主に在宅支援診療所や訪問看護ステーションなどの、在宅医療を担う医療機関との連携を行っております。
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輸血療法委員会
委員会名 輸血療法委員会

委員長名 佐久川　廣 構成人数 8 名

事務局・担当部署 臨床検査科 担当者名 蔵下　恒

委員名

【医　局】佐久川　廣、宮平　工
【看護部】安村公均、比嘉暢
【医療技術部】神谷乗敏、蔵下　恒、谷山美沙子
【事務部】高良直光

活動目的 輸血療法の安全な実地及び輸血製剤の適正使用を図ることを目的し、輸血医療に係る全般を議題、検討
内容する。

活動内容

１）手順書の作成
①輸血業務に必要とされる手順書を随時作成、改定を行う
②手順書の内容を啓蒙する
2）輸血ミスの防止
①インシデント発生時、原因を追究し、対処法を作成する。
②対処法を実践させるよう啓蒙する。
3）適正使用の実施
① ” 輸血療法の適正化に関する指針 ” に則した使用を目指す。
② ” 輸血療法の適正化に関する指針 ” の啓蒙を行う
③適正使用に向け、血液製剤使用量の報告を行い、医局会議、運営会議等で報告を行う。
④適正使用に則さない場合、指導、検討を行う
4）血液製剤の有効利用を促進する。
①使用量、廃棄血量の報告を行う。
②問題がある場合、個別に問題を検討し対処法を検討する。
5）副作用、感染症の報告を行う。
6）その他、血液療法に関する問題を議題内容とする。

備考

実績報告資料等

平成 25 年度 血液製剤使用報告 

①血液製剤使用状況 

※血漿交換  7 回：198.8 単位実施（前年 0 回：0 単位） 
※（ ）内は、H24 年分（前年度）を表記 

   ※注 FFP-Ap は以前の 5U（450ml）製剤で FFP120ml を 1 単位とした場合、3.75 単位、H25.9 より 
4U（480ml）で供給 

 

 単位 使用量 
本数 

使用単位数

（U） 
使用金額 
（円） 

廃棄 
本数 

廃棄 
単位数 

廃棄金額 
（円） 

減損率 
（%） 

RCC 1U 7 
（20） 

7 
（20） 

60,326 
（172,360） 

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

2U 1910 
（1621）

3820 
（3242） 

32,916,940 
（27,936,314）

6 
（5）

12 
（10） 

103,404 
（86,170） 

0.31 
（0.31） 

合計  1917 
（1641）

3827 
（3262） 

32,977,266 
（28,108,674）

6 
（5）

12 
（10） 

103,404 
（86,170） 

0.31 
（0.30） 

FFP 2U 38 
（32） 

76 
（64） 

661,732 
（557,248） 

7 
（2）

14 
（4） 

121,898 
（34,828） 

15.56 
（6.25） 

Ap 
注 

266 
（186） 

1030 
（698） 

6,107,626 
（4,270,746） 

2 
（3）

7.8 
（11.3） 

45,922 
（68,883） 

0.75 
（1.61） 

合計  
 

304 
（218） 

1106 
（762） 

6,769358 
（4,827,994） 

9 
（5）

21.8 
（15.3） 

167,820 
（86,297） 

2.88 
（2.29） 

PC 5U 0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

10U 606 
（506） 

6060 
（5060） 

46,825,620 
（39,098,620）

2 
（2）

20 
（20） 

154,540 
（154,540）

0.33 
（0.39） 

15U 160 
（221） 

2400 
（3315） 

18,542,880 
（25,612,353）

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

20U 34 
（38） 

680 
（760） 

5,253,782 
（5,871,874） 

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

合計  800 
（765） 

9140 
（9135） 

70,622,282 
（70,582,847）

2 
（2）

20 
（20） 

154,540 
（154,540）

0.25 
（0.26） 

 
HLA-

PC 
 
 
 

10U 23 
（38） 

230 
（380） 

2,136,539 
（3,529,934） 

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

15U 
 

2 
（12） 

30 
（180） 

278,324 
（1,669,944） 

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

20U 
 

0 
（12） 

0 
（240） 

0 
（2,223,000） 

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

合計  25 
（62） 

260 
（800） 

2,414,863 
（7,422,878） 

0 
（0）

0 
（0） 

0 
（0） 

0 
（0） 

総計  3046 
（2686）

14333 
（13959） 

112,783,769 
（110,942,393）

17 
（12）

54 
（45.3） 

425,764 
（327,007）

0.56 
（0.45） 

②自己血使用状況（診療科毎） 
※

（ ）
内は

前年

度（Ｈ

24）
実績 
   

※ Ｈ

23 年度、血液内科（骨髄移植ドナー：18 名 バンク 15 名、血液者 3 名） 
③廃棄製剤状況（自己血含む）：総数 19 件（H24 年度 16 件）※（ ）内は、H24 年度を表記 

○血液型毎 
※自己血は、AB、B 型各 1

件（計 2 件） 
 ※A 型 2 件中 Rh(ー)が 1

件：有効期限が短い製剤が供給された 
○製剤毎 

○廃棄理由 
・有効期限切れ----- 12 件

（10） 
・患者死亡の為----- 2 件（0）※PC2 件が他患者への転用が出来ず廃棄 
・自己血未使用------ 2-件（4） 
・トラブル----------- 3 件（2）  
   トラブルによる廃棄内容（検査室 1 件、血管像影室 1 件、ICU 1 件） 
①内容：血液センター入庫時にテイブルの裏に落下し室温に長時間放置したため廃棄となった。 
 原因：担当者の確認不足 
 対応：入庫の場所を変更し、冷蔵庫保存時に再度確認を行う 
②内容：大量輸血を繰り返す患者に対し ICU へ輸血を出庫⇒ICU から血管造影室に搬送 

⇒血管造影室にて長時間室温放置 
    原因：血液製剤保存に対する認識不足 
    対策：使用時に 4F 検査室から出庫する 
   ③内容：ICU にて医師より FFP 解凍の指示⇒検査室にて解凍を行ったが使用せず廃棄 
    原因：医師の過剰解凍指示 
    対策：ICU 師長より担当医に説明と注意 

 
 

 
 
 
 
H26.5.2 輸血療法委員会 

診療科 婦人科 泌尿器科 血液内科 整形 外科 総数 
患者数 0 名(5) 0 名（3） 18 名（13） 0 名（1） 1名（0） 19 名（22） 

採血量 200 400 200 400 200 400 200 400 200 400 200 400 

採血数 0（0） 0（8） 0（0） 0（9） 10（5） 28（17） 0（1） 0（1） 0（0） 1（0） 10（6） 29（35）

使用数 0（0） 0（4） 0（0） 0（9） 9（5） 28（17） 0（1） 0（1） 0（0） 0（0） 9（6） 28（31）

使用合計数 0（0） 0（9） 37（22） 0(2） 0（0） 37（37） 

廃棄数 0（4） 0（0） 1（0） 0（0） 1（0） 2（4） 

使用単位 0U（8） 0U（18） 65U（39）  0U（3） 0U（0） 65U（68） 

血液型 A 型 B 型 O 型 AB 型 
廃棄件数 2（5） 11（3） 3（5） 3（3） 

製剤名 RCC FFP PC 自己血 

廃棄数 6（5） 9（5） 2（2） 2（4） 

薬事審議委員会
委員会名 薬事審議委員会

委員長名 松元　悟 構成人数 8 名

事務局・担当部署 薬局 担当者名 田中健嗣

委員名

【医　局】松元　悟、久場良也、佐久川　廣、普天間光彦
【看護部】西銘宣子
【医療技術部】伊藤昌徳
【事務部】當銘秀之、宮城　淳

活動目的

毎年、多くの医薬品が開発され、新たに薬価収載されている。この数多くの市販されている医薬品の中
から、患者個々の病態や経済性にも考慮した医薬品を選定することは、薬物療法を適正に行うにあたっ
て重要な事である。また、同種・同効の医薬品ならびに後発医薬品が多く薬価収載されており、これら
の医薬品を無秩序に購入し使用することは、医学・薬学・経済面から見ても合理的であるとはいえない。
さらに新規購入医薬品が増えることで、使用されなくなった薬剤の削除を行わない限り、採用医薬品は増
加し過剰在庫による経済的負担と、医薬品を管理する人的、スペース的負担を増加させる危険がある。従っ
て薬物療法の適正化と、医薬品管理業務における、医薬品の流通を円滑に行う為に、薬事審議委員会
を設置する。

活動内容

委員会の役割
●新規採用医薬品の採用
●後発医薬品の採用方法
●既採用医薬品の再評価の必要性
●陳旧化した医薬品の取り扱い
●同種・同効薬の再評価
●医薬品の適正な使用方法の協議
●医薬品の副作用及び感染症の協議
●在庫医薬品の適切な管理と運用
●病院医薬品集・医薬品情報等について
●臨床試用医薬品の採否の決定
●院内製剤の採否の決定

備考

…実績報告資料等（スライドなど）
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倫理委員会
委員会名 倫理委員会

委員長名 與座　一 構成人数 7 名

事務局・担当部署 薬局 担当者名 田中健嗣

委員名

【医　局】與座　一、宮城　敬
【看護部】西銘宣子
【医療技術部】田中健嗣
【事務部】比嘉　靖、新川　進、高良直光

活動目的

社会医療法人かりゆし会ハートライフ病院（以下、「病院」という。）の職員が行う医療行為および医学研
究（以下、「医療行為等」という。）において、「ヘルシンキ宣言」（2000 年エジンバラ修正、2002 年ワ
シントン総会で注釈追加）を尊重し、国内の倫理指針の趣旨にそって、倫理的配慮が図られているかどう
かを審議することを目的とする。

活動内容

1）医療にかかる法律の順守に関する事項
2）患者の権利に関する事項
3）医療行為等をめぐる生命倫理に関わる事項
4）臓器移植および新治療法の採用に関する事項
5）その他、病院長または委員長が必要と認めた事項
議題数 :17 件

備考

実績報告資料等

臨床検査適正委員会
委員会名 臨床検査適正委員会

委員長名 佐久川　廣 構成人数 7 名

事務局・担当部署 臨床検査科 担当者名 神谷乗敏

委員名

【医　局】佐久川　廣
【看護部】中野久乃
【医療技術部】神谷乗敏、具志堅善則、斉藤　辰好
【事務部】當眞嗣美、渡久地政重（ハートライフクリニック）

活動目的 臨床検査は診療の補助として行われるもので疾病の診断、治療、予後を判断するための重要な情報を提
供するものである。質の高いデータを迅速に提供する事を目的とする。

活動内容

1）臨床検査が関わる業務の範囲の検討
2）検査精度、機器選定ならびに導入計画
3）検査項目や、正常値の検討
4）その他検査に関わる必要事項の検討を行う

備考

実績報告資料等
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緩和ケア委員会
委員会名 緩和ケア委員会

委員長名 花城直次 構成人数 30 名

事務局・担当部署 看護部　 担当者名 小橋川春子

委員名

【医局】　花城直次、管野善一朗、山本祐介
【看護部】 小橋川春子、比嘉暢、本田由香理（がん化学療法認定看護師）、仲田ひろ子、成田明日香、東初美、

高良那津子、新地博美、赤嶺七海、高宮理沙、佐藤広美、森春香、与那城茂子、玉城夕菜、
呉屋友美、内田綾、若命彩子、山内美咲、砂川克子（乳癌認定看護師）

【医療技術部】　大関秀和、上地美和、栄野比智也、高屋美希、渡真利ゆりか
【事務部】　池村久美子（臨床心理士）望月祥子、桑江幸子

活動目的 癌の治療開始、又は生命を脅かす病に関連する問題を早期に取り組み、患者及び家族の生活の向上のた
めに、各部署の専門家が協力してチームを作り以下の項目を要件とするケアを提供する

活動内容

1. 患者の痛みや、その他の不快な身体症状を緩和する
2. 患者に精神的・社会的・霊的な援助を行い、死が訪れるまで生きていることに意味を見いだせるような
ケアを行なう
3. 患者の家族を患者の療養中から死別した後まで支える

備考

実績報告資料等

DPC 委員会
委員会名 DPC 委員会

委員長名 奥島憲彦 構成人数 14 名

事務局・担当部署 診療情報管理室 担当者名 柳　学

委員名

【医　局】奥島憲彦、西原　実、内科系医師、外科系医師
【看護部】西銘宣子、粟盛信子（地域医療連携室）
【医療技術部】宮城竜也（放射線科）、神谷乗敏（臨床検査科）、田中健嗣（薬局）
【事務部】柳　学（診療情報管理室）、高良直光（請求業務課・入院）、新垣　淳（事務部・請求業務課・
入院）、宮城　克己（事務部・企画室電算係）、田河美智代（診療情報管理室）

活動目的 DPC 委員会は、DPC 対象病院として DPC 業務の適正な運用を図るために審議検討をすることを目的とす
る。

活動内容

1）適切なコーディングを行う体制に関すること。
2）診断及び治療方法の適正化標準に関すること。
3）院内で標準的な診断及び治療方法の周知徹底に関すること。
4）その他 DPC 業務に係る課題に関すること。

備考

実績報告資料等
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IT 推進委員会
委員会名 IT 推進委員会

委員長名 佐久川　廣 構成人数 20 名

事務局・担当部署 企画室電算係　 担当者名 宮城克己

委員名

【医　局】佐久川　廣、普天間光彦
【医療技術部】伊藤昌徳、田中健嗣、大城盛寛、古波倉美登利、具志堅善則、仲松晋也
【事務部】當銘秀之、柳　学、新川進、安里　竜、高良直光、宮城　淳、砂川直樹、高橋慎二、宮城克
己

【医療安全管理室】玉城秀美（専従看護師）

オブザーバ：屋良ちえみ、内間幸人

活動目的 電子カルテ・オーダリングシステムをはじめとした院内情報システム（機器）の導入から開発、運営・保守
に関する全般の検討を行い、院内 IT 環境の充足をはかる。

活動内容

１）医事・オーダリング・電子カルテなどの医業システムの運用方法の検討
２）グループウェアなどの情報サービス・業務システムの検討
３）上記①②に係るネットワークの検討
４）IT 導入に伴うセキュリティ管理
５）各部門システムの導入、運用検討
６）職員の IT 知識の向上

備考

実績報告資料等

診療報酬対策委員会
委員会名 診療報酬対策委員会

委員長名 佐久川　廣 構成人数 7 名

事務局・担当部署 請求業務課 担当者名 金城昭一

委員名
【医　局】佐久川　廣、松元　悟、西原　実
【医療技術部】神谷乗敏、田中健嗣
【事務部】金城昭一、金城　泰

活動目的 当院目標査定率 0.14% の達成に努める

活動内容

1）保険診療に関すること
2）請求漏れ、査定減の対策に関すること
3）保険請求事務等の改善に関すること
4）レセプト作成、点検に関すること

備考

実績報告資料等
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救急総合診療部委員会
委員会名 救急総合診療部委員会

委員長名 與座　一 構成人数 22 名

事務局・担当部署 地域医療連携室 担当者名 砂川直樹

委員名

【医   局】奥島憲彦、久場良也、與座一、銘苅正、三戸正人、末吉健次、渡慶次学、安里義秀、澤岻安勝、
【看護部】仲地ますみ、内間幸人、小渡君子、竹本健太
【医療技術部】比嘉一廣、仲座義富、斉藤辰好
【事務部】後原保光、仲地智俊、安里竜、宮城淳、高良直光、砂川直樹

活動目的 救急総合診療部の体制（人財確保を含む）を整える。問題点の検討や改善など要望を早めに対応できる
ような正式なルートをつくる。

活動内容

救急車搬送患者、時間外救急患者の受け入れに関しての流れや問題点、救急総合診療部に係わるすべて
の職種のワークライフバランスを考えながら話し合いをもち解決策を考え活動目的を達成する。救急総合
診療部小委員会にて初期問題を検討する。重要事項に関しては救急総合診療部委員会で再検討し、救
急総合診療部委員会としての承認を得る。その後議事録は翌月の運営委員会で報告する。

備考 救急総合診療部小委員会は、月に１回以上、救急総合診療部委員会は毎月１回開催とする。

実績報告資料等

クリニカルパス委員会
委員会名 クリ二カルパス委員会

委員長名 大西　勉 構成人数 16 名

事務局・担当部署 看護部 担当者名 粟盛信子

委員名
【医　局】普天間光彦、平良直也、宮城純、宮平工、上笹航、大西勉、神里美佐子、井上美里
【看護部】宮平典子、比嘉暢、米須智子、小橋川春子、外間真紀子、諸喜田久美
【事務部】粟盛信子（看護師 / 地域医療連携室）、安里　竜

活動目的

１）医療の質の向上
２）患者中心の医療を提供
３）業務の効率化
４）在院日数の短縮、コスト削減

活動内容 病棟医長・師長が中心となり、事務局で技術的支援、入力作業を行う体制を作りパス作成に取り組む。

備考

実績報告資料等
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健康増進委員会
委員会名 健康増進委員会

委員長名 奥島憲彦 構成人数 11 名

事務局・担当部署 事務部・医療技術部 担当者名 金城信矢（事務部）
玉城義彦（医療技術部）

委員名

ハートライフ病院
【医　局】奥島憲彦、松元　悟、菅野善一郎
【看護部】仲地ますみ、屋我裕子、
【医療技術部】當眞結子、玉城義彦
【事務部】比嘉　靖、冨里　等、照屋尚美、金城信矢

ハートライフクリニック
【医　局】山本壽一
【リューザ】長嶺敦司

活動目的 職員の健康増進活動を支援する。

活動内容

1）健康増進に関する会議の開催
2）健康増進に関する相談・指導
3）健康増進のきっかけづくり
4）部署・サークルの健康増進活動への支援
5）健康増進に関する情報提供
6）健康増進に関するニーズの集約
7）健康増進に関する環境の整備
8）健診後の生活指導の支援

備考

実績報告資料等

患者満足度向上委員会・投書対策委員会
委員会名 患者満足度向上委員会・投書対策委員会

委員長名 奥島憲彦 構成人数 11 名

事務局・担当部署 総務課 担当者名 比嘉康文

委員名

【医　局】奥島憲彦（投書対策委員兼務）、松元　悟
【看護部】西銘宣子（投書対策委員兼務）、古波倉美登利
【医療技術部】宮城竜也、仲座義富、狩俣貴康
【事務部】當銘秀之（投書対策委員兼務）、比嘉　靖、比嘉康文（投書対策委員兼務）、金城　泰

活動目的 患者さんからの苦情相談に対して迅速に処理し、患者さんからの病院に対する信頼を向上する。

活動内容

(1) 患者さんに対する接遇とコミュニケーションの質並びに待ち時間短縮の向上を図る。
(2) 患者さんからのクレームに対応する。
(3) 職員の接遇向上にむけた教育・研修・講演会等を企画立案する。
(4) 患者満足度調査。
(5) 快適な療養環境を図る。
(6) 接遇マニュアノレの作成改定。

備考
※投書対策委員会は随時必要があれば開催。
投書回収後、院内メールにて院長・医局長・看護部長・事務局長・事務副部長・総務課にて情報を共有し、
各部署へ周知改善を行う。

実績報告資料等

平成２５年度　患者満足度調査結果

調査日時　：　平成２５年３月２４日（月）　～　３月２５日（火）　＜２日間＞　　０９：００　～１２：００
調査場所　：　外来、ＭＳＣ、透析室、各病棟（平成26年3月24日～30日）

１．各部門の総合的な評価

＜外来＞この病院での診療に満足しているか ＜ＭＳＣ＞この病院での診療に満足しているか ＜透析＞この病院での診療に満足しているか ＜病棟＞この病院での診療に満足しているか
大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計 大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計 大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計 大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計

57 135 23 1 0 8 224 16 27 0 0 0 1 44 21 35 10 2 0 11 79 61 61 7 1 0 14 144

平成２５年度患者満足度調査について（総評）

◎ 総合的な評価「この病院での診療に満足していますか」の設問に対し、満足以上がMSC部門では、97.7％と高評価、外来部門では85.7％、病棟部門では84.7％と8割を超える良い評価となった。

透析部門については、満足以上70.8％と評価的には悪くはないものの、MSC部門/外来部門/病棟部門と比較すると評価的には下がっている。

◎ 総合的な評価「この病院での診療に満足していますか」の設問に対し、「満足以上」をH24年度と比較すると下記の通りとなっています。

◇外来　H25年度（85.7％）⇒H24年度（84.9％）【0.8％DWN】
◇病棟　H25年度（84.7％）⇒H24年度（87.8％）【3.1％DWN】、
◇MSC　H25年度（97.7％）⇒H24年度（97.7％）【±0％】

◇透析　H25年度（70.8％）⇒H24年度（80.8％）【10.0％DWN】、

＜外来＞

◎ 医師診察内容、及び医師・看護師・受付事務・その他職員の言葉遣い態度の満足以上評価は、全て85％以上＜H24年90％（△5％DWN）＞で良い評価となっている。

◎ 待ち時間について、受付待ち時間については、満足以上が76.7％＜H24年度75.3％（＋1.4％UP）＞と概ね良い評価となっているものの、診察待ち時間については、満足度以上が56.6％＜H24年度63.0％（△6.4％DWN）＞、

検査待ち時間の満足以上は54.9％＜H24年度は69.9％（△15.0％DWN）＞、会計待ち時間の満足以上は67.4％＜H24年度は68.4％（△1.0％DWN）＞と70％台をきり、受付待ち時間以外は何れも前年度よりも評価が

下がっており、早急な待ち時間対策が必要である。

◎ 設備面に関しては、満足度以上が70％以上とH24年度同様、概ね良い評価となっている。

＜ＭＳＣ＞

◎ 医師診察内容、及び医師・看護師・受付事務・その他職員の言葉遣い態度の評価（満足以上）は、全て90％以上で非常に良い評価となっている。

◎ 待ち時間について、会計待ち時間については、満足度以上が96％と非常に良い評価となっており、受付待ち時間（85.5％）、診察待ち時間（74.6％）、検査待ち時間（73.2％）、

については70％以上と概ね良い評価となっている。

◎ 設備面に関しては、満足度以上が80％以上と良い評価となっている。

＜透析室＞

◎ 医師の病気や治療説明について、満足以上が67.0％の評価となった。

◎ 看護師の対応（81.0％）、医師看護師は話を聞いてくれるか（77.2％）、職員の言葉遣い（73.4％）、概ね良い評価となっている。

◎ 食事については、満足以上が72.0％と概ね良い評価となっている。

◎ 設備面に関しては、満足度以上が70％以上と概ね良い評価となっている。

室内の温度調整については、H24年度53.2％⇒H25年度63.2％と満足度が10％UPした。

＜病棟＞

◎ 医師の病気や治療説明（87.5％）、看護師の対応（88.8％）、医師看護師は話を聞いてくれるか（93.0％）、職員の言葉遣い（91.6％）と非常に良い評価となっている。
◎ 設備面に関しては、満足度以上が70％以上と概ね良い評価となっている。
◎ 食事については、満足以上が65.2％と病棟全体の高い評価からすると、低い評価となっている。

食事については、H24年度62.6％⇒H25年度65.2％と若干（2.6％）満足度がUPした。
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平成２５年度　患者満足度調査結果

調査日時　：　平成２５年３月２４日（月）　～　３月２５日（火）　＜２日間＞　　０９：００　～１２：００
調査場所　：　外来、ＭＳＣ、透析室、各病棟（平成26年3月24日～30日）

１．各部門の総合的な評価

＜外来＞この病院での診療に満足しているか ＜ＭＳＣ＞この病院での診療に満足しているか ＜透析＞この病院での診療に満足しているか ＜病棟＞この病院での診療に満足しているか
大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計 大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計 大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計 大変満足 満足 普通 不満足 大変不満 未記入 計

57 135 23 1 0 8 224 16 27 0 0 0 1 44 21 35 10 2 0 11 79 61 61 7 1 0 14 144

平成２５年度患者満足度調査について（総評）

◎ 総合的な評価「この病院での診療に満足していますか」の設問に対し、満足以上がMSC部門では、97.7％と高評価、外来部門では85.7％、病棟部門では84.7％と8割を超える良い評価となった。

透析部門については、満足以上70.8％と評価的には悪くはないものの、MSC部門/外来部門/病棟部門と比較すると評価的には下がっている。

◎ 総合的な評価「この病院での診療に満足していますか」の設問に対し、「満足以上」をH24年度と比較すると下記の通りとなっています。

◇外来　H25年度（85.7％）⇒H24年度（84.9％）【0.8％DWN】
◇病棟　H25年度（84.7％）⇒H24年度（87.8％）【3.1％DWN】、
◇MSC　H25年度（97.7％）⇒H24年度（97.7％）【±0％】

◇透析　H25年度（70.8％）⇒H24年度（80.8％）【10.0％DWN】、

＜外来＞

◎ 医師診察内容、及び医師・看護師・受付事務・その他職員の言葉遣い態度の満足以上評価は、全て85％以上＜H24年90％（△5％DWN）＞で良い評価となっている。

◎ 待ち時間について、受付待ち時間については、満足以上が76.7％＜H24年度75.3％（＋1.4％UP）＞と概ね良い評価となっているものの、診察待ち時間については、満足度以上が56.6％＜H24年度63.0％（△6.4％DWN）＞、

検査待ち時間の満足以上は54.9％＜H24年度は69.9％（△15.0％DWN）＞、会計待ち時間の満足以上は67.4％＜H24年度は68.4％（△1.0％DWN）＞と70％台をきり、受付待ち時間以外は何れも前年度よりも評価が

下がっており、早急な待ち時間対策が必要である。

◎ 設備面に関しては、満足度以上が70％以上とH24年度同様、概ね良い評価となっている。

＜ＭＳＣ＞

◎ 医師診察内容、及び医師・看護師・受付事務・その他職員の言葉遣い態度の評価（満足以上）は、全て90％以上で非常に良い評価となっている。

◎ 待ち時間について、会計待ち時間については、満足度以上が96％と非常に良い評価となっており、受付待ち時間（85.5％）、診察待ち時間（74.6％）、検査待ち時間（73.2％）、

については70％以上と概ね良い評価となっている。

◎ 設備面に関しては、満足度以上が80％以上と良い評価となっている。

＜透析室＞

◎ 医師の病気や治療説明について、満足以上が67.0％の評価となった。

◎ 看護師の対応（81.0％）、医師看護師は話を聞いてくれるか（77.2％）、職員の言葉遣い（73.4％）、概ね良い評価となっている。

◎ 食事については、満足以上が72.0％と概ね良い評価となっている。

◎ 設備面に関しては、満足度以上が70％以上と概ね良い評価となっている。

室内の温度調整については、H24年度53.2％⇒H25年度63.2％と満足度が10％UPした。

＜病棟＞

◎ 医師の病気や治療説明（87.5％）、看護師の対応（88.8％）、医師看護師は話を聞いてくれるか（93.0％）、職員の言葉遣い（91.6％）と非常に良い評価となっている。
◎ 設備面に関しては、満足度以上が70％以上と概ね良い評価となっている。
◎ 食事については、満足以上が65.2％と病棟全体の高い評価からすると、低い評価となっている。

食事については、H24年度62.6％⇒H25年度65.2％と若干（2.6％）満足度がUPした。
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広報委員会
委員会名 広報委員会

委員長名 久場良也 構成人数 10 名

事務局・担当部署 企画室広報係 担当者名 知念政治

委員名

【医　局】久場良也、嘉川春生
【看護部】中野久乃
【医療技術部】伊藤昌徳
【事務部】吉川　忍、比嘉康文、宮城克己、砂川直樹、知念政治、仲田尚正

活動目的

1）院内の現状、新規業務などをホームページや広報誌、新聞等を通じて院外に PR する。
2）院内の情報を収集・審議し、広報方針を決定する。
3）広報・広告関連予算を審議し、理事会へ提案する。
4）院内における掲示物などに関して、規定を作成する。

活動内容 企画室広報係より事業に関する広報・広告活動を提起し他職種で検討を行う。法律や条例、各評価機関
の定めに従った情報提供。

備考

年報作成員会
委員会名 年報作成員会

委員長名 奥島憲彦 構成人数 12 名

事務局・担当部署 企画室広報係 担当者名 知念政治

委員名

【医　局】奥島憲彦、嘉川春生、菅野善一郎
【看護部】仲地ますみ
【医療技術部】仲座義富、屋宜伸春
【事務部】當銘秀之、宮城映子、比嘉須奈子、神里美佐子、知念政治、仲田尚正

活動目的 病院年報の企画・データ収集・作成およびそれらのデータ保全。

活動内容 病院年報の企画・データ収集・作成。
各科実績報告会の企画・運営。

備考

手術室運営委員会
委員会名 手術室運営委員会

委員長名 久場良也 構成人数 31 名

事務局・担当部署 手術室 担当者名 中野久乃

委員名

【医　局】奥島憲彦、堤　真吾、大西　勉、上笹　航、狩俣かおり、西原　実、村山茂美、喜久本　
藍、末吉健次、山入端敦、宮平　工、新垣　薫、武田　理、上原　健、宮城　敬、花城直次、
親川　智、松元　悟、釜野武志、国吉史雄、新垣勝男、大城琢磨、佐久川陽子、澤岻安勝、
渡慶次　学、嘉川春生、折田　均、波照間友基、井手上隆史、照屋明子、平良直也

活動目的 手術を安全に、確実に遂行していくためには手術室の円滑な運営が大切であり、病院の管理体制・職員・
設備などをふまえ、効率よく管理運営される事を目的とする。　　　　　　　　　　　　　

活動内容

月1 回。
ここでは手術スケジュールの調整に関する事、手術室の安全管理・感染管理に関する事、設備に関する事、
機器の保守点検・新規購入等について協議し、その時々の問題解決機関となる。議事録は別ファイル「手
術室運営会議録」に保管する。

備考

医療機器安全管理委員会
委員会名 医療機器安全管理委員会

委員長名 松元　悟 構成人数 18 名

事務局・担当部署 臨床工学科 担当者名 大城　安

委員名

【医　局】松元　悟、西原　実、普天間光彦
【医療安全管理室】玉城秀美（専従看護師）
【看護部】西銘宣子、安村公均、中野久乃、古波倉美登利
【医療技術部】宮城竜也、大城　安、、神谷乗敏、石原　悟、栄野比智也、伊藤昌徳
　　　　　　  吉田　裕、豊川　真理

【事務部】新川　進、我謝三男

活動目的
今日、わが国の高度先進医療を支えるものとして、驚異的な技術の進歩を遂げた医療機器があります。こ
れらの高度化した多種多様の医療機器の持つ機能を、十分に発揮させると共に安全性を確保するには、
計画的な保守と、適切な取り扱い技術の習得、効率の良い運用を専門的に行うことを目的とする。

活動内容

１）高度医療機器の効率的運用と安全性の確保
①機器故障、誤操作による事故発生の防止
②院内修理、点検による修理点検コストの低減
③医療機器の一括管理を推進し過剰設備を防止する

（利用状況、適正保有台数の把握）

備考

…実績報告資料等
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救急・ICU 検討委員会
委員会名 救急・ICU 検討委員会

委員長名 久場良也 構成人数 19 名

事務局・担当部署 救急外来 担当者名 内間幸人

委員名
【医　局】久場良也、佐久川　廣、與座　一、西原　実、末吉健次、嘉川春生、城間丈二、普天間光彦、
平良直也、安里義秀、大西　勉、武田　理、照屋明子、銘苅正、三戸正人

【看護部】仲地ますみ、内間幸人、安村公均、粟盛信子

活動目的
救急外来、ICU の運営上の諸問題、搬送患者の取り扱い、感染問題、治療実績、地域消防との連携、
勉強会の開催等

活動内容

1）BLS コース企画、運営
2）ICLS コース企画、運営
3）救急、災害フェアへの参加（地域消防との連携により近隣のショッピングセンターにおいて BLS 講習
会を実施）

備考

…実績報告資料等

安全管理委員会（台風対策委員会）
委員会名 安全管理委員会（台風対策委員会）

委員長名 松元　悟 構成人数 6 名

事務局・担当部署 担当者名

委員名

【医　局】松元　悟、久場良也、西原　実
【医療技術部】宮城竜也
【看護部】西銘宣子
【事務部】當銘秀之

活動目的 1. コンディション発令（台風対策）の有無、病院診療及び、職員出勤の有無などを検討し決定する。
2. コンディション解除の日時を検討し、病院診療時間および職員出勤時間などを決定する。

活動内容

1. コンディション発令時刻の決定
2. コンディション解除時刻の決定
3. 診療時間の決定
　　　　通常診療休診の決定
　　　　通常診療開始の決定
4. 委員会開催日時の決定

備考
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人事検討委員会
委員会名 人事検討委員会

委員長名 奥島憲彦 構成人数 4 名

事務局・担当部署 事務部長 担当者名 當銘秀之

委員名

【医　局】奥島憲彦
【看護部】西銘宣子
【医療技術部】宮城竜也
【事務部】當銘秀之

活動目的

1. 医療の質、向上に寄与するための人材確保
2. 各部門の現状把握・分析をし、適正人員及び適正人件費を検討し経営に寄与する。
3. 職員の採用（増員・補充・異動、その他）は人事検討委員会を通して検討する。増員・補充に関し

ては理事会の承認を得る。
4. 昇進人事を検討し理事会へ提案する。
5. 業務委託の検討

活動内容

平成 25 年度人事検討委員会開催回数 13 回。承認された事案は理事会で審議され決定されます。主な
審議内容は①昇進人事②業務拡張に伴う増員③退職・産休に伴う補充④時給・資格手当・等級表の見直
しなどがあります。
平成 25 年度は 35 の職種で募集を行い 127 名入職しました。

備考 人事検討委員会に提出する事案には、部署体制図を必ず添付するようお願いします。

実績報告資料等

図書委員会
委員会名 図書委員会

委員長名 宮平　工 構成人数 6 名

事務局・担当部署 総務課・図書係 担当者名 宮城映子

委員名

【医　局】宮平　工
【看護部】西銘　宣子
【医療技術部】石原　悟
【事務部】比嘉　靖、宮城映子、比嘉康文

活動目的 ハートライフ病院図書室の適正な管理運営をはかるため必要な事項等を審議検討することを目的とす。

活動内容
図書委員会活動 : 委員長が招集し年 2 回開催。（4 月・10 月）
広報活動 :「図書だより」を毎月1 回発行し、院内各部署および他病院図書室などに配布。年 1 回所蔵目
録の作成。

備考

…

実績報告資料等
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診療材料等管理検討委員会
委員会名 診療材料等管理検討委員会

委員長名 久場良也 構成人数 17 名

事務局・担当部署 用度課 担当者名 新川　進

委員名

【医　局】久場良也、松元　悟
【看護部】仲地ますみ、諸喜田久美、屋良ちえみ、竹本直美、米須智子、比嘉暢、宮平典子、内間幸人、
中野久乃、安村公均、小橋川春子

【医療技術部】神谷乗敏、大城　安、宮城竜也
【事務部】新川　進

活動目的 診療材料等に関する方針および懸案事項を審議、調整する。

活動内容

1）診療材料・医療消耗品等に係る方針に関すること。
2）購買管理・在庫管理・使用管理に関すること。
3）発注事務等の改善に関すること。
4）職員教育及び啓蒙に関すること。
5）前各号に定めるものの他、理事長が必要と認める事項。

備考

…実績報告資料等

教育研修管理委員会
委員会名 教育研修管理委員会

委員長名 久場良也 構成人数 5 名

事務局・担当部署 看護部、副部長 担当者名 仲地ますみ

委員名

【医　局】久場良也、西原　実
【看護部】仲地ますみ
【医療技術部】宮城竜也
【事務部】後原保光

活動目的 医療・看護・医療技術、組織管理・運営、患者接遇、医療連携（ネットワーク）、IT 等に関する教育・研
修を充実させ、人材の育成と医療レベルの標準化・向上に寄与する。

活動内容

1）病院全体の教育・研修実施状況について以下を把握する。
①年間計画と実績
②各部門の教育・研修の現状
③学会発表、参加状況
④研修会（講習会）への参加状況
⑤研修後の報告の有無
2）外部からの研修（実習）実績の集約
3）その他

備考

…実績報告資料等
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ワークライフバランス委員会
委員会名 ワークライフバランス委員会

委員長名 比嘉　靖 構成人数 8 名

事務局・担当部署 総務課 担当者名 比嘉　靖

委員名 【事務部】當銘秀之、後原保光、比嘉　靖、仲地智俊、吉川　忍、安里　竜、比嘉康文、冨里　等

活動目的 全職員のワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進する

活動内容

●医師の勤務負担軽減 ( 医師勤務実績表を作成し当直明け休日を推進 )
●「沖縄県ワーク・ライフ・バランス企業」認証の申請 (H26.2 月 )
●事務部ノー残業デーの推進 (H25.4 ～ H26.3 月 )
●事務部係長・主任・副主任による院内ラウンド実施 (H25.4 月～ 12 月 )
●職員満足度調査（H25.9 月）
●事務部　月次時間外勤務比較
●院内研究発表会　広報担当（すぐやる団）、総務（医師の出勤簿、ノー残業デー）

備考

患者サポート委員会
委員会名 患者サポート委員会

委員長名 奥平藤也 構成人数 7 名

事務局・担当部署 地域医療連携室 担当者名 奥平藤也 / 西田悠希子

委員名
【医局】西原　実
【看護部】玉城秀美、池村久美子
【事務部】宮城　淳（Ｈ 25 年度 2 月より）、比嘉康文、奥平藤也、西田悠希子

活動目的

1. 医療従事者と患者等との円滑なコミュニケーションを図る
2. 患者等の不安に寄り添い、入院生活を支援する
3. 患者サポート相談窓口担当者及び各部門の担当者等が患者等からの相談を円滑に実施できるよう支援
する。

活動内容

1. 開催日　毎週火曜日 16 時から17 時（平成 25 年度計 45 回（通算 89 回）実施）
2. 場所　3 階第 1 会議室（毎月第 3 週は 2 階講堂）

（1）主な議事内容の分類（述べ件数、平成 25 年度）

医師の説明・対応 16

治療 4

接遇・配慮 26

診療体制 14
受診・入院対応 3
医療費・診断書 4
施設環境・設備 15
組織上の問題 16
連携上の問題 3
本委員会体制 14

その他 12
計 127

（2）本委員会に寄せられた事例から、提案・改善に至ったもの
・冷房の清掃と、冷房中は窓を閉めることを促すシールを病室の窓に貼付を総務課へ依頼・・・病室にカ
ビが生えているとの苦情から
・「救急患者対応中」のモニタ表示の導入…救急外来の待ち時間に関する苦情から    
・小冊子『医師にかかる10 か条』の院内設置・・・啓蒙活動の一環として    
・ユニフォームでの外出について、企画調整会議・所属長連絡会議へ検討依頼。…医療者として無神経と
の意見から
・患者紹介の電話対応について再確認・・・外来日確認後来院させたが休診だったとの苦情から  
・外来でメディカルクラークのフォロー…医師が話を聞いてくれないとの苦情から    
・退院調整が見込まれる患者の基準について…すでに看護部で見直しがなされていた   
・医師との面談可能なことを病棟に掲示が可能か病棟診療会議へ提案。…退院前に病状説明なしに退院
させられたとの苦情から

備考

物品購入検討委員会
委員会名 物品購入検討委員会

委員長名 松元　悟 構成人数 10 名

事務局・担当部署 用度課 担当者名 新川　進

委員名

【医　局】松元　悟、久場良也
【看護部】西銘宣子、中野久乃
【医療技術部】神谷乗敏、宮城竜也、大城　安
【事務部】當眞嗣美、當銘秀之、新川　進

活動目的 診療・業務レベルの維持向上、療養及び就業環境の充実の為、経済効率も加味した適正な物品の購入を
検討し、理事会に呈示する。

活動内容
1）良質で安全・安価な物品購入がなされているか監督する。
2）効率的物品管理がなされているか監督する。
3）物品購入は、各年度の予算内とする。

備考

…実績報告資料等
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災害対策委員会
委員会名 災害対策委員会

委員長名 久場良也 構成人数 10 名

事務局・担当部署 事務部 担当者名 比嘉　靖

委員名

【医局】久場良也、西原　実、三戸正人
【看護部】仲地ますみ、内問幸人
【医療技術部】田中健嗣
【事務部】後原保光（防火管理者）、比嘉　靖、新川　進、比嘉康文

活動目的 災害発生時、来院する多数の傷病者に対し、迅速・的確に対応し適切な災害医療を提供することを目的
とする。

活動内容 マニュアル作成、火災訓練、アクションカード検討・作成

備考

災害マニュアル作成委員会
委員会名 災害マニュアル作成委員会

委員長名 比嘉　靖 構成人数 14 名

事務局・担当部署 総務課 担当者名 比嘉　康文

委員名

【医局】久場良也（副委員長）、西原　実
【看護部】仲地ますみ、玉城秀美
【医療技術部】大城　安、玉城義彦、田中健嗣
【事務部】比嘉　靖、吉川　忍、柳　学、當眞嗣美、比嘉康文、金城　司、砂川直樹

活動目的 災害対応を行うにあたり、明確な指揮命令系統のもと情報伝達を通して状況を的確に評価し行動へと結
びつけることを目的とする。

活動内容 災害マニュアル（平成 26 年度改訂版）作成、BCP（事業継続計画）検討、アクションカード作成（火災）

備考

災害訓練実施委員会
委員会名 災害訓練実施委員会

委員長名 三戸正人 構成人数 10 名

事務局・担当部署 担当者名

委員名
【医局】久場良也、三戸正人
【看護部】内間幸人（副委員長）、仲地ますみ、外間真紀子、安村公均
【事務部】後原保光、我謝三男、吉川　忍、當眞嗣美

活動目的
大規模災害による多数傷病者発生を想定した訓練や院内での火災発生を想定した訓練などを通して、災
害対策マニュアルとアクションカードを活用し、災害時の対応を効果的に行うとともに、病院スタッフの防
災意識の醸成を図ることを目的とする。

活動内容

・平成 25 年 6 月 29 日～ 30 日　MIMMS コースに院内スタッフ 12 名受講
・事例検討会「ハートライフ病院近辺で発生した爆発事故で受傷した傷病者の対応について」
・平成 25 年 12 月 7 日　院外での大規模災害により多数傷病者が発生した想定での受け入れ訓練実施
・平成 26 年 2 月 25 日～ 26 日　日本集団災害医学会に委員会メンバーから 2 名参加
・平成 26 年 3 月12 日　院内火災訓練実施

備考

QI 委員会 
委員会名 QI 委員会

委員長名 奥島　憲彦 構成人数 11 名

事務局・担当部署 診療情報管理室 担当者名 柳　学

委員名
【医局】奥島憲彦、末吉健次、平良直也、高良　誠
【看護部】玉城秀美、嘉数智子
【事務部】柳　学、安里　竜、田中淳也、山本亜矢子、知念政治

活動目的
当院は今年度も引き続き日本病院会主催の「QI プロジェクト2013」に参加しております。QI（Quality 
Indicator）とは「医療の質の指標」を意味しています。標準的な診療が行われているか、その実施率等
を数値化し客観的に評価して「医療の質改善」繋げていくことを目的としております。

活動内容

下記 25 項目の臨床指標データの収集
１．患者満足度（外来患者）
２．患者満足度（入院患者）
３．死亡退院患者率
４．a．入院患者の転倒・転落発生率
　　b．入院患者の転倒・転落による損傷発生率（レベル 2 以上）
　　c．入院患者の転倒・転落による損傷発生率（レベル 4 以上）
５．褥瘡発生率
６．紹介率
７．逆紹介率
８．尿道留置カテーテル使用率
９．救急車・ホットラインの応需率
１０．特定術式における手術開始前 1 時間以内の予防的抗菌薬投与率
１１．特定術式における術後 24 時間（心臓手術は 48 時間）以内の予防的抗菌薬投与停止率
１２．糖尿病患者の血糖コントロール　HbA1c（NGSP）＜ 7.0％
１３．退院後 6 週間以内の救急医療入院率
１４．急性心筋梗塞患者における入院後早期アスピリン投与割合
１５．急性心筋梗塞患者における退院時アスピリン投与割合
１６．急性心筋梗塞患者における退院時βブロッカー投与割合
１７．急性心筋梗塞患者における退院時スタチン投与割合
１８．急性心筋梗塞患者患者における退院時の ACE 阻害剤もしくはアンギオテンシンⅡ受容体阻害剤の
投与割合
１９．急性心筋梗塞患者における ACE 阻害剤もしくはアンギオテンシンⅡ受容体阻害剤の投与割合
２０．脳卒中患者のうち第２病日までに抗血栓治療を受けた患者の割合
２１．脳卒中患者の退院時、抗血小板薬を処方した割合
２２．心房細動を診断された脳卒中患者への退院時の抗凝固薬の処方
２３．脳梗塞における入院後早期リハビリ実施症例の割合
２４．喘息入院患者のうち吸入ステロイドを入院中に処方された割合
２５．入院中にステロイドの経口・静注処方された小児喘息患者の割合

備考
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防災物品購入委員会
委員会名 防災物品購入委員会

委員長名 新川　進 構成人数 8 名

事務局・担当部署 新川　進 担当者名

委員名

【医局】久場良也
【看護部】内間幸人
【医療技術部】田中健嗣（副委員長）、久場徳子
【事務部】比嘉　靖、我謝　三男、比嘉　康文

活動目的 震災時に必要な薬品・診療材料・備品などの準備、即対応できる体制、物品の備蓄量、搬出方法などを
検討する。

活動内容 備品（ビブス・腕章・簡易ベッド・衛星電話など）などの設置。

備考



ハートライフクリニック
平成 25年度　年次報告

Annual report of Heartlife Clinic 2013
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年報発刊によせての挨拶

社会医療法人　かりゆし会

ハートライフクリニック

院長　山本　壽一

　

平成 24 年 4 月 2 日に社会医療法人かりゆし会ハートライフクリニックが誕生

して 2 年が経ちました。ハートライフクリニックは、１．生活習慣病の自立支援

医療と小児プライマリー医療、２．地域循環型医療 ( かかりつけ医との連携 )、３．

生活習慣改善の指導で健康長寿を目指す、４．研修教育クリニック ( 地域の医療関

係者を含めて )、５．健全な医療経営、つまり、生活習慣病などの慢性疾患の治療

と療養指導、小児の急性期初期治療を対象として、スタッフ全員が専門性のある療

養指導法を修得し患者さまに還元していくことを基本方針として開院以来取り組ん

できました。

平成 25 年度の年報発刊に際してハートライフクリニックの現状と次のステップ

を考えてみました。平成 25 年度が終了した時点で初年度と比べて、受診患者さま

は増加しました。初年度はクリニックの存在が周知できていなかったため看板の設

置やリーフレットの配布、近隣の登録医療機関への宣伝など広報や地域医療連携室

の協力による宣伝活動が奏功して受診者数が増えたと考えられます。また、ハート

ライフ病院との連携で、慢性疾患患者さんのクリニックへの移動や、紹介状をお持

ちでない患者さんのクリニック受診への推奨も効果があったと思われます。さらに、

クリニックを初診された患者さまが再診しようという気持ちになって頂けたことも

受診患者さまの増加に繋がったと評価しています。

年報ではクリニック全体と各部署の活動がデータとして表現されています。次

年度に向けて、さらにクリニックの基本方針を成就するために皆さまからのご教示

とご指導を賜れれば幸甚です。

理念

わたしたちは心と心を結ぶ信頼される医療をめざします

基本方針

1. 生活習慣病の自立支援

2. 小児プライマリー（初期）医療

3. 地域循環型医療（かかりつけ医との連携）

4. 生活習慣病改善の指導で健康長寿を目指す

5. 研修教育クリニック（地域の医療関係者を含めて）

6. 健全な医療経営

7. 笑顔で親切
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指導医・専門医・認定医
（平成 25 年 7 月現在 / データ作成　企画室広報　仲田）

名称 人数 名称 人数
日本内科学会総合内科専門医 2 日本糖尿病学会専門医 2

日本内分泌学会指導医 1 日本内科学会認定医 3

日本内分泌学会専門医 1 日本小児科学会専門医 4

日本糖尿病学会研修指導医 1

指定医療一覧
1. 保険医療機関

2. 生活保護指定医療機関

3. 被爆者一般疾病医療機関

4. 特定疾患治療研究事業医療機関

5. 小児慢性特定疾患治療研究事業医療機関

6. 労災保険指定医療機関

診療体制
標榜診療科目
糖尿病内科・内科・小児科

その他、センター・専門外来など
● 禁煙外来

受付時間
月曜日～金曜日 午前　 8：00 ～ 11：30

　　　　　　　　　午後　13：00 ～ 16：30

診療時間 
月曜日～金曜日 午前　  9：00 ～ 12：00

　　　　　　　　　午後　14：00 ～ 17：30

休診日
土曜日・日曜日・祝祭日

クリニック概要
（平成 25 年 4 月 1 日現在 / データ作成　ハートライフクリニック　野村）

組織概要

施設名
社会医療法人かりゆし会　ハートライフクリニック

所在地
〒 903-0101　沖縄県中頭郡西原町字掛保久 288 番地

連絡先
電話　（098）882-0810（代表）

FAX　（098）882-0820

ホームページ　http://www.heartlife.or.jp/clinic/

管理者一覧
理事長　　安　里　哲　好

院　長　　山　本　壽　一

事務局長　　當　銘　秀　之　

施設概要

敷地面積及び建物概要
敷地面積 5,866.90㎡ 建築面積 2,674.97㎡ 延べ床面積 　5,959.94㎡

規模構造　鉄筋コンクリート造　地上 2 階建

職員数
総数　50 名

職種別
（平成 25 年 4 月現在 / データ作成　ハートライフ病院　総務課）

職種 人数 職種 人数 職種 人数 職種 人数
常勤医師 2 クラーク 5 臨床心理士 1 その他 5

非常勤医師 13 保育士 1 管理栄養士 2

看護師 9 臨床検査技師 3 理学療法士 1

准看護師 1 放射線技士 1 一般事務 6
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科別受診者数

糖尿病内科

45.0%

内科

25.0%

小児科

29.5%

検診

0.5%

平成25年度

総受診者に対する

科別の割合

糖尿病内科

内科

小児科

検診

財務情報
( 単位：千円 / データ作成　経理課　大山 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

H24 年度 H25 年度
医業収益 外来診療収益 196,370 237,612

保険予防活動収益 600 1,424

その他医業収益 944 3,054

計 197,914 242,090

医業費用　 一般管理費　計 360,664 332,531

医業利益 ▲ 162,750 ▲ 90,441

経常利益 ▲ 163,958 ▲ 91,516

税引前当期利益 ▲ 163,958 ▲ 91,171

法人税・住民税等 0 0

当期純利益 ▲ 163,958 ▲ 91,171 外来診療

収益

98.15%

保険予防

活動収益

0.3%

その他

医業収益

0.5%

医業収益の比率
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
糖尿病燃え尽き状態の 2 型糖尿病患者
に対する心理療法的関わりについて

第 56 回日本糖尿病学会 熊本市現
代美術館

2013 年 5 月16 日 大家聡樹

患者を逆紹介する際に必要な援助とは 熊本県 2013 年 5 月17 日 毛利貴子
CGM 使用経験と課題
臨床検査技師の CGM の関わり

第 50 回沖縄県医学検査
学会

沖縄県 2013 年 6 月15 日 仲里幸康

当院における糖尿病性腎症患者の栄養
指導介入の効果

第 51 回日本糖尿病学会九
州地方会

沖縄県 2013 年 11 月 8 日 真栄城ゆかり、新垣優子、大城
郁子、玉那覇美幸、久高恵、島
袋夕子、西原和枝、毛利貴子、
山本壽一

糖尿病を持つ高齢移住者のセルフケア
行動と血糖コントロール変化

日本糖尿病学会九州地方
学会

沖縄県 2013 年 11 月 8 日 島袋夕子、大城郁子、玉那覇美
幸、久高恵、西原和枝、真栄城
ゆかり、長嶺敦司、仲里幸康、
毛利貴子、山本壽一

インスリンデグルデク開始直後の患者イ
ンパクト

日本糖尿病学会九州地方
学会

沖縄県 2013 年 11 月 8 日 山本壽一、大城郁子、玉那覇美
幸、久高恵、島袋夕子、西原和枝、
山城小百合、安谷屋徳章、崎原
みち代、毛利貴子、仲里幸康

チーム医療におけるエンパワーメントの
５ステップの有用性

日本糖尿病学会九州地方
学会

沖縄県 2013 年 11 月 8 日 毛利貴子、新垣優子、島袋夕子、
久場徳子、渡真利ゆりか、長嶺
敦司、仲里幸康、甲斐博子、大
城郁子、山本壽一

『糖尿病治療への心理的態度』と『家
族の糖尿病治療に対する態度』の関連
についての探索的研究

日本糖尿病学会九州地方
学会

沖縄県 2013 年 11 月 8 日～
9 日

大家聡樹

座長 第 51 回日本糖尿病学会九
州地方学会

沖縄県 2013 年 11 月 8 日 仲里幸康

経口薬療法④ 第 51 回日本糖尿病学会九
州地方会

沖縄県 2013 年 11 月 9 日 山本壽一

論文著書
演題名 雑誌名 掲載年・号・頁 著者

心に残った症例　中断を繰り返す理由 糖尿病診療マスター p436-438．Vol.11(4)，2013 年 山本壽一
人類が地球上で絶滅危惧種とならないた
めには

沖縄医報 49(8),2013 山本壽一

糖尿病の自己管理－診断－自分でできる
ということ

べんちのーと 第 24 巻第 4 号，2014 年 山本壽一

活動実績
研究会・講習会等の参加実績

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
講師 第 1 回沖縄県地域糖尿病

療養指導士認定試験講習
会

沖縄県 2013 年 7 月 7 日 仲里幸康

糖尿病患者の診療連携の実際 中部地区糖尿病標準治療
推進委員会第 1 回講義１、
2

南風原町 2013 年 7 月17 日 山本壽一

糖尿病の心理臨床－ゆんたく外来の紹
介を中心に

第 4 回　糖尿病・心理面
からのアプローチ研究会

福岡 2013 年 7 月 22 日 大家聡樹

糖尿病患者の診療連携の実際 第 1 回おきなわ津梁ネット
ワーク説明会

宜野湾市 2013 年 8 月14 日 山本壽一

療養指導各論（2）食事療法 糖尿病療養指導士資格取
得者用講習会

西原町 2013 年 10 月 5 日 新垣優子

糖尿病の患者心理 東北地区 CDE 講習会講義 宮城県 2013 年 10 月19 日 山本壽一
糖尿病患者診療の心理的アプローチ 奥口内科クリニック勉強会 宮城県 2013 年 10 月19 日 山本壽一
座長：山本壽一 インスリンデバイス研究会 沖縄 2013 年 11 月 2 日 新潟薬科大学教授　朝倉俊成　

教授

糖尿病内科

院長　山本　壽一

　部門紹介
　糖尿病内科では、糖尿病と診断された患者さまの治療導入と糖尿病教育、より高度の治療を要するイン

スリン注射療法やインスリンポンプ療法、またインクレチン注射療法の導入も外来ベースで実施していま

す。合併症対策として、糖尿病性足壊疽を予防するための資格を取得した看護師によるフット外来、腎症

の進行を予防するために登録された看護師、管理栄養士と医師による透析予防チーム医療、低血糖の回避

として持続皮下血糖モニター CGM を用いた 24 時間 7 日間の血糖コントロール追跡、心理的問題を抱え

た患者さんへの臨床心理士による心理面談などを実施しています。診療日以外の土曜日には糖尿病教室と

患者会を開催しています。登録医師からの紹介患者さまも聴講されます。また、患者会では勉強会やウォー

クラリーも実施しています。院外活動としては糖尿病学会や研究会での発表や講演、また沖縄県糖尿病療

養指導士会への参加や公共施設での糖尿病予防の啓発活動にもスタッフ一同で取り組んでいます。

職員数
総数　17名

医師  5 名（常勤 1 名　非常勤 4 名）

看護師  5 名

管理栄養士  2 名

臨床心理士  1 名

メディカルクラーク 3 人

クラーク　   1 名

業務実績
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糖尿病教室

糖尿病教室とは、看護師や理学療法士など様々な専門家の講話を通して、糖尿病のセルフケアに役立つ情

報や知識を学んでいただいたり、糖尿病の患者さん同士で自分なりのセルフケアの工夫や苦労話を話し合

う場を設けるなど、より良いセルフケアを目指そうとするものです。

開催日 テーマ 職種 / 名前 参加人数

4 月 6 日
 糖尿病ありん・くりん（糖尿病の基礎知識）  看護師 / 島袋

8 名
 薬のあきさみよー（ﾊﾟー ﾄ 4）  薬剤師 / 魚住

4 月12 日
 これならできる・今日からできる　食事の工夫  管理栄養士 / 真栄城

7 名
 知って得する検査の話  看護師 / 玉那覇

4 月 20 日
 糖尿病と家族  看護師 / 久髙

17 名
 臨床心理士 / 大家

6 月1 日
 糖尿病と足について  看護師 / 大城

12 名 薬のあきさみよー（ﾊﾟー ﾄ 5）  薬剤師 / 魚住
 運動と血糖との関係  理学療法士 / 長嶺

6 月 8 日
 糖尿病とうつ  臨床心理士 / 大家

10 名
 糖尿病と検査について（あなたの腎臓元気ですか ?）  検査技師 / 仲里

6 月15 日
 コレステロールが高いと言われたら  管理栄養士 / 真栄城

13 名
 3kg 減量作戦 !  看護師 / 西原

7 月 6 日
 糖尿病ってなんだろう?  看護師 / 玉那覇

8 名 インスリン分泌とお薬  薬剤師 / 魚住
 これならできる・今日からできる　食事療法  管理栄養士 / 真栄城

7 月13 日
 運動療法実践編  理学療法士 / 長嶺

8 名
 糖尿病と検査について（あなたの腎臓は元気ですか ?）  検査技師 / 仲里

7 月 20 日
 糖尿病とこころ  臨床心理士 / 大家

8 名
 糖尿病と歯周病  看護師 / 島袋

8 月 3 日
 運動療法実践編 !  理学療法士 / 長嶺

12 名
 糖尿病の検査について  検査技師 / 仲里

8 月10 日
 コレステロールが高いと言われたら  管理栄養士 / 新垣

22 名
 糖尿病とアルコール  看護師 / 久髙

8 月17 日
 糖尿病と家族  臨床心理士 / 大家

14 名 基礎知識　足のトラブルあれこれ  看護師 / 大城
 薬って食後だけじゃないの ?  薬剤師 / 翁長

9 月 7 日
 インスリンの効果を高める薬  薬剤師 /上地

17 名 生活習慣病の中の糖尿病について  看護師 / 西原
 やってみよう! 工夫次第で色々できる運動療法  理学療法士 / 長嶺

9 月14 日
 これならできる・今日からできる食事療法  管理栄養士 / 真栄城

15 名
 糖尿病と検査について~ 総論 ~  検査技師 / 仲里

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
講師 糖尿病療養指導士「第 11

回認定更新講習会」
沖縄県 2013 年 12 月 22 日 仲里幸康

ケーススタディ３　急性・慢性合併症と
そのケア

那覇市 2013 年 12 月 23 日 毛利貴子

ケーススタディ4　1 型糖尿病とケア 糖尿病療養指導士更新者
用講習会

那覇市 2013 年 12 月 23 日 新垣優子

症例から学ぶエンパワーメント 糖尿病治療学術講演会　
～エンパワーメント～

福岡県 2014 年 2 月 8 日 山本壽一

コメディカルチームによる糖尿病教室の
取り組み

平成 25 年度中部地区糖
尿病標準治療推進委員会
推奨講演会

南風原町 2014 年 2 月 27 日 久高恵

雑誌・新聞掲載実績
演題名 媒体名 掲載年・号・頁 寄稿者・取材対象者

健康エッセー、ドクターのゆんたくひん
たく　食事療法誰に相談しますか？

琉球新報 P.18, 　2013 年 8 月 27 日 山本壽一

がんじゅーまーる、血糖値管理劇で訴え
ハートライフの糖尿病患者組織　旧盆舞
台に熱演

沖縄タイムス p20、2013 年 9 月 4 日

イチキロヘラス　グラフ化体重日記　1
日 4 回測定しよう

琉球新報 p20、2013 年 10 月 22 日

患者教育活動
患者会

ハッピーハート会は患者、スタッフで構成されており、糖尿病に対する意識を深めること、また患者さん

同士の親睦を図ることを目的としています。

開催日 テーマ 担当 参加人数
4 月 26 日 さかえ読み合わせ 医師 : 山本壽一 21 人
6 月 22 日 こころとからだの物語 臨床心理士 : 大家聡樹 20 人
7 月 22 日 お薬のお話 薬剤師 : 魚住達也、翁長

寛人
17人

8 月 31 日 こんなとき・あんなときどうする ? 糖尿病内科看護師 23 人

10 月 26 日 栄養士クイズだよ ~ 全員集合 ~ 真栄城ゆかり 20 人

1 月 25 日 バラエティーエクササイズ・ラリー 理学療法士 : 長嶺敦司 26 人

■栄養士クイズ ■昼食会

■院長の山本による読み合わせ ■患者さんグループワーク
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内科

内科医長　荒川　幸弘
部門紹介

　ハートライフクリニックの内科では、風邪症状や胃腸炎・予防接種や検診に至るまでの内科全般に渡っ

て診療をしています。外来受診者数は増加傾向にあり、地域のかかりつけ医として次第に定着しつつあり

ます。禁煙外来への受診数も増えてきており、禁煙成功に導く指導内容も充実してきています。平成 25

年から日曜日の特定健診も開始しており、好評であったことから次年度も実施の予定です。また、週に 1

回の腎臓内科では、専門医による診療を行っており、腎疾患へのきめ細かな早期介入を行うことで、透析

導入を遅らせることが期待できます。

職員数

総数　７名

医師３名（常勤１名　非常勤２名）

看護師　3 名

クラーク　1 名

業務実績
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開催日 テーマ 職種 / 名前 参加人数

9 月 21 日
 糖尿病とうつ  臨床心理士 / 大家

4 名
 糖尿病連携手帳の活用　あれ・これ  看護師 / 玉那覇

10 月 5 日 台風の為休講

10 月12 日
 今日からできる・これからできる食事療法  管理栄養士 / 棚原

14 名
 知って得する検査の話  看護師 / 堀江

10 月19 日
 糖尿病とこころ ~ 心理テストをやってみよう ~  臨床心理士 / 大家

13 名
 糖尿病治療の支えについて  看護師 / 久髙

11 月 2 日
 糖尿病ありん・くりん（糖尿病の基礎知識）  看護師 / 島袋

15 名 インクレチンって何 ?  薬剤師 /上地
 肩をはらずに運動してみよう!  理学療法士 / 長嶺

11 月16 日
 糖尿病の食事療法について  管理栄養士 / 棚原

10 名
 糖尿病の検査について  看護師 / 堀江

11 月 30 日
 糖尿病と歯周病  看護師 / 玉那覇

9 名
 糖尿病とこころ  臨床心理士 / 大家

12 月 7 日
 家庭で血圧を測ってみよう!  看護師 / 島袋

8 名 糖尿病治療薬 ~ インスリンについて~  薬剤師 / 翁長
 工夫次第で色々できる運動療法 !  理学療法士 / 長嶺

12 月14 日
 コレステロールが高いと言われたら  管理栄養士 / 棚原

9 名
 ヘモグロビン A1c について  検査技師 / 金城

12 月 21 日
 酒は百薬の長 ? 糖尿病とアルコール  看護師 / 久髙

20 名
 糖尿病とうつ  臨床心理士 / 大家

1 月11 日
 3㎏減量作戦 !  看護師 / 西原

18 名
 今年の食生活の目標を立てよう!  管理栄養士 / 棚原

1 月18 日
 糖尿病の検査総論  検査技師 / 仲里

8 名
 糖尿病と家族  臨床心理士 / 大家

2 月1 日
 効果的な運動療法 !  理学療法士 / 長嶺

22 名 糖尿病治療薬の話  薬剤師 /上地
 足のトラブルあれ・これ  看護師 / 島袋

2 月 8 日
 減塩って !  管理栄養士 / 棚原

14 名
 自己血糖測定実践編  検査技師 / 仲里

2 月15 日
 イベント対策 ~ 卒業・入学シーズン・清明祭 ~  看護師 / 玉那覇

10 名
 心理テストをやってみよう!  臨床心理士 / 大家

3 月1 日
 積極的に糖を利用しよう!  理学療法士 / 長嶺

13 名 糖の吸収を遅らせる薬について  薬剤師 / 翁長
 糖尿病ありん・くりん（動脈効果について）  看護師 / 西原

3 月 8 日
 コレステロールが高いと言われたら  管理栄養士 / 棚原

10 名
 どろどろ血・さらさら血　あなたの血管年齢は ?  検査技師 / 仲里

3 月15 日
 患者さんからよく聞かれる Q&A  看護師 / 久髙

12 名
 こころから見る糖尿病  臨床心理士 / 大家

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 
■栄養士による講話の様子 ■様々な専門家による講話を行っています
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小児科

ハートライフ病院小児科部長　安里　義秀

部門紹介
　小児科では一般外来のほかにも、気管支喘息などの慢性疾患の診療も行っております。小児科内の壁面

には、可愛らしいおさかなの壁紙を採用し、あがペェ子供造型教室のお子さんたちの絵画やオブジェの写

真を掲示しています。お子さんが安心して怖がらずに来院できるような内装に配慮しました。

　また、クリニック内では対応が困難な検査や、入院が必要となる専門的な治療は、他の医療機関やハー

トライフ病院などと連携して治療を行います。

　

職員数
総　数　11 名

医　師　7 名（非常勤）

看護師　2 名

保育士　1 名

クラーク　１名

業務実績
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研究業績
学会発表

演題名 学会名 開催地 発表年月日 発表者と研究者
発表「療養指導者に運動療法士が提供
できるものとは」

第 56 回日本糖尿病学会
年次学術集会

熊本 2013 年 5 月17 日 長嶺敦司

論文著書
演題名 雑誌名 掲載年・号・頁 著者

生活活動から考える運動療法への導き方 沖縄 CDEJ　NEWS 第 10 号 2013 年 11 月 長嶺敦司
糖尿病劇場「それぞれの指導～真実は藪
の中」

糖尿病ケア 第 10 巻 11 号 2013 年 11 月 長嶺敦司

活動実績
出前健康講話実施状況

講座名 開催地 日付 演者（講師）
転倒骨折を予防するには 西原町　　 2013 年 6 月17 日 長嶺敦司
糖尿病について 西原町　 2013 年 9 月13 日 長嶺敦司
転倒骨折を予防するには 西原町　　 2013 年 11 月 22 日 長嶺敦司

講演会参加実施
講座名 開催地 日付 演者（講師）

衛生管理研究会「メタボリックシンドローム予防」 西原町 2013 年 7 月 26 日 長嶺敦司

中城村健康保健課「生活習慣予防講演会」 中城村 2014 年 2 月17 日 長嶺敦司

第 20331 回日本理学療法士協会主催講習会「内部疾患基本編」 与那原町 2014 年 3 月 2 日 長嶺敦司

第７回沖縄県理学療法講演会「糖尿病合併症者のリスク管理の重要性」 石垣島 2014 年 3 月16 日 長嶺敦司

附属施設

疾病予防運動施設リューザ

疾病予防運動施設　リューザ　長嶺　敦司
部門紹介

　疾病予防運動施設 Ryuew-ZA（リューザ）はハートライフクリニックと併設しているため、医師による

運動処方箋をもとに医学的視点を加味し、安心で効果的な運動による疾病予防が可能です。

　リューザでは、理学療法士が常駐しており、また、健康運動指導士といった運動の専門家が一人ひとり

の身体の状態に合った運動プログラムを作成し、健康づくりを全面的にサポートします。

職員数
総数　2 名

理学療法士　1 名

健康運動実践指導者　1 名

業務実績
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ヘルシーカフェ ohana

ヘルシーカフェ ohana　新垣　優子
部門紹介

　ヘルシ－カフェ ohana（オハナ）は、ハートライフクリニックに来院される方や生活習慣病が気になる

方に低カロリーな料理を提供しています。カロリー計算されたモーニングセットやランチ、日替わり弁当、

ご来店されたお客様の要望に合わせたオードブルやスイーツの提供を行っております。また、ハートライ

フ病院で出産された方へ特別コース料理の祝い膳や、医局の当直弁当、院内講演会の弁当、お誕生日ケー

キなど職員の方々にも利用して頂いています。　平成 25 年度からは西原町社会福祉協議会サポートはば

たきと契約を結び、通所している方へのバランス弁当の提供を始めました。

職員数
総数　3名

調理師　2 名

フロア（配膳）　1 名

業務実績
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看護部 7 階病棟　新垣　絹子
　「感謝」。この一言に尽きます。周りの方々に支えられて 20 年余り仕事を頑張ってこら

れました。これからも宜しくお願い致します。

医療技術部放射線科　大城　盛寛
　放射線技師専門学校を卒業して、ハートライフ病院に就職して 20 年が経ちました。あっ

という間だったような、でも大変な時期もあった 20 年でした。これからもまだまだ色々

な事があると思いますが、先輩や後輩のスタッフの力を借りながら残りの職務を全うした

いと思います。

糖尿病内科　玉那覇　美幸
　早いもので入職して 20 年が過ぎました。入職のきっかけは保育所が完備されているこ

とでした。保育園に預けていた子どもたちも成人し孫も二人生まれました。家庭と仕事の

両立はなかなか難しく何度か退職を考えたこともありましたが何とか続けることが出来ま

した。これからもがんばっていこうと思っています。よろしくお願いします。

放射線科　中村　弘之
　ハートライフ病院にお世話になって２０年。過ぎ去ってみるととても早く感じます。い

い時も、またそうでない時もハートライフ病院の職員の皆さんと一緒に歩いた２０年でし

た。これからも宜しくお願い致します。

平成25年度　20年勤続者

かりゆし会に入職して 20 年。仲間とともに地域の皆様のお役に立てるよう努力して参りました。平成

25 年 11 月 29 日（金）　に沖縄県医師会平成 25 年度永年勤続医療従事者表彰式が行われました。ハー

トライフ病院とハートライフクリニックでそれぞれご紹介いたします。

人工透析室　久場　和子
私の 20 年間における勤務では楽しいことや苦しいこと、悲しいこと、つらいことも多々

ありましたが、周りの環境に恵まれて、支えられて、今まで勤務することが出来たと思い

ます。そして、心も体も健康で無ければ十分に働けませんので、疲れているときは休息を

優先してリフレッシュするように努めました。これからも気分を新たに元気で働けるよう

に努力していきたいです。

地域医療連携室　新垣　りか
　平成 4 年 10 月にハートライフ病院へ就職し、早いもので 20 年の歳月が過ぎました。

当初は「医療」に関して全く無知で、先輩方に多々ご迷惑をおかけ致しました。現在にお

いてもまだまだ勉強中で、皆様方にいろいろとご教示頂きたく心よりお願い申し上げます。

総務課　内間　善一
　社会医療法人かりゆし会に感謝。20 年間に出会った職員一人ひとりのサポートを受け、

今まで頑張ってきました。これからも日々、仕事に対し努力し長い人生、社会医療法人か

りゆし会の発展のためがんばり続けたいと思っています。心よりありがとうございました。

ハートライフクリニックの皆さん。山本院長と。

ハートライフ病院の皆さん。奥島院長と。
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サークル活動

サークル名 構成
人数 平成 25 年度の主な活動

アウトドアサークル 10 名 キャンプ /3 回
トレッキング /2 回

エクササイズサークル 11 名 練習 /49 回
琉球大学空手部との合同練習 /3 回

空手 10 名 練習 /52 回
初段取得者 1 名、1 級取得者 3 名

ゴルフ同好会 20 名 6 回のコースラウンド、職員コンペの
開催

三味線サークル 13 名

練習 /41 回
【その他】
臨床研修医への演奏
忘年会余興

写真・絵画サークル 11 名
病院内への展示 /5 回

テニス 13 名
練習 /11 回

【大会参加等】
第 56 回沖縄県病院対抗テニス大会

釣りサークル 13 名 沖釣り/4 回
陸釣り/3 回

バスケットサークル 14 名 練習 /24 回

サークル名 構成
人数 平成 25 年度の主な活動

バレーボールサークル 12 名
練習 /51 回

フットサルサークル 5 名
練習 /19 回

【大会参加等】
ティーダイン沖縄大会

ボーリングサークル 13 名 県内ボーリング場での 4 回のサーク
ル活動

マリンスポーツサークル 12 名 ボートダイビング /4 回

ハートライフランナーズ 19 名

【大会参加等】
石垣島トライアスロン
新入職者歓迎縦断駅伝
やんばる駅伝
ナハマラソン
ナゴハーフマラソン
おきなわマラソン
なんぶトリムマラソン

同好会

剣道 3 名 稽古日 / 毎月第三月曜日１９時半～
２０時半

フットサルサークル

ハートライフランナーズ

釣りサークル

写真・絵画サークル

　去る10月18日(金)に「平成25年度　院内研究発表会」が行われました。4部門で予選を行う選抜
方式で開催され、各部門から予選を勝ち抜いた計12題で本選が行われました。 今年は医療技術部
門の運営で開催され、審査員として奥島院長、西原医局長、西銘看護部長、宮城医療技術部長、當
銘事務部長にご参加頂きました。  
　 3時間弱の発表、質疑が行われ見事入賞を果たした参加者は以下の通りです。

『院内研究発表会』が行われました

２位

薬局　翁長　寛人

３位

リハビリテーション科　大見謝　勝人

１位

臨床工学科　仲松　晋也

平成25年度

1位　臨床工学科　仲松 晋也さん
        「アイソレーションモニタ警報発生の一因が電子カルテ端末の設置であった事例の対応」
2位　薬局　翁長 寛人さん
　　「持参薬についての取り組み」
3位　リハビリテーション科　大見謝 勝人さん
　　「総合実施計画の取り組み～よりよいチームアプローチを目指して～」

医療技術部門が1位～3位を独占!！
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編集後記
　今年度の年報が完成しました。職員の皆さんの頑張りがつまった年報です。写真を見ていますと楽しい

思い出が蘇ってきます。新春の餅つき大会、栄養科の皆さんが頑張って大きなお鍋にぜんざいとお雑煮を

つくってくださいました。自分でついたきな粉をまぶしたお餅のおいしさが舌に残っています。10 月の

吉の浦体育館での運動会。子供さんもたくさん参加して大喜び。ゲーム感覚の運動会でした。11 月の院

内研究発表会は各部署の予選を勝ち抜いた 13 題の参加でした。年々、レベルが向上し、甲乙つけ難い内

容でした。

　4 月に６人いるはずの研修医１年目が４人国家試験に不合格で 2 人になったときはお先真っ暗で厳しい

１年になると思いましたが、終わってみると楽しい充実した１年でした。今年度の年報の完成には広報の

知念さんと仲田さんの尽力によるところが大きいです。また、毎月集まって議論や資料収集をしてくださっ

た年報委員の皆様に心から感謝申し上げます。

　これからも職員の皆様の意見を反映し年報がより充実したものになることを期待しています。

年報作成委員長　　奥　島　憲　彦

データ収集にご協力頂いた、各部署の皆様ありがとうございました。

年報作成委員会の皆様お疲れ様でした。

◇年報作成委員会◇
　 委 員 長　　奥　島　憲　彦（ハートライフ病院院長）

　 副委員長　　嘉　川　春　生（泌尿器科部長）

　 委　　員　　菅　野　善一郎（心療内科医長）

  　　　　　　仲　地　ますみ（看護副部長）

  　　　　　　仲　座　義　富（放射線科技師長）

  　　　　　　屋　宜　伸　春（リハビリテーション科主任）

  　　　　　　當　銘　秀　之（事務部長）

  　　　　　　大　城　真　澄（メディカルクラーク）

  　　　　　　仲　松　　　泉（メディカルクラーク）　　　　　　

  　　　　　　田　河　美智代（診療情報管理室）

  　　　　　　宮　城　映　子（総務課図書係）

  　　　　　　新　垣　優　子（ハートライフクリニック ohana　主任）

  　　　　　　知　念　政　治（広報係副主任）

  　　　　　　仲　田　尚　正（広報係） 
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